
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　なんてことはなかった。

　私の時代は、あっけなく幕を開けた。想定通り。それでも今だけは、安あん堵どと嬉うれしさに酔よっていたい。ようやく私も歓よろこびを嚙かみしめて良いのだ。どれほど我が慢まんしてきたことか。

　天下の憂うれえに先立ちて憂うれえ、天下の楽しみに後おくれて楽しむのだ。

　マキァヴェリ曰いわく、頭脳には三種類ある。第一は自分の力で理解し、第二は他人の理解を聞き分け、第三は自分の力でも他人の力でも理解しない場合だが、第一は格段に優すぐれ、第二も優すぐれているが、第三は無能である──と。言うまでもなく、私は第一の脳。

　その証左に、いとも容易たやすく彼かの者を下してやった。ふふん。

　第一回定期考査個人成績票に記された総合順位一位の文字。

　しかし同時に、悲しい事実を知った。いつもより時間を掛かけて設問に取り組んだのに、私はクラスの誰だれよりも早くペンを置くことが出来たのだ。

　こんなことなら、普ふ通つうにやっても良かったではないかっ！

　躍やつ起きになって解いていた今までの苦労は何だったのだっ！

　いやいや。冷静になろう。落ち着きたまえ。よく考えろ。あのタイムアタックの日々があったからこそ、解答速度が──思考速度が上がったんだ。進歩とは、効率化なのだ。無む駄だなんかじゃない。これは努力の賜たま物ものなんだ。賽さいの河原かわらの石積みなどでは決してない。

「先生、どうだった？　今回の先生はどれも点数が異常だったし、一位も──」

　部長が私の手元を覗のぞき込こむ。「おっ！　おっ！　遂ついにやりましたなっ！　凄すごい凄すごいっ！」

「でしょー。一位だよっ！　褒ほめて褒ほめて」

　そう、私は凄すごいんだ。私だったら、やれる。

「いやぁ、素す直なおに凄すごいっ！　満点も幾いくつかあったもんね。悔くやしいけど、この順位を見せられたら納なつ得とくだよ。今回は私の奢おごりかぁ。私のお金が強ごう欲よくな負けヒロインに獲とられちゃう……」

　私の順位を漏もれ聞きいたクラスメイトが「神じん宮ぐう寺じさん一位なの？」「すごっ」「神じん宮ぐう寺じさん頭いいもんなぁ」「これで白しろ崎さきの天下も終わったな」と代わる代わる喧けん喧けん囂ごう囂ごうに称たたえてくる。

　そうだそうだっ。もっと褒ほめろ。褒ほめ称たたえるのだっ！

　私は君たちより早くペンを置いてこの順位なのだっ！

　もっと称しよう揚ようしてっ。私には正解を見み抜ぬく力──燃ねん犀さいの明めいがあるのだっ！

　ところで「強ごう欲よくな負けヒロイン」の部分、みんなに聞こえてないよね？　そこだけ心配。

「やめてよ～。もう恥はずかしいってー」手を大おお袈げ裟さにぶんぶん振ふってみたりして。

　冷ややかな視線を送るデレク＆ザ・ドミノス──浅あさ野の麗れい良らと目が合った。

　その「またやってる」みたいな面おも様ようは何？　なんか文句でもあるの？　何しようが私の自由でしょ？　別にいいでしょ？　迷めい惑わく掛かけてないでしょ？　憐れん憫びん混まじりの目はやめて。

　計算とかじゃないから。円えん滑かつなコミュニケーションの為ために、己おのれを犠ぎ牲せいにしているだけだから。これは私の血を伴ともなった痛みなのっ！　あっち向いててよっ！

　麗れい良らは無視。「みんながそんなに言うなら、純じゆん君に見みせて来こようかな……」

　首は傾かしげ気ぎ味み。上うわ目め遣づかい。飽あくまでも囃はやし立たてられたから、という建て前。ここ重要。

　方ほう々ぼうから「おー、行ったれっ！」「悔くやしがる白しろ崎さき君の姿を見たい」「これで我が六組が五組に完全勝利した」という声を受けながら、私は純じゆん君のクラスに足を向ける。

　渡わたり廊ろう下かを通って、いざ五組。

　控ひかえめに教室のドアを開けると、まだ生徒がちらほらと残って居た。席せき替がえがあったのか、純じゆん君は窓まど際ぎわかつ一番後ろの席で頰ほお杖づえをついて、考え事でもしている風ふうの雰ふん囲い気きを醸かもしている。琉る実みの席はどこだろうと思って見ると、真ん中の列の中なか程ほどで、机の上にスポルディングのリュックを置いたままスマホを弄いじっていた。琉る実みに用はないから、特に触ふれない。

　そんなことより、捉とらえるべきはあの男。あの物もの憂うげな顔から察するに、さてはショックに打ちひしがれているのだね。そうだろう、そうだろう。分かる。分かるよ。でもね、悲しむ必要はないんだ。私の方がほんの少しだけ、ちょびっとだけ優ゆう秀しゆうだったということなんだ。

　ほら、いざとなったら優ゆう秀しゆうな私が養ってあげるから。気にしない、気にしない。

　……やっぱ無理。私に労働は不可能。ごめん。前ぜん言げん撤てつ回かい、養って。

「やあやあ白しろ崎さき君。定期考査の順位はどうだった？　成績票が返ってきたでしょ？」

　純じゆん君がめんどくさそうに顔を上げる。うんうん、悔くやしさが滲にじみ出でているよ。

「ん？　順位？　今回も一位だったぞ」




　は？




「ちょ、ちょ、ちょっと待って。一位なの？　え？　成績票見せてっ！」

　机の中から取り出された成績票を引ひっ手た繰くると、そこには総合順位一位と書かれていた。

　同点一位？　何それ。意味不明なんだけど。

「那な織おりはどうだったの？」琉る実みが横から口を挟はさんできた。

　もうなんだよ。うるさいなぁ。いちいち首を突つっ込こまないでよ。来なくていいから。今はそれどころじゃないのっ！　いちいち説明するのも億おつ劫くうで、無言で成績票を琉る実みに手て渡わたして黙だまらせる。琉る実みの相手をしている気分じゃない。こんなの許さない。こんな展開はあり得ない。

　どうして私が一番じゃないのっ！

　琉る実みが横で「うわ、一位。わたしなんて二十九位なのに……」と呟つぶやいた。

　知らないっ！　二十九位の相手なんてしていられないっ！

「ちょっとっ！　さっきの物もの憂うげな表情はなんなのっ！　あれは確実に一位の表情じゃなかったよっ！　さては騙だましたなっ！　この私を……この私を騙だましたんだっ！」

　大根に騙だまされるとは。不覚。一生の不覚。こしゃくな真ま似ねをっ！　ダチュラだっ。

「何だよそれ。完全な言いい掛がかりだぞ。僕はただ、弓きゆう道どう部ぶの先せん輩ぱいに今からでも良いいから入らないかって言われて、どうしたものかと考えてたんだよ」

　身体からだをこちらに向けて純じゆん君が続ける。「それより那な織おりも一位なのか。おめでとう。やっぱり本気を出した那な織おりには──」

「私の心と身体からだを散々弄もてあそんでおいて許されると思うなっ！　訴うつたえてやるっ！」

　私は琉る実みの手から成績票を抜ぬき取とり、教室を飛び出した。

　今回は負けない自信あったのにな。絶対勝ったと思ってた。はぁ。あ───、もうっ。

「待てよ」

　純じゆん君の声がした。私はそれを無視する。そういう気分じゃないっ。

　那な織おり、と言われ──後ろから手首を摑つかまれた。

「どうしたんだよ」

　振ふりほどこうと腕うでを振ふってもがくと、更さらに力がこめられた。

　なんだよなんだよ。ほっといてくれよっ。「痛い。放して」

「なんでそんなに怒おこってるんだ？」

「だって、私は一位を獲とって……──それなのにこれじゃ何もできない」

　振ふり返かえって純じゆん君の目を捉とらえる。そんな目で見ないでっ。惨みじめになるっ。

「私に告白されるのが嫌いやだから──迷めい惑わくだから……そうならないように必死に勉強したんでしょ？　ざまあみろって思ってるんでしょっ！　早く放してっ」

　なんて支し離り滅めつ裂れつなことを言っているんだろうと思った。口に出す積もりの無かった言葉が、勢いに任せて口から出てくる。こんなのただの八つ当たりだ。思い通りにならなくてフラストレーションをぶつけているだけだ。こんなのやだ。蕪ぶ雑ざつすぎて私らしく無い。お願いだから今は放ほうっておいて欲ほしい。これ以上余計なこと言いたくない。

「なんでそうなるんだよ。那な織おりが本気出すって言ったから、僕もいつも以上に本気で臨のぞんだんだ。今までだって、そうやってきたじゃないか」

　純じゆん君が頭を搔かきながら眉まゆを下げ、私の手を解放する。

「それに手を抜ぬいたら、それはそれで怒おこるだろ？」

「……まぁ、そうだけど……でも──」

「前も言ったようにさ、今それを言われても僕は応えられない。だからと言って琉る実みとどうこうするつもりもない。それじゃダメか？」

　純じゆん君が応えてくれないのは分かってる。

　それでもいいから、宙ぶらりんでもいいから──もっと私に興味を持もって欲ほしい。

　純じゆん君の告白は正当じゃなかった。だから、すべてリセットした。リセットしたこの関係の中で、私は最初に行動したかった。私だけが何も出来なかった以前の関係じゃないんだ。

「ほんとに？　私の見てないところで抜ぬけ駆がけしない？」

「しないよ」

「信じられない。口だけじゃ何とでも言える。信しんじて欲ほしかったら、ここで抱だき締しめて」

「い、いきなり何を言い出すんだよ。こんなとこで──」

　外野が居るのは知ってる。さっきから通り過ぎる生徒が私達を横目で見ているのも知っている。だって、ここは吹ふき抜ぬけに浮うかぶ渡わたり廊ろう下かのど真ん中だから。

　だからだよ。

「じゃあいい。私は戻もど──」言い終わる前に、私は抱だき締しめられた。

　んっ。本当に抱だき締しめてくれるなんて。そうなるように誘ゆう導どうしたけどっ──嬉うれしい。超ちよう嬉うれしい。驚おどろきと喜びで緩ゆるんだ顔を見られない様ように純じゆん君の肩かた口ぐちに顔をうずめる。前にしてくれた時より力は籠こもっていなかったけど、形だけでも私を抱だき締しめてくれた。みんな、見てっ！

　男の子の服の匂においを、肺はい一いつ杯ぱいにため込む。子供の頃ころから知っている馥ふく郁いくとした香り。

　好きだな、この匂におい。

　近くを歩く生徒が何か言っている。「ねぇ、今の見た？」女子の声が聞こえる。

「あれって白しろ崎さきだよな？」「相手は……神じん宮ぐう寺じか？」男子の声が聞こえる。

「これでいいか？」私から離はなれた純じゆん君が、顔を背そむけながら言った。

　ねぇ、耳が赤くなってるよ。もしかして照れてる？　ああっもうっ、可か愛わいいなぁ。

　もうちょっとだけ──ううん、贅ぜい沢たくは言わない。今はこれでいい。満足感やばい。

　視界の端はしに、ちょうど教室から出て来たショートの女子が一人。

　狙ねらったみたいなタイミング。ちょっとばかし狙ねらってたけど。うん、これもわざと。

「もう終わり？　短くない？　早い男は嫌きらわれるよ？　あ、でも早くても回数さえ──」

「いい加減にしろっ」純じゆん君が私の頭を軽くはたいた。「噂うわさになったらどうすんだよ」

　叩たたかなくたっていいだろー。女の子の可か憐れんで可か愛わいい冗じよう談だんくらい受け止めてよ。器うつわがちっちゃいなぁ。でも、こういう言い回しに反応してくれると、ちょっと安心する。やめらんない。

　それにしてもだよ、純じゆん君や教授は女子の頭を何だと思っているんだっ！　みんなまとめてダチュラだっと言いたいところだけど、鈍どん感かん君にしてはなかなか察しがよろしいではないか。

「って言うか、それ狙ねらい……かも。てへっ」

「……てへっじゃねぇっ！　可か愛わいく言えば許されると思うなよっ」

「あ、可か愛わいいって思ってくれたんだ。てへっやるな。今後は積極的に採用してあげよう」

「もう好きにしてくれ」頭を片手で押さえながら、諦てい念ねん混まじりの嘆たん息そくを純じゆん君が零こぼした。

　仕方ない。解放してやるか。今日のところはこの辺にしといてあげる。感謝してよね？

　満足。これ以上無いくらい満足。他の生徒モブが往来する中で、ほんのひととき、私だけが独ひとり占じめした。それも琉実の前で。悪くない。とっても悪くない。素す晴ばらしき戦果。

「うんそうする。そう言えばさっきの話だけど──」

「なんだよ。どの話のこと言ってんだ？」

「部活がどうのってやつ。入ったらダメだかんね」

　放課後は私の相手をしてくれないと許さない。変な部活の拘こう束そくなんて冗じよう談だんじゃない。弓きゆう道どう部ぶの先せん輩ぱいって、女でしょ？　余計に無理。ほんとだったら、今日だってこの後は──ま、いいや。今日のところは勘かん弁べんしてあげるって決めたばっかだし。部長で遊ぶことにしよ。

「もう満足したから教室に戻もどって良いいよ。しっしっ。あっちいけ」

「おまっ……本当に自由だな」

　ひとりで余よ韻いんを味わいたいのっ。まったく、無ぶ粋すいなんだから。

「衆しゆう人じん環かん視しの中でのハグは良よき物ものだったよ！　元気になった！　ありがとうっ！」

　満面の笑えみで素す直なおにお礼を告げ、私は教室に戻もどった。さよならの言い方が分からないのは警察だけでいい。純じゆん君はこういうとこあっさりしているから有あり難がたい。好き。

　ほくほくした気持ちで教室のドアを開けると、クラスメイト達から「白しろ崎さきはどんな顔してた？」「神じん宮ぐう寺じさん、白しろ崎さき君は悔くやしがってた？」等と矢や継つぎ早ばやに質しつ問もん攻ぜめをしてきた。特進クラスが二つもあるとライバル意識が芽生えるらしい。超ちよう面めん倒どう臭くさい。魔ま法ほう学校の寮りようみたい。

　帰属意識なんて皆かい無むだが言わせて。すまぬ、クラスメイトよ。

「あっちも一位だったぁ。同点一位。せっかく応おう援えんしてくれたのに、ごめんね」

　努めて可か愛わいく。声色トーン上げ気味で。秘密警察ゲシユタポに狙ねらわれてると思って対応。尻しつ尾ぽは見せない。

　皆みんなが「今回は勝てると思ったのに」「でもあの牙が城じようが崩くずれる夢を見させてもらえただけでも」「だね。とりあえず坂さか口ぐちには勝ったでしょ？」なんて零こぼすのを「次こそ頑がん張ばるね」と宥なだめながら、自分の席に座る。見よ、これぞ完かん璧ぺきな立たち居い振ふる舞まい。

「意い気き揚よう々ようと向かったのに残念。先生はいつまで経たっても完全勝利できないね。負けヒロインらしくていいけど、切ないねぇ。お祓はらいする？　お焚たき上あげでもする？　そうだよ、今度、神社に行こっ。私、護ご摩ま焚たきって一度やってみたかったんだよねー」

　部長が私の隣となりの席に座りながら愉たのしそうに言ったかと思うと、小声で「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・烈れつ・在ざい・前ぜん」と付け加えた。九く字じを切るんじゃないっ！　憑ついてないからっ！

　うるさいうるさいっ！

「護ご摩ま焚たきなんてしないからっ。そして九く字じを切るな。負けヒロイン言うな」

　クラスに響ひびかないように、小声で目め一いつ杯ぱい詰なじる。この小こ童わつぱめがっ。

「へ？　負けヒロインでしょ？　頭大だい丈じよう夫ぶ？　変になっちゃった？」

　部長が私の頭を撫なでながら「それは元からだったね。ごめんね」と安定の毒を吐はく。

「やめいっ。私のことを何だと思ってるのっ！　最近、扱あつかいが酷ひどいんじゃない？」

「愛ゆえに、だよー。ほら、私は気持ちをストレートに言えない奥おく手てなタイプじゃん。だから、先生の気を引きたくて、いじわるなこと言っちゃうんだよ」

「気持ちをストレートに言えない奥おく手てなタイプ……？　散々、人の肯こう綮けいばかりを執しつ拗ように突つき刺さそうとしてきた癖くせに、どの口がそういうことを言う訳？」

「肯こう綮けいばかり……？　つまり、痛い所を突つかれてる自覚があったってこと？　それは負けヒロインを自じ認にんしているってこと？　先生、ごめんね。今の今まで、先生にはその自覚が無いものかとばかり──自覚しているんだとしたら、話は変わっちゃう」

「そうやって人のことを負けヒロインだの、一番可か愛わいいキャラに限って選ばれないだの、失しつ恋れんして泣いてる姿がきゅんきゅんするだの好き勝手言うけど、この世の非情さを教えてあげようじゃないか。いい？　可か愛わいさは全てに於おいて優先されるんだよっ。現実では可か愛わいい子が最後に勝つのっ！　部長の思い通りになんてならないんだから。今日の私は一ひと味あじ違ちがうのだっ！」

　私は部長の手を払はらい、耳もとで「（さっき渡わたり廊ろう下かで衆しゆう人じん監かん視しのもと、ハグされたもんねー。これは噂うわさになっちゃうなー。困ったなー。どーしよーっかなー）」と戦果を報告する。

　観測されない事実は存在しないも同然だ。

　だからこそ、より多くの人間に認にん識しきさせることで、それは厳げん然ぜんとした事実になるのだ。

　ひとりぼっちで地動説を唱えたって広まらないでしょ？　裁判するから広まるんだよ。

「おお、さすが色いろ仕じ掛かけも辞さない負けヒロインっ！　それでこそ肉にく布ぶ団とん先生だっ！」

「肉にく布ぶ団とん先生言うなっ。私が言いたいのは──」

「先手は打ったってことでしょ。でも、その程度で満足するのは先生らしくないよ」

「甘いよ、部長。私が無策に動く訳ないじゃん。こういうのって、積み重ねてこそでしょ。私達の場合、単純接せつ触しよく効果で今さらどーのこーのなんてなんないし、刺し激げきや感情も慣れには勝てないわけだし、ただ徒いたずらに衝しよう撃げきを与あたえればいいってものじゃないの。そこはほら、手て練れん手て管くだを駆く使しして、より高度な戦術が必要に──」

「語れば語るほど、負けヒロイン感が増す気がするのは私だけかなぁ～。そうやってあれこれ策を弄ろうするキャラって、報むくわれないのが基本だと思うんだけどなぁ。結局、ラブコメって純じゆん粋すいな子が選ばれるじゃん。メインヒロインとして格があるって言うか。そう言えば、追おい詰つめられた敵キャラってべらべらと自分の考えを喋しやべりがちだよねぇ」

　部長が窓の方を向く。窓まど際ぎわに居る女子と目が合ったらしく、部長が小さく手を振ふった。手を振ふられたクラスメイトが部長に手を振ふり返かえし、私にも笑えみを向けた。仕方なく応じる。

　はぁ。この小こ娘むすめ風ふ情ぜいがっ。毎度毎度っ！　人のことを負けヒロイン呼ばわりしてっ！

「で、何の話だったっけ？」

　部長が眼鏡を外して、タオル地のハンカチでレンズを拭ぬぐう。

　何、その依い頼らいを受けた探たん偵ていとか聴ちよう取しゆ中ちゆうの刑けい事じみたいな仕草。

「もういいです」部長なんて知らないっ。

「あれ、おこ？　おこなの？　ほれほれ」そう言いながら、部長が頰ほおを突つついてくる。

「ちょっと、やめてよっ。んもう、軽々しく触ふれないで」

「先生のほっぺ、ぷゆんぷゆんしてて気持ちいいでありますっ！」

「ぷゆんぷゆん言うな。今日は部活行くの禁止だかんね。罰ばつとして私の相手をすることっ」




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　うちの学校はテストの成績を貼はり出だしたりはしない。やれ個人情報がどうのと騒さわがしい時流に加え、うちは私立だ。保護者の意見は強い。だから精々テストを返す時に、教員がこのクラスのトップは誰だれそれ的なことをわざとらしく口走るだけ。

　だが、僕の成績は知しれ渡わたっている。白しろ崎さき純じゆんという名前と人間が、知しれ渡わたっている。

　そして、あの双ふた子ごも同学年の奴やつ等らには広く認にん知ちされているわけで。

　そんな僕等が、放課後の渡わたり廊ろう下かであんなことをしていたら──完全にやっちまった。

　あれはまずい。一体、どれくらいの生徒に見られたか分からない。

　妙みような噂うわさが立ったらどうすれば……臍ほぞを噬かむとはまさにこの事。付き合ってる同士ならまだしも、僕と那な織おりは付き合っているわけじゃない。あらぬ噂うわさとそれに纏まつわる詮せん索さくがいつ始まるか分かったもんじゃない。

　あー、絶対にめんどくせぇ。明日は休みたい。那な織おりも那な織おりだ。勝手に勘かん違ちがいして、勝手に怒おこって。大体、騙だましたって何だよ……いや、騙だましたと言えば、騙だました部分はある。

　あの時、咄とつ嗟さに弓きゆう道どう部ぶの先せん輩ぱいがどうのと言ったけど、本当は二人のことを考えていた。

　今月は、あいつらの誕生日だ。

　それについて──何を渡わたそうか考えてたなんて言えるわけない。

　手て摺すりに背を預けると、身体からだ中じゆうの空気が抜ぬけそうなほど大きな溜ため息いきが出た。

　那な織おりにはやられた。あんな顔で言われたら、ああするしかない。浅はかだったのは重々承知しているが、他に選せん択たく肢しは無かった。何だかんだ言っても、僕はあの二人の願いは極力叶かなえてあげたいし、力になりたいと思っている。

　同時には応えられない願いがあるからこそ、出来る限りのことはしたい──が、何が「って言うか、それ狙ねらい……かも。てへっ」だよ。

　あんな子供みたいな笑え顔がおで言われたら、本気で怒おこれるわけがない。

　琉る実みと那な織おり、か。どちらかを選ぶなんて、出来っこない。どっちも大切で、どっちも可か愛わいくて、家族同然で、確かに琉る実みと付き合ったりしたけど、今とは状じよう況きようが違ちがいすぎる。

　顔を上げると、こっちを見ている生徒数名と目が合った。今いま更さらジタバタしたって遅おそい。どう考えても手て遅おくれだ。そう開き直ったのも束つかの間ま──他クラスの男子から肩かたを叩たたかれ、「ついに白しろ崎さきも腹括くくったか？」と一言。連れの男子生徒からは、「俺、妹推おしだったんだけどなー」とか「妹かよ。ふざけんな！　おまえの所せ為いで学食一週間分の赤字だぞ」等と言われる始末。顔見知りなのがせめてもの救い──人のこと、賭かけの対象にしやがって。

　連中にはあとで上う手まい事こと言っておかないと。この手の冗じよう談だんは初めて言われたわけじゃないから何とか……今回は易やす々やすと言いい逃のがれ出来る空気じゃないよな。

　はぁ、こういう目立ち方は嫌いやなんだ。いや、好きなヤツなんか居ないか……。

　今となっては全て後の祭り。こんな所で油を売っていても仕方がない。観念してさっさと教室に戻もどるか──勢いを付けて手て摺すりから身体からだを離はなすと、殺気を感じた。ある生徒から睨にらまれていた。鬼おにの形相という言葉があるけれど、あの顔はそんな形容じゃ生なま温ぬるい。

　あれは──殺意に満ちた顔だ。

　服を着た殺意の塊かたまりがずんずんと歩み寄ってくる。

　──ガシッ。

　殺意に腕うでを摑つかまれた。ひんやりとした感かん触しよくが、体中に広がっていく。

「さっきのアレ、何？」

　白を切れる状じよう況きようじゃないことくらい僕にも分かる。

「あれは那な織おりが──」

　琉る実みは僕の言葉を遮さえぎって一言、「来て」と告げて、手を引いて歩き出す。

　近くに居た女子生徒達が、「妹ちゃんを選んだってこと？」「琉る実みの反応見る限り、違ちがくない？」「琉る実みちゃん可哀かわい想そう」「優ゆう柔じゆう不ふ断だんもあそこまでいくと才能だわ」「頭よくてもあれはないよね。私は無理」と口々に侮ぶ蔑べつの籠こもった言葉と視線を投げかけてくる。

　つーか、何なんだよっ！　めっちゃ噂うわさになってんじゃねぇかっ！

　さっきの男子みたいな反応だったら冗じよう談だんっぽくあしらうことも出来るが、今の言い方はマジだった。女子からも、双ふた子ごとの関係をあれこれ揶や揄ゆされたことは何度かあるが、それは男子みたいなノリで──こんなに真しん剣けんなトーンじゃなかった。

　僕は聴ちよう覚かくをシャットアウトした。聞こえない。そんな言葉、聞こえない。

　頼たのむからさっき見たことは忘れてくれ。せめて、口に出さないでくれ──琉る実みは廊ろう下かを抜ぬけ、階段に向かって行く。そして、階段を昇のぼり……屋上に続く例の場所で立ち止まった。

　僕より一段高い所に立つ琉る実みが振ふり返かえり、低い声を出した。

「さっきのアレ、何？　どういうつもり？」

「……あれは那な織おりがここで抱だき締しめろって……仕方なく」

「はぁ？　仕方なくってなに？」

　そのマジトーン、ガチで怖こわい。

　確かにあれは軽けい率そつだった。後こう悔かいしている。反省を促うながされるまでも──

「ちょっと那な織おりに対して甘くない？　そうやっていっつも那な織おりばっかり……」

　しぼんでいくように弱々しくそう言って、手の力が抜ぬけていく。

「わたしは？」

「は？」

「は？　じゃないっ！　……その……わたしにもっ！」

　目を逸そらして、頰ほおを赤らめながら怒ど鳴なるなよ。

「どういう理り屈くつでそうなるんだよ……」

「もう細かいことはいいでしょ……ねぇ、早く……して。部活に遅おくれちゃう」

　ああもうっ！　そんな顔すんな！　そんな目で見るな！

「ここなら誰だれにも見られないでしょ？　だから……ね？　応おう援えんだと思って」

　仕方なく琉る実みの腰こしに手を回して、抱だき寄よせる。階段一段分の差が、僕と琉る実みの頭を近くする。耳元に引き寄せられた琉る実みの口から洩もれる吐と息いきが、耳輪を撫なでる。琉る実みの手が僕の脇わき腹ばらに触ふれる。肋ろつ骨こつに沿う指先がちょっとくすぐったい。

　頰ほおと頰ほおが触ふれ、琉る実みが「今度、総体なんだ」とぽつり呟つぶやいた。

「知ってる。琉る実みならやれるよ。レギュラー復帰したんだろ？」

「レギュラーってか、スタメンになった」

「スタメンってレギュラーとイコールじゃないのか？」

「うちの部だと、スタメン含ふくめ必ず試合に出るメンバーがレギュラー。レギュラーにスタメンが含ふくまれるって感じ。残りがベンチ。中等部の頃ころはあんまりそういう言い方しなかったから、うちの部だけの言い方かもしんないけど。てか、前にも話したじゃん」

「ごめん。聞いたかも知れない」

「下らないことは覚えてる癖くせに」

「いずれにしても、琉る実みの実力が認められたってことだろ。おめでとう」

「ありがと」

「大だい丈じよう夫ぶ、琉る実みならやれるよ。本番に強いのが売りだろ？」

「うん」

「日曜は応おう援えんに行くから。初戦で負けるなよ」

「うん。……ねぇ」

　琉る実みがねだるような目で見み詰つめてくる。

「ん？」

　僕はそれに気付かない振ふりをした。

「……やっぱいい」

「何だよ」

「ううん。何でもない」

　僕は琉る実みの頭を抱かかえて、「練習頑がん張ばれよ」と言ってから、離はなれた。

　琉る実みが何を言いい掛かけたのか、それが分からないほど付き合いは浅くない。ただそれは、今の僕らには不適当だと思った。懸け想そう立だつのは今じゃない。

　だからこれは……友人としてのエールだ。

「そうだ、部活行く前にちょっと」

「なんだ？」

「あんさぁ、雨あま宮みや慈し衣え菜なって居るでしょ？」

　雨あま宮みや慈し衣え菜な？　ああ、あのギャルっぽいヤツか。派手な目立つ系。話したことはないが、モデルをやっててどーのという話を聞いたことがある。その程度のことしか知らない。

「あの派手なヤツだろ？　それがどーした？」

「んーと、ちょっと話があるんだよね──」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　那な織おりとのアレを見た時はちょっとイラっとしたけど、今は気分がいい。めっちゃ調子いい。

　純じゆんは筋肉質ってわけじゃないけど、やっぱ男子の身体からだは硬かたいっていうか、骨がしっかりしてるっていうか、とにかくあの感じは久しぶり。ちょっとハグしたってかされただけなんだけど、それだけで元気になる。単純すぎて自分でも笑っちゃうけど、マジで精せい神しん安あん定てい剤ざい。てか、学校でハグしちゃった。付き合ってるわけでもないのに。

　これくらいなら……うん、セーフ。先に仕し掛かけたのは那な織おりだし。

　それはいいとして、慈し衣え菜なの話はちょっと急すぎたかな。でも、どうせ断る話だろうし、細かいことはあとで話せばいっか。面倒ごとを純じゆんが引き受けるとは思えない。

　全体練習が終わって、一年で固まってそれぞれのメニューをこなしていると、バンッとボールがぶつかる大きな音がした。床ゆかにバウンドする音じゃない。慌あわてて振ふり返かえると、麗れい良らとペアで練習していた櫻さくら田だ可か南な子こが顔を押さえてうずくまっていた。

「可か南な子こ！　大だい丈じよう夫ぶ？」麗れい良らの声。

　駆かけ寄よる麗れい良らに続いて、わたしも可か南な子この所に走る。

「どうしたのっ？」

「私のパスを取りそこなって──」

　申し訳なさそうに言った麗れい良らの言葉を可か南な子こが継ついだ。

「……麗れい良らは悪くない。うちがボーっとして──」

　床ゆかに、血が落ちた。一滴てき。二滴てき。

　可か南な子この指の隙すき間まから、血が滴したたっている。

「可か南な子こ、鼻血出てる。下向いてっ」上を向こうとする可か南な子この頭を支えながら、喉のどに血が回らないよう下を向かせる。とりあえず、保健室。あとタオル。「麗れい良ら、タオルっ！」

「わかった」

　騒さわぎを聞きつけた先せん輩ぱいや他のメンバーが集まってくる。「可か南な子こ、大だい丈じよう夫ぶ？」「誰だれか拭ふくものっ！」口々に心配する皆みんなに向かって「保健室行ってきますっ！」と大きめの声で言って、麗れい良らから受け取ったタオルを可か南な子こに渡わたす。白いタオルがみるみる赤く染まっていく。

「琉る実み、任せた。こっちはやっておく」

　キャプテンの飯いい田だ先せん輩ぱいがそう言って、他のメンバーに床ゆかを拭ふくよう指示を出す。

「お願いします。ほら、可か南な子こ行こっ」

「ごめん。自分で行くから、琉る実みは練習に──」

「バカっ。何言ってんのっ？」

「琉る実み、私も行く」麗れい良らが可か南な子この肩かたを抱だく。「可か南な子こ、ホントごめん」

「……っ……麗れい良らの所せ為いじゃない……」可か南な子こは泣いていた。

　保健室に向かう途と中ちゆう、可か南な子こはずっと「ごめん」と「うちの所せ為いだから」をしきりに繰くり返かえした。最近、可か南な子こはぼんやりしていることがあった。わたしはその度たびに「ボーっとしてるとケガするよ。ほら、しっかりして」と注意していた。それなのに──悔くやしい。

　保健室に着いて、先生が濡ぬれたタオルで血を拭ぬぐいながら、軽く可か南な子この鼻を触さわる。

「痛っ」

「痛かった？　ごめん。軟なん骨こつだけ確かく認にんさせて」

　先生がそう言って、もう一度可か南な子この鼻にそっと触さわった。

「とりあえず骨は大だい丈じよう夫ぶそう。顔が切れてるとかも無いから安心して。このまま鼻を押さえてればおさまると思うから、もうちょっとの辛しん抱ぼう。可か愛わいい顔が無事で良かった」

　二人のやりとりを見て、思わず麗れい良らと顔を見合わせて長く息を吐はき出だした。麗れい良らも自分の所せ為いだと思って気が気じゃなかったはず。可か南な子この顔に傷がなくて本当に良かった。

「二人とも、ごめん」

　鼻声の可か南な子こがまた謝った。

「こっちこそ、ごめん」

　わたしは麗れい良らの肩かたをそっと叩たたいてから、可か南な子この足元にしゃがんだ。

「ね、可か南な子こ。最近、どうしたの？」

　責めてる感じを出さないように。あくまでも優やさしく。

「……琉る実み……ごめん」折せつ角かく泣なき止やんだのに、また可か南な子この頰ほおに涙なみだが流れた。

　そっか、まだ気にしてたんだ。

「もうその話は大だい丈じよう夫ぶって言ったじゃん。気にしないで」

「気にしないって……そんなの無理。前の大会、うちのせいで琉る実みは試合に出られなかったんだよ？　責任感じるに決まってんじゃん……」

　可か南な子この頭にそっと手を乗せながら、「可か南な子このせいじゃないって。わたし、可か南な子こに足かけられたなんて思ってないし、周りが見えてなかった自覚あるもん。それより、可か南な子こに怪け我がさせなくて良かったって思ってる」と優やさしく言った。

　この前、わたしが手首を怪け我がしたのは練習試合の最中だった。わたしは相手チームの可か南な子こにずっとマークされていた。中等部時代に副部長を務めていた可か南な子こは、わたしのプレイスタイルを熟知している。関東まで一いつ緒しよに行った大切な仲間。小こ柄がらで泣き虫だけど、気が強くて速そつ攻こうには欠かせない頼たよりになるフォワード。

　麗れい良らと可か南な子こが相手チームにいたから、熱くなっていた。負けたくなかった。

　パスが回ってきた時──わたしと可か南な子こはもつれて転んでしまった。

「そんなこと言うなっ！　うちなんかより琉る実みの方がチームにとって──」

「そんなことないっ！　可か南な子こだって一いつ緒しよにやってきた仲間じゃん」

「けど、琉る実みは一年で試合に出させてもらえそうだったんだよ？　一いつ緒しよにやってきた仲間だからこそ、同じ一年として──足を引っ張ったみたいで悔くやしいんだよ。怪け我がしたあとだって、ちゃんと練習に来て、ずっと基き礎そ練れんしてたの知ってる。そんな琉る実みの姿を見てると……うちは何やってるんだろうって」

「基き礎そ練れんすんのなんて当たり前。怪け我がしたから休みますなんてわたしが言うわけない。そんなの可か南な子こが一番わかってるでしょ？」

「そうだけどっ！　わかってるけどっ！　……やっぱ、琉る実みは強いよ」

「何言ってんの？　わたしじゃなくて、うちらは最強でしょ？」

「そうだよ可か南な子こ。琉る実みなんてバスケバカなんだから、怪け我がしてようがバスケするに決まってるじゃん。強いとか弱いとかじゃない。可か南な子こだって弱くない」

　ちょっと。バスケバカって何？　どさくさに紛まぎれて麗れい良らのヤツ……あんたも大たい概がいでしょ。

「取とり損そこなって顔面にボールが当たるって、超ちようダサいからね？　何年バスケやってんの？」

　麗れい良らが笑いながら可か南な子この頭をくしゃくしゃっと撫なでた。

「言えてる」ようやく可か南な子こが笑った。「けど麗れい良ら、あんたのコントロールが悪いからこうなったんだよ。いくらうちがボーっとしてたからって、ちゃんと手元に投げてよ」

「よく言うよ。さっき、あんなに私のせいじゃないって言ってたじゃん」

「いーや、麗れい良らが悪い。そうだ、麗れい良らのコントロールが悪いっ！　下手くそ」

「琉る実み、可か南な子こがうざい」

　麗れい良らが可か南な子こを指さしながらわたしに助けを求めてくる。

「何言ってんの。これぞいつもの可か南な子こじゃん」

　わたしがそう言うと、麗れい良らがお腹なかを抱かかえて笑い出した。つられて、わたしも思わず笑う。

「二人とも何笑ってんのっ！」

　昔から、わたしは可か南な子こに助けられている。

　中等部の頃ころ、チームをまとめる為ために人一倍頑がん張ばってくれたのは、他でもない可か南な子こだ。チームの意見が割れた時は率そつ先せんして調整役を買ってくれたし、こっちからお願いしなくても、進んで試合に出ない子や後こう輩はいのフォローをしてくれた。可か南な子こはとにかく面めん倒どう見みがいい。ちょっとお節せつ介かいすぎるところもあるけど、それも含ふくめて本当にお母さんって感じだった。

　だから、可か南な子こは元気がありすぎるくらいでちょうどいい。こうじゃなきゃ困る。

「可か南な子この泣くとこ久ひさし振ぶりに見た。関東以来？」麗れい良らが目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「もっと泣いてるでしょ？　可か南な子こは泣き虫だし」

「琉る実みっ！　泣き虫って言うなっ！　はぁ、悩なやんで損した。どーしてくれんの？」

　麗れい良らが横から「ほら、興奮すると鼻血の勢い増すよ」となだめるけど、止まらない。

「あんたたち二人には手を焼くわ。うちがこんなに悩なやんでたっていうのにっ」

「お母さん、心配かけてごめんね」麗れい良らが可か南な子この頭をぽんぽんした。

「頼たよりにしてるよ、我らが女バスのお母さん」麗れい良らに続いてわたしも。

「もうっ、やめてよっ。あんたたちがふざけてお母さんとか言うから、先せん輩ぱいまでうちのことお母さんとか言うんだよ？　高校生の娘むすめを産んだ覚えなんてないっつーの」

「みんな可か南な子このことが好きなんだよ」

　今度は真面目なトーンで。みんなが可か南な子このこと好きなのは本当だから。

「こういう時ばっか調子のいいこと言って。大体、琉る実みが──」

「ひとりで突つっ走ぱしるから？」麗れい良らが可か南な子このパスを受けた。

　何？　今度はわたしっ？　可か南な子この話じゃなかったのっ!?

「そうっ！　だからうちがセーブしないといけなくなるんじゃん。それに付き合わされる方の身にもなってほしいよねー。みんながみんな琉る実みみたいにバスケバカじゃない──ってか、もうサルだよね。ボール持つと嬉うれしくなってずっと離はなさないおサルさん」

　言ってくれるじゃん。

　収拾がつかなくなった時はいつだって決まってる。

「可か南な子こ、あとで1on1ね。10ポイントマッチ。負けた方が明日の学食奢おごり。あと、明日限定であだ名はサル。どっちがサルか決めようじゃん」

　これがわたしたちのやり方。

　一いつ瞬しゆんきょとんとした顔になった可か南な子こが「そういう発想がバスケバカなんだって」とぼやきながらも、「デザート付きね」と返して笑った。
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（白しろ崎さき純じゆん）



「しーろーざーきーっ!!」

　昼休み、教授達とお昼を食べようとしていた時だった。聞きなれない声が教室に響ひびいた。

　余りの大声に注意をひかれたものの、それが自分の名前を呼んでいるものだとは露つゆほども思わず、教授から「おい、雨あま宮みやが呼んでるぞ。てか、あいつと知り合いなのか？」と言われて、ようやくそれが自分を呼んでいるのだと分かった。

　心当たりはある。昨日の放課後、琉る実みが階段で言っていた話だ。

　琉る実みは言いい辛づらそうに、更さらに言えば上うわ目め遣づかいで僕の顔色を窺うかがいながら「慈し衣え菜ながね、昨日ちょっと通話したんだけど──純じゆんに勉強教えてほしいんだって」と口にした。

　どう好意的に受け止めても厄やつ介かい事ごとにしか思えないその申し出を、熟じゆく慮りよすることなく断ろうとしたのだが、ちらっとスマホを見た琉る実みは、「やばっ、部活に遅ち刻こくしちゃう。詳くわしくはまたあとで」と言って走り去ってしまった。その日の夜、琉る実みに連れん絡らくしようかと思ったのだが、どうせ断る話だし、わざわざこっちから訊きいて興味があるみたいに思われるのも癪しやくなので、何もしなかった。今になって昨日の自分を反省しても遅おそい。琉る実みから持ってきた話なんだから、向こうから連れん絡らくくらい──なんてそれこそ今いま更さら。言っても仕方がない。

　訝いぶかしがる教授に「いや、知らねぇ」と言いながら、仕方なく立ち上がった時──再び大声で「しろざき居ないのーっ!?」と叫さけぶ声が響ひびいた。
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　雨あま宮みやの近くに居た女子がおずおずと僕を指した。何事かというクラスの視線が集中する。

　昨日といい、いったい何なんだ。こっちは何ど処こで何を言われているのか、びくびくしながら過ごしてんだぞ。これ以上、余計な注目は浴びたくない。お昼くらい平和に食べさせてくれ。

　クラスの好こう奇き心しんに晒さらされ、居い心ごこ地ちの悪さを味わいながら雨あま宮みやのもとへ行く。

「……そんなに大声出すなよ」

　あちこちで聞き耳が立っているので、声が小さくなる。

「ちょっとー、いるならさっさと返事してくんない？」

　雨あま宮みやはそんな僕の様子など意に介かいしていないようで、ボリュームを絞しぼることはなく、長い金きん髪ぱつを手た繰ぐるように撫なでながら不満を言ったかと思うと、くるっと向きを変え、さきほど僕を指差した女子に「そう思うっしょ？」と同意を促うながした。

　突とつ然ぜん話を振ふられた女子は「う、うん。そうだよね」と曖あい昧まいな返事をして、去っていった。

　彼女が委縮するのも無理はない。雨あま宮みやはうちの学校では異質だ。制服のスカートは短く、首元のボタンは開いたまま。耳には透とう明めいなプラスチックのピアスみたいな物が覗のぞいている。何より特とく徴ちよう的てきなのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの見た目。外国と日本のダブルらしいが、着き崩くずした制服と相あい俟まって、近ちか寄より難がたさに拍はく車しやをかけている。派手目な顔も、素す顔がおなのか化け粧しようなのか分からない。

　いずれにしても、僕とは交わらないタイプ。

「あと、しろさき、な。〝ざき〟じゃない。濁にごんないから」

「あ、しろさきなんだ。ごめんごめん。てか、濁にごるってナニ？」

　濁にごるって普ふ通つうに使うだろ。

「濁だく点てんが……何でもない。気にすんな。それより、いったい何の──」

「ちょっとこっち来てっ」

　いきなり手を摑つかまれ、廊ろう下かに引ひき摺ずりだされた。雨あま宮みやからは、まるで雑貨屋にでも迷い込んだかのような南なん国ごく風ふうの甘ったるい匂においが漂ただよっている。空気がピンクに染まった感すらある。

「……いきなりなんだよ」

　廊ろう下かで立ち止まった雨あま宮みやがこっちを向いて──僕の耳にぐっと顔を近付けた。

「ね、るみちーから聞いてると思うケド、勉強教えてくんない？」

「その件なんだが……僕以外に頼たのんで──」

「とりあえず、先にお願いだけしに来たっ！　詳くわしい話はまた放課後っ！　じゃ！」

　人の言葉を遮さえぎった挙あげ句く、雨あま宮みやはそう言い残して足早に去っていった。

　てめっ、人の話は最後まで聞け──放課後？　放課後ってなんだよ。

　雨あま宮みやと会話した時間、凡おおよそ二十秒。いや、あれは会話じゃない。一方的にあれこれ言われただけだ。僕の言葉なんか聞いちゃいない。と言うか、あれが人に物を頼たのむ態度なのか？

　釈しやく然ぜんとしないまま教室に戻もどると、案の定と言うべきか──教授がとんでもなく不ふ機き嫌げんそうな顔でこっちを睨にらんでいた。椅い子すを引いて座ろうとすると、舌打ちが聞こえた。

「なんだよ、その顔。あからさまに舌打ちすんな」

「舌打ちする教授の気持ちも察してやれよ」

　教授の横に座る坂さか口ぐち瑞みず真ま（僕や教授は安あん吾ごと呼んでいる）が口を出してきた。

「うるせぇな。ほっといてくれ。大体、なんで安あん吾ごが教室で昼飯食ってんだ。学食行けよ」

「たまにはお前らと交流を深めるのもいいだろと思ってな」

「今さら何言ってんだ。交流もへったくれも──」

　安あん吾ごが急に僕の肩かたに手を回し、小声で「なぁ、白しろ崎さきって妹に決めたのか？」と言い放った。

　安あん吾ごの耳にまで届いてたか……まぁ、時間の問題だったのは間ま違ちがいない。

「どういう話を聞いてるのか知らんが、違ちがう。そういう意図はない」

「ふーん。なるほどね。ま、いいわ」

　僕を解放した安あん吾ごが、コンビニ弁当のフィルムを剝はがし出だした。

　まさか、その話をする為ために、教室に来たのか──って、そんなわけないか。安あん吾ごは僕のそういう話にはさして興味がない。

　安あん吾ごとは中等部の頃ころ、同じクラスになったことがある。しかし、それが切きっ掛かけで仲良くなったかと言われると、ちょっと違ちがう。安あん吾ごの成績は常に上位──中等部の頃ころ、最高で二位。

　つまり、僕を敵ライバル視ししている。安あん吾ごが興味あるのは、僕の成績だけだ。

　かつて生徒会長を務めたこの男は、そういう理由で事ことある毎ごとに絡からんでくる。本人曰いわく、僕と安あん吾ごは竜りゆう攘じよう虎こ搏はくとのことらしいが、どうせ恰かつ好こう付つけたがりの安あん吾ごのことだ、それっぽい四字熟語を見付けたから使いたくなっただけだろう……って、あんまり人のことは言えないか。

　それはそれとして、どこかの不ふ貞てい野や郎ろうとは違い、男女問わず安あん吾ごの評価は高い。教員もその例に漏もれない。イベント事ごとにも積せつ極きよく的てきだしな、僕と違って。

　当然、前期のクラス委員は安あん吾ごである。ちなみに女子は琉る実み。余談。

「おい。おまえら、隠かくれて何話してんだよ？」

「教授は気にすんな。こっちの話だ。それより、おまえらと昼飯食うの久々だな。俺が居なくて寂さびしかっただろ？」

「よく言うぜ。どーせ、バスケ部の連中と喧けん嘩かでもしてハブられたんだろ？」

　安あん吾ごが教授を煽あおり、教授が安あん吾ごを煽あおる。いつも通りのやり取り。

「おまえと一いつ緒しよにすんな。誰だれかさんと違ちがって人望があんだよ、こっちには」

「は？　俺はハブられてなんかねぇからな。今だってサッカー部連中とは仲なか良いいぞ。つーか、俺だって靭じん帯たいやらなきゃサッカー続けてたわっ」

　人望がどうのという舌ぜつ戦せん、何度聞かされたことか。ただ、安あん吾ごから怪け我がの件に触ふれることはない。僕らは当時の教授を知っている。こうして自ら話題にするのは、教授なりに折り合いをつけているからなのだろう。人から話わ柄へいにされるのと、自分から言うのは大きく違う。

　なんて、今は教授の過去を思い出している場合じゃない。お昼を食べたらとにかく琉る実みを呼び出そう。こんなことなら、僕から振ふってでも昨日のうちに話をしておくべきだった。そればかりが心底悔くやまれる。琉る実み伝づ手てでもいいから、はっきりと断りを入れておくべきだった。雨あま宮みやのあの感じからして、おそらく僕が断ることを想定していない。

　冗じよう談だんじゃない。そんな面めん倒どう事ごとは引き受けたくない。琉る実みに勉強を教えるのなら、幾いくらでも引き受ける。だが、よく知りもしない雨あま宮みやの願いを叶かなえるほどお人ひと好よしじゃない。

　さっきだってそうだ。わざわざ特進に来て僕を呼び出さなくたって良かった筈はずだ。それこそ放課後だっていい。あの騒さわぎの所せ為いで、今でもクラスメイトが僕らの会話に聞き耳を立てているような気がして、落ち着かない。考えすぎかも知れないけど。

　二人を放置しつつ、琉る実みに《飯のあと、時間あるか？》とＬＩＮＥを入れる。

　そもそもの話だが、どうして僕なんだ？　単純に成績が良いいからだとしても、面識があるわけじゃないし、本来なら女子に頼たのむのが筋だろう。

「で、どうしておまえが呼び出されたんだ？　話はそっからだろ。奴やつこさんの要件ってのは、一体何だったんだよ？」

　安あん吾ごとのディスり合いに満足したのか、おにぎりのフィルムを剝むきながら教授が言う。

　奴やつこさんっていつの時代だよ。リアルで言うヤツ、なかなか居ないぞ。

「勉強を教えてくれだとさ」

　一いつ瞬しゆん、教授の動きが止まる。「は？　なんだよそれ。マジで絡からみ無いんだよな？」

「ねーよ。僕にも何がなんだかわからん。こっちが聞きたい」

「ま、白しろ崎さきみてぇなヤツと絡からみは……無いよなぁ。でも、良かったじゃんか。こんなチャンス滅めつ多たにねぇぞ？　相手はあの雨あま宮みやだろ？　うちの部員が聞いたら泣いて羨うらやましがるわ」

　安あん吾ごがそう言うと、教授が「俺も泣きてえよ。なんでこいつばかり」と独ひとり言ごちた。

「雨あま宮みやと同じクラスになったこともないし、何かの委員会とかで一いつ緒しよになったこともない。そういう関わりがあったとしても、仲良くなれるタイプじゃない。こんなチャンス滅めつ多たにないと言われようが、僕にしてみればチャンスでも何でもない。だから、教授。泣くな」

　共通の話題だって無いだろうし。勉強を教える義理も無い。

「おい、白しろ崎さき。階段歩く時とホームに立つ時は、背中に気を付けろ」

　スマホがポケットの中で震ふるえた。ロックを解除すると、《なんで？》とだけあった。

　単刀直入に用件を伝えようと入にゆう力りよく欄らんをタップすると、立て続けにメッセージが連投された。

《なんかあったの？》

《学食だから、すぐはムリ》

　しゅぱしゅぱっとメッセージが増えていく。どうして一度にまとめて書かないんだよと毎度思うが、口にしたことは無い。どこぞの妹に比べれば、琉る実みなんて可か愛わいい方だ。

　長文を連投して人に疑問を投なげ掛かけてきたかと思うと、急に自分で答えを出して《解決したからもういい》なんて送ってくる始末。那な織おりは間ま違ちがいなく、僕のトーク欄らんをメモ帳か思考のアウトプット場所として使っている。その癖くせ、たまに反応しなかったりすると拗すねるんだよな。

〈雨あま宮みやが勉強教えろって教室まで来た。〉

　こう返せば、琉る実みもちょっとは事態を理解してくれるだろう。

「で、どーすんだよ？　相手は爆ばく乳にゆうだぞ？」と教授が気に食わない雰ふん囲い気きを声に滲にじませ、安あん吾ごが「確かにあれは半はん端ぱねぇ」と首しゆ肯こうする。

「どーもしねぇよ。そんな面めん倒どうなこと引き受けられるかよ。胸が大きかろうと関係ない」

「かぁー、やっぱ余よ裕ゆうが違ちがうよなぁ。俺なんか、雨あま宮みやに頼たのまれたらすぐ引き受けるわ。そういう機会でもないと、絶対に仲良くなれねぇ。軽そうに見えて、ガード硬かてぇんだよな」

「だったら、是ぜ非ひとも僕の代わりに教えてやってくれ」

「ガード硬かたいって、雨あま宮みやにも例の如ごとく告白しようとしたのか？」横から安あん吾ごが割って入る。

「しようとした──と言うか、早々に諦あきらめた。話しかければ普ふ通つうに返してくれるんだが、もう全身から『何の用？』ってオーラが凄すげぇんだ。モデルをやってたりすると、そういうヤツが寄って来るんだろうな。完全にあしらわれたって感じだったわ」

　教授が急に遠くを見み詰つめたかと思うと、今度は自分の手をまじまじと見て、「あの乳を堪たん能のうしたかった」と往おう生じよう際ぎわに現世への未練を吐と露ろするみたいなトーンで悲ひ嘆たんに暮れた。

　大おお袈げ裟さすぎんだろ。そういうことするから芝しば居い臭くさいとか言われるんだよ。

「あしらわれたのか。ダセぇ。ま、教授が相手じゃしょうがねぇか。警けい戒かいして当然だ。てか、雨あま宮みやってそんな感じなんだな。俺は普ふ通つうに話してたしなぁ。よくわからん」

「そーいうのいいから。聞いてねぇし。黙だまってバスケやってろ。こっち来んな」

「しかし、教授は相変わらず手広くやってんのな。その行動力には関心するわ」

　まさか教授が雨あま宮みやにまで近付こうとしていたとは。失敗した告白という名の桜の木の下には、まだまだ僕の知らない死体が沢たく山さん埋うまっているらしい。

「つーか、教えたいんだが！」教授が急に大声を出した。「俺を推おせっ！　俺だってこれでも特進なんだ。学校でも成績は上位勢なんだ。女子に教える権利くらいあるはずだっ！」

「教授が特進だってこと、今の今まで忘れてたわ」

　安あん吾ごが僕に乗っかって「教授って俺らと同じクラスだったっけ？」と煽あおる。

「おまえらっ！　クラスメイトだろうがっ！　白しろ崎さき、マジで言えよな？　な？」

　教授を推おしたら人間性疑われそうだな……雨あま宮みやにそう思われたところで痛いたくも痒かゆくもないんだが、シンプルに教授が人に勉強を教えるところが想像出来ない。本人には言えないけど。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「ご飯食べられそう？」

　部長がサンドウィッチを食はみながら、スマホを置いたままスクロールしている。

「微び妙みよう。食欲無い。お弁当食べる気しない」

　お弁当箱を開けた瞬しゆん間かん、食べ物の混ざった匂においがしてもうダメ。食欲は家出しました。

「それはそれは……あ、痛み止めあるよ。確か、鞄かばんの中に持ち合わせが──」

「さっき飲んだから大だい丈じよう夫ぶ。ありがと。多分、その内効いてくると思う」

　ほんと、絶不調。ただただ身体からだが重い。頭も超ちよう痛いたい。動きたくない。はぁ。だる。具合悪過ぎて腹立たしい。早退したい。帰りたい。せめて保健室で寝ねたい。

「じゃあテンションあがる話でもしよっか。ほら、えーと……テンションあがる話って何？」

「何それ。自分で言ったんでしょ」

　蓋ふたが閉じられたお弁当箱に目を落とす。やっぱ、ダメ。気分じゃない。デカフェの紅茶を一口飲んで、罪悪感と一いつ緒しよにお弁当を仕し舞まう。お母さん、ごめん。今日は無理。

「うーん、じゃあ、先生の欲ほしい物は？」

「ん？」机に突つっ伏ぷして、部長の顔を見上げる。

「欲ほしい物の話でもして妄もう想そうすれば、ちょっとは気が紛まぎれたりしない？」

「あー、そういうこと。欲ほしい物ねぇ。特にないなぁ」

「はいそこっ、それじゃ気分転てん換かんにならないでしょっ」

「待って。考えるからちょっと待って。んー……シンプルにお金」

　とりあえず服買って、デパコス揃そろえて、あとはちょっと高めのアクセとか──そんなちっこい夢じゃだめだっ。うん。もっとでっかくいこう。どんよりとした靉あい靆たいな気分を消し飛ばすには、ちまちました夢じゃ全く以もつて足りないっ。んーと、でっかい夢って何？　あー、えーと、そだっ！　デパートとかショップで、棚たなの端はしから端はしまで買ってみたい。デパートだったら外商の人についてもらって、「ここからここまで頂ちよう戴だい」みたいな……そんなこと、我が家の財政状じよう況きようじゃとても叶かなわない。娘むすめ二人私立じゃ余計に無理。そもそも無理だけど。

　うん。やっぱり、私が欲ほしい物は──お金。それ以外無い。お金は全てを解決する。

　お札があれば足元だって明るくなるよっ！

「うん、お金だ。お金だったら幾いくらまでいい？　今、ざっと見積もっても百万以上は──」

「ちょっと待って。この短い時間の中で、どんな妄もう想そうが繰くり広ひろげられてたの？」

「デパートとかで、ここからここまで頂ちよう戴だいをやってみたい」

「あー、そういうことね。わからなくはないけど、私はそういうの無いんだよねー。こぢんまりと、自分の好きなものを買ってほくほく出来ればそれで幸せだなぁ。先生みたいに拝金主義の権ごん化げみたいな欲求は無いなぁ。蟹かに工こう船せんでひと稼かせぎしてみたら？　いざ、ベーリング海」

「蟹かに漁りようは稼かせげるかもしれないけど、明らかに私向きじゃないでしょっ！　すぐ海に落ちて凍とう死しする自信あるからねっ。そして、蟹かに工こう船せんって言い方っ！　多た喜き二じ感かんが溢あふれ出でてるよっ！　いい？　私は賃金労働者プロレタリアートになりたいんじゃないのっ！　資本家ブルジヨワジーになりたいのっ！　てかさぁ、軽くディスられた気がするのは気の所せ為い？　勘かん違ちがい？　相対的に自分の好感度上げに来てるよね？　私はそういうキラキラしたものは要いりませ～ん、みたいな。何それ。高い服着てみたいじゃんっ。高いアクセ纏まといたいじゃんっ。どんな手て触ざわりなのかなぁとかあるじゃんっ。気になるでしょ？　着てみたいでしょ？　着たいって言って」

　部長が渋しぶ々しぶと云いった顔をして、「……はい。着てみたいです」そう苦々しく言った。

「ほらぁ。ね？　そうでしょ？　本音はそうでしょ？」

「お母さん、私は友人から圧を受けて屈くつ伏ぷく致いたしました。自分の意見を曲げてしまいました。私は弱い子です。亀かめ嵩だけ家けに泥どろを塗ぬってしまいました。ごめんなさい。でも、後こう悔かいはしていません。これは友人の身体からだを気き遣づかって見み掛かけ上じよう同調しただけなのです。私には、とても大切な友達なのです。ここで賛同してあげないと、友達が機き嫌げんを損そこねてしまう恐おそれがあったのです」

「心の声、だだ漏もれ過すぎるでしょ」

「あ、漏もれてた？　ごめんごめん。無意識だった。先生の悪口、言ってなかったよね？」

「直接的に言ってはないけど……それより、よく恥はずかし気げもなくそう云いうこと言えるよね」

「へへへ。弱った先生を喜ばせよう作戦」部長が子供っぽく笑った。

「喜ばせるなら、前半の部分がとんでもなく余計だったかなー」

　どうせなら、大切な友達ってフレーズだけにして欲ほしかった。そうだったら完かん璧ぺき。部長の性格上そこまでデレてくれないけど、そこがまた部長の可か愛わいい所。私的には。

「そこは照てれ隠かくしゾーンだから言げん及きゆうしないで。そうそう、さっきの話だけど、冗じよう談だんは抜ぬきにして、私はリアルにほどほどで良いいんだよ。ちなみに、現実的なとこで言うと？」

「現実的って何？　どのライン？」

「うーん、五千円とか一万円貰もらったとしたら、何買う？　これならどう？」

　なかなかリアルな金額。えー何だろ。「服かコスメ」

「まぁ、そんなとこだよねー。私だったら、そうだなぁ。ポーチかなぁ」

「どこの？　狙ねらってるのとかあるの？」

　部長がスマホの画面をこっちに向ける。「うーんと、これ可か愛わいくない？」

　さっきからスマホで何を見てるのかと思ったら、こういうことね。

「ああ、わかる。これは可か愛わいい。大人っぽいけど、絶ぜつ妙みような可か愛わいさがある」

「ねー。このジェリスタのポーチ、イイよね。ちょうどネットショップのセール通知が来たからと思ったけど……簡単には手が出まてん」

　部長からスマホを受け取ってみると──うん、確かに手が出まてんな。凄すごく高いってわけじゃないけど、高校生には手が出だし辛づらい絶ぜつ妙みようなお値段。おねだり系。

「大学生が彼かれ氏しのバイト代を当てにするにはいい価格帯ですな」

「だよねぇ。あ、このポーチなら……」

　部長が言いい掛かけて、ちらっと私の顔を見る。「どう、ちょっとは気、紛まぎれてきた？」

「だいぶ良くなった。薬が効いてきたかも。ありがと」

「少しは力になれたようで安心した」部長が再び画面に目を戻もどす。

「ね、そのサイト、私にも送って」

　私も見たい。セール大好き。最高。サイトをスクロールしているだけでも幸せ。もちろん買えればもっと……けど先月調子に乗って使っちゃったし、なんなら追加融ゆう資しして貰もらったし、今月はセーブしないと──あっ！　待って、今月って私の誕生日じゃん。

　どんよりとした暗あん澹たんたる心象の中に、セントエルモの火が灯ともる。

　この世をばわが世とぞ思ふ望もち月づきの欠けたることもなしと思へば。

　この世は大げさにしても、今月は私の月だ。私こそが主役なんだっ。まさに、道みち長なが気分。

　風かぜ待まち月づき？　冗じよう談だんじゃない。風は吹ふいているっ。風立ちぬ、いざ生きめやもだよっ。

　もしかして私の欲ほしい物云うん々ぬんって、そういうこと？　ちょっと部長。露ろ骨こつだよぉ。もう、下手なんだから。バレバレだよっ。うし、さっきの暴言も聞かなかったことにしてあげる。

　なんなら部長とお誕生日会でも──そればかりは私から言えない。察して。部長なら察してくれるよね。俄が然ぜんテンションがあがってきた。

　心なしか、気分も良くなってきた気がする……気がするだけなんだけど、それでも十分。

「今、送ったよ。そう言えば、先生ってそろそろ誕生日だよね？」

　部長っ！　やっぱりっ！　好き。超ちよう好すき。期待しちゃうよ？

　祝ってくれてもいいんだよ？　部長が誘さそってくれるなら即そつ決けつだよ？

「やっぱ最後は部長だよねー。ありがと。結けつ婚こんしよ？」

「それはごめん。ちょっと無理かな。先生に搾さく取しゆされる未来しか思おもい描えがけない」

「酷ひどくない？　搾さく取しゆって何？　私、かなり献けん身しん的てきに尽つくすよ？　料理だって洗せん濯たくだって掃そう除じだって何でもやるよ？　それでもダメなの？　それでもこの私が嫌いやだと言うの？」

「先生、悪いけど言葉のひとつにひとつに真実味が感じられないよ。だって先生の部屋、いつも散らかってるじゃん。人を部屋に呼ぶ時の『汚きたないところだけど』みたいな枕まくら詞ことばのあとって、『そんな謙けん遜そんしないでよ。超ちよう綺き麗れいじゃん。あ、このクッション可か愛わいい』みたいな会話がセットなんだよ？　先生の場合、服とか本を隅すみに追いやって、はい出来上がりって感じじゃん。あれじゃ綺き麗れいだなんて言えないよ。口が裂さけても言えないよ？」

「言わせてもらいますけど、ちゃんと綺き麗れいな時だってあるんだからね。部長がいつも突とつ然ぜん来るから、たまたま掃そう除じしてない時に当たるだけなんだって。けどさー、究極的に言っちゃうと、あの部屋は親から管理権を委い譲じようされてるんだから、私がどうしようが勝手でしょ？　散らかしたって良くない？　そもそも、部屋っていうものは勝手に散らかるんだよ。エントロピーが増大するんだよっ。これは自然の摂せつ理りなんだよっ。それに逆らうっていうのは、エネルギーを大量に消費するんだからね。琉る実みと同じ部屋だった頃ころは、私だってちゃんと自発的にエネルギーを使って、部屋の秩ちつ序じよを維い持じしてたもん」

　ええ。やりましたとも。琉る実みが小こ姑じゆうとみたいにガミガミうるさいからね。いちいち細かいんだよね。病的なくらい。ロアルド・ダールのフォスター夫人みたい。

「うわっ、でた。すぐそういうこと言う。エントロピーとか知らないから。それに、秩ちつ序じよを維い持じしてたなんて偉えらそうに言うけど、それ絶対に噓うそでしょ。先生が自発的に掃そう除じするなんてあり得ないよ。大方、琉る実みちゃんが『ちゃんと片付けてよっ』みたいに怒おこって、先生があれこれ文句を言いながら仕方なく片付けてる光景がありありと目に浮うかぶよ。下手したら琉る実みちゃんに反はん抗こうして喧けん嘩かしてそう。どうせ、『部屋の境界線を越こえなきゃ問題無いでしょ？　琉る実みこそ勝手に境界線越こえないでっ』みたいなこと言ってたでしょ？」

　くそっ。エスパーか？　エスパーなのかっ？　何、人の過去を見てきたの？

　認めないけどねっ！　エリコの壁かべがどーのなんて言ってません。

「は？　そんなこと言ってないし。邪じや推すいすんのやめてくれる？」

「……言ってたんだね。うん、そんなことだろうと思ってたから大だい丈じよう夫ぶだよ。そなたの天性のなかでむなしくついえてしまった善のために、わたしはそなたをあわれむ！」

「なにそれ」

「ホーソーン『緋ひ文もん字じ』。読んでない？」

「読んでない。名前だけ知ってる。てか、善は費ついえてないからね」

「うん。少しは残ってるよね。知ってる。悪ヴイ者ランにだって付け入る隙すきは必要だもんね。負けた時の悲しみを引き出せないもんね。私はいつだって先生の味方だよ」

「……ねぇ、部長。しれっと人のこと悪ヴイ者ラン呼ばわりしたでしょ」

「ちゃんと私は先生の味方だって言ったじゃん」

「じゃあ、私と結けつ婚こん出で来きる？　結けつ婚こんして面めん倒どう見みてくれる？　多分、料理も掃そう除じも洗せん濯たくもお願いすることになると思うけど、いい？　ね？　私、ひとりじゃ生きていけないの」

「甘い声出してもダメだよ。絶対に嫌いや。そういうのは白しろ崎さき君に言いなさいっ！」

「純じゆん君なら受け入れてくれるかな？　受け入れてくれるよね？」

「私に訊きかないでよ。と言うか、もうノリが介かい護ごだよね。白しろ崎さき君、可哀かわい想そう。どうか神様、白しろ崎さき君が琉る実みちゃんを選びますように。先生と一いつ緒しよになったら全て吸い取られてしまいます」

「ちょっとっ！！！　失礼すぎるでしょっ！！！　人のことを何だと思ってるのっ!?」

　許さぬ。この小こ娘むすめ、絶対に許さぬ。ダチュラだ。玄やし孫やごの代まで呪のろってやる。

「軽い冗じよう談だんでしょ～。本気にしないでよ～」

「……ちょっとは本音混じってたでしょ？」

「ちょっとは、ね。ホント、ちょっとだよ」

「どれくらい？」

「う～ん……ざっくり言うと八割くらい？」

「ほぼほぼ本音だよっ！　冗じよう談だん二割しか無いじゃんっ！」

「ふふっ。二に八はち蕎そ麦ばみたいだね。本音そば粉は八割、つなぎの冗談小麦粉二割でごじゃい」

「とか言って、どうせ本音が十割蕎そ麦ばなんでしょ？　はぁ、もうマジで部長嫌きらい。最悪」

　部長が急に私の手を握にぎる──「じゃ、今度、お誕生日会しようね」

「ねぇっ！！！　機き嫌げんの取り方っ！！！　雑すぎない？　そんなんで『ありがとうっ！　超ちよう楽たのしみっ！』みたいになるとでも思ってるわけ？　どこぞのチョロインでもそんなんじゃ機き嫌げんとれないよっ！　私、これでもめんどくさい自覚あるからね？」

「……先生」部長が祈いのるように手を合わせて目をきらつかせる。

「なに？」

「面めん倒どうくさい性格の自覚……あったんだね。良かった。本当に良かった」

「うっざ。超ちよううざい」

　頭痛が増してきた。頭痛が痛い状態。薬全然効かないじゃん。部長の所せ為いだ。

「先生が元気になってくれて良かったよ。そうじゃないと、張り合いがなくて寂さびしいもん」

「どうも、おかげ様でねっ！」

　元気になっては無いけどねっ！　気は紛まぎれたけど、絶賛怠だるいからね。午後の授業、出るのやめよっかな。やっぱ保健室で寝ねたい。原因に心当たりが無さ過ぎる。まだ違ちがうし。

　何なの？　私が何かした？　昨夜は食べ過ぎたような気もちょっとはするけど、中々寝ね付つけなくて気付いたら三時だったりしたけど──それとこれとは関係無いよね？　明け方に肌はだ寒ざむくて起きたけど、関係無いよね？　うん、絶対に無い。私は悪くないっ！

　私はどうやら未知の病に犯おかされ……侵おかされちゃった。

「無理させちゃったね。ごめんね。もう煽あおらないから、ゆっくりお休み」

　よしよしと言いながら、私の頭を部長が撫なでる。

　保健室で寝ねる前にこれだけは訊きいておかねば。

「──で、ほんとに誕生日会してくれるの？」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



「なんでいきなり行ったの？　一いつ緒しよにお願いに行ってって言ったの慈し衣え菜なじゃん」

　学食で麗れい良らや可か南な子こと別れ、ひとまず落ち着いて考えようと中庭に向かったところで、ちょうど慈し衣え菜なを見付けたわたしは、一いつ緒しよに居たグループの子たちに「ごめんっ、ちょっと借りるね」と断って、慈し衣え菜なを確保した。その中には中等部の頃ころに同おなクラだった子も居て、「お、委員長の呼び出し久々じゃん？　エナ、なんかやらかした？」なんて笑っていた。

　中等部の時の慈し衣え菜なは、本当に問題児だった。服装やら遅ち刻こくやらで注意されるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じで、授業中はしょっちゅう寝ねてるし、それどころか授業に出てないこともあったりして、呆あきれかえった先生から「神じん宮ぐう寺じからも言ってくれ」って何度も頼たのまれたりした。

　ホント、中等部の頃ころは手を焼いた──って今はそんなことどうでもよくて。

「とりま挨あい拶さつしとこっかなーって。ダメだった？」

「あいつはめんどくさいから、こういうのは段階踏ふまないとダメなんだって」

「妹ちゃんよりは大だい丈じよう夫ぶって言ったのはるみちーじゃん」

「そうだけど……」

　純じゆんと那な織おりを比ひ較かくしたら、そりゃ誰だれだって純じゆんの方がまともだって言うでしょ。どちらかと言えば純じゆんも面めん倒どうな部類だけど、偏へん屈くつの塊かたまりみたいな超ちよう絶ぜつ厄やつ介かい人にん間げんの那な織おりに比べればよっぽど真人間。

　あの子だって余よ所そ行いきモードなら上辺だけでなんとなく流すことはできるだろうけど、そもそも勉強を教えてほしいみたいな話だと取り付く島なんて見付かりそうにない。




　すべての発ほつ端たんは、《赤点とっちゃった》という慈し衣え菜なのメッセージ。それだけならなんてことない雑談だったんだけど、《ママが怒おこってて鬼おにヤバイ》だの《仕事モデルやめさせられそー》みたいな話になってきて、最終的に通話であれこれ相談を聞いているうちに、『妹ちゃんに勉強教えてもらえないかな？　頭めっちゃイイっしょ？』と慈し衣え菜なから言われた。

　無理。ぜぇっっったいに無理。

　うん、心の中じゃ即そく答とうだったよね。けど、そこは姉として「那な織おりはちょっと難しいかなー。ほら、あの子って気難しいトコあるし、あんまり人に教えるのは得意じゃないっていうか、うーん、どうだろーなぁ」って遠回しにオブラートに包みました。

　那な織おりに頼たのむくらいなら代わりにわたしが──とも思ったけど、総体を控ひかえた今、放課後の時間は超ちよう貴き重ちよう。家に帰ったあとだって、できる限り自主練したい。わたし自身のリベンジもかかってるし、それ以上にうちの部としてのリベンジもかかってる。

　ようは勉強ができて、教え方が上う手まくて、放課後に時間があって、わたしと知り合いで、頼たのみごとをしやすくて──条件に合がつ致ちする人はすぐに思おもい浮うかんだ。思おもい浮うかんだけれど、さすがに慈し衣え菜なに純じゆんを紹しよう介かいするつもりはなかった。

　ただ、わたしはストレッチをしながらスピーカーで話をしていて、ふと、本当にぽろっと、よく考えもせずに「どっちかと言えば純じゆん……」と呟つぶやいてしまった。完っ壁ぺきに油断してた。

　それを聞いた慈し衣え菜なが『なる。確かに頭イイし、るみちー仲いいよねっ？』と乗り気になってしまった。亀かめちゃんとか他の人の名前を出してみたんだけど、『どーせ教えてもらうなら、学年トップが間ま違ちがいなくない？　最強じゃね？』と押し切られてしまった。

　そりゃそうだけど……男女の組み合わせってどうなの？　色々まずくない？　急にいい雰ふん囲い気きになったりとかしちゃって──って心配しすぎ？　だよね。慈し衣え菜なに限ってそれはない。

　慈し衣え菜なが純じゆんに興味ないのはいいとしても、仮に純じゆんが──ないか。あいつは慈し衣え菜なみたいなタイプの女子は苦手だろうし、なんなら奥おく手てだし。だよね。そうだよね。

　なんてたって奥おく手てですからねっ！！！

　よく知っておりますともっ！！！

　ま、勉強を教えるだけだし、それも追試までの間だし、大だい丈じよう夫ぶか。

　問題は──純じゆんが引き受けてくれるのか、だよね。十中八九断ると思うけど。

　だからわたしは、「ひとまず軽く訊きいてみるけど、難しいと思うよ。あいつはあいつで面めん倒どうなとこあるから。期待しないでね」と慈し衣え菜なに告げて、その日は通話を終えた。




　放課後、まずはわたしから純じゆんに説明して、慈し衣え菜なからお願いするのはそのあとって話だったじゃん！　なんでいきなり純じゆんのとこに行ってるの？

「純じゆんになんて言ったの？」

「ふつーに勉強教えてって。そんだけー」

　アイラインで縁ふちどられた大きな目が、なんか問題ある？　とでも言いたげにわたしをじっと見み詰つめてきた。大きくて青い目が余りにもキレイで、言いい掛かけた言葉をうっかり飲み込んでしまった。慈し衣え菜なが瞬まばたきをすると、くるんとカールした長いまつ毛が上下して、瞼まぶたが重そうだななんて場ば違ちがいなことを考えるくらい見み蕩とれてしまった。

　てか、まつ毛長っ。こっそりメイクとかそういうレベルじゃない。

　気を取り直して──「純じゆんはどんな反応だった？」

「よくわかんない。エナ急いでたし、言うだけ言ってすぐ別んトコ行ったから」

　そりゃ純じゆんがわたしに連れん絡らくしてくるわけだ。あいつからしたら、マジでわけわかんないよね。

　純じゆんが引き受けるかは別として、話だけでもしなきゃ。

「なる。慈し衣え菜なって、今日は補習？」

「だねー。マジだるい」

「補習のあとは？　なんか予定ある？」

「何、一いつ緒しよにお願い行ってくれるん？」

「それしかないでしょ。純じゆんも混乱してるだろうし」

「さすがるみちー、話早い。じゃ、そーしよっ！」




　慈し衣え菜なとの話を早めに切り上げて教室に戻もどったのに、純じゆんの姿はなかった。森もり脇わきも居ない。

　ちょうど教室に入ってきた坂さか口ぐち瑞みず真まを捕つかまえて「純じゆん見なかった？」と尋たずねる。

「白しろ崎さきなら、さっきまで一いつ緒しよにメシ食ってたぞ。教室に居ないとすりゃ、トイレじゃね？　それより、この前、男おバれスらと練習したいって言ってたけど、いつにする？」

　瑞みず真まは中等部の時に男バスの部長を務めていた。わたしと同じ。だから、コートの融ゆう通ずうとか合同練習の日取りなんかでしょっちゅう絡からんでいて、今でも男バス関連のことはとりあえず瑞みず真まに言う習慣が抜ぬけない。いきなり男バスの先せん輩ぱいに話するよりは気が楽だし。

「あー、明日はどう？　メニュー的にいける？」

　明日だったら、一年うちらは自主練の日だし、内容はわたしに任されてるしでちょうどいい。

「おう、いいぞ。じゃ、基き礎そ練れん終わったあとな。先せん輩ぱいたちには、今日もっかい言っとく」

「お願い。わたしもみんなに言っとく」

「おまえら結構ガチでくるから、気合入れて練習しないとな」

「ガチでやんなきゃ練習になんないじゃん」

　──ってこんな話してる場合じゃないんだって。

　五限まであと十分。

「ごめ、わたしちょっと純じゆんを探してるからっ」

　瑞みず真まに断って、ひとまず廊ろう下かへ。角を曲がって、トイレの方──いたっ。

　森もり脇わきと喋しやべりながら純じゆんがトイレから出てきた。

「純じゆんっ」そう言って近寄ると、わたしに気付いた純じゆんが、めんどくさそうな顔をした。

「そんなデカイ声出さなくても聞こえる。つーか、返信待ってたんだぞ」

「えっと、なんて送ろうか考えてたんだけど、会った方が早いかなって」

　ふざけたやり取りとかならいいけど、何かを説明するんだったら、話したい。会えないなら、せめて通話が良いい。文章はまどろっこしくて苦手。なんて書けばいいかわかんなくなってくる。

　森もり脇わきが「おい、姉様よ。男子トイレの前で話すんのはやめようぜ」と階段前の談話スペースを親指で示してから、「俺は退散した方がいい話か？」と訊きいてきた。

　正直言えば先に教室戻もどって欲ほしいんだけど、ストレートに言うのはちょっと──。

　森もり脇わきと同じクラスになって一番意外だったのは、こうして空気を読んでくれること。純じゆんの友達だし、丸っきり話したことないわけじゃないけど……森もり脇わきって女子の間じゃ評判は良くないし、純じゆんもそういう目で見られないだろうかなんて心配になったこともある。

　けど、同じクラスになって、今まで以上に喋しやべるようになって、案外いいヤツかもって思えてきた。純じゆんの友達だから、悪いヤツだとは思ってなかったけど。

「あー、早く居なくなれって顔だな、それ。わーったよ」

　そうそう、まさにこういう感じ。ちょっとは純じゆんにも見習ってほしいくらい。

「ごめん。そうしてくれると助かる。ほんとごめんね」

「いいっていいって。慣れてっから。じゃ白しろ崎さき、先戻もどってんぞー」

「おう」森もり脇わきの背中を見送って、純じゆんが向き直る。

「さて、雨あま宮みやの件だけど、どこまで話が進んでるんだ？」

「えっと、話が進んでるっていうか、話は全然進んでなくて──ほら、昨日ちょっと話したじゃん？　階段のとこで、さ」

　純じゆんが軽くうなずくのを見て、わたしは続ける。「最初は、那な織おりに勉強を教えてもらいたいって話だったのね。成績だけは良いいから。けど、どー考えてもそれは無理じゃん？」

「無理だな。那な織おりはあの手のタイプを異様に毛け嫌ぎらいしてるからな──そういうことか。それで僕に白羽の矢が立ったってことか。那な織おりが無理だから」

「うん、そういうこと。話が早くて助かる」

「だとしてもだぞ、他にも適任者はいるだろ？」

「わたしだって亀かめちゃんはどう？　って言ってみたし、他にも何人か挙げたんだけど、純じゆんは学年トップだし、最強だから間ま違ちがいないって──基本そんな感じで、とりあえず聞いてみてよって押し切られた。純じゆんなら引き受けてくれるみたいなこと、わたしは言ってないからね」

「そこは疑ってないけど……押し切られるなよ。僕がその手の面めん倒どう事ごとを軽々しく引き受けるタイプじゃないって、よく知ってるだろ？」

　今日イチのめんどくさそうな顔。そして溜ため息いき。

「わかってる。慈し衣え菜なにもそう言ったよ。難しいんじゃないって。だから断っても──」

　言い終わるかどうかってところで、予よ鈴れいが鳴った。ああっ。タイミング悪いっ。

「やばっ。うちらも早く行かなきゃ」

「次は数学か。遅おくれると厄やつ介かいだな」

　数学かぁ。テンション下がる。藤ふじ田た先生、めっちゃ当ててくるし、間ま違ちがってると正解を答えられるまでずっと──やばっ！

「今日ってわたしの列が当てられる日じゃん。ああっもうっ。ほらっ、急いでっ」

　走り出したわたしに純じゆんが続く。けど、遅おそいっ。やっぱり、相も変わらずもやしだ。

　知ーらないっ。置いてっちゃえ。




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　数学のあと、琉る実みがやってきて僕のノートを確かく認にんする振ふりをしながら、「今日、部活終わったら慈し衣え菜なと三人で話そう。連れん絡らくするから校内で待ってて」と小声で言ってきた。

「今日、か？」

「うん。早いほうが良くない？　もやもやしてるの、気持ち悪いでしょ？」

「確かに。一理ある」

「あと、那な織おりにはバレないように、ね」

「言うとマズいのか？」

「だって、絶対に面めん倒どうじゃん。着いてくるとか言い出したら厄やつ介かいだよ？」

　あいつは人見知りだから、表立って悪態をつくことは無いかも知れない。だが、苦虫を嚙かみつぶしたような顔を張り付けて、聞こえるか聞こえないか分からないくらいのボリュームでぽつぽつと毒を吐はく姿は想像に難かたくない。そういう姿を何度も見てきた。

　那な織おりは同性相手に攻こう撃げき的てきな傾けい向こうがある。中等部の頃ころ、僕のことを可か愛わいがってくれた（揶揄からかわれていたに近いが）女の先せん輩ぱいに遭そう遇ぐうした時も、まさにそんな感じの応対だった。先せん輩ぱいが一枚上手だったから良かったようなものの、同級生相手だと言い合いになる確率が高い。

　僕らは雨あま宮みやと話をしたい──申し出を断りたいだけだ。揉もめたいわけじゃない。

「いとも簡単にこじれるだろうな」

「でしょ？　そんなわけで、放課後、よろしくね」琉る実みが自分の席に戻もどった。

　教授辺りを捕つかまえれば、琉る実みが部活終わるまで時間を潰つぶすことなんて造作もない。仮に誰だれも捕つかまらなかったら、図書館にでも行けばいい。

　問題は、那な織おりだ。

　亀かめ嵩だけにくっ付いて美術室にでも行ってくれればいいが、こればかりは読めない。と言うよりも、那な織おりの行動は読めない。読めた例ためしがない。何をするにも自由で、まさしく奔ほん放ぽう不ふ羈きを地で行くようなヤツだ。こういう日に限って、行きたい所があるから一いつ緒しよに帰ろうなんて言い出すかも知れない。相手が普ふ通つうのヤツだったら、今日は予定があるみたいなことを言っておけばそれで済む話なのだが、那な織おり相手だと詮せん索さくされた時にボロが出る可能性も否いなめない。

　僕は自分が思っている以上に、隠かくし事ごとが下手らしい。

　この前のことで身に染しみた。

　それならいっそ正直に──とも思うが、琉る実みの言うことも一理ある。間ま違ちがいなく面めん倒どうなことになる。僕もそれに同意した。

　今回の話の肝きもは、僕が慈し衣え菜なの申し出を断りさえすれば、全て無かったことになるという点だ。そうすれば、那な織おりの耳に入ったとて、「ああ、そんな話もあったな」くらいで済ますことが出来る。そして、それは噓うそじゃない。

　そもそも最初から引き受けるつもりなんてないんだけどな。

　今日の放課後だって、ちゃんと断る為ために話をするんだ。だからやましいことがあるわけじゃない。ほんの数時間だけ、那な織おりの目を逸そらすことが出来ればいい。それで終わりだ。

　どうやって那な織おりの行動を──亀かめ嵩だけしかいない。

　亀かめ嵩だけに頼たのんで、那な織おりを美術室に引ひっ張ぱって貰もらうのが手っ取り早い。亀かめ嵩だけだったら、何とかお願い出来るだろう。どっかの誰だれかさんと違ちがって常識的なバランス感覚も備わってるし、相談にも乗ってくれる。付き合いだってそこそこ長い。

　最初は那な織おりを介かいした知人くらいの付き合いだったが、委員会で一いつ緒しよになったり、何かと話しているうちに意気投合した。今となっては、那な織おりや教授を含ふくめた四人でつるむことも一度や二度じゃない。意外だったのは、教授と亀かめ嵩だけの弟がうちの中等部の同学年で、同じ部活に所属していることだ。仲も良いいらしく、教授の家に亀かめ嵩だけの弟がしょっちゅう遊びに来ると聞いた。

　二人が弟トークで盛り上がる中、兄弟の居ない僕は若じやつ干かんの疎そ外がい感かんを覚えてしまう。イレギュラーではあるが、那な織おりだって姉が居る。ひとりっ子は僕だけだ。

　親しん戚せきまで含ふくめれば──今はそんなことより亀かめ嵩だけだ。

　世界史の授業が始まる直前、亀かめ嵩だけに〈ちょっと那な織おり抜ぬきで話があるんだが、六限のあと時間あるか？　掃そう除じの時間とか〉とメッセージを送った。

　狙ねらうのは掃そう除じの時間だ。ありがたいことに、今週は当番じゃない。

　そして那な織おりは当番だ。ぶつくさ文句を言っていたのを覚えている。時間は十五分。そこまで余よ裕ゆうはないが、話くらいは出来る。あとは何ど処こで落ち合うかだが──学食辺りが無難だろう。教室以外は基本的に業者が担当しているので、掃そう除じの生徒は居ない。つまり、見られるリスクは低い。あとは、亀かめ嵩だけが当番かどうか──返信はすぐに来た。

《いーよー》

《しかし、先せん生せい抜ぬきとはタダゴトじゃございませんな～》

　さくっと内容に目を通し、スマホを机に仕し舞まう。

　よしっ、いける。




「先生が美術部に遊びに来る条件……？」

「ああ。規則性はあるのか？」

　食堂近くの廊ろう下かで亀かめ嵩だけと合流し、核かく心しんから攻せめる。あれこれ説明している時間が惜おしい。もしダメだった場合は、別のプランをぶつければいい。その為ためにも、ここは簡潔に済ませたい。

「んー、なんで？　先生と会いたくない感じ？」

　そういう言い方をされると、罪悪感をちくっと刺し激げきされる。

「会いたくないというか、知られたくないというか……ちょっと厄やつ介かいな用事があるんだ」

「ちょっと厄やつ介かいな用事、か。意味深だねぇ。しかも先生に知られたくない──それって女おんなの子こ絡がらみじゃない？　もしかして琉る実みちゃんとなんかするの？　もう隅すみに置けないなぁ」

　口元だけじゃなく、眼鏡の奥で目元までニヤついている。亀かめ嵩だけめ。楽しんでるな。

　当たらずとも遠からずなのが、完全否定出来なくて何とも歯がゆい。女子が絡からんでいるし、琉る実みとも会う。遠からず……？　そのままじゃねぇか。

「別にやましい話じゃないんだが……那な織おりに知られると大おお事ごとになりそうで……」

　まるで自分に言い聞かせているようだ。那な織おり抜ぬきで話をするだけなのに、どうしてこんな回りくどいことをしているんだ。自分のしていることが、狭きよう量りようそのものに思えてくる。

　だが、那な織おりを巻き込むと──一筋縄ではいかなくなる。

「先生は存在自体が面めん倒どうなとこあるもんね。うんうん。わかるわかる。しかしだよ、白しろ崎さき君。もしここで私が何らかの情報を渡わたす、ないしは協力をするというのは、大切な友人を白しろ崎さき君の為ために誘ゆう導どうする──なんなら騙だますってことになるよね。どう思いますかな？」

「……何が言いたいんだ？」

「んもぅ、分かってるでしょ。私は理わ由けを知りたいの。先生を遠ざける理由」

「言わなくても分かってるだろうけど、那な織おりには言うなよ」

「もちろん。そこは安心して。私、そういうのはちゃんと守るでしょ？」

　僕は手短に要よう旨しを説明した。これから雨あま宮みやに会いに行くことも含ふくめて。

　亀かめ嵩だけは話を聞き終わると、「なんだ、大した話じゃないじゃん。もっとややこしい話かと思ったよ。いいよ、先生は私に任せて」と言った──までは良かった。

　まるで妙みよう案あんを思い付いたかの様に、得意満面な表情で「それはそれとして、慈し衣え菜なちゃんに勉強教えてあげたらどう？」などと言い出した。

「は？　何言ってんだ？　そんなことするわけない──」

「でも、ちょっと面おも白しろそうじゃない？　だって白しろ崎さき君、慈し衣え菜なちゃんみたいなタイプの女の子と話したりしないでしょ？　しかも相手はモデルさんだよ？　色々と勉強になるかも」

「勉強になる、の意味が分からん。教授辺りは嬉き々きとして引き受けるだろうが、僕からしたらメリットを微み塵じんも感じられない。放課後くらい自分の自由にさせてくれ」

　僕の言葉に考え込む素そ振ぶりを見せたかと思うと、亀かめ嵩だけが真剣な顔ばせで「今さ、白しろ崎さき君は二人のことをあれこれ考えるのをやめた、みたいなとこあるじゃん。でも、それは建て前上そう言ってるだけで、実際のところ、二人のことをまったく考えないなんて無理でしょ？　だから、ちょっと別の刺し激げきというか、二人とはタイプが全然違ちがう女の子と絡からんでみると、別の視点を得られたりするんじゃないかなーって。今まで気付かなかったことが見えてきたりするかもよ？」と尤もつともらしいことを口にした。

　だがそれは、もっともらしいことを言ったに過ぎなくて、亀かめ嵩だけはその方が面白そうだからという理由で言ったに違ちがいない。根こん拠きよがあるわけではないが、亀かめ嵩だけにはそういうとこがある、と僕は思っている。面おも白しろい方へ物事を転がしたがる、みたいな感じだ。

「よく言うよ。それ、面おも白しろがって言ってるだろ？」

「あ、やっぱバレちゃった？」口に手を当てて大おお袈げ裟さなリアクションをとったあと、亀かめ嵩だけは少し真面目な顔で「けど、ちょっとは本当にそう思ってるよ」と言って、人差し指と親指で何かをつまむように──ちょっとだけ、とジェスチャーをした。

「そうだとしても、そんな漠ばく然ぜんとしたメリットに対してリソースを割さくほど暇ひまじゃない」

「むむむ。なかなか強ごう情じようですなぁ、白しろ崎さき殿どの。勉強を教えると言っても追試まで。もっと気楽に引き受けてみたらどうでしょう？　相手は男子憧あこがれのエナ嬢じようですぞ？　ルックスだって、お胸だってそりゃもう一級品じゃありませんか。同じヒト科として劣れつ等とう感かんを抱いだくレベルです」

「教授みたいなこと言うなよ。相手が誰だれとかじゃないんだって」

「よーし、ここはひとつ私がメリットを提示してしんぜましょう」

「どんだけ雨あま宮みやと絡からませたいんだよ……」

「時に白しろ崎さき君。今月は先生の誕生日じゃない？」

　軽く流しやがったが……いいだろう。話を聞こうじゃないか。「ああ、そうだな」

「プレゼントはもう決めたの？　毎年、誕生日だけはあげてるんでしょ？」

「子供の頃ころからやり続けてて、やめ時を逸いつしてそのままってだけだけどな」

「とか言いつつ、今でもちゃんとあげてるの偉えらいよ。子どもの頃ころはそうでも、大きくなったりすると、自然と無くなっちゃったりするからね。で、本題。何を渡わたすか決めた？」

「いや。それを絶賛考えているところだ。だから、雨あま宮みやのことは早さつ急きゆうに片付けたいんだ」

　雨あま宮みやがどうのなんてことは、あいつらの誕生日に何を渡わたすか考えることに比べたら些さ末まつな問題でしかない。さっさと断れば済む話だ。その為ために、僕はこうして亀かめ嵩だけと話しているんだ。

　二人への誕生日プレゼント──今年は本当に渡わたし辛づらい。だからと言って、渡わたさないなんて選せん択たく肢しは無い。この状じよう況きよう下かでそれは無い。だからこそ、二人が喜んでくれる物を贈りたい。

「だと思った！　そこで私の出番ってわけでごじゃいます」

「ん？　相談に乗ってくれる的な話か？」

「いやいや。そこはかとな～く、先生に何が欲ほしいかリサーチしてあげる」

　──くっ。絶ぜつ妙みように有益な取引を持ちかけやがったっ！

「どうかな、白しろ崎さき君。悪くない提案だと思わないかな？」







[image: 第二章　結婚しよ。私、ここの娘として生きていきたい]


（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



「ここ最近の琉る実み、なんか顔付きがさっぱりしたよね。憑つき物ものが落ちたみたいな感じがする。怪け我がする前の琉る実みは、ちょっと危なっかしかった。そしたら、案の定、手首やっちゃうし」

　片付けを終え、汗あせで貼はり付ついたジャージを部室で脱ぬいでいると、真ま衣いに声を掛かけられた。

　ブラウスのボタンを留める手が、止まる。

　そっか。真ま衣いにも見み抜ぬかれてたんだ。純じゆんと那な織おりのことがあったし、わたしにはバスケしかないって自分を追い込んでたのは事実。メンバーに心配掛かけるなんて、ダメだな。

「色々あって、確かにちょっと余よ裕ゆうなかったかも。けど、もう大だい丈じよう夫ぶ。色々と吹ふっ切きれたって感じ。心配掛かけてごめん」

　真ま衣いに言ったつもりだったのに、部室のあっちこっちから「琉る実みは白しろ崎さきと別れてからずっと顔に影かげ出てたもんねー」「しかも、そこにきてねん挫ざでしょ？」「そうそう。マジで琉る実みヤバいんじゃないってみんなで心配してたんだよね」と声が上がった。




　待って。

　何で知ってるの？




　わたしがそういうことを相談する相手は一人しかいない。

「ちょっと麗れい良らっ！」

　隣となりで着き替がえる麗れい良らを睨にらむ──麗れい良らが首を振ふりながら「私じゃないよ」と呟つぶやいた。

　じゃあ誰だれが？　え？　どういうこと？

　辺りをきょろきょろと見回しても、思い当たる人は居ない。そうだよね。だって付き合ったことも、別れたことも麗れい良らにしか話してないし。じゃあ誰だれが──

　真ま衣いが笑いをこらえながら「やっぱ琉る実み、バレてないと思ってたんだ」と言うと、誰だれかが「そういうトコ、ほんとアホカワイイよねー」と返す。

「それが琉る実みのいいとこでもあるけど、鈍どん感かんすぎてちょっとウケる」「しかも、あんな階段の一番上なんてすぐバレるのにねぇ。ド定番じゃん」「ほんっとそれ。そう言えば、前にあそこでヤってる先せん輩ぱいが居たって噂うわさ聞いたことあるよ」「マジで？　ヤバっ。ってか、あそこはナイっしょー。もっと──」

　わたしを置き去りにして部室が盛り上がり出す……ていうか、ちょっと待って。

「みんなちょっと待って！　え？　知ってたの？　いつから？　っていうか階段って──」

　見られたの？　純じゆんとキスしてるとこ見られたの？　いやいや。さすがにそれはないよね。

　さっきまで黙だまっていた可か南な子こが顔を上げ、わたしの目を見る。

　可か南な子こなら、きっちりリバウンドを取って、わたしに繫つなげて──

「なんか秘密にしたいみたいだったから、みんな気付いてない振ふりしてたけど、白しろ崎さきと付き合ってたのも、別れたのも、うちらは気付いてたからね。ってか、それに気付いてないのは琉る実みだけ。そうそう、麗れい良らは問とい詰つめても口を割らなかったよ。麗れい良らの名めい誉よのために言っておく」

　くれないっ！

　何がみんなのお母さんだっ！　サルは可哀かわい想そうだからやめたけど、撤てつ回かいする！

　てか、待って。ほんっとに待って。無理無理無理。ちょっと理解できない。

　わたしってそんなにわかりやすいの？　そうなの？

「……えっと……その……階段の話って……」

「ああ、白しろ崎さきとイチャイチャしてたっしょ？　抱だき合あってキスしてるのをたまたま見ちゃったんだよね。なんか話し声がするなって、うちと真ま衣いで見に行ったことがあったんだよ。そしたら、その……ね」可か南な子こが頭を搔かきながら言った。真ま衣いが可か南な子こを見て頷うなずいた。

　やめてやめてやめて。ほっんと無理！　死ぬ。もうダメ。

　抱だき合あってキスしてたとこ見られたっ？　イヤっ！　お願いだからやめてっ！




「いやーやっぱ我らが部長さまは期待を裏切らないよね」

「何だかんだで琉る実みのそういうとこ好きだわー」

「バスケの時はめっちゃしっかりしてるのに、普ふ段だんは抜ぬけてるよねー」

「ちょっとーあんまり言うと琉る実みが可哀かわい想そうだよー」

「うちら的には褒ほめてるから。琉る実みのこと好きだし」

「そういやキスしてる時の琉る実み、すっげぇエロかった。今思い出してもドキっとする」

「真ま衣いと可か南な子こばっかずるい。私も見たかったー」




　聞きたくない声が聞こえる。聞きたくないのに、耳に入って来る。

「ほら、あいつらのことはほっといて、まず着き替がえないと」麗れい良らの声がする。

　やだ！　どんな顔すればいいのっ！　恥はずかしくてみんなの顔見られないっ！

　落ち着いて着き替がえるなんて、できるわけないっ！

「ちょっと茶化しすぎたよね。ごめん。でも、みんな琉る実みのこと心配してたんだよ。そこに来て、ほら、練習でうちと、ね。うちも責任感じてたし、みんなに気を遣つかわせちゃったから偉えらそうなこと言えないけどさ、やっぱ琉る実みには元気で居てもらわないと、調子狂くるうじゃん」

　可か南な子この優やさしい声がする。

「……可か南な子こ」

　振ふり向むいた先に見えたのは──今にも笑い出しそうな可か南な子この憎にくたらしい顔だった。

「……っはははははっ！　ダメ。もうダメ。耐たえられないっ！　ああ───涙なみだ出てきたっ」

「ちょっと可か南な子こっ！　そんな笑うことないでしょっ！」

「だって……あれで隠かくし通とおせてるって……マジで無理っ……もう死ぬ」

「それ以上言うと、サルのあだ名を復活させるからねっ。マジで許さないからっ」

　こんなことなら学食一日じゃなくて一週間にでもすれば良かった。1on1でわたしが勝ったって、可か南な子こは全然変わらなくて、いつも通りで、だからこそわたしも遠えん慮りよなくあれこれ言えるんだけど、幾いくらなんでも可か南な子この発言は遠えん慮りよなさすぎるでしょっ！

　真ま衣いがスマホに向かって「はぁ……わたし試合頑がん張ばってくるね……純じゆん」と呟つぶやいた。

「真ま衣いっ！　わたしの真ま似ねすんなっ！　てか、見てたの？　ねぇ、見てたの？」

　やだ。マジでやだ。何この人たち。早くここから居なくなりたいっ！

　麗れい良らが哀あわれんだ目でわたしの肩かたを叩たたく。雑な慰なぐさめなんかいらないっ！




「そう言えば、遠えん征せいのバスの中で白しろ崎さきとの写ツー真シヨ見てニヤニヤしてなかった？」

「えーそれって遠えん征せいに限らず、試合前いつもそうだったよ」

「合宿ん時、夜空に向かっておやすみって言ってたよねー」

「あったあった。あの時の琉る実み、まさに恋こいする乙おと女めだった」

「見てるこっちが恥はずかしくなるっつーくらい、あん時の琉る実みは乙女おとめ全開だったなぁ」

「ねぇねぇ、そう言えばさ、今日、白しろ崎さきが琉る実みの妹を渡わたり廊ろう下かで抱だき締しめてたって聞いたんだけど、あれマジ？」

「何それ？」

「私もその話聞きたい」

「でも琉る実みの居る前だとマズくない？」




　いるけどっ！　ここにいますけどっ！！！

「あぁーもぉーっ、みんなうるさいっ！　喋しやべってないでさっさと着き替がえる！」

　もうやだ。このメンバーでバスケしたくない。ホント、何なのっ。信じらんないっ。

　もし次があったら……あればだけど、絶対秘密にしてやる。てか、誰だれにも言わない。

　って、もうこんな時間？　やば、急がなきゃ。




　無礼極きわまりない部活の仲間と別れて、スマホでエナにＤＭを送ると、《玄げん関かんのとこー》と返ってきた。急ぎ足で向かうと、植うえ込こみの脇わきに座ってスマホをいじっている女子が一人。

　画面の光でぼんやり照らされただけでもわかる圧あつ倒とう的てきな存在感──というよりギャル感。

「ごめっ、待った？」

　ゆるくウェーブした金きん髪ぱつの隙すき間まから、大きいピアスが見える。直角三角形みたいな形をしたフレームの中で赤い石が揺ゆれている。ブラウスのボタンはもちろん上まで留めていなくて、だらしなく垂れたネクタイの結び目の奥できらきらとした肌はだが主張する。

　完全なる放課後仕様……にしても、胸むな元もと出しすぎでしょ。

　あーっ、そのボリューム感。ほんっと腹立たしい。ていうか、全体的になんか悔くやしい。

「エナもさっき来たばっか。ずっと補習受けてたし。ダルすぎて死ぬかと思ったー」

「補習って、どんなんやるの？」

「なんかプリント渡わたされて、『今日はまずこれやれー』って。しかも終わったヤツから帰っていいとかゆーんだよ？　ありえなくない？　こっちは赤点取って補習出てんだから、すぐ終わるワケないじゃん。マックス時間かかった……ってゆうか、終わんなかった。マジで草」

「え、終わってないのっ！　ダメじゃん！　草じゃないよ。それ、帰って良かったの？」

「なんかー、今日は時間遅おそいからもういーって。その代わり、明日までに残りやってこいだってさ。めんどすぎてハゲそう。エナがハゲたらるみちーの髪かみわけて！」

「わたし、髪かみ長くないからなー。慈し衣え菜なの髪かみが無くなるまでに伸のばさなきゃ」

「るみちーが髪かみ伸のばした姿、見てみたいかもっ！　ね、伸のばそ？」

「気が向いたら、ね」

　わたしが髪かみを伸のばしたら、純じゆんはなんて言うかな。似合うって言ってくれるのかな？　それとも、似合わないって思うのかな──わたしも那な織おりみたいに可か愛わいくなれるのかな？

　うん、気が向いたら、だね。

　慈し衣え菜なの横顔を盗ぬすみ見みる。顎あごから喉のどに至るライン、ちょっと生意気そうにツンとした鼻。ともすると鋭するどそうにも見える目。なんだか自分のことが途と端たんに子どもっぽく感じてくる。

　那な織おりは可か愛わいさを、慈し衣え菜なは大人っぽさを──わたしはどうするのが一番いいんだろう。

　みんな、自分を魅み力りよく的てきに見せる方法を知ってるんだなって考えると、取り残されたような気分になる。もっとお洒しや落れに気を遣つかった方がいいのかな？　服とかメイクとか……どこから手をつけて、どう選べば良いいのかよくわかんない。

　周りの子が良いいって言うから、試ためしてみる。使ってみる。そんなんばかり。那な織おりに訊きくのはイラっとしそうだから、今度、慈し衣え菜なに教わろうかな。

　わたしだってもっと──ううん、今はそんなこと考えてる場合じゃない。

「そう言えば、純じゆんは？　見なかった？」

「知らんぷ。どっかその辺で倒たおれてたり？」

「……倒たおれてねぇよ」

　突とつ然ぜん後ろから声が聞こえて、慈し衣え菜なが飛とび跳はねる。

「ちょ、脅おどかさないでよっ。心臓吐はき出だすかと思った」

「髪かみが抜ぬけたり心臓を吐はき出だしたり、忙いそがしすぎるでしょ」

　純じゆんが後ろで「ナマコみたいだな」と呟つぶやいた気がしたけど、意味不明だから無視。

「さて、これからどうしよっか」

　慈し衣え菜なに言ったつもりだったんだけど、純じゆんが「決めてないのかよ」と突つっ込こんできた。

「だってわたしは部活してたし、慈し衣え菜なは補習だったし、決めようなくない？」

「そりゃそうだが。そしたら、さっさと決めて──」

「そだっ。今から一いつ緒しよに夕飯食べない？　話しながらってことで。どうっ？」

　純じゆんの言葉を遮さえぎって慈し衣え菜なが叫さけんだ。

　夕飯か。うん。いいじゃんいいじゃん。お母さんにご飯要いらないって言わないと……この時間だと、ギリ仕事かな？　ちょうど帰るトコ？　今連れん絡らくすれば間に合うかも。

「わたしは賛成。純じゆんは？」

「なんで夕飯なんか──」

　そう言いかけた純じゆんを引っ張って、小声で「（慈し衣え菜なってお父さんが居なくて、お母さんもあんまり家に居ないみたいなの。だから付き合ってあげよ？）」と伝える。

　慈し衣え菜なは自分の家のことをあんまり話さないので、詳くわしく尋たずねたことはないけれど、以前、お母さんはあんまり家に帰ってこなくて、殆ほとんど一人暮らしみたいなものと聞いた。当時、「親が家に居ないって、普ふ通つうに羨うらやましいんだけど」と言った子に、慈し衣え菜なが「そんなイイもんじゃないよー」と返したのが印象に残っている。

　わたしが慈し衣え菜なの家について知っているのは、お父さんがイギリス人でファッションデザイナーをしているってこと。前に慈し衣え菜なからブランドの名前を教えてもらったけど、凄すごく高いブランドってことくらいしか覚えていない。お母さんもその仕事を手伝ってるって言っていた。あと、お兄ちゃんがひとりいる。そして──両親が離り婚こんしている。

　離り婚こんしていると言っても、一いつ緒しよに仕事をしているくらいだから、今もお父さんと交流はあるんだろうけど、その辺の事情はよくわからないし、詮せん索さくしようとも思わない。

　そんな慈し衣え菜なが夕飯に誘さそってくれるなら、応えてあげたい。ひとりでご飯食べるのって、絶対寂さびしいから。みんなで食べた方が美お味いしいに決まってる。わたしはそう思う。

　わたしの想おもいを汲くんでくれたのか、純じゆんは深く尋たずねることもせずに「構わんが……とりあえず親に言っとかないと」と慈し衣え菜なに聞こえるように返事した。

「じゃ、ほら、連れん絡らくして。わたしも連れん絡らくしてみるからっ」

　純じゆんを促うながしてから、お母さんにラインする。するとすぐ返事が返ってきた。内容を見る限り、今日は那な織おりも外で夕飯を食べるらしい。那な織おりが？　誰だれとだろ？　亀かめちゃんかな？

　それはそれで気になるけれど、ひとまず慈し衣え菜なに報告。

「うちはおっけー」

　わたしがそう言うと、間かん髪はつ入れずに純じゆんも「連れん絡らく入れたから、同じく大だい丈じよう夫ぶ」と続いた。

「さぁて、どうしよっか？　どこ行く？　るみちーなんか希望ある？」

　食べたいものかぁ。練習で疲つかれたし……って、それ以前に、手持ちあったっけ？

　待って。部活前に自じ販はん機きで飲み物買ったとき……もしかすると千円くらいしかないかも。

「えっと雨あま宮みやさま……」

「どうしたルミ殿どの？」

「なるべくお安いとこでお願ねがい致いたします」

「あれだけ勇んで賛成とか言ってたのに、手持ち無いのか。琉る実みの分くらいなら僕が──」

「てか、誘さそったのエナだし、二人の分くらい出すから気にしないで」

「いやいや、それはダメだって」「雨あま宮みやにそこまでしてもらう義理はねーよ」

「二人ともマジメだなぁ。そんなん別にいいってー」

「そーは言っても、さすがに、ねぇ？」純じゆんに目線を送って、同意を促うながす。

　なんかうまいこと収めてほしいという希望も込こめて。

「あ、そしたらさぁ、家うち来ない？　そーしよっ」

　けど、純じゆんよりも先に慈し衣え菜なが反応した。

「すまん、流れがわからん。どうして雨あま宮みやの家に行く運びになるんだ？」

「家うちだったら、お金かかんないじゃんっ！　エナ、天才じゃない？」

「慈し衣え菜なの家か……わたし、慈し衣え菜なの家、行ったことないから、行ってみたいかも」

「でしょでしょ？　よくない？　いやぁ、エナはあんまり家に人呼ばないんだけど、るみちーならいっかなーって。それにほら、白しろ崎さきはるみちーのアレだし、大だい丈じよう夫ぶかなって」

「アレってなんだよ」純じゆんがこの流れも含ふくめて納なつ得とくいかないって顔をする。

「まーまー。慈し衣え菜なもこう言ってくれてるし、行ってみない？」

「琉る実みが行きたいだけだろ。僕は別に興味ない──」

「よっしゃ決まりっ。そーと決まったら行くよっ！」

　慈し衣え菜なが遮さえぎって、純じゆんの腕うでを引っ張って歩き出した。

「人の話は最後まで聞けよっ！」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　美術室の鍵かぎを返すのに付き合って、いざ帰ろうかという時、部長が「教室に忘れ物しちゃった。取りに行かないと」と言い出した。忘れ物とは。部長にしては珍めずらしい。

「私は玄げん関かんで待ってるから、部長行ってきなよ」

　下りた階段、上りたくないし。ただの地じ獄ごく。脚あしに筋肉ついちゃう。保健室で寝ねたから回復はしたけど、過度な運動は禁物。病やみ上あがりだよ？　お昼、死ぬかと思ったもん。

　だーかーらー、お腹なか出して寝ねてたとかじゃ無いからね。莫ば迦かにしないで。私はか弱くて羸るい弱じやくで繊せん細さいな蒲ほ柳りゆうの質しつなのっ！　病弱なのっ！　労いたわってくれなきゃ暴れるよ？

「えーっ！　一いつ緒しよに行こうよ。暗くて怖こわいよー」

「そんなキャラじゃないでしょ。そんなに暗くない。また階段あがるのしんどい。待ってる」

「やーだ。一いつ緒しよに行こっ」

　部長が私の手をぶんぶん引っ張るので、疲つかれ切きった脚あしを渋しぶ々しぶ階段に向ける。

　やっぱり筋トレだよっ！　これは無む間げん地じ獄ごくだよっ！　私、死んじゃうよ。ダイエット？　は？　バカじゃないの？　無理な運動は身体からだを痛めるだけです。残念でした。

「何忘れたの？　明日も学校なんだから、別にいいじゃん」

　力なく歩く私の背中を、後ろに回った部長がずいずいと押してくれる。これ、超ちよう楽らく。階段用に部長アシスト仕様の購こう入にゆうを希望するっ！　毎日、背中を押おして欲ほしいっ！

「えっと……モバ充じゆう。多分、机に入れっぱ」

「充じゆう電でん器きあるんでしょ？　だったら良くない？」

「それだと授業中に充じゆう電でん出で来きないじゃんっ。ガチャ回してる時に電池無くなったらどーするの？　引きが良いい時だったら、死だよ？　デイリーだってやらなきゃ──」

「わかったわかった」

　ゲームの事にあれこれ口出すと面めん倒どうだから、それ以上何も言わない。みんな授業中に充じゆう電でんしてるとも言わない。コンセントの近くにある鞄かばんは、十中八九スマホを充じゆう電でん中ちゆう。私もやるし。あれ、事実上の黙もく認にんでしょ？　なんて事は言わない。ええ。わたくし、大人ですから。

　疲つかれて喋しやべりたくないとかじゃないから。全然……ないから──階段、マジでだるい。

　ようやくうちらの階に着くかというところで、上から教授が降りてきた。

「あ、教授だ」

「おー、神じん宮ぐう寺じじゃん」

　私の後ろから部長が顔を出す。「はろー」

「亀かめ嵩だけも一いつ緒しよか。こんな時間にどうしたんだ？」

「それはこっちの台詞せりふだよ。教授こそこんな時間に何やってんの？　まさか、更こう衣い室しつとかトイレに忍しのび込こんでよからぬことを──」

　教授がしゅたっと駆かけ下おりて、私の口を塞ふさごうとした──のを華か麗れいに躱かわして部長の背後に隠かくれる。間かん一いつ髪ぱつ。まだまだ甘いのう。修しゆ業ぎようが足らぬぞ、若わこ人うどよ。こういう時の為ために体力を温存してるのだっ。なめて貰もらっちゃ困りますよ。総すべては計算ずくですからね。

「バッカっ！　おまえ何言ってんだよっ！」

　行き場を失った手で後うしろ髪がみをわしわしとしながら、教授が吠ほえた。

「だって教授が──」私の口が不意に──部長に塞ふさがれた。

「ごめんね。先生のお口、ちょっとお行ぎよう儀ぎが良くなくて。ちゃんとあとで言っておくから」

　部長が私の口を塞ふさぎながら、教授に余計な一言を放つ。部長め。嚙かみついてやるっ！

　口を開こうと──部長の手がさっと離はなれた。もうちょっとだったのに。

「先生、今、私の指を食べようとしたでしょっ！」

「バレた？　美お味いしそうだったから、喰くらい付ついてみようかなって」

「もう、先生は凶きよう暴ぼうなんだからー。どんだけ食い意地が張ってるのっ？」

「冗じよう談だんだってー。ゾンビじゃあるまい、人間には興味無いから」

　究極の愛は人肉嗜食カニバリズムだなんて言わないから安心して。

「とか言いながら、先生は食べられれば何でも良いいんでしょ？　よく『美お味いしければ何のお肉でもいいよね。部位なんて関係ない』って言ってるじゃん。先生の貪どん欲よくな姿勢は私も見習わないとダメだよね。先生って動くものすべてが捕ほ食しよく対象でしょ？」

「人は食べないからっ！　冗じよう談だんだって言ってるでしょっ。食カニ人バリ者スト扱あつかいしないでっ！　あと、動くものすべてが捕ほ食しよく対象って何？　私はトカゲか何かなのっ？」

「まぁまぁ、二人とも落ち着け」教授が間に割って入って来た。「神じん宮ぐう寺じが何の肉でも食うかは別として、食い意地張ってるのは事実だろ」

　こにゃろ。横から出て来て何なんだよっ。私と部長のじゃれあいを邪じや魔ましよって。愚おろかな痴しれ者ものにびしっと上下関係を叩たたき込こまねば。ダチュラじゃっ。

「食い意地キャラ付けしないでっ！　教授なんて階段から落ちちゃえばいいんだっ！　蒲かま田た行こう進しん曲きよくみたいに転がっちゃえっ！　この不ふ届とどき者ものめ。職員室に行って、全部チクってやる。某ぼう男子生徒が女子更こう衣い室しつで口にするのもおぞましい破は廉れん恥ち極きわまりない行こう為いを繰くり返かえして──」

「待てっ！　俺が悪かった。言い過ぎた。すまん」教授が手を合わせて頭を下げる。

「もう、ほんと教授はデリカシーが無いんだから。反省してよね。で、盗ぬすんだジャージは何ど処こ？　今なら黙だまっててあげるから、ほら、出して」

　部長が私の肩かたをちょんちょんと小こ突づく。「デリカシーが無いのは先生もだよ」

「なんでよっ。私にデリカシーが無いんだとしたら、部長だって同類だからね。何、自分だけは別ですぅみたいな顔で澄すましてるのっ？　明らかにこっち側だからねっ」

「私もってことは、ここにはデリカシーの無い人しか居ないことになっちゃう……。私、良い子だけが取とり柄えだと思ってたのに。お母さん、ごめんなさい」

　はい、部長うざいから無視。

「大体、教授が悪いんだよ。こんな時間に校内をうろついてる方がおかしいもん。そんなんエロいことしてるに決まってるよ。だって、教授だよ？」

「そっかぁ。教授君だもんねぇ。何してるかわかったもんじゃ──」

「待て待て。おまえらの中で、俺は一体どういう存在なんだっ！」

「女子の事を性的な目で見ることしか出来ない理性のタガが外れまくった異常性欲者」

「ファッション変態の皮を被かぶったガチの変態さん」

「おまえら、もっと友人に対して優やさしさをだな──」

「で、教授君は何してたの？　本当に忍しのび込こんでたわけじゃないでしょ？」

「……亀かめ嵩だけ。おまえは良いいヤツだな」

「ちょっと教授っ！　私だけ悪わる者もの扱あつかいしないでよ。部長は絶対に味方じゃないからね。相手するのが面めん倒どうになっただけだからねっ！　もう、純じゆん君に言いつけて──って、あれ？　そう言えば純じゆん君と一いつ緒しよじゃないの？　ひとり？」

「ん？　一いつ緒しよじゃねぇよ。俺はさっきまで先せん輩ぱいたちと麻マー雀ジヤンしてたし。んで解散したから鞄かばんを取りに来たとこ。いやぁ、その中の一人がサッカー部の元先せん輩ぱいなんだけどさぁ、今軽音部で、俺に軽音部入らねぇかってしつこくて。負けたら入部させられるとこだった──」

「え？　じゃあその中に純じゆん君は居なかったってこと？」

「おう。あいつが麻マー雀ジヤンなんかするわけないだろ。チェスなら喜んで来るだろうけどな。つーか、白しろ崎さきはアレだろ、ほら、今日の昼間の話──」

　教授がそこまで言って、しまったと云いう顔をした。

「何、その顔？　なんかヤバいことでもあるの？　昼間の話って何？」

　部長が小声で「私、モバ充じゆう取ってくる」と言い置いて、一段飛ばしで階段を昇のぼって行いく。

「えっと……そのなんて言うか、そうだ。今からメシでもどうだ？　奢おごるぜ」

「話逸そらさないでよ。昼間の話って何？」

「あー、メシ食べながら、でいいか？　ほら、下校の放送も流れ出したことだし」

　タイミングよく《……になりました。校内に残っている生徒は速すみやかに……》という放送が校内で反はん響きようする。がらんどうの校舎を、音の波が走り回る。その波は紋もんに混じって、階下でパタパタとはたくような音がした。階段を昇のぼるスリッパの音。恐おそらく、見回りの先生。夜警レンブラントだ。

　まだ夜じゃないけど。あの絵も本当は夜じゃないし。いいでしょ、そんな細かい事。

「分かった。仕方ないから従う」

「俺は亀かめ嵩だけんとこ行ってくるわ。ひとりじゃ可哀かわい想そうだろ」

「私は先に玄げん関かんに行ってる。ちゃんと部長連れて来てよね」

　階段を上のぼる教授の足音を背中で聞きながら、玄げん関かんに向かう。気付くと、駆かけ足あしで下りていた。

　途と中ちゆうで見回りの夜警レンブラントとすれ違ちがった。何か言っていたけど、さよならで押し通した。

　おかしい。

　さっきの教授の反応は、明らかにおかしい。教授は何を隠かくしているの？

　また、私の知らない所で、私の知らない事が起きているの？




　ファミレスに着いてすぐ教授にさっきのことを質ただしたけれど、「それはメシのあとにしようぜ。腹減っちまった」と一いつ蹴しゆうされた。あんまりしつこくしてもと思って、致いたし方かた無なく、そりゃもう拷ごう問もん等禁止条約を無視してでも尋じん問もんしたいくらいの気持ちを抑おさえて、児じ戯ぎに付き合うのも大人の嗜たしなみってことで、耐たえた。ええ、大人ですから。

　ご飯を食べたあと、ずっとむすっとしていた私に耐たえ切きれなくなったのか、漸ようやく教授が口火を切った。遅おそいよ。「さて、今日の昼の話、だよな」

「そうだよ。その為ために来たんだから。勿もつ体たいぶらないで早く話してよ」

「教授君、タメすぎだよー。そんなに引っ張るほど深刻な話なの？」

　部長も私の意に賛同。だよね。当然、そう思うよね。この痴しれ者ものが悪いよね？

「そんなつもりじゃないんだが……なんて言えば良いいかなぁって考えてたんだ。すまん。勿もつ体たいぶるつもりは無かった。ただ、神じん宮ぐう寺じはあんまり良いい気きがしないだろうし──」

　だぁーかぁーらぁー、そう云いうタメが腹立たしいのっ！！！　早くしてっ！

「いいからっ。早く話して」

「わーってるよ。今話すから……。なぁ、雨あま宮みや慈し衣え菜なってわかるか？」

　突とつ然ぜん出て来た意外な名前に、ちょっと反応が遅おくれる。検けん索さくにラグが生まれる。

　けど、わかる。超ちよう目め立だつから、わかる。あいつだ。ヤドクガエルみたいな女。

「えっと、アレでしょ？　あのギャルみたいな──自分を女王蜂クイーン・ビーだと勘かん違ちがいしている頭がパーで脳のう味み噌そがぷるぷるのプリンみたいな──それこそ典型的なぱーぷりんでしょ？　ハーフだかなんだか知らないけど、モデルやってるとか言って調子乗って、バカな男共に色目を遣つかってこれ見よがしに谷間を見せつける下品な阿あ婆ば擦ずれ金きん髪ぱつクソビッチのことでしょ？　大体、モデルって何？　うちの学校、バイト禁止じゃなかったの？　どんな特例？　教員を買収でもしてるの？　色いろ仕じ掛かけ？　そういう品位を貶おとしめるような人、無理」

「ちょっと先生、悪口が過ぎるよ。よくこの短時間にそれだけ罵ば詈り雑ぞう言ごんを思い付くよね。感心しちゃう。もしかして、めちゃめちゃ意識してる？　大だい丈じよう夫ぶ、先生とはカテ違ちがいだから。確かに、先生の苦手なキラキラした女の子だってのはわかるけどね」

　なんでこの私があんなぱーぷりんを意識しなくちゃいけないの。冗じよう談だんじゃない。しかもキラキラってどういうこと？　あれの何ど処こがキラキラしてるの？　評ひよう価か軸じくが理解不能。

「意識なんてしてないし。それに苦手って何？　苦手とかじゃなくて、不快なだけ。だから近付かないようにしてるし、視界に入れないようにちゃんと努力してる。最大限関わらないように生活してる……それは置いとくとして、そのぱーぷりんがどうしたの？」

「今日の昼、うちのクラスに来たんだよ。んで、白しろ崎さきを呼び出した。何でも、勉強を教えてもらいたいらしい。雨あま宮みやが白しろ崎さきを呼び出したってんで、ちょっとした騒さわぎだったわ。鈍どん感かんな白しろ崎さきでも流石さすがに居い心ごこ地ちが悪かったのか、メシ食ってソッコーで教室を出たくらいだ」




　は？　ナニソレ？

　想像以上なんだけど。終末戦争ハルマゲドンでも起こったの？




「ごめん。ちょっと前後の文脈が見えない。あれ？　私、頭が悪くなっちゃったのかな。日本語の理解能力が著いちじるしく低下してるみたい。何が起きたらそう云いう話になるの？」

「俺にもわかんねぇ。白しろ崎さきもわけわかんねぇって感じだったが」

「なんだか凄すごい展開になってきたね。時期的に追試対策って感じなのかな？　でもさ、白しろ崎さき君のことだから、めんどくさいとか言って断るんじゃないの？　そういうの苦手そうだし」

　追試対策？　赤点ってこと？

　バカじゃん。マキァヴェリが言う所の第三の脳じゃん。ほら、やっぱりぱーぷりんだ。

「普ふ通つうに考えればそうだよね。純じゆん君がそんな面めん倒どうなことを引き受ける──」

　ついこの間、面めん倒どうな事を引き受けたばっかりじゃん！　あーっと、違ちがう違ちがう。あれは琉る実みの頼たのみ事ごとだったからで、何ど処この馬の骨か分かんない女の頼たのみ事ごとなんて聞かないよね。

「先生？　どうかした？」

「ううん、なんでもない」

「だが神じん宮ぐう寺じ、油断は禁物だぞ。そんなこと無いとは思うが、もし万が一……いや、億が一、雨あま宮みやが白しろ崎さきを気に入って近付く口実にって可能性も──」

「は？　近付く口実って何？　もしそうだとしたら唯ただの女め狐ぎつねじゃん。色目を遣つかってるってこと？　秋しゆう波はを送ってるってこと？　冗じよう談だんじゃない。そうじゃないにしたって、追試対策に勉強教おしえて貰もらうって何？　あんなの出る範はん囲い変わんないでしょ？　対策もクソも無いじゃん。補習だってあるんでしょ？　そんなん勝手に自分でやってよ。他人に頼たよる意味が分かんない」

　正論でしょ？　間ま違ちがって無ないでしょ？

「まぁまぁ。あくまで可能性としてゼロじゃないってだけだから。つーか、そんな展開は俺が許さねぇから安心しろ。あいつにだけいい思いなんてさせてたまるか」

「何、教授君って、慈し衣え菜なちゃんみたいなのがタイプなの？」

　部長が目を爛らん爛らんと輝かがやかせる。そうやって恋バナの匂いを嗅ぎ取って食い付くのは良いけど、教授のタイプの話なんて、本当に興味あるの？　無いでしょ？

「教授は女の子なら誰だれだっていいんだよ。どーせエッチな事したいだけだもん。シンプルに最低だよね。うちの学年には悪評が知しれ渡わたってるから、狙ねらうなら他学年か他校へどうぞ」

「ちっげぇよ！　誰だれでもいいってほど落ちぶれちゃいねぇっ！　おまえらだって、わかるだろ？　雨あま宮みやの身体からだを見てみろ。あれぞ西洋の血がなせる神の御み業わざだぞ。あの制服の下でこれでもかと主張する胸、キュッとくびれた腰こし、あれぞまさに女ミユ神ーズと呼ぶに相応ふさわしい」

　何こいつ。超ちよう不ふ快かい。消きえて欲ほしい。

「実際のところ、慈し衣え菜なちゃん、スタイルいいよねぇ。さすがモデルさんって感じ。教授君もそこまで言うのなら、話しかけたりしてみればいいのに」

「もちろんしたさ。ただ、相手にされなかったんだよ」

　だっさ。いい気味過ぎて、カフェラテ超ちよう美お味いしい。

　ぷはぁ。教授の失敗談は最高の調味料だね。何なん杯ばいでもいけそう。

「おい、神じん宮ぐう寺じっ！　聞こえてるぞっ！」

「やだ、私ったら思ってたこと口に出しちゃってた？」

「先生、わざとらしいでございますよ。口元が気持ちいいくらいニヤついてましたぜ」

「いちいち指し摘てきしなくていいから。そんなじろじろ見ないでよ」

　だらしない「へへぇ、もっと近くで見てやるっ」という声と共に、部長が抱だき着ついてくる。

　部長の頭を撫なでつつ、教授に念押し。

「女ミユ神ーズにあしらわれた可哀かわい想そうな教授様は、ちゃんと妨ぼう害がいしてくれるんでしょうね？　純じゆん君が受けるとは思わないけど──念ねんの為ため、ね。私のお願いだし、聞いてくれるよね？」

　そう。念ねんの為ため。保険は大切。何事も、用心し過ぎることなんてないんだ。




　──種をまくことは、取り入れほど困難ではない。




「おうっ。任せとけ」




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　家とは別方向の電車に乗って、案内されるがまま辿たどり着ついた雨あま宮みやのマンションは、ぱっと見て高級と分かる高さだった。周りのマンションに比べて頭ひとつ抜ぬけている。当然、セキュリティがしっかりしているのは想像に難かたくなかったが、エレベータにすらカードキーを必要とする徹てつ底ていぶり。何ど処こか政府の機密施し設せつみたいな雰ふん囲い気きすらある。小説や映画みたいだ。

　高層マンションに住む友人は居るが、雨あま宮みやの住むこのマンションはランクが違ちがう。詳くわしくない僕でも、それは分かる。仰ぎよう々ぎようしいエントランスにコンシェルジュ、幾いく重えにも張はり巡めぐらされたセキュリティ。なにより一番驚おどろいたのは、雨あま宮みやが最上階に住んでいること。

　どんだけ金があるんだよ……。

　雨あま宮みやの両親がファッションデザイナーだと噂うわさレベルで聞いたことはあるが、このレベルなのか。ここまで来ると、気き後おくれするとかそんなものじゃなくて、珍めずらしい施し設せつを見学に来たくらいの感覚でしかない。琉る実みは僕以上に圧あつ倒とうされていて、終始「うわぁ」だの「なにこれ」だの壊かい滅めつ的てきな語ご彙い力りよくとともに目を瞬しばたたかせていた。

　正直、「なんで雨あま宮みやの家に行かなきゃなんないんだ。めんどくせぇ」なんて思っていたが、こんな凄すごい物ものを見みせて貰もらえるのなら、多少の事は我が慢まんするという気になった。

　そして案内された部屋たるや、まさに映画の世界だった。マフィアや企き業ぎようの重役が愛人を連れ込むペントハウスそのものだった。ワイン片手にとかそういう世界。実際、テレビの横にあるガラス棚だなには洋酒が並んでいる。雨あま宮みやが飲むわけ……ないよな。

　二メートル以上はあろうかという高さの窓からは、ぼんやりとだが、スカイツリーらしき塔とうが見える。なんだこれ。こんなとこに同級生が住んでるのか。

　すべてが規格外すぎて、頭がついていかない。

「ねぇ……純じゆん。あれ……スカイツリーだよ……ね？」

　僕と並んで窓まど際ぎわに立つ琉る実みが、たどたどしい日本語を喋しやべった。

「やっぱり、そうだよな。つーか、なんだよここ。こんなとこで暮らしてるのか？」

　余りにも現実とかけ離はなれ過すぎていて、凡ぼん庸ような言葉しか出て来ない。琉る実みのことは言えんな。

「そだよー。景色いーよねー。ここって周りより高いから、シャワーのあと、裸はだかで歩いてても気になんないのが、個人的には最高のポイント」

　裸はだかっ!?

　待て。ここは反応したら負けだ。僕は聞かなかったことにした。もちろん、想像だってしていない。断言する。幸い、琉る実みも思考回路が著いちじるしく低下しているようで、「確かにここなら覗のぞかれる心配はないなぁ……」などとぶつぶつ言っている。

「ねーっ、水でいい？　ジュースとかのがいい？」

「えっと……み、水で良いいよね？」琉る実みが小声で訊きいてくる。

「あ、ああ」僕が答えると、雨あま宮みやは「おっけー」と軽く返事をして、アメリカの映画に出てくる業務用みたいなサイズの冷蔵庫から、ミネラルウォーターのペットボトルを取り出した。

　改めて部屋の中を見回してみると、壁かべには百インチはあろうかというテレビ、ダイニングテーブルの木材はマホガニーだろうし、天井にはシーリングファン。毛足の長いラグの上に鎮ちん座ざする紺こん色いろのデカいソファは、下手すると三桁けた万円くらいしそうだ……部屋の雰ふん囲い気きからして、それくらいすると見て間ま違ちがいない。この部屋は明らかに金のかかり方が違ちがう。

　僕と琉る実みはもう完全に雰ふん囲い気きにのまれていて、何ど処こに座っていいか分からず──というか何ど処こに居ていいか分からず、窓の傍そばから動けずにいた。

「何二人で仲良く景色見てんのー。人ひとん家ちでいちゃつくの禁止だかんねっ」

「いちゃついてなんかねーよ」「いちゃついてないからっ」

「えー、もう今すぐにでも肩かたに手を回しそーな雰ふん囲い気きだったよー？　えろー」

「そんなわけないからっ！　てか、慈し衣え菜なん家ち、想像以上だわ。いちゃつくとかより、そもそも何ど処こに居たらいいかわかんない。マジで動けない」

「っぷ。はははっ。何それ。マジで意味わかんない。ほら、その辺テキトーに座ってよ。それともバルコニー出てもうちょっと景色見る？　この高さだと虫いなくて快適だよ？」

「と、とりあえず座ろうかな──バルコニーはあとで見せて」

　琉る実みに続いて、僕も座る。タイミングを逃のがすと取り残されそうだ。

　雨あま宮みやが僕らの前にミネラルウォーターを置き、斜はす向むかいに座った。ミネラルウォーターが置かれたローテーブルは、色味からするとローズウッドだろうか。この前、ＭＤＦ合板の作り方を調べるついでに木材をあれこれ調べた経験が、こんなとこで生かされるとは。

　何がＭＤＦ合板だよ……自分で言っててむなしくなってくる。

「そうだっ。猫ねこちゃんはっ？　どこに居るの？」琉る実みが声を弾はずませた。

　家に行くと決まった後、雨あま宮みやが思い出したように「うち、猫ねこいるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」と訊きいて来きた。それを聞いた琉る実みは、「えっ、猫ねこ居るの？　インスタとかに載のせてないよね？　わたし知らなかったもん。めっちゃ見たいっ！」なんて騒さわぎ出だし、「どんな猫ねこ？」「なんて種類？」と雨あま宮みやを質しつ問もん攻ぜめにしていた。雨あま宮みやもまんざらでもない風ふうで、「これなんだけど、マジでカワイイっしょー。投とう稿こうし始はじめたらキリないから、あえてネットには載のせてないんだよねー。てか、うちの子最強すぎて、エナが霞かすみそう」と得とく意い気げにスマホの写真を見せていた。

　琉る実みが話題にするまで、猫ねこの話なんて忘れていた。

「あーっと、多分爆ばく睡すいしてる。あいつったら、帰ってきても平気で寝ねてるんだよね。ふつー、飼い主を出で迎むかえるっしょ。連れてくっから、ちょっと待ってて」雨あま宮みやが部屋を出て行く。

「ね、純じゆん。猫ねこだって」

「ああ。猫ねこらしいな」

「何その反応。猫ねこだよ？」琉る実みが頰ほおを膨ふくらませる。

「久し振ぶりに猫ねこと戯たわむれるチャンスが来たんだ、僕のことは気にすんな」

　子供の頃ころ、琉る実みと那な織おりはよく犬や猫ねこを飼いたがっていた。デートで無理やり猫ねこカフェに連れてかれたこともあった。確かに犬いぬ猫ねこは可か愛わいいが、そこまで思い入れの無い僕は、小さな生き物相手にどう振ふる舞まっていいか分からず、琉る実みに「ぎこちない」だの「怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶだから、撫なでてごらん」などと半ばバカにされた記き憶おくがある。

　そんなことを思い出していると、雨あま宮みやがふさふさとした猫ねこを抱かかえて戻もどってきた。

　口元やお腹なか、足回りは白いが、眼めのあたりから背中側はうっすらとした灰色の毛が生えている。まるで、灰色のローブを纏まとっているようだ。まだ寝ねぼけているらしく、ゆっくりと瞬まばたきしたあと、雨あま宮みやの腕うでの中に──腕うでと胸の間に顔をねじ込んだ。

　うん、確かにこいつは可か愛わいいかも知しれない。猫ねこな。猫ねこの話な。

「まだ眠ねむたいのかなぁー。ね、名前は？」

「アイン」

「アイン……ちゃん？　くん？」

「くん。オス」雨あま宮みやがふさふさの猫ねこ──アインを抱だきなおす。仕草が完全に子供を抱だいた母親のそれだ。「ほら、るみちーにご挨あい拶さつは？」
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　アインの顔を覗のぞき込こむ琉る実みを横目に、「なぁ、どうしてアインなんだ？」と訊きく。

　何な故ぜその名前になったのか──ペットに限らず命名の意図は常に気になる。もしドイツ語のEinなら、数字の一だ。猫ねこに付ける名前っぽくない。とは言えカバラのAinってこともないだろうし、まさかアインシュタインではないだろう。何かのキャラクターからだろうか。

「えっと……なんとなく」

「なんだよそれ。普ふ通つう由来とかあるんじゃないのか？」

「えー、別にアインくんでいいじゃん。カワイイよ。あ、こっち向いたっ」

　琉る実みは猫ねこの顔を見るのに夢中だ。

「いいんだけど、どんな由来なのかなって思うだろ？」

　僕なんかはすぐ由来がどうのって考えがちだが、他の人からしてみたら、案外そんなもんなのかも知れない。響ひびきが好きとか、たまたま目についた言葉とか。

「ホントは犬が欲ほしかったんだけど、ママが犬いぬ嫌ぎらいでさー。なんか子どもの頃ころに嚙かまれたとかゆーんだけど、そんな昔の話、気にしなくてイイじゃんって思うよねー。そもそも、ママなんて言うほど家うちにいないのにさー」

「猫ねこ飼えるだけいいよー。うちなんて、お父さんが犬とか猫ねこにアレルギーがあるから、飼えないんだよ。なんか、毛のある動物はダメっぽくて。金魚が一匹ぴき居るだけ」

「ほとんどフナだけどな。金魚ってサイズじゃない」

「フナって、魚の？」

「そーそー。なんか、うちの金魚、超ちよう大おおきいの。こんくらいある」

　琉る実みが手でガリバーの大きさを示した。あの金魚、飼い主に似てよく食うんだよ。

「マジで？　金魚ってそんなに大きくなるの？」

「ねー。わたしもびっくり。七年も生きると金魚も大きくなるみたい」

　喉のど元もとまで「金魚はフナの改良種だ」と出で掛かかったが、そんな話は興味無いだろうと思って飲み込んだ。そんなことより、本当は犬が欲ほしかったって言ったよな。

　もしや──さすがに違ちがうか。

「うちのアインは何ど処こまで大きくなるのかなー」

「その種類大きくなるんでしょ？　えっと、ノルウェー……」

「ノルウェージャン・フォレスト・キャット」雨あま宮みやが琉る実みにアインを渡わたす。「はい」

「おおっ、結構ずっしりくるねぇー。おー、よしよし。この子、わたしが抱だいても全然動じないね。まだ眠ねむたそう」琉る実みに抱だかれたアインが、短く鳴いた。「あ、返事したっ！」

「さて」ペットボトルの蓋ふたをパキッと回して、雨あま宮みやが前まえ屈かがみになった。「本題に入る前に、ちょっとるみちーにこれだけは聞いておきたいんだけど──いい？」

　琉る実みがアインを抱だいたままお尻しりをずいっとずらして、雨あま宮みやに近寄る。「なに？」

　雨あま宮みやが耳元で何か言うと、琉る実みが意にも介かいさない様子で「ないない。いきなり何なの？」と顔の前で手を振ふった。何の話をしてるんだか。問とい質ただしたい気持ちを抑おさえて、窓の外に目を向ける。自宅の窓が切り取る景色と、何もかもが違ちがう。

　こんなとこに住む人間が自分の同級生に居るとは。しかも、親がデザイナーで、雨あま宮みや自身もモデルをやっている。出来過ぎていて噓うそ臭くさい。現実感に乏とぼしい。

　決して貧びん乏ぼうではないし、恵めぐまれている方だと自覚はあるものの、どうしても自分と比べてしまう。僕は雨あま宮みやに対して、何が勝っているんだ？　成績くらいじゃないか。

　成績が良いいと言っても、所しよ詮せんは校内での話に過ぎない。全国模試で一位を獲とれるほど優ゆう秀しゆうじゃない。狭せまい世界で評価されているに過ぎない。

　雨あま宮みやは書店に並ぶ雑誌でモデルをやっている。

　そっちのがよほど認められているじゃないか。

　後ろ向きな考えに苛さいなまれていると、いきなり雨あま宮みやが立ち上がって宣せん誓せいするかの如ごとく、「るみちーに確かく認にんも取れたことだし、ご飯にしますかっ！」と大声で言いながら手を叩たたいた。

　アインが琉る実みの手の中でびくっとした。脅おどかすなよ。可哀かわい想そうだろ。

「まずは勉強がどうのって話だろ？」

「まーまー、それはご飯食べながらでいいじゃん。ね、るみちー？　お腹なか空いたでしょ？」

「そだね。もうお腹なかぺこぺこ」

「るみちーもそう言ってることだし、白しろ崎さきも──ってか、呼びづらいからザキでいい？　それとも、るみちーみたいに純じゆんって下の名前で呼んだ方がいい？」

　わざわざ僕の方に回り込んで、雨あま宮みやが顔を覗のぞき込こんでくる。青い双そう眸ぼうが視界に入る。緩ゆるやかなカーブを描えがく秀しゆう眉び。すっと通った鼻び梁りよう。ほんのり血管が透すける白い肌はだ。雨あま宮みやにじっと見み詰つめられて、思わず視線を落と──した先はだらしなく開いたシャツから見える胸むな元もと。慌あわてて目を逸そらしたが、露ろ骨こつな気がして、水を取って誤ご魔ま化かした。

「好きに呼べよ」

「ふーん。好きに、ね」雨あま宮みやがひょいっと身体からだを傾かたむけて、琉る実みに声を掛かけた。

「ねー、るみちーさ、もしかしてこれ、ザキ照れてんの？　露ろ骨こつに目逸そらされたんだけど」

　危あやうく口に含ふくんだ水を吹ふき出だしそうになった。あー、もうっなんだよこの女っ。

　いちいち口にすんなっ……て言うか、琉る実みに訊きくなっ。くっそ帰りてぇ。なんだこれ。

「えっ、何？　純じゆん、照れてんの？　なんで？　今、そんなタイミングあった？」

　声を弾はずませて、琉る実みが執しつ拗ように顔を見ようとしてくる。

　ああっ、こっち見んなっ！　頼むからほっといてくれ──

「あ、もしや、ザキ、エナの谷間見て興奮しちゃった？　やだ、超ちようウブじゃん。カワイイ」

「うわ、最っ低」

「もう帰──」立ち上がろうとした僕の肩かたを、雨あま宮みやが押さえ付けた。勢いきおいを失って、ソファの上にどすんと腰こしが落ちた。僕の肩かたを押さえ付けたまま、「そーゆーこと言わないのっ。はい、ご飯が出来るまで大人しく待ってることっ」子供に言い聞かせるみたいに、笑えみの混ざったなんとも言えない大人びた相そう貌ぼうで、雨あま宮みやが言った。

　悔くやしいけれど、とんでもなく悔くやしいけれど──ちょっとだけ見入ってしまった。

　いや、相手はモデルだし。表情作るのも仕事だよな。そうだよな。仕方ないよな。

「さぁ～て、いっちょ気合入れますか」喧けん嘩かでもするみたいに雨あま宮みやが指をポキポキ鳴らした。

「わたしも手伝うよっ。何作る？」

「実はカレーがあるんだよねー。だから温めるだけ」

「じゃあ、サラダとか作る？」

「だね。あとはテキトーにってことで。で、いいよね、ザキ？」

　急に振ふられて、「お、おう」と間ま抜ぬけな返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　この部屋に来てから、雨あま宮みやのペースに終始飲まれている。調子狂くるうな。こういう時、教授はうまいこと道どう化けを演じられるんだろうけど、生あい憎にくそんな器用さは持ち合わせちゃいない。

　時々、教授のキャラが羨うらやましくなる。僕もあんな風ふうに何でも軽く流せたらと思うが、無理して振ふる舞まっても、どこかで破は綻たんする。それに、今いま更さらあんな陽気な雰ふん囲い気きを出したところで、周りから「白しろ崎さき、いきなりどうした？　キャラ変か？」などと指し摘てきされて、余計に恥はずかしくなるのが目に見える。

　こんなことを教授に言ったら、「俺だって色々悩なやんでんだよ」と怒おこられそうだ。

　つまり、あれこれ考えずに今のままが一番──結局、隣となりの芝しば生ふは常に青々としている。

　さて、僕も何か手伝えることを……と思ったが、「じゃあ、純じゆんはアインの相手しててね」と琉る実みに言われ、流れでアインを受け取ってしまった。

　アインに視線を落とす。まったく、おまえは気楽で良いよな──猫ねこに話しかけそうになって、思いとどまった。アインがもぞもぞと動く。眠ねむるのにちょうどいい体勢を探さぐっているようだ。寝ね子ことはよく言ったものだ。それにしても、腕うでの中がじんわりと熱い。

　猫ねこって、こんなに体温高いんだな。触さわったことあるのに、気付かなかった。

　顔を上げると、アイランドタイプのキッチンに立つ、エプロン姿の女子高生が二人。

　琉る実みは小さい頃ころから、ああやってよくおばさんの手伝いをしていた。だから、琉る実みが料理をする姿に違い和わ感かんはない。もちろん、那な織おりは殆ほとんど手伝わなかった。精々お皿を並べる程度。それも、言われてから。だから琉る実みは、中等部の時、那な織おりが家庭科部に入ったことを喜んでいた。やっと那な織おりも──ってな具合で。

　僕とおばさんは、「お菓か子し目当てね」「だと思います」なんて言っていたけど。

　琉る実みよりも、雨あま宮みやだ。料理をするとは意外だった。見た目で決めつけるななんてよく言うけれど、あのギャル然とした風ふう貌ぼうと料理のイメージが結びつかない──言うほど鮮せん明めいなイメージは持っていないな。雨あま宮みやのことは知らないし、話したこともないわけで、こればかりは見た目で判断した勝手な先入観でしかない。

　雨あま宮みやと言えば、振ふられたヤツの妬ねたみか、はたまた雨あま宮みやのことが気に入らない女子が流しているのか、やれ年上の彼かれ氏し──大学生だったり、社会人だったり──をとっかえひっかえしているだの、カメラマンと寝ねてるだの、社長の愛人だの、パパがどうのといった噂うわさを散々耳にした。下らないと思いつつ、正直言って雨あま宮みや慈し衣え菜なという生徒に興味を持っていなかった僕は、目立つヤツってのは大変だな程度にしか考えていなかった。

　僕自身、雨あま宮みやのことをそんな風ふうに見ていたつもりはないが、ある種の先入観に囚とらわれていたのは事実だ。結局のところ、下らない噂うわさをする奴やつ等らと大差はないのかも知れない。亀かめ嵩だけの話じゃないが、視野を広げた方が良いいのかもな。固定概念は判断を曇くもらせる。

　今まで気付かなかったことが見えてきたりする──自分も含ふくめてって所か。

　琉る実みの話によれば、雨あま宮みやの母親は余り家に居ないらしい。落ち着いた色合いの高級そうな家具の数々。そして、女子高生にそぐわない洋酒やら油絵といった品々。恐おそらく、それらは雨あま宮みやの母親の趣しゆ味みなのだろうが──この部屋からは、雨あま宮みや自身の匂においが感じられない。

　母親がいつ帰ってきても良いいように、敢あえてそのままにしているのか？　家を出た子供の部屋をそのままにしておく親の心理、みたいなヤツか？

　冷蔵庫から取り出した鍋なべを火にかける姿を見て、そんなことを思った。

　だって──あれはどう見たって、一人で食べる為ために作った量じゃない。

　本当は誰だれかと──それこそ母親とでも食べる為ために作ったんじゃないか？

　僕らを夕飯に誘さそった本当の理由は、あのカレーの処理を手て伝つだって欲ほしかった──なんて、考え過ぎか。雨あま宮みやと琉る実みが楽しそうに騒さわいでいる姿を見ながら、余計な考えを押しやった。




　雨あま宮みやが作ったカレーは旨うまかった。家庭で出されるようなクオリティの物じゃなくて、どちらかと言えば本ほん格かく風ふう──お店で出されてもおかしくない出来だった。正直、侮あなどっていた。

「これ、文句なしに美お味いしいぞ」

「あんがとっ！　ま、これでもちょっとは自信あっからねー」

「ホントに美お味いしい。持って帰りたいくらい。これって、市し販はんのルウ？」

「ううん。これはイチから作ってるー」

「え？　ルウ使わずに作るってこと？」「カレーってルウ使わずに作れるもんなのか？」

　カレーをイチから作るっていう発想が、僕にはそもそも無かった。小学生の時に学校で作ったことはあるから、さすがにカレーを作る大まかな流れは……分かる。材料を鍋なべに入れてルウを入れる。間ま違ちがいない。そのルウを使わずにカレーを作るというのが想像出来ない。

　もしかして、雨あま宮みやって結構凄すごいのか？

「やってみるとケッコー簡単。るみちーでもできるって。カレー粉さえあれば、大体カレーになっから。ただ、カレー食べてると、ナン欲ほしくなるんだよね」

「……まさか、ナンも自分で作ったり……するの？」

「ナンこそ簡単だよ。たださ、やっぱナンを焼くならタンドールが欲ほしいじゃん？」

　隣となりで丸まって眠ねむるアインを撫なでながらさらっと雨あま宮みやが言った。

「「タンドール？」」

　またしても琉る実みと被かぶった。闘牛士マタドールみたいな響ひびきだが……わかんねぇ。なんだそれ。

「へぇぇぇ、ザキも知らないんだぁぁぁ。学年一位なのにぃぃぃ？？？」

　雨あま宮みやのニヤついた顔が不快だが、知ったかぶりをするのはポリシーに反する。

「ああ、知らない。ナンを焼くってことは、窯かまか何かか？」

「そそ。よくわかったね。おっきい壺つぼみたいな窯かまのこと。それの内側にナンを張り付けて焼くの。タンドールがあればタンドリーチキンも焼けるし……けど、けっこー大きいんだよねー。こんなだよ、大おっきさ。いざとなったら、バルコニーに設置するしかないよねー。バルコニーにタンドール置くなら、ピザ窯がまも──」

　雨あま宮みやが手で表した位置は、ちょうど子供の背せ丈たけくらい。確かにデカい。

「もしかしてなんだけど、タンドリーチキンって、タンドールで焼くからタンドリー？」

「そだよー」

「うっそ。そーなんだ。わたし、スパイス的な意味だと思ってたっ」

「僕も今の今までそう思ってた」

　タンドリーの意味なんて考えたこと無かった。調理法だったのか。知らないことだらけだ。やはり先入観はよくない。ただ、それだったら、ナンもタンドリーナンって言えよ。なんで鶏とり肉にくだけ別べつ枠わくなんだよ。納なつ得とくいかねぇ。ルール破は綻たんしてんぞ。

「てか、こんな料理上う手まいなら言ってよ。そんなこと全然言ってくれなかったじゃん。お昼だっていっつも学食とかパンだよね」

「だってお弁当は面めん倒どうなんだもん。学校終わってから撮さつ影えいとかあると、お弁当箱邪じや魔まだし」

「あー、そう言われると、確かにそうかも。そっか。ちなみに、お菓か子しとかって──」

「ちょっと待て。料理談義も良いいが、そもそもここに来た理由は、別にあるだろ。確かにカレーは美お味いしかった。ありがとう。だが、それはそれ、だ」

「あー、勉強の話？」雨あま宮みやが眉み間けんに幾いくつも皺しわを寄せて、嫌いやそうな顔をした。

「おいっ。おまえが教おしえて欲ほしいって話だろっ！　なんで面めん倒どう臭くさそうに言うんだよっ！」

「お腹なかいっぱいで考えらんないなーって。まぁ、そーゆーことだからさ、追試までよろしく頼たのむわ。ね、ザキ先生っ！　よろっ！　で、なんだっけ、お菓か子しが──」

「待て待てっ！　話は終わってねぇっ！　何がよろっ、だっ！」

「なんでよー。それって、受けてくれないってこと？　教えたくないってこと？」

「そこまでは──」

「じゃあ引き受けてくれるってことでいいの？　いいよね？　よしっ」

「だーかーらー、引き受けるとはまだ言ってないだろっ」

「あ、今、まだって言った。まだってことは、やってくれるってことだよね？」

　なんだこの堂どう々どう巡めぐりは。

　思わず琉る実みに助けを求めるが、琉る実みは楽しんでいるような、困っているような──騒さわぐ那な織おりを後ろから見ているようなお決まりの面おも持もちで、ペットボトルに口をつけたままこっちを見ていた。恐おそらく、そろそろ僕が助けを求めると思っていたのだろう。僕と視線が合うと、やればとでも言いたげに、軽く顎あごをしゃくった。

　亀かめ嵩だけに続いて琉る実みまで楽しむ方にシフトしやがった。

「とりあえず状じよう況きようを整理させてくれ。まず、雨あま宮みやは赤点いくつあるんだ？　教科は？」

「えと、三つ。古文、世界史、化学」

「三つはやばいよねー。中等部の時、そこまでじゃなくなかった？」

　琉る実みが、空いた皿を重ねながら言った。

「仕事が忙いそがしくってさぁ。ぜんぜんべんきょーしてなかった……つーか、授業中ほぼ寝ねてたんだよね。みんなにノート借りたけど、ほぼ見てないってゆー」

「そりゃ赤点取るって」

　僕が言おうと思ったことを、琉る実みが代弁した。それじゃ赤点取るのも無理はない。

「暗記系がメインか。さすがに英語は赤点じゃなかったか」

「ちょっとザキー、英語はさすがにバカにしてるっしょ？　エナ、これでも英語科だよ？　てか、パパはイギリス人だからね？　めっちゃいい点数じゃないけど、赤点は取んないって」

　英語科だったのか。普ふ通つう科かだと思ってた。そして雨あま宮みやの親ってイギリス人なのか。知らなかった。勝手にアメリカだと──と言うか、興味も無かったわけだが。

　イギリス、か。色々と話を聞いてみたいが……まぁ、いい。今はその話じゃない。

「すまん。ただの冗じよう談だんだ。話を戻もどすが、赤点科目が三つもあるから、勉強を教おしえて欲ほしいってことだよな？　手っ取り早く片付ける為ために」

「そんな感じ。仕事の予定もあるし、ママにめっちゃ怒おこられたから、早々にどうにかしないとヤバいんだよね。ママなんて、こんな成績だとモデルの仕事やめさせるーとか言ってんだよ。そんなことしないとは思うけどさ」髪かみを撫なでながら、雨あま宮みやがむぅと口を尖とがらせた。

「なるほど。大まかな理由は察した。で、だ。ここからが本題なんだが──」

　琉る実みから聞いたことではあるが、改めて本人の口から聞きたい。

「どうして僕なんだ？　他のヤツだっていいだろ？」

「んー、頭イイから？」

「なんで語ご尾びが疑問形なんだよ」

「語ご尾びが疑問形？　言ってる意味がよくわかんない。てか、ザキって一位なんでしょ？」

「そうだが……最初は那な織おりに頼たのむつもりだったんだろ？」

「それっ。けど、るみちーが那な織おりちゃんは絶対に無理とかゆーんだよ。だからザキにお願いすることにしたの。ってことで、よろしく」

「確かに那な織おりは無理だろうが、僕じゃなくても──例えば安あん吾ご……、坂さか口ぐちのことな。あいつとは仲なか良いいんだろ？　他にも女子だったら──」

「グッチは部活あるじゃん。るみちーと一いつ緒しよで忙いそがしいよー。てか、アンゴって何？　グッチのことアンゴって呼んでんの？　なんで？」

　グッチ……。うん、モデルらしい呼び方だわ。これ以上ないくらい安直だけど。

「坂さか口ぐち安あん吾ごって作家が居るから、それで」

　かく言う僕も、これ以上ないくらい安直だった。人のことは言えん。

「誰だれそれ。知らない。そんな知らない人の話はどーでもよくて。エナ的には、勉強を教えてくれれば誰だれでもいーんだけど、ザキは学年で一番頭イイじゃん？　つまり、最強じゃん。だったら、ザキにお願いするのがイイかなーって。そー思っただけ。やっぱ、ヤなの？　ヤならヤで他当たるから、そー言って。エナ、はっきりしない人ひと嫌きらいだから。るみちーの友達だから信しん頼らいできっかなーって思ったけど──ま、しょーがないか。ちょっとがっかり」

「まぁまぁ。純じゆんもいきなり頼たのまれて、どうしよっかってとこだろうし──」

「わかった。追試までで良いいんだよな。それ以上は引き受けないぞ」

　反射的にそう言っていた。琉る実みの名前を出されたことに対する、子供じみた応おう酬しゆうだったかも知しれない。半ば自や棄けみたいなものだった。

　雨あま宮みやが「そうこなくっちゃ」と言って、目め尻じりを下げた。




「ね、本当に良かったの？」

　雨あま宮みやの家からの帰り道、琉る実みが心配そうに口を開いた。

「ああ、仕方ないだろ。大だい丈じよう夫ぶ、引き受けた以上はちゃんとやる」

「う、うん……なんか、ごめんね」

「琉る実みが謝る必要はない。引き受けたのは僕だ」

　琉る実みの言うこともわかる。巻き込んでしまった責任を感じているんだろう。だが、勢いで言ってしまったとはいえ、決断をしたのは僕だ。その責任を被かぶる必要はない。

　なんだか、空気が重くなってしまった。話題を変えないと。

「そろそろ総体だろ？　練習は順調か？」

「うん。順調。正直、プレッシャー半はん端ぱないけどね」

「今までだって、そういうプレッシャーに勝ってきただろ。まずは楽しんで来いよ」

「何、めっちゃ応おう援えんしてくれるじゃん。どうしたの？」

　琉る実みが顔を覗のぞき込こんでくる。何だよ、じろじろ見るなって。

「今までだって応おう援えんしてたろ」

「そうだけどさ。何だか改まって言われると……なんでもない。ありがと。超ちよう嬉うれしい」

　ちょっとだけ口元に照れを残して、琉る実みが目を細めた。

「そだっ！　今度、純じゆんもバスケしてみない？　教えてあげるから」

「嫌いやだよ。球技苦手なの知ってるだろ」

　付き合ってる時、一度だけ誘さそわれたことがある。あの時も断った。わざわざ恰かつ好こう悪わるい所を見せたくなかった。球技が苦手なのは本当だ。特に、バスケだけはずっと避さけてきた。体育の選せん択たくは別の球技を選んだ。琉る実みと同じフィールドに立つのが恥はずかしかった。

　自分が下手なのを知っているから。

「大だい丈じよう夫ぶだって。下手でも笑わないから。ほら、純じゆんは慈し衣え菜なに勉強を教えるでしょ？　だから、わたしは純じゆんにバスケを教えてあげる」

「どういう理り屈くつだよ。相関関係が全く見えてこない──」

　視線を落とすと、懐かしい靴が目に入った。いいよ、たまには乗ってやるよ。決めつけは良くない。やってみれば楽しいかも知れない。言いさした言葉の続きは改めよう。

「絶対、笑うなよ」

「何、マジでやんのっ!?」

「おまえがやろうって言ったんだろっ！！！」

「だって、まさか純じゆんがバスケを──ほんとに？　ほんとにやってくれんの？」

「さっきも言ったろ。言った以上はやるよ。その代わり、僕の好きな映画に付き合ってもらうからな。視し聴ちよう後ごの意見交こう換かんも含ふくめて」

「うげぇ。絶対長いヤツじゃん、それ」琉る実みが心底嫌いやそうに顔を顰しかめた。

　そんなに嫌いやな顔すんなよ。「戦争と平和」を休きゆう憩けい無なしで見ようなんて言わねぇよ。

「これこそが交こう換かん条件として正しい、だろ？」

「那な織おりも誘さそったら、来るかな？　バスケ」

「来ないだろ。断言する。声を掛かけるだけ無む駄だだ。『どうしてわざわざ自分から汗あせをかきにいかなきゃいけないの？　意味わかんない』とか言うに決まってる」

　僕がそう言うと、琉る実みが立ち止まって笑い出した。

「間ま違ちがいないっ！　絶対、言う。家族旅行の時、あの子をサウナに誘さそったんだけど、『汗あせかいて、汗あせを流して、また汗あせをかいて。それの何が楽しいの？　穴を掘ほって、それを元に戻もどすのと一いつ緒しよじゃない？　普ふ通つうに拷ごう問もんだからね、それ』って言われたよ。超ちよう軽けい蔑べつした目で見られた」

　那な織おりと同じくサウナは苦手だ。言ってしまうと、僕も汗あせを流すのは好きじゃない。だから、那な織おりの気持ちは分かる──もしかして、琉る実みは那な織おりや僕と自分の好きな事を共有したかったのか？　バスケに誘さそったり、サウナに誘さそったり……思い返してみればこういうことは何度もあった。琉る実みとデートをしている時、僕は琉る実みの行きたい所ややりたい事に付き合ってるつもりだった。そうじゃなかった。思おもい違ちがいも甚はなはだしい。

　子供の頃ころからずっと、琉る実みは僕と那な織おりに付き合ってくれていたんだ。

　雨あま宮みやは琉る実みの友達──大事なことを忘れていた。勢いで言ったけど、引き受けて良かった。

「那な織おりがじっとサウナに入る姿は想像出来ないな。ぬるめの露ろ天てん風ぶ呂ろで寝ねてるほうがよっぽど那な織おりっぽい。あいつ、大人になったら風ふ呂ろで日本酒飲みそうだよな」

「やりそうー。てか、今、那な織おりの裸はだかを想像してたでしょ？」

「バッ、してねぇよっ──」

「冗じよう談だんだよ。あと、今日は色々ありがと」

「何がだよ」

「色々と。何だかんだで楽しかった。慈し衣え菜なの料理は美お味いしかったし」

「そうだな。確かに美う味まかった」

　琉る実みのことを分かっているつもりでも、やっぱり僕は分かっていなかった。それに気付くことが出来た。琉る実みと話していると、那な織おりとは別の発見がある。別の思考がある。そして僕の至らぬ点を知る。それを楽しいと評するのが適当か難しい所ではあるが、琉る実みとこうして他愛もない話をするのは楽しい。どっちがどうとかじゃない。僕は二人と話をするのが好きなんだ。色んなことがあったけれど、それは変わらない。そうじゃなきゃ、寂さびしすぎる。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　部長や教授と別れ、駅から帰る途と中ちゆう、本屋に立ち寄った。財さい布ふの中身が心こころ許もとないけれど、お母さんに今日の夕飯代を請せい求きゆうすれば本を買う分くらいはチャラになる。今日は教授が出してくれたし、そうすれば実質のプラス。完かん璧ぺき。財テクの極きわみ。

　文庫コーナーをぶらぶらと歩いて、引ひっ掛かかりそうなタイトルや装そう丁ていを探す。何となく海外の気分。エルロイか。悪くない。『ホワイト・ジャズ』。うん、いい感じ。

　それなりに厚みがあって──京きよう極ごく夏なつ彦ひこに比べれば薄うすいけど──そこと比べるとみんな薄うすくなっちゃうよね、比ひ較かく対象を間ま違ちがえた。粗あら筋すじも……ふむ、よさ気。今こ宵よいの私は血と暴力に飢うえている。エルロイなら期待出来る。徹てつ底てい的てきに打うちのめして欲ほしい。

　当たりの予感を嚙かみ締しめながら、早く帰ろうとほくほくで本屋を出ると、うちの制服着た男女が少し先を歩いていた。あの背格好。もしや──少しずつ距きよ離りを詰つめる。

　女はショート。男の身長が一七〇くらい？　歩いている方面は私と同じ。やっぱり。




　どうしてこんな時間にあの二人が一いつ緒しよにいるわけ？




　純じゆん君はぱーぷりんと話をしていたとして、琉る実みは？　部活の人と御ご飯はんでも行ってて、たまたま帰りが一いつ緒しよになった、とか？　それも無くはないけど……一いつ緒しよに行動していたと考える方が、この場合は自然な気がする。工エー作ジエ員ントとしての勘かん。

　そうだよ。だって、純じゆん君がひとりでぱーぷりんと話をする──考えらんない。間に琉る実みが入はいる方がしっくりくる。じゃあ、純じゆん君が琉る実みを誘さそった？　私には相談してくれずに？

　ぱーぷりんと──琉る実み。

　中等部の時、同じクラス。目立ちたがり屋の琉る実みはクラス委員。ぱーぷりんは見るからに問題児。そして元ダンス部。対して琉る実みはバスケ部。どちらも自意識過か剰じような女子の巣そう窟くつ。

　やっぱりそうだっ！　そうに違ちがいないっ！

　この話は、琉る実みが少なからず絡からんでる。その前提で考えた方がいい。私としたことが、大事なことを失念していた。身近にいるじゃん、一番厄やつ介かいな人物が。





　■前提：琉る実みが絡からんでいる。純じゆん君とぱーぷりんに面識はない。

　■状況：ぱーぷりんは純じゆん君に勉強を教おしえて貰もらいたい。

　　　　　今日のお昼、特進に現れて純じゆん君を呼び出した。






　仮説はシンプルに立てよう。余計な情報は排はい除じよすべきだ。ぱーぷりんが純じゆん君のことをどう思っているかなんてことは、教授の想像に過ぎない。事実はただ、ぱーぷりんが純じゆん君に勉強を教おしえて貰もらいたいということだけ。その理由は、教授や部長の意見も鑑かんがみ、追試と推察。





【仮説】ぱーぷりん→琉る実みに純じゆん君の紹しよう介かい（勉強を教おしえて貰もらうため）を依い頼らいした。

　　　　または、ぱーぷりんから相談を受けた琉る実み→純じゆん君を紹しよう介かいした。






　琉る実みが絡からんでいるという仮定のもと考えると、大きく分けてパターンはこの二つ。ただ、何いずれの場合も、お昼の時に琉る実みが同席しないのは不自然な気がする。教授の話には出て来なかった。同じクラスだから、わざわざ言わなかった？　そう言えば、教授はぱーぷりんが「白しろ崎さきを呼び出した」と言っていた。つまり、会話がなされたのは教室外。琉る実みが居たかどうかは見えない。うーん、不確かな部分が多い。すべてが推測の域を出ない。

　仲なか睦むつまじく──こんな言葉は使いたくないけれど、傍はた目めにはそう見える二人に近付く。漏もれ聞きこえる語句ワードは、料理やら美お味いしいやらあんまり関係の無さそうな物ばかり。

　ここらでいっちょかましますか。すぅぅ、はぁぁ。深呼吸ひとつ。

　つとめて明朗に。疑義は挟はさまない。「こんな時間に二人で何やってんの？」

　二人が同時に振ふり向むく。

「な、那な織おりっ!?」「えっ？　那な織おり」

「ちょっとぉ、随ずい分ぶんな反応してくれるねぇ。それが幼おさな馴な染じみかつ実の妹に対する反応？　こんな時間に見慣れた制服の男女が仲良く歩いてるなーって。それも、我が家と同じ方向だし、誰だれだろうなぁって思って駅からずっと見てたんだけど、まさか琉る実みと純じゆん君とは」

「駅から気付いてたなら、声掛かけてくれれば──」

　私は純じゆん君に詰つめ寄よる。まずは核かく心しんのすぐ傍そばから。「ねぇ、なんで琉る実みと帰ってるの？」

「純じゆんとは──」

「琉る実みには訊きいてないよ」聴ちよう取しゆはひとりずつ。応対の相そう違いを探さぐる。これ基本。

「ちょっと用事があって、帰りに──」

「雨あま宮みや慈し衣え菜なの家に一いつ緒しよに行ってた。その帰り。ほら、名前くらい知ってるでしょ？　慈し衣え菜なが純じゆんに勉強見てもらいたいって言ってて。さっきまで、その話をしてたの」

　釘くぎを刺さしたのに、またしても琉る実みが口を挟はさんで来た。正直に言ったっぽいからいいけど。

　ほら。やっぱり。読み通り。確然なる言げん質ち。琉る実みが絡からんでいた。琉る実みと純じゆん君は一いつ緒しよに行動していたんだ。それにしても、家まで行くのは想定外。どこかその辺のお店とかじゃないの？

「なにそれ。家ってどういうこと？　てか、勉強見みて貰もらいたいって何？」

「僕にもわからん。流れでとしか言いようがない。最初は何ど処こかで夕飯を食べながらみたいな話だったんだが、話してるうちにそうなった」

　勉強のこと、軽く流された。家に行ったって話もそうだけどっ！　肝かん要ようなのは勉強のことでしょっ。須しゆ要ようなのはそこでしょっ！　それこそが一番訊ききたいところだよっ！

「まだ言うの？　慈し衣え菜なん家ちに行ったおかげで、アインと仲良くなれたからいいじゃん」

「いや、あの猫ねこは微み塵じんも僕に懐なつかなかった──」

　待って。ちょっと待って。今、なんて言った？

「猫ねこっ？　猫ねこって言った？　それってFelisフエリス Silvestrisシルヴエストリス Catusカトウスのことだよね？」

「学名で言われても逆にわかんねぇよ。ああ、その猫ねこだよ。ええと、種類は──」

「ノルウェージャン・フォレスト・キャット。はい、わたしの勝ち」

「勝ちって何だよ。今、言おうとしてたところだったんだぞ」

　ノルウェージャン・フォレスト・キャット!?　あのふさふさの長毛種？

　ずるいっ！　そんなの聞いてないっ！

「なんで私を連れてってくれなかったのっ！　ずるいよっ！　ノルウェージャンが居るなら、私だって行きたかったっ！　私が猫ねこ好すきなの知ってるでしょ？　この薄はく情じよう者ものっ！」

「ごめん。けど、わたしたちだって、行く途と中ちゆうで初めて聞いたんだよ」

「だったら分かった瞬しゆん間かんに教えてよっ！　何のための携けい帯たい端たん末まつなのっ！　ずるいずるいっ。私だって猫ねこに会いたかった……。写真は？　撮とったでしょ？　あるよね？」

　せめて写真でも良いいからもふもふを見たいっ！　早くお猫ねこ様さまを見せてっ！

　琉る実みが「ちょっと待って」と言いながら鞄かばんを漁あさる間、純じゆん君のスラックスを見ると、猫ねこの毛が大量に付着していた。ってことは、琉る実みのスカートも毛だらけなんだろうな。

　家に入る前に教えてあげないと。お父さんが涙なみだと鼻水で溺でき死しする。土ど左ざ衛え門もんになっちゃう。

「純じゆん君、スラックスのお尻しりのとこ、猫ねこの毛凄すごいよ」

「うわ、ほんとだ。帰る時、コロコロで取ったんだけどな」

「那な織おり、ほら写真──ん？　どしたの？」

　スマホを受け取りながら、「琉る実みもよく見た方が良いいよ。純じゆん君のスラックス、毛が凄すごい」と忠言を授さずけてあげる。この優やさしさ。慈じ愛あいに満ちている。私はなんて優やさしい性格なんだろう。

　意識を画面に向け──まさに凝ぎよう然ぜんと立たち尽つくすとはこのこと──私は止まった。

　思考が止まった。呼吸すら止まった。活動停止。総すべてが停止した。

　丸くうずくまって、手をこっちに伸のばしている──猫ねこ。画面を占しめる猫ねこ。小さな液えき晶しよういっぱいに広がるネコ。ねこ。猫ねこっ！

　はぁぁぁぁぁ、かわいいぃぃぃぃぃぃっっっっ！！！

　何これっ。何この生き物。ヤバい。ヤバすぎる。尊いなんて言葉じゃ足りない。お腹なかに顔をうずめたいっ！　ヒゲの生えてるぷくっとした内側に入り込みたいっ！　耳の間の匂においを嗅かぎたいっ！　肉球に吸い付きたいっ！　猫ねこを吸って生きたいっ！

「どう？　ヤバくない？　可か愛わいすぎて持って帰りたいくらいだったよー」

「なんで持って帰らなかったのっ？　にゃーだよ。これはにゃーですよ」

「那な織おり、言語能力死んでるぞ。落ち着け」

　うるさいっ。にゃーするぞっ。

「落ち着いてなんていられないよっ！　だって見てよっ、尋じん常じようじゃないくらいカワイイよっ！　何これ。何でこっそり持って帰って来なかったの？」

「無理だろ。つーか、その猫ねこ、可か愛わいい顔してふてぶてしかったぞ。まるでどっかの──」

　純じゆん君の口が止まる。待て待て待て。その先を言いなさいよっ！

　あ、ふてぶてしいは余計。ふてぶてしくなんかないし。

「どっかの──何？　ねぇ、今なんて言おうとしたの？」

「すまん。失言だった。気にすんな」

「ね、那な織おり」

「何？　琉る実みには訊きいてない──」

「この子、オスだからね」

「──っ。ちょっと純じゆん君、どういうこと？　私、付いてないよ？　付いてないからねっ」

「知ってるわっ！」

「確かく認にんしてみ──痛っ」後頭部に衝しよう撃げきを感知！　この脳筋女マツスルヘツドっ！　私の優ゆう秀しゆうな脳のう細さい胞ぼうに影えい響きようが出たらどうしてくれるのっ！　「ちょっと痛いでしょ！　叩たたかないでよっ！」

「あんたがバカなこと言うからっ！　さ、早く帰るよ」

　琉る実みに小さな不幸が訪おとずれますように。シャワーの途と中ちゆうで冷水になりますように。筋肉の無用な収縮で熱を帯びた琉る実みの頭が、キンキンに冷えますように。許すまじ。ダチュラじゃっ。

　琉る実みが一足先に歩み出したのを見送って、小声で純じゆん君にもう一度。

「ね、さっきのカワイイ顔って私のことだよね？」

「うっせぇ。それに、僕はふてぶてしいとも──」

「はい認めたーっ！　もうやだぁ。面と向かってカワイイだなんて照れ……る……って、ふてぶてしくなんてないんですけどっ！　私の何ど処こがふてぶてしいのっ。そこは訂てい正せいを──」

「あんたたち、何やってんの？　ほらぁ。早く行くよっ！」

　そんな大きな声出さなくても聞こえるって。肺活量自じ慢まんうざい。さぞ強きよう靭じんな横ハ隔ラ膜ミなんでしょうね。歯応えがありそうで、羨うらやましい限かぎりでございますわ。

「おう」短く応じて歩き出した純じゆん君の横顔を見上げながら、あの女の家に行ってどうなったのか──訊ききたかったことを思い出す。お猫ねこ様さまの話で忘れるところだった。私としたことが、危なかった。琉る実みの後ろ姿を見ながら、横を歩く純じゆん君の気配を肩かたで感じながら、私はタイミングを探さぐる。言い出す切きっ掛かけを拾いあげなければ──見慣れた家が見えてくる。

　帰る前に訊きかなきゃ。確かく認にんだけしておかなきゃ。

「勉強云うん々ぬんの話は断ったんでしょ？」

　その問いに少し困ったような表情をしたかと思うと、観念したような面おも差ざしになる。純じゆん君のその顔を見て、私は嫌いやな予感がした。まさかね。有り得ないよね。

「引き受けた。っても、追試までの間だけな」




　は？




「なんで？　なんの義理があって？」

「それは……」

　横ハ隔ラ膜ミ自じ慢まんが玄げん関かんの前で声を張った。「那な織おり、何してんの？」

「あとで話すよ。ほら、琉る実みが呼んでるぞ」

「ちょっとっ！」

　呼よび掛かけも空むなしく、純じゆん君が隣となりの家に飲み込まれて行った。完全にはぐらかされたよね？

　琉る実みをとっちめて話を訊きく？　ううん、こればかりは本人の口から聞きたい。




　部屋に戻もどってもまだ、現実が吞のみ込こめない。琉る実みの快活な「ただいま」の声に酷ひどく神経を逆なでされた私は、自分の部屋にまっすぐ駆かけ込こんだ。

　部長や教授との密談は何だったのか。イラみと当とう惑わくがぐちゃぐちゃに混ざり合って、雑ざつ駁ぱくな感情のまま、制服のまま、ベッドに倒たおれ込こんだ。暗い部屋の中で、胸きよう懐かいに渦うず巻まくどんよりとした名付けようのない感情を宥なだめながら寝ね返がえりを打って、カーテンの隙すき間まから仄ほの見みえる鉄てつ塔とうの骨組みを凝ぎよう望ぼうする。薄うすぼんやりとしたブライヒ結構幾何学的な鉄骨の頂きで航赤空い障ラ害ン灯プが点てん滅めつしている。黒こく壇たんの空を背景に、赤い光だけが規則的に光っては消える。急せかすかのように、残された時間を示すかのように、ランプの点てん滅めつが私を責め立てる。おまえはそれでいいのか、と。

　ダメ。どう頑がん張ばっても到とう底てい納なつ得とくできない。理解が出来ない。

　なんで純じゆん君がそんなことするわけ？　なんで？　どうして？　なんのメリットがあって？

　意味不明。弱みでも握にぎられてるの？




　──まさかっ。




　胸？　乳なの？　おっぱいなの？　乳ち房ぶさなのっ？　あのバカみたいにぶりんぶりんした胸に釣つられたってこと？　いやいや落ち着け。純じゆん君はどっちかって言うと脚あしの方が好き……そ、それに頭の悪い女は好きじゃないはず──ん？　琉る実みは？　琉る実みは私よりおバカじゃない？　あれ、必ずしも明めい哲てつな女じゃなくてもいいの？　うーん、琉る実みをお勉強ができないカテゴリーに入れるのは流石さすがに違ちがう？　一応、特進だし。あああああっ、わっっっかんないっ。

　ああっ、すっきりしない！　本人の口から聞かなきゃおさまらないっ。

　電話？　ＬＩＮＥ？　ここは乗り込むべきでしょ。直接会って得た情報ヒユーミントが、一番鮮あざやかなんだ。いつの時代だってそうだ。表情。視線。身み振ぶり。情報とは声や文字だけじゃない。

　やはり直接問とい質ただすのが正せい攻こう法ほう。

　純じゆん君が琉る実みの相手をすることすら嫌いやなのに、変な女に時間を割さかれるのはもっと耐たえられない。以前だったらこういう感情を押し込めることが出来たのに、今は居ても立っても居られない。こういう感情──そうか、私は嫉しつ妬としているんだ。私があのバカ女に嫉しつ妬と？　有り得ない。これは違ちがう。ただ、気に入らないだけ。純じゆん君の時間を奪うばわせてたまるか。赤点を取るようなバカ女から純じゆん君を遠ざけなきゃ。そう、これは純じゆん君の為ためでもあるんだ。




　赤レツ狩ドパりージの始まりだっ！




「お風ふ呂ろ出たよ！」一階から琉る実みの声がした。そんなに経たっていたんだ。

　お風ふ呂ろなんて入ってる場合じゃないっ！　もう隣となりの家に行くって決めたんだ。ん？　男の子の家に行くんだから、お風ふ呂ろくらい入るべき？　流石さすがにそれは早計が過ぎる──備えた方がいいのかな？　下着くらい替えとくべき？　落ち着け。うん、それは大だい丈じよう夫ぶ。

　今日って、何穿はいてたっけ？　これなら──念ねんの為ためだから。飽あく迄まで、念ねんの為ため。

　大きく息を吸って感情を薄うすめながら、放ほう擲てきした冷静さをどうにか拾い集めて、階段を駆かけ下おりる。脱だつ衣い所じよの琉る実みには「ちょっとコンビニ」と告げて、心配されると面めん倒どうだからリビングには「隣となりに行ってくる」と言い置いて外に出た。帰り道よりも、空気が冷たい。

　白しろ崎さき家けの呼び鈴チヤイムを押してインターホン越ごしに挨あい拶さつをすると、おばさんが玄げん関かんを開けてくれた。

「どうしたの、那な織おりちゃん」

「ちょっと勉強の事で訊ききたいとこがあって。直接訊きいた方が早いかな、と……」

　あくまでしおらしく。素はバレてるけど、そこはお行ぎよう儀ぎ良よく……バレてるって何？　まるで私がヤバい奴やつみたいじゃん。言い方を間ま違ちがえた。隣となりの良く出来た明めい敏びんなお嬢じようさんです。

「那な織おりちゃんに分からないことは、純じゆんにも分からないんじゃない？」

　さすがお母様。私の事をよく分かってらっしゃる。無論、方便で御ご座ざいます。

「そんなこと無いですよー。私なんてまだまだ純じゆん君の足元にも及およびませんから」

「もう、何謙けん遜そんしてるのよ。この前のテストで、学年一位だったって聞いたわよ？」

「やめて下さいよー。たまたまですから」

　たまたまなんかじゃないけどね。正しよう真しん正しよう銘めい、私の実力で御ご座ざいますわ。

「本当？　那な織おりちゃんは三しや味み線せん弾ひいてるんだと思ってたけど」

　にゃぬ？　喰くえぬ。流石さすがあの男の子のお母様。私が手を抜ぬいていることをまんまと見み抜ぬいておられるではないかっ……手を抜ぬいてるは言い過ぎた。手加減？　似たようなもんか。

　まぁ、しょうがないよね。小さい頃ころから私を知ってるし。うん。神童でしたので。

「さ、立ち話もなんだから、ほら、上がって」

　お邪じや魔ましますとほぼ同時に、おばさんが二階に向かって「純じゆん！」と呼よび掛かける。が、返事はない。映画でも観みてる？　もしや、口にするのも憚はばかられるような扇せん情じよう的てきな映像をっ？

「純じゆんは自分の部屋に居るから、お好きにどうぞ。ちなみに琉る実みちゃんは？　ちょうど貰もらい物もののプリンがあるんだけど。あとで持っていこうかと思っていたところなのよ」

　プリンっ！

　必ずと言っていいほど喧けん嘩かの種になる、冷蔵庫の中に眠ねむる秘宝。魅み惑わくの響ひびき。

　ごちそうさまですっ！　ありがたく頂きますっ！　おばさん大好き！

「そんなそんなぁ、おかまいなく。ちなみに琉る実みは筋トレしてました。ほんっと暇ひまさえあれば筋トレばかりで嫌いやになっちゃいます。だから、多分ですけど、糖分は要いらないかもです」

　別に琉る実みの分を掠かすめ取とろうなんて微み塵じんも思っておりません。一ピコメートルも。

　いやいや、食い意地張ってないから。琉る実みの分を盗とるなんて酷ひどい事こと出来ないよ。

　おばさんが誰だれも居ないのに小声で、「（大だい丈じよう夫ぶ。那な織おりちゃんには特別に二個あげるから、一個はうちで食べてって。純じゆん、要いらないって言ってたし）」といたずらっぽく言う。

「おばさん流石さすがです。大好きです。これで安心して琉る実みにも渡わたせますっ！」

　あとで出て来るであろうプリンに心を弾はずませて、いざ二階。

　ノックなんてせずに開け放ってあげる。覚かく悟ごしてっ。そうっとドアの前に近付いて、音を立てない様ようにドアノブに手を掛かけて、息を整える。せーのっ。

　バァッッッッン！！！

　精せい一いつ杯ぱいドアを押し開けて中に飛び込むと、イヤホンをしてパソコンの前に座る純じゆん君がこっちをグワッと向きながら仰のけ反ぞって──「うぉっ」と叫さけびながら椅い子すごと倒たおれた。南無。

　ドガァァァンととんでも無い音がして、それはもう床ゆかが抜ぬけたんじゃないかってくらい凄すごい音がして、一階から「凄すごい音おとしたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」と叫さけぶおばさんの声が届く。

　ドアの外に向かって、「純じゆん君が椅い子すごと転びましたっ！」と元気に報告。

　そしてイヤホンが外れたパソコンからは、そこそこの音量で艶なまめかしい嬌きよう声せい。まさかっ。本当にその手の映像をっ？　私にも見せなさいっ！　何を見ていたのっ！

「痛いってぇ……」

　純じゆん君が腕うでを押えながら何やら騒さわいでいるけど、そんなことよりモニターを──。

　そこに映し出されていたのは、紛まがうこと無き男女の目合まぐわひ。そんなあられもない姿で絡からみ合あって──いやん。無む垢くな乙おと女めになんてものを見せてくれるのっ？　やだ、恥はずかしいっ。

「ちょっと純じゆん君……これ……」

「ちがっ、勘かん違ちがいすんな。これは至って普ふ通つうの映画だっ！　たまたまそういうシーンになっただけだっ」

　倒たおれた衝しよう撃げきで吹ふっ飛とんだ眼鏡を、床ゆかをバシバシ叩たたきながら手て探さぐりで探してるとこ、ちょっと子供っぽくて、間ま抜ぬけで可か愛わいい。動画に撮とりたい。撮とっちゃおうかな。

「ほんとにぃ？」もうちょっと見ていたいけど、代わりに眼鏡を拾って渡わたしてあげる。

　眼鏡を掛かけて起き上がろうとする純じゆん君に手を伸のばしながら、思わず下を穿いてるか確かく認にんしてしまう。うん、ちゃんと穿はいてる。背後で聞こえるoh, yesとCumが、純じゆん君の「痛いってぇ」といい具合に混ざり合ってゆく。気を抜ぬくと笑っちゃいそう──てか無理っ。

　っぷ──はははははははははははっ！

「笑ってんじゃねぇっ！　マジで驚おどろいたんだぞっ！」

「だってぇ……エロ動画見て……うおっとか言いながら転んで……」

「エロ動画じゃ無ねえっ！！！　違ちがうっっって言っっってんだろぉぉぉぉ!!!!」

　椅い子すに座り直した純じゆん君の肩かたに手を置いて、慈じ悲ひ深ぶかき恩ア寵ガのペ愛ーを携たずさえた眼まな差ざしで「年とし頃ごろの男の子だもんね。そういうのに興味があるのは仕方ないよね。恥はずかしがらなくて大だい丈じよう夫ぶ。分かってるから。ほら、何だったらパンチラ自じ撮どりくらいあげるから元気出しなよ」と男の子の悲しき原罪を浄じよう化かしてあげる。私ったら聖母マリアみたい。

　これでも幼よう稚ち園えんはミッション系でしたの。ごきげんよう。

「誰だれの所せ為いでっ！　ほら、画面を見てみろっ！　普ふ通つうの映画だろっ？」

　純じゆん君が映像を止めてタイトル画面を見せようとしてくるけれど、私は無む償しようの愛に満ちている。だから、見ない。見る必要なんてない。私は貴方あなたの罪を贖あがなったのだから。

「てめっ、見ろっ。こっち向けっ。無視すんなっ！　つーか、何しに来たんだよっ！」

　そうだっ！　男子高校生の下事情はどっちでもよくて──どっちでもよくないっ！　よくないけどっ、今じゃない。この話は追い追い深ふか堀ぼりするとします。しかと記き憶おく致いたしました。

「そうっ！　よくぞ訊きいてくれたっ！　私が訊ききたいのは、なんで雨あま宮みや慈し衣え菜なの勉強を教えることに同意したのか、だよっ！　さっき、あとで話すって言ったでしょ？　今、ここで話してっ！　引き受けた理由は何？　色いろ仕じ掛かけ？　だったら──」

「バカっ。んなわけあるか。スカートに掛かけた手を下ろせ」

「つい、条件反射で……って、そこじゃなくて。理由は？」

　一いつ瞬しゆんにして、部屋に静寂しじまの帳とばりが下りる。

　視線を外すと、机の脇わきに置かれた鞄かばんに、猫ねこの毛がついていた。

「……正直、勢いだ。ああだこうだ言ってるうちに、そういう話になった」

　純じゆん君が自分の頭をわしゃわしゃっとして、こっちを見ずに口を開いた。

　私としては、そのああだこうだの内容を訊ききたいんですけどね。誰だれに唆そそのかされてそうなったのか。琉る実みが横から口を出して唆そそのかした──つまるところ慫しよう慂ようしたのか。真相を本人の口から聞きたかったけど、ひとまずはいい。あとで訊きく。空気が変わったら。話を先に進める。

「で、具体的にどーするの？」

「追試までにポイントを絞しぼって……てとこだ。追試なんて受けたことないから勝手はわからんが、補習やらテストの復習やらをやればどうにかなるだろ」

「だね。すでにテストをやってること考えれば、普ふ通つうの試験より範はん囲いは狭せまいよね。多分、純じゆん君の言う通りだと思う。ちなみに、科目は？」

「古文、世界史、化学」

「なんだ、簡単じゃん。てっきり、数学とかかと思った。基本、暗記ばっかじゃん。よく赤点なんて取れたね。そんなの一いち夜や漬づけでどうにかなるでしょ」

　もはや教おしえて貰もらうような内容じゃなくない？　紐ひも付づけさえすれば余よ裕ゆうじゃん。

　立ってるのが辛つらくなってきた。床ゆかのクッション──いや、ここはベッドですよね。床ゆかに座って上うわ目め遣づかいはポイント高いけど、首疲つかれるし。てか、色々と疲つかれました。疲ひ労ろう困こん憊ぱいです。

　純じゆん君のベッドに腰こしを下ろして──そのまま倒たおれ込こむと、細かい繊せん維いが舞まい上あがり、蛍けい光こう灯とうに照らされてきらきらと降り注ぐ。顔を背そむけると、枕まくら元もとに本が置いてあった。腕うでを思いきり伸のばして──あとちょっと。届かぬ。ふんぬっ！　もうちょっと──

　ふにゃっ。

　いきなり視界が遮さえぎられ、照度ルクスが下がる。何が起きたのか分からず、上を向いて初めて、純じゆん君が隣となりに膝ひざをつき、私の代わりに本を取ったのだと分かった。このアングル──ベッドに寝ね転ころんだ状態で、下から純じゆん君を見ることなんてない。あれこれ想像してドキッとしちゃう。

「ほら」

　純じゆん君が退のいて照明を直視する形となった私の眼めは、虹アイ彩リスの調整が追い付かない。眩まぶしくて腕うでで遮さえぎると、純じゆん君が私の手を取って、本を握にぎらせた。「ありがと」

「それくらい自分で動いて取れよな」

「とか言いながら、取ってくれるのポイント高いよ。不意に覆おおいかぶさってくるから、襲おそわれちゃうのかと思ってドキッとしちゃった。お風ふ呂ろ入る前だし、ちょっと焦あせった」

　ふむ。阿あ部べ和かず重しげと伊い坂さか幸こう太た郎ろうのダブルネームか。面おも白しろそうじゃん。あとで借りよ。

「そんなことするかっ。いったい僕をなんだと思って──」

　階下でドアの開く音。階段を昇のぼる音──そしてノック。

　ドアの向こうでおばさんの声がする。「純じゆん、開けて」

　やんわり身体からだを起こして、スカートを整える。ふしだらな娘むすめに思われたら困っちゃう。

　純じゆん君がドアを開けておばさんからトレイを受け取った。

「那な織おりちゃん、お待ちかねのプリンと、あとマンゴー切ったから食べてね」

　なんですとっ！　甘かん露ろじゃっ！　天の恵めぐみじゃっ！　「おばさん、ありがとうっ！」

「ほら、差し入れだぞ」純じゆん君がローテーブルの上にトレイを置いて、手招きする。

「こっちで食えよ。ベッドの上にこぼされちゃたまらねぇ」

「仰おおせのままに」今だけは白しろ崎さき家けに完かん全ぜん服ふく従じゆう致いたします。ベッドを下りて着陸。

「じゃあ、帰る時、声かけてね。琉る実みちゃんの分、渡わたすから」おばさんが部屋を出て行く。

「ご馳ち走そう様さまですっ！」

　プリンにマンゴーだって。ヤバい。おばさん神ってる。ううん、女め神がみってる。これからはお女め神がみ様さまとお呼よび致いたしますわ。マジで来て良かった。私、ここの娘むすめになりたい。

　お女め神がみ様さま、不ふつ束つか者ものですが、嫁とついでも良いいですか？　お勉強と見た目なら自信ありますが、家事は出来ません。それでも嫁とついで良いいですか？　良いいですよね。良いいって言って下さい。

　どっちから食べよう。超ちよう悩なやむ。甘さを考えると、先にマンゴーから？　でも、プリンで満たされた口の中をマンゴーですっきりさせるっていうパターンも捨てがたいっ！

　どーしよ。プリン？　マンゴー？　はぁっ。決めらんないっ！

「ねぇ純じゆん君」

「ん？」コップを口に運んだまま、くぐもった声で純じゆん君が応える。

「結けつ婚こんしよ。私、ここの娘むすめとして生きていきたい」

「ぶっ……お、おまえっ、急に何言ってんだよ」噴ふき出だしたジュースを手で拭ぬぐいながら、将来の旦だん那な様さまが慌あわててティッシュをしゃっしゃっと箱から抜ぬき取とった。

　未来の話じゃなくて、将来の話。今すぐにでも白しろ崎さき家けの娘むすめになりたい。未来じゃなくて、将来だからね。ここ重要。漢文の超ちよう初しよ歩ほ。未いまだ来たらず／将まさに来たらんとす。言わずもがな、未と将は再読文字でございますからね。

「だって、見てよこれ。お盆ぼんとお正月が一いつ緒しよに来てるよっ！　この食生活に憧あこがれるのは女子として当然でしょっ？　これでケーキが載のってたら迷わず白しろ崎さき家けに丁でつ稚ち奉ぼう公こうしてたとこだよ」

「ったく、変なこと言い出すから噴ふいちゃっただろ。あと、いちいち語ご彙いが古い」

　しょーもない突つっ込こみを無視して、マンゴーとプリンに意識を集中させる。純じゆん君の相手をしている暇ひまなんかないっ。うし、まずはマンゴーじゃ。ピックフォークの刺ささった一口大のマンゴーを口に──ふわぁぁぁぁっ！　うっま。めっちゃ甘い。じゅるじゅるだよっ。

　口くちの端はしから零こぼれ落おちそうになる熟うれた汁しるを、慌あわてて手で受け止める。ティッシュで拭ぬぐうのすら勿もつ体たいないっ！　口こう腔こうに広がる芳ほう醇じゆんな甘さと香り。口の中からずっと消きえないで欲ほしい。

「何無視してマンゴー食ってんだよ。つーか、なんでプリンが一個しか──」

　女め神がみ様さまが純じゆんは要いらないってさっき言ってたよっ！　なんでそこに言げん及きゆうするのっ！　気が変わったの？　これは私の──もう、そんなもの欲ほしそうな顔しないでよ。

　分かった。分かったから。

「ほら、あーんしてあげるから。プリンは我が慢まんして」プリンは無理。あげない。

　マンゴーの欠片かけらを純じゆん君の口元に。「超ちよう美お味いしいから。マジでヤバい」

「自分で食べるからいいって」

「うるさいっ。ほらっ、甘かん露ろじゃ。四の五の言わずに食えっ」

　マンゴーを口にねじ込もうと純じゆん君の頭を押さえつけるが、眼前の男子高校生は「いいって」とか言いながら顔を背そむける。我は女子高生ぞ。断る男子がどこに居るっ！

「私のあーんが受け入れられないのっ！　ほら、口を開けてっ！　遠えん慮りよしないでっ」

「これはあーんじゃないっ！　わかったからっ！　食べるから、いったん離はなれろっ」

「もう素す直なおじゃないなぁ。最初からそう言えばいいのに」

　それじゃ気を取り直して──「あーん」
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　ピックフォークに刺ささった橙だいだい色いろの果実が、露ろ骨こつに目を逸そらした純じゆん君の口の中に吸い込まれてく。なんだか親鳥が雛ひなに餌えさをあげるみたい。もしや、これが母性というヤツなのっ!?

　もっと食べさせたいっ！　超ちよう楽たのしい。プリンはあげないけど。

「どう？」

「確かに美う味まい」

「も一個食べる？」

「いい」

「なんでよ。ほら、口を開けてっ！」

「いいって。自分で食べるから」

　つまらぬ男じゃ。さて。いい加減、本題に入りますか。

「あのさ……一応ね、訊きいておくんだけど、雨あま宮みや慈し衣え菜なに興味があってとか、なんか隠かくしてることがあって引き受けた──とかじゃないんだよね？」

　だって、こそこそしてるから。それも琉る実みと一いつ緒しよに。

「ああ。それはさっきも言ったろ」

「なんで私に何も言ってくれなかったの？」

「……那な織おりは嫌いやがりそうだなって」

「なにそれ」そうだけど。そうなんだけど、不ふ愉ゆ快かい。

「じゃあさ、私が嫌いやがりそうってのが理由なら、勉強を教える時、私が一いつ緒しよに行ってもいいんだよね？　私が諒りよう解かいしてるなら問題ないよね？　ちなみに、いつから？」

「明日から。何、那な織おりも来んの？」

　何その言い方。ちょっとむかつく。本当に行ってやろうかな。「嫌いやなの？」

「そうじゃなくて──意外だなって。そんなこと言い出すとは思わなかったから」

「ふーん。そんなことよりさ、さっきの本、読み終わったら貸して」

「おう。あとちょっとで上巻終わる。結構おすすめだわ」

　今日のところはよろしい。これくらいにしておこう。私にはやり残したことがある。

　残りのマンゴーとプリンを平らげなければ。

　しっかもー、家に帰ったらプリン二回戦っ！

「ところで、本当に那な織おりも来るのか？　その、勉強を教える時──」

「さあね」

　そんなこと、私だって知らない。プリンの邪じや魔ましないで。
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（白しろ崎さき純じゆん）



　昨日の帰りがけ、雨あま宮みやが「ＬＩＮＥ交こう換かんしよ」と言ってきた。無論、それには応じたわけだが、ちょうど家に着いて一息ついた頃ころ、雨あま宮みやから《明日も家でよろ》と送られてきた。

〈外じゃダメなのか？〉と返したが、その後、一いつ切さい既き読どくは付かなかった。

　あんまり連投するのも──と思って返信を待ったが、朝になっても既き読どくは付いておらず、教室で朝練終わりの琉る実みに相談するも、「慈し衣え菜なは遅ち刻こく常習犯だし、まだ寝ねてるんじゃない？」などと気の抜ぬけたことを言うだけだった。

　昼前になってようやく《家がいい》と返ってきた。続けて送られてきたのは、待ち合わせの時間のみ。こっちの意見には全く言げん及きゆうが無い。琉る実みが言うように、起きたばかりなのか……と他ひ人と事ごとながら心配になる。追試がどうこうより、留年するんじゃないか？

　今日の昼は琉る実みと食べることになっている──厳密に言えば、僕から提案した。連れん絡らくの件もそうだが、雨あま宮みやについてもう少し会話をしておこうと思った。もちろん教授には伝えてある。「神じん宮ぐう寺じに刺さし殺ころされても文句言うんじゃねぇぞ。その時は俺も妹に加勢するからな」と、気持ち良いくらい満面の笑えみで快く送り出してくれた──何を勘かん違ちがいしているんだか。

　雨あま宮みやの件は、昨晩那な織おりにも説明済み。だから、那な織おりに聞かれて困る話は何も無い。

「いつものとこ？」

　授業が終わり、僕の席に来た琉る実みが言った。

「だな」

「わかった」琉る実みが教室を出て行く。僕も遅おくれて教室を出る。

　不思議な感覚がする。琉る実みと付き合う前みたいな、那な織おりとのあれこれが無かったみたいな、そんなことは決して無いのに、昔に戻もどったみたいな感じがする。

　もしあの時、どちらかと付き合い続けていたら、こんな日常は無かったかも知れない。那な織おりとそのまま付き合っていたら、琉る実みは様々なことに対して遠えん慮りよしただろう。僕が琉る実みと別れなければ、那な織おりは忸じく怩じたる想おもいを抱かかえたままだっただろう。たらればを言い出したら切りがないのは分かっている。それでも考えてしまうのは、今の関係に懐なつかしさを見み出いだしているからなんだろう。全員が気持ちを晒さらす前の──均きん衡こうが取れていた数年前の関係。

　長く続かないのは、分かってる。ああ、分かっている。痛いほどに。

　だからせめて、誕生日くらいは二人の望む物を渡わたしたい。雨あま宮みやの勉強がどうのより、そっちの方が余よ程ほど大切だ……と言いつつ何を渡わたすか決まってないのが実情だ。那な織おりのプレゼントは亀かめ嵩だけに相談する道筋が見えた。雨あま宮みやの件、引き受けたしな。

　だが、琉る実みのプレゼントは手付かずのまま。アイディアも浮うかんで来こない。マグカップとかパスケースなんかは無難だが、二人に色いろ違ちがいで渡わたした過去がある。付き合ってる時ですら、二人のプレゼントを別々に用意するなんてしなかった。クリスマスだけは例外だったが。

　別々の物を渡わたすっていう発想が間ま違ちがってたのか？　二人をひとまとめにしないって決めたからこそのアイディアだったんだが、どうにも妙みよう案あんが出て来ない。

　そんなことを考えていると、先に階段を上った琉る実みが、小走りで下りて来た。

「別のとこ行こ」

「どうしたんだ？」

「先客が居た。一いつ瞬しゆん、目合っちゃったー。超ちよう気きまずい」

「そういうこともあるよな。仕方ない、どこか別の場所にしよう」

　それから二人でどこにするか問答しながら校内を彷徨さまよった。是ぜが非ひでも人目を避さけなきゃいけない訳じゃないが、あらぬ噂うわさを立てられたり、余計な詮せん索さくをされるのは極力回避したい。

　空き教室や人ひと気けのない場所は誰かが先に居た。談話スペースやピロティも覗のぞいてみたが、何ど処こも既すでに埋うまっていた。いつも外で食べていた人達が集まったのだろう。

　今日は雨だ。タイミングが悪かった。

　万ばん策さく尽つきた僕の代わりに、琉る実みが提案したのは体育館だった。なるほど、琉る実みらしい。

　体育館のエントランスには、既すでに何人かお昼を食べている生徒が居たものの、他の場所に比べたらかなり静かだ。雨を避さけてここに流れ着いたのか、元々ここで食べている人達だったのかは分からない。校舎から離はなれている分、案外穴場なのかも知れない。

「歩き回ったから、いい具合に腹が減った」

「ね。わたしももう限界。時間も無くなっちゃったし、早く食べなきゃ」

　それからお互たがい無言で、しばらく食べ物を口に運ぶ作業に没ぼつ頭とうした。粗あら方かた食べ終わったところで隣となりを盗ぬすみ見みると、琉る実みももう殆ほとんど食べ終わっていた。強く意識したことは無かったが、琉る実みは食べるのが早いのかも知れない。考えてみれば、食べ終わるのを待った記き憶おくがない。どちらかと言えば、那な織おりが食べ終わるのを待つパターンの方が多かった。

「はぁ、お腹なか一いつ杯ぱい。満足」

　琉る実みの言い方が、どっかの口うるさいヤツそっくりで、笑いが漏もれた。

「何？　何か変なこと言った？」

「今の言い方、ちょっと那な織おりっぽいなって」

「全く意識してなかったけど──そんな似てた？」

「満足の言い方がそっくりだったぞ。タメ具合とか」

「しょっちゅう聞いてるから、うつったのかも」

「那な織おりと言えば、昨日、あいつに雨あま宮みやの件は話したよ。聞いてる？」

「軽く、ね。思ったよりは怒おこってなかった……とは言いながら、もちろん、ぐちぐち文句は言われた。でも、しょうがないよね。そだ、おばさんにプリンありがとうって言っといて」

「おう」

「それより、なんか訊ききたいことでもあるんでしょ？　わざわざ一いつ緒しよにお昼食べようなんて。もしかして、那な織おりの話だった？　それとも慈し衣え菜な？」

「雨あま宮みやの方だ」

　雨あま宮みやとのＬＩＮＥのやり取りを見せてから、「あいつは学校来てんのか？」と続けた。

「さすがにこの時間だったら、来てんじゃない？　訊きいたげよっか？」

　そう言って、僕の返事を待たずに琉る実みがスマホをいじり出した。

「てか、今日も慈し衣え菜なん家ち行くんだね……あ、返事きた。さっき来たって」

「昼に登校か。いい身分だな」

「本当にいい身分で、昨日はびっくりしちゃった」

「確かに。想像以上だった」

「ね。そう言えば、同じクラスだった頃ころ、よくモーニングコールしてあげてたなぁ」

「今でも必要なんじゃないか？　高等部だと単位とかあるし、そこまで甘くないだろ」

「そんなに心配なら、純じゆんがしてあげたら？」琉る実みが意地悪く笑った。

「なんでだよ。勉強を教えるとは言ったが、そこまで面めん倒どう見てやる義理はねぇ──そうだ、さっきの話だけど、あいつの家に行くのは、流石さすがにマズいよな」

「んー、別にいいんじゃない？　行ってくれば？」

「良くないだろ……女子の家に行くんだぞ？」

「なんかやましいことでもあるの？」

「無いけど……そうは言っても……こう、なんて言うか……」

「無いなら良いいじゃん。何？　一いつ緒しよに来てほしいとかそういう話？　練習に集中したいから、今日はごめん。それに、慈し衣え菜なが家でって言ってるんでしょ？　なら良くない？　純じゆんが無理やり家でって言ってるわけじゃないし。もっと気楽に構えたら？」

　理り屈くつはそうなんだよ。琉る実みの言ってることも分かる。だが、それとこれとは、言ってる意味が違ちがうというか、単純に男が女の部屋に行くのはってことなんだが──伝わらねぇ。

　僕が気にし過ぎなのか？　琉る実みみたいなコミュニティだと普ふ通つうなのか？

　那な織おりに声を掛かける──のは違ちがうよな。あいつは反対してたもんな。そう言えば、昨夜「私が一いつ緒しよに行ってもいいんだよね？」と言っていたが、あれから何の連れん絡らくも無いな。

　いっそのこと、一いつ緒しよに行くって言ってくれた方がよっぽど気が楽だったかも知れない。

「ま、とりあえず、今日のところは慈し衣え菜なの要望通り、家に行ってみたら？」

　そう言って、琉る実みがスマホを取り出した。「やば、もうお昼終わっちゃう」

　琉る実みの言葉で初めて、周りの生徒が居なくなっていたことに気付いた。

「だな。そろそろ教室に戻もどらないと」手早くお弁当を片付け、体育館をあとにした。

　結局、雨あま宮みやの家に行く流れで話がまとまってしまった。気乗りしねぇな。

　教授には口が裂さけても相談出来ないし。それこそ刺さし殺ころされかねん。




　そして迎むかえた放課後。しつこく遊びに誘さそう教授をどうにか振ふり切きり、雨の中、例のマンションの前まで辿たどり着ついた。昨日に引き続いて二度目の来訪だが、その程度ではこの威い圧あつ感かんには慣れない。つくづく小市民だな、僕は。

　しかし、遅おそい。

　マンションの軒のき下したに入って雨をやり過ごそうかと思ったが、不ふ審しん者しや扱あつかいされても嫌いやなので、少し離はなれた所で雨あま宮みやを待つことにした。カバンの中から、時じ間かん潰つぶしに寄った喫きつ茶さ店てんでまとめたルーズリーフを、濡ぬれないようにそっと取り出す。放課後、普通クラスの知り合いにテストを見みせて貰もらい（不ふ審しんがっていたが、そこはなんとか誤ご魔ま化かした）、解説に時間を割さいた設問をチェックした。特進含ふくめ、概おおむね傾けい向こうは同じ。恐おそらく英語科も変わらないだろう。つまり、そこが学習における要点だ。それさえ押さえておけば、追試で点を取とり零こぼしたりはしないだろう。

　我ながら真面目すぎて笑ってしまうが、引き受けた以上、やるべきことはやる。たとえそれが嫌いや々いやだったとしても、関係ない。結果に対して言い訳はしたくない。

　ここまでまとめておけば、補講のプリントと併あわせて復習するだけでいいはずだ。僕が出る幕なんてほぼない筈はず。入念な準備こそ、楽をするための近道だ。これは持論。

「うわっ、出たっ」

　顔を上げずとも、分かる。人を待たせておいて、出たとはどういう了りよう見けんだ。

「出たってなんだよっ。こっちはおまえの為ために来てやってんだぞ」

「ごめ～ん、ちょっと友達と喋しやべってたら遅おそくなった！　待った？」

　雨音に負けないボリュームで、悪びれもせず雨あま宮みやが言った。

「そんなこと訊きかなくても分かるだろ」

「ちょっとザキ、いきなり怒おこんないでってー。ほら、なんか作ってあげっから。お腹なかすいてっと、イライラするもんね。わかるわかる。エナも、撮さつ影えい長引いてお腹なかすいてくると、ちょーイライラしてくるもん。もっと笑え顔がおちょーだいとか言われると、この辺がピキピキしちゃう」

　雨あま宮みやがこめかみをぐるぐると押さえた。

「腹が減ってイライラしてるわけじゃねぇよっ！」

　昨日もそうだったが、マジで話が通じねぇ。手こずるビジョンしか見えん。

「そうなん？　ま、何でもいーけど、生きてりゃそういう日もあるよねっ。さ、行こっか」

　言い返す気力も無かった。登場早々、ここまで人の気力を奪うばうって中々の才能だぞ。頼たのむから論理的に物事を考えてくれ。原因と結果が結びついてねぇ。

　部屋に着くまで、雨あま宮みやはずっとスマホをいじりながら一方的に話しかけてきた。器用だなと思いながら空返事をしていたが、雨あま宮みやは別段気にする風ふうでもなかった。

　雨あま宮みやの部屋に着くと、前回と違ちがってアインが玄げん関かんまで迎むかえに来た。アインを抱だきかかえた雨あま宮みやが、リビングに入るなり振ふり返かえって、「ちょっとシャワー浴びてくるからテキトーに座ってて」と真顔で言い放はなった。

　何？　今、シャワーって言った？　この状じよう況きようで？

「そんなことより、勉強を──」

「無理。脚あしとか濡ぬれてて気持ち悪い。ベタベタする。集中できない」

「いやいやいや。待て。落ち着け。自分で何言ってるかわかってんのか？」

「へ？　だーかーらー、濡ぬれて気持ち悪いからシャワー浴びたいなーって。ダメ？」

「ダメとかじゃなくて、だな」言わなくても分かるだろ。普ふ通つうに考えて。

「ならいいじゃん。ちょっと待ってて。すぐ終おわっから」

　無理やりアインを僕に押おし付つけて、雨あま宮みやは鼻歌混じりで出て行った。このタイミングでシャワーって……あいつは一体、何考えてるんだよ。危機感なんてあったもんじゃないな。

　思わず溜ため息いきをつきながら、ソファに力無く座り込む。

　ふにゃあ。

　物もの欲ほしそうな顔をするアインの喉のど元もとを、指先でくりくりと撫なでる。

「おまえもそう思うよな」

　全く、僕は何をしているんだ。広いリビングでひとり、マフィアの隠かくれ家がみたいとは言え、女子の部屋に居る。そう考えると、膝ひざに抱かかえた猫ねこをあやしている自分が滑こつ稽けいに思えてくるが、この際、犯罪組織のボス気分を楽しんだ方が良いのかも知れない──なんて。

「おまえが白いペルシャ猫ねこだったら、僕は００７のブロフェルドだな」

　みゃー。

「００７って知ってるか？　知らないよなー。おまえは猫ねこだもんなー。しかし、おまえはどうしてアインなんて名前なんだろーな」

　アインをあやしつつ、スマホをいじって時間を潰つぶしていると、遠くでドアがガチャッと鳴った。雨あま宮みやが出たのだろう。教授なら湯上がり姿を想像して喜びそうなシチュエーションだが、甚はなはだどうでもいい。この時間が勿もつ体たい無なくてたまらない。待たされてばかりだ。

　那な織おりに言ったら、「馬鹿正直に待ってたの？　本当にバカじゃん」なんて返されそうだ。

「今出たから、もーちょい待ってー」雨あま宮みやの声がした。

「おう」声のした方に向けて、ちょっと大きめのボリュームで返答。

　微かすかにドライヤーの音が響ひびく。ふと邪よこしまな考えが頭をよぎった。

　あの動じなさ──こういうのに慣れてるってことなんだろうか。そりゃ、モデルなんてやってるくらいだし、そういう経験が豊富なのかも知れん。あの見た目だ。寄って来る男の数はかなりのものだろう。教授も軽くあしらわれたって言ってたし。

　待てよ。もし雨あま宮みやに彼かれ氏しが居て（雨あま宮みやなら、彼かれ氏しくらいは居るだろう）鉢はち合あわせなんてことになったら……さすがにそんなベタな展開にはならないよな。

　その手の面めん倒どう事ごとだけは──ガチャッ。

　リビングのドアが開く音に、思わず身体からだがびくっとした。




　まさか……──現れたのは、生足全開の雨あま宮みやだった。




　上はタンクトップ、下は下着のまま。エイリアンのリプリー状態。

　はっ？　なんでこいつは下着──痴ち女じよか何かなのか？

　余りの出来事に、思考が完全に停止した。恐おそらく、呼吸も止まっていた。

　顔を手で隠かくしながら、雨あま宮みやが「やばっ、ついいつもの調子で出てきちゃったっ！　ごめ、ちょっとこっち見ないでっ。せめて眉まゆ毛げ描かかせて」と言いながらリビングをいそいそと横切って行く──リプリーとは違ちがう欧おう米べいのお菓か子しみたいな毒々しいピンクの下着をのぞかせながら。

[image: ]

　眉まゆ毛げっ？　恥はずかしがるポイントはそこなのか？　隠かくすとこ違ちがうだろっ！

　暫しばらく経たってようやく我に返った時、すでに雨あま宮みやは奥の部屋に消えて行くところだった。妙みようなインパクトをもった後ろ姿──お尻しりが脳のう裏りに焼き付いてしまったものの、『高い城の男』で裸の女ジユリアナに何かを着ろみたいなシーンがあったなと場ば違ちがいなことを考える程度には冷静さを取とり戻もどしつつあった。それにしてもやべぇよ。あの女、半はん端ぱじゃない。

　無理だ。あいつに勉強を教えるなんて無理だ。僕の手に負えるような相手じゃない。同級生の眼前を下着姿で横切れるようなヤツに、日本語が通じるわけない。

「なぁ、おまえの飼い主は一体どうなってるんだ？」

　アインは目を閉じたまま、鬱うつ陶とうし気げにピクンと耳だけ動かした。ふてぶてしいヤツめ。

「ごめん、お待たー」

　甘い香りをぷんぷんに纏まとった雨あま宮みやが学校指定のジャージ姿でやってきた。

　このぐちゃぐちゃに入り混じった感情をどう言葉にしてぶつけてやろうかと思案していると、僕の視線を不ふ審しんに思ったのか、「ん？　なんか変？」と言いながら、雨あま宮みやが自分の身体からだを確かく認にんし始はじめた。風ふ呂ろ上あがりらしく顔がほんのりピンクに染まっている。

「学校のジャージなんだなって……って、そんなことより──」

「あー、これ？　だって楽じゃん。学校のロゴ入ってんのはちょっとダサいけど、自分の家なら何でもよくない？　え？　ダメ？」

　雨あま宮みやが卒然と距きよ離りを詰つめてくる。思わず身体からだを逸そらすと、僕の膝ひざからアインを持ち上げて、抱だきながら隣となりに座った。確かに学校のジャージは想定外だった。気合の入った恰かつ好こうとか、さっきみたいな目のやり場に困るような服装じゃなくて安心したようなものの、芳ほう醇じゆんに香る甘い匂においと、生々しい光景がフラッシュバックして、尋じん常じようじゃなく決まりが悪い。

「んなことはいいんだよっ！　おまえ、どういうつもりだよ？　羞しゆう恥ち心しんとか無いのか？」

「ん？　何が？」ぽかんとした顔で、首を傾かしげる。

　それは無理があるだろ。「何がって……さっきの、風ふ呂ろ上あがりだよっ。普ふ通つう、あんな恰かつ好こうで同級生の、それも男子の前に出て来るかよっ。何考えてんだ？」

「あー、すっぴんだったしね。ごめんごめん。もろに気を抜ぬいてた」

「そこじゃねぇよっ！　つまり……その、僕が言いたいのは、服をだな──すっぴんとかどうでもよくて、服を着てから出て来いってことだよっ！」

「だぁかぁらぁ、それも気を抜ぬいてたんだってー。うるさいなー。過ぎたことはいいじゃん。ザキ的にも美お味いしいハプニングってことで。ね」

「美お味いしいハプニングとかそういう問題じゃないだろ……」

「エナ的には、下着くらい見られたって別にいいし。あんなん水着と一いつ緒しよっしょ？」

「おうおう、軽々と越こえて来くるんじゃねぇ。水着と下着の境界は、いとも簡単に越こえていいもんじゃねぇんだよ。そこには、とてつもなく大きなが隔へだたりがあって然しかるべきなんだよ」

「ちょっと何言ってるかワカンナイっすね──てか、ザキって、エナに興味ないっしょ？」

　雨あま宮みやが真しん剣けんな相そう好ごうで、先を促うながすようにゆったり口角をあげた。それはまるで、ドラマか映画のワンシーンみたいで──年上の女優が若い男優を軽くあしらうかのような仕草だった。

　言葉に詰つまった。何て返せばいいのか、短い時間では答えが見付からない。

「……興味ないっていうか……」

「いーのいーの。わーってるから。興味ないからこそ、こっちも気楽みたいなトコあるし。さっきのだって、興味ない人に下着見られるのはどーでもいい。それにほら、ザキが興味あるのはるみちーでしょ？　それとも、那な織おりちゃんの方だった？」

「い、いきなり何を言い出す──」

「図星っしょ？　ね？　ほら、どうなん？　どっちどっち？　もしや両方だったりして？」

「そんなんじゃねぇよ」

「ふーん」雨あま宮みやが口をすぼめる。見るからに納なつ得とくしていない。

「そっちこそどうなんだよ」

　少しくらい露ろ骨こつな話わ題だい逸そらしでも、二人のことで詰きつ問もんされるよりマシだ。

「なにがー？」

「その……彼かれ氏しとか居るんだろ？　だったら、幾いくら自分に興味ないヤツの前だとしても、さすがに気を遣つかうべきじゃないのか？　もっと警けい戒かい心しんを持った方がいい」

「エナの話？　いないいないっ。ちょっと気になる人はいるけど、ぜーんぜんそういうのじゃないから。何、ちょっとはエナに興味持ってくれた感じ？」

　意外だな。てっきり、彼かれ氏しくらい居るもんだとばかり思ってた。

「興味持ったわけじゃねぇよ。ただ、もっと気を遣つかった方が良いいって話だよ」

「ザキこそ気にしすぎだってー。実際、ザキは何もしなかったじゃん。何かした？」

「しねぇよ」したとしても、そう答えるヤツは居ないだろうけどな。

「でしょ？　するわけないよね。エナに興味ないんだし。ってことは、何もなかったんだし、別によくない？　ってゆうか、そんなことしたらるみちーに怒おこられちゃうもんねー？」

　含ふくみのある眼まな差ざしで雨あま宮みやが前のめりになる。

　アインがとたっと雨あま宮みやの膝ひざから降りて、僕の座るソファに飛び乗ると、横で丸くなった。

「さっきから何なんだよ。琉る実みとは何でもないって」

「そーやってすぐとぼけるー。いーじゃん、ちょっとくらい教えてよー。男子の恋こいバナ、めっちゃ聞きたいもん。じゃ、こうしようっ！」雨あま宮みやがパンッと柏かしわ手でを打った。

　隣となりでアインがびくっとした。既き視し感かん。この猫ねこも大変だな。

「エナも話すから、ザキも話してよ。ね？　こー見えて、エナ、口は堅かたいから。だから安心して。じゃあ、まずはエナからねっ。あんねー、エナの気になってる人なんだけど──」

「勝手に話を進めんなよっ。僕は同意してないぞ」

「もう、ザキはめんどくさいなぁー。とりあえず、黙だまっててよー。んで、その人とはまだちゃんと喋しやべったことなくて。だからまだ、一方的に仲良くなりたいなーって思ってるだけなの。エナ、こー見えてちょー一いち途ずじゃない？　ヤバいっしょ？」

「お、おう。そうだな」

「でしょー」

「そいつはどんなヤツなんだ？」

　これは興味があるから訊きいたわけじゃない。話の流れからして、そう返す方が良いいと思っただけだ。雨あま宮みやの人となりも知らないし、アイスブレイクは必要だ。以前、琉る実みが「興味なくても、女の子の話は興味ある感じで聞いてあげなきゃダメだからね」って言ってたしな。

「えー、それはちょっと恥はずいってー」

　雨あま宮みやが文字通り身をよじらせて、分かりやす過ぎるくらい顔を赤らめる。

　この反応は何だっ？　さっきの下着の方がよっぽど恥はずかしいだろっ！

　わかんねぇっ。こいつの基準が全然わからねぇっ！

「わかったよ。もう訊きかねぇ。仲良くなれると良いいな」

「はっ？　訊きくでしょ？　この流れ、ふつー訊きくでしょっ！」

　クッソめんどくせぇ。おまえも十分めんどくせぇわ。お互たがい様さまだわっ！

「はいはい。どんな人ですか？」

「えっとねー、じゃあ第一ヒントっ！　あー、でもこれ言っちゃうとわかっちゃうかもしんないなぁ。そだっ。その人はうちの高校ですっ！」

　そのテンション、全っ然ついていけねぇわ。このテンションにずっと付き合わなきゃいけないのか？　そんなん無理だわ。塩対応だとか言われようとも、無理だわ。

「どう？　ってわかんないよね。人数多すぎるよねー。じゃあ、第二ヒントっ。これはもう超ちようサービスっ！　その人は、コーヒーか紅茶かで言ったら、紅茶のイメージ！」

　イメージっ!?　勝手に第二ヒントがどうのって続け出したと思ったら、イメージ？　事実でも何でもないだろ。雨あま宮みやの勝手な印象ってことだろ？　ヒントになんてなるかっ！

「あと、特進クラス。これ以上は無理っ！」

「今までのヒントは何だったんだっ？　最後の追加情報が一番特定に近付ける情報だろっ。情報提示の基準、どーなってんだよ。つーか、第二ヒントは何だったんだよっ！」

「えー、ダメ？　エナ的には、第二ヒントはいい線いってると思ったんだけどなー。あ、これ以上訊きき出だそうたってダメだからね。はいっ、しゅーりょーっ！」

　特進で紅茶のイメージ、ねぇ。茶さ道どう部ぶはあるが、紅茶部なんてあったか？　変な部活が多いからあるのかも知れないが、ピンと来ない。いや、それだと〝イメージ〟じゃないな。特進の男子で紅茶のイメージ……そう言えば、雨あま宮みやはイギリスとのダブルって言ってたな。もしかすると、紅茶に明るいのかも知れない。キッチンに茶葉はあったか？　覚えていない。仮にそうだとして、例えば銘めい柄がらはどうだ？　ダージリン、アッサム、ニルギリ、アール・グレイ、プリンス・オブ・ウェールズ、ディンプラとかヌワラ・エリヤ。何かヒントになりそうな物は隠かくれていないか？　響ひびき、由来、産地──そう言えばギャルなんてのも……特進にギャルは居ないし、そもそもギャルはおかしい。

　茶葉にヒントは無いとして、ブランドだったら……って、何を真しん剣けんに考えてるんだ、僕は。

　つい犯はん人にん捜さがしのノリで考えてしまった。

「ちょっとー、何黙だまってんの？　次はザキの番だよ」

「僕の番だよって言われてもな。別に話すことはねぇよ」

「あーるーでしょー。ほら、るみちーとのこととか。実際、付き合ってるの？」

「付き合ってない。これは噓うそとかじゃなくて、本当だ。ただ──」

「うん？」

「付き合ってた。おまえが聞きたかったのは、こういうことだろ？」

　所しよ詮せん、昔の話だ。もういい。邪じや推すい混まじりに探られるくらいなら、話した方が得策だ。

「やっぱりー。そーだと思ったんだよー。あれでしょ？　付き合ってたの、去年でしょ？」

「よくわかったな」

「これでもるみちーの友達だからね。同おなクラだったし。そん時るみちーに訊きいたんだけど、教えてくんなかったんだよねー。やっぱりエナの思った通りだったー。あー、すっきりした」

「そりゃ結構。そろそろ勉強──」

「ねぇねぇ、なんで別れちゃったの？　喧けん嘩か？」

「まだ続けるのか？」

「いいじゃーん。教えてよー。聞きたーいー」

　駄だ々だをこねる子供みたいに、雨あま宮みやがソファの上で手足をバタつかせた。急に飼い主が暴れ出した所せ為いで、アインはソファから降りて部屋の隅すみにあるクッションの上に移ってしまった。情じよう緒ちよ不安定な飼い主の元で大変だな、あいつも。

「ねぇー、ザキってば！」

「わかったからソファーで跳はねるなっ」

　これ見よがしにばいんばいんさせるんじゃねぇ。目のやり場に困るだろ。

　何ど処こがとは言わん。

　はぁ、このままじゃいつまで経たっても勉強なんて出来ないな。仕方なく、今までの経けい緯いを搔かい摘つまんで雨あま宮みやに話してやった。琉る実みから突とつ然ぜん別れを告げられたこと。那な織おりと付き合った（と思っていた）こと。僕が話している間、雨あま宮みやは「ふんふん。それで」とか「えっ、マジ？」とかオーバーにリアクションを取っていた。雨あま宮みやの大おお袈げ裟さな合いの手は、うざったいどころか、話はなし易やすかった。もっと簡単に済ませようと思っていたのに、話し込んでしまった。こういうコミュニケーションの促うながし方かたもあるのか。勉強になった。参考にはならないけど。

「これで満足か？」

「うん、かなり満足。しっかし、るみちーもなかなか重いねー。それだけ那な織おりちゃんが大切なんだろーけど、やりすぎ。マジで重い。そんで、ザキとるみちーが那な織おりちゃんは難しいって口をそろえて言うワケがわかった。二人とも、めっちゃ踊おどらされてんじゃん」

　那な織おりが難しいってのは、ちょっと意味が違ちがうんだが、この際それはいい。

「悔くやしいけど、その通りだ。あいつに全部もってかれたよ」

「見かけによらず那な織おりちゃんカッコイイわ。そんけーする」

　カッコイイ……か？

「で、ザキはこれからどーすんの？」

「どーもしねぇよ」どいつもこいつもそればっか訊ききやがって。

「えー。せっかく那な織おりちゃんが頑がん張ばったのに、何にもしないのー？」

「僕のことはほっといてくれ。しばらくは静かにしたいんだ」

「静かにしたいってなに？　引きこもるん？　てか、ザキはナチュラルに引きこもってそう」

　雨あま宮みやがいきなり僕の首元に顔を寄せて、シャツの襟えり口ぐちを引っ張る。

「ほら、肌はだ、ちょー白い」

　慌あわてて雨あま宮みやの手を払はらう。「やめろって。いきなり何すんだよっ！　引きこもってねぇよ」

　パーソナルスペースの侵しん食しよくに躊躇たらめいなさすぎだろ。この馴れ馴れしさは何なんだ。

「じゃあ、なにすんの？」

「……本を読んだり、映画を観みたり──」

「なにそれ。結局、引きこもりじゃん」

　雨あま宮みやが座面に寝ね転ころんで、スマホを弄いじり出だした。一いつ瞬しゆんで興味を失ったって感じだ。那な織おりも大たい概がい自由なヤツだと思っていたが、雨あま宮みやも違ちがうベクトルで自由が過ぎる。

　こいつ、勉強する気ないだろ。

「ね、思ったんだけど、るみちーってそろそろ誕生日っしょ？」

　スマホを見ながら雨あま宮みやが言う。

「だな」

「ね、折せつ角かくだし、誕生日会でもしてみたら？　どう？　良いいアイディアじゃない？　エナ、冴さえてるっ！」ガバっと上体を起こして、真まっ直すぐに僕を見み詰つめながら、「そうだよっ！　何もしないのはよくないよっ！　せめてそれくらいはしよーよ！」と続けた。

「誕生日会、ねぇ」そんな歳としじゃねぇだろ。

　子供の頃ころはお互たがいの家でやった。二家族合同イベントだった。それも小学校高学年くらいになると気き恥はずかしいだけのイベントに代わり、中学に上がる頃ころにはなし崩くずし的に無くなっていった。だが、神じん宮ぐう寺じ家けのお祝いが終わった頃ころ、決まってお呼よびが掛かかる。おじさんから。「余った料理を持ってってくれ」という言葉と共に。

　つまり、二人の誕生日の夜は、例の如ごとくおじさんとあれこれ話すのが定番となっている。

　お陰かげで、プレゼントをどうやって渡わたそうかと思し索さくを巡めぐらせる必要は──そう、考えるべきは誕生日会じゃない。プレゼントだ。

　プレゼントと言えば、亀かめ嵩だけ。あいつ、那な織おりに欲ほしい物を訊きいてくれたのか？　あれから連れん絡らく取ってないし、帰ったら連れん絡らくしてみるか。

　あとは琉る実み、か。

「なぁ」

「ん？　誕生日会やる気になった？」

「それはちょっと置いておくとして、雨あま宮みやって琉る実みと仲なか良いいよな？」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　昨日、どうして慈し衣え菜なはあんなことを訊きいてきたのだろう。




　──琉る実みってザキのこと好きなの？




　近くに純じゆんが居たし、もうそういうことを人には言うもんかって決めたばっかだったから、勢いで否定しちゃったけど、今になってじわじわと「なんで？」が大きくなってきた。

　慈し衣え菜なが……ってのはあり得ないし、気になっただけ？　わかんない。

　わかんないと言えば、慈し衣え菜なの家があんな凄すごいところだなんて知らなかった。昨日は本当に驚おどろいた。学校の外での慈し衣え菜なのこと、全然知らなかった。学校で会う慈し衣え菜なとは雰ふん囲い気きが違ちがったし、あんなに料理が得意だなんて微み塵じんも知らなかった。猫ねこを飼っているってことも。

　男子との練習試合が終わり、ハンデ有りの試合とはいえ男バスに勝ったうちらは、ファミレスでプチ祝勝会をしていた──とか言ってるけど、理由なんて何でもよくて、金曜の夜だし、部活終わりにファミレスで夕飯を食べるのは定番の流れ。たまには先せん輩ぱいも一いつ緒しよだったりするけど、基本は一年だけ。先せん輩ぱいがいない方が喋しやべりやすいってのも……ある。

「いやぁ、瑞みずっちの悔くやしがる顔、最高だったわ」

「ねー。うちらには麗れい良らっていう最強のシューターが居るし」

「それ。男バスの一年相手だったら、実際ハンデ要いらなくない？」

　テーブルの奥の方では、真ま衣いたちが試合のテンション冷めやらぬまま盛り上がっている。みんなの声を何となく聞きながら、意を決して隣となりの可か南な子こに近付いた。

「可か南な子こって、慈し衣え菜なと仲いいじゃん？　いつも何して遊ぶの？」

　みんなの声にかき消されないよう、耳元で言った。可か南な子こには訊ききたいことが色々ある。

「んぇ？」可か南な子こが気の抜ぬけた返事をしたあと、「ふつーに、琉る実みとかと同じだよ。てきとーにショップとかぶらついて、どっかの店に入って、基本ずっと喋しやべってる。中等部ん時、琉る実みも一いつ緒しよに遊んだじゃん」と何を今さらって感じでこっちを見てくる。

「そうなんだけどね。って言っても、わたしは慈し衣え菜なと遊んだ回数、そこまでだし。だから、可か南な子ことはどんな感じなのかなーって」

　可か南な子こはギャルグループとも繫つながってて──っていうか、めっちゃ仲がいい。うちの女バスはうるさいヤツが多いし、どちらかと言えば学校で目立つタイプが多数派だけど、可か南な子こはその中でも飛びぬけてキャラが強い。相手が男子だろうが、言いたいことはズバズバ言うタイプ。体育祭とか合唱祭みたいな行事の時、可か南な子このクラスはいっつも女子と男子が喧けん嘩かをしていた。その所せ為いで、バスケの練習に遅おくれたりしてた。

　あとで話を聞いてみると、結構な確率で可か南な子こが絡からんでいる。

　ギャルっぽいグループって、そういうイベント事に対してやる気のない子が多いんだけど、可か南な子こは扱あつかいが上う手まいというか、普ふ段だんから絡からんでるだけあって、その気にさせるのが得意だ。派手めな子って、ノリさえ合えば協力的になってくれること多いし、まとめ役になってくれたりするから、可か南な子こみたいに橋はし渡わたしをしてくれる存在は大切だ。結果、可か南な子このクラスは女子の結束だけが高まっていく。男子置いてきぼり。そして、女子と男子が喧けん嘩かになる。最後は、男子も可か南な子こに負けるんだけど。

　そんな可か南な子こが、去年は副部長を務めてくれたお陰かげで、うちの女バスは基本仲が良いい。メンバーだって、中等部の頃ころからそんなに変わってない。そりゃ、少しくらい喧けん嘩かもあるけど、何だかんだで可か南な子こが丸く収めてくれる。

「マジ、いきなり何なの？　あいつとなんかあった？」

「んー、別にそういうわけじゃないけど、ちょっと気になって。ちなみに可か南な子こって、慈し衣え菜なの家に行ったことある？」

「ないなー」

「そうなんだ。意外」

　学校だとめっちゃ仲なか良いいし、慈し衣え菜なはいっつも可か南な子こに抱だき着ついてるし、よく二人っきりで遊んでるみたいだし、お互たがいの家を行ったり来たりしてるんだと思ってた。

　もしかして、違ちがうのかな……。

「大人数で遊ぶ時は、外で騒さわぐのがメインって感じ。仕事のストレスとかもあんじゃない？　知らんけど。ただ、二人で遊ぶ時は、何な故ぜかうちの家に来たがるんだよね、昔っから。来たって、何するでもないけどね」

　そっちのパターンなんだ。慈し衣え菜なが可か南な子この家に、か。可か南な子こんとこは兄弟姉し妹まいが多いから、慈し衣え菜なが行ったらさぞ賑にぎやかだろうな。

「友達の家行ってすることなんて、喋しやべるくらいしかなくない？」

　リゾットを食べ終えた麗れい良らが会話に参加する。

「あるわー。てか、麗れい良らの場合は、友達の家ってか、彼かれ氏しの家でしょ？」

「今、彼かれ氏しの話してないじゃん。友達の家の話でしょ？」

「はぁ、いいですねー。彼かれ氏し持もちは余よ裕ゆうあって。うちなんか彼かれ氏しができる気配すらないってのに。自分で言うのもなんだけど、うち、結構アリじゃない？　悪くないよね？　ちょっと身長低いけど、小こ柄がらの方が受けイイっしょ？　なんで彼かれ氏しできないわけ？　マジで意味不明」

「その割に、他校の男子と遊んだりしてるじゃん。その手の話、よく聞くけど？」

「そういう場に来るヤツはタイプじゃないんだよねー。ああいうのって、ノリだけじゃん。うちはどっちかって言うと、もうちょっと真面目っぽいっていうか、こう爽さわやか系で、汗あせかいてても汚きたなくないっていうか、神聖な感じがするみたいな、熱血っぽい感じの先せん輩ぱいとかがいいの。わかるでしょ？　よく頑がん張ばったなって頭ポンポンしてくれる、みたいな」

　そこまで聞いて、横で麗れい良らが声を出して笑い出した。わたしも耐たえていたのに、でも笑っちゃいけないと思って、慌あわてて下を向く。何それ。超ちよう似に合あわないっ。

「麗れい良らっ！　おまえ、何笑ってんだよっ！」

「……だって、可か南な子こ……ふふっ……超ちようベタじゃん。案外カワイイとこあって安心した」

　可か南な子こ、ごめん。わたしも麗れい良らと同意見。

「琉る実みも笑ってんじゃねぇーよっ！　何、そんな似合わない？」

「いーんだけど、ちょっと意外だったから。ごめんごめん──そだ、かにゃこ」

「ちょっと琉る実みっ、かにゃこって呼ぶなっ！」

「えーカワイイじゃん。かにゃこって呼んでいいのは慈し衣え菜なだけなの？」

「やめろって言ってんのに、あいつがやめないだけだから。マジ、かにゃこはダメだから」

「そこまでっ!?　別によくない？　わたしはカワイイと思うけどなー」

「とか言いながら、琉る実み、前に可か南な子このこと番長とか言ってなかった？」

「ちょっと麗れい良らっ！　何しれっとバラしてんの？」

「あー、もういいわ。おまえらがうちのことどー見てんのかよくわかったわ。この前はサル呼ばわりされて、今度は番長？　マジ、うちのことなめてるでしょ？」

　サルとか言い出したのは、可か南な子こでしょ。それも、わたしに対して。

「今度、ビブスに番長って入れたらどう？　他校もビビってガード甘くなるかも。お母さんの方が良かった？　それはそれで、相手チームの油断を誘さそえるかも」

　麗れい良らが目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「じゃあ麗れい良らのビブスには、男には困ってませんって書いてやるよ。琉る実みはどうしよっか。うーん、乙おと女め系けいバカ真面目でいい？」

「ちょっとっ！　乙おと女め系けいバカ真面目って何？　バスケバカとかサルとか、あんたの方がよっぽどわたしのこと、バカにしてるでしょっ！」

「乙おと女め系けいバカ真面目、かぁ。確かに琉る実みっぽい」

　麗れい良らまでっ！　このっ！

　めっちゃ睨にらんだのに、目逸そらされた。

「そんなことより、さっきなんか言いかけたでしょ？　何？」

　可か南な子こが真面目な顔でわたしの方を向く。

「え？　この流れでっ？　若じやつ干かん、どーでもよくなってきたんだけど」

「まーまー。ほら、番長に言ってみ？」

　可か南な子こ、番長ってあだ名、ちょっと気に入ってる!?

「……今度、慈し衣え菜なも誘さそって遊びたいかなーって。そんだけ」

「そんなこと？　そんなん全然いーよ。慈し衣え菜なにも言っとく。そーそー、ここだけの話、慈し衣え菜なって超ちよう料理上う手まいんだよね。うちに来る時、いっつも何かしらお菓か子し作って持ってきてくれる。あれはふつーにお店レベル。本人は恥はずいしキャラじゃないとか言って、人には料理してるって言わないみたいだけど。折せつ角かくだから、なんか作ってきてもらおっか」

「あ、それいーね。麗れい良らも来るよね？」

「うん、行けたら行く」

　それ、行かない常じよう套とう句くじゃん。けど、麗れい良ららしい。

「ね、琉る実み」可か南な子こがお腹なかをつついてくる。

「ん？」

「あれ、あんたの妹じゃない？」可か南な子こが窓の外を指差した。

　那な織おり？　どういうこと？

　可か南な子この指した方を向くと──見慣れた柄がらの傘かさ、そして髪かみを二つに結んだ同い年くらいの女の子が見えた。何やら大学生くらいの男の人と向かい合っている。女の子は男の人に向けて、あっち行ってみたいに手を振ふりながら、もう片方の手でスマホを弄いじっていた。

　あの横顔、見み間ま違ちがえるわけがない。

「……那な織おりだ」

「でしょ？　何、ナンパでもされてんの？」

「ちょっと行ってくるっ！」

　傘かさを引ひっ手た繰くってファミレスを飛び出し、全速力で駐ちゆう輪りん場じようの方に行くと、やっぱり那な織おりが立っていた。辺りを見回したけど、さっき見えた男の人はもう居なかった。

「なんか男の人いたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うわっ、見付かった。最悪。知ち恵えの実を食べ損そこねたヒトモドキの所せ為いだ」

「何、なんかあった──」

「あー、なんかお金あげるから遊ばないとか言ってきただけ。別に何もない。大だい丈じよう夫ぶ」

「本当に？　他になんか言われたりとか──」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

「それなら良いいけど……こんな時間にどうしたの？　なんか忘れ物とか？」

　わたしがそう言うと、那な織おりは顔の前で手を振ふった。

「違ちがう違ちがう。そういうんじゃなくて。んーと……」

「じゃあ、どうしたの？」

「どうしたって云いうか……うん。私、帰るから。気にしないで」

　そう言って帰ろうとする那な織おりの手を摑つかんで引き留める。「ちょっと待って」

　だって、何の用もなくこんな学校の近くに来るなんておかしい。しかも、ひとりで。私服ってことは一回家には帰ってるってことだし。理由が思いつかない。

「何？　ちゃんと帰るから。大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、部活の人だって待ってるよ？」

「そうだけど……こんなとこで何してたのか気になるじゃん。せめて理由くらい教えてよ。だって、亀かめちゃんの家は方向違ちがうよね？　あ、森もり脇わきの家？　学校から近いんだっけ？」

「違ちがうって。そんなんじゃないよ。あー……もうっ。えっと、また私抜ぬきであの女のとこに行ってるんじゃないかなって思ったのっ！　純じゆん君はあの女に勉強を教えてるんでしょ？　琉る実みも一いつ緒しよなのかなって思うじゃん。けど、金曜はよく部活の子と御ご飯はん食べてるし、それを知っててわざわざ連れん絡らくするのも変だし、純じゆん君に《琉る実みは一いつ緒しよ？》なんて訊きくのもおかしいじゃん。てか、私からそんなん訊ききたくないし。だったら自分で確かく認にんした方がマシだなって。もし琉る実みがこの辺に居なかったら、その時は──って、もう、こんなこと言わせないでよっ！」

　昨日は、そんなこと一言も口にしなかった。「どうしてそういう余計な話を取り次ぐの？」って散々言われただけだったから──那な織おりが怒おこってたのは、このことだったんだ。

　慈し衣え菜なのとこに純じゆんと二人で行ったから。わたしとしては気を遣つかったつもりだったんだけど、仲間外れって思わせちゃったんだ。そうだよね。そう思うよね。思わせたんじゃなくて、那な織おりが聞くと面めん倒どうだからって、勝手な理由で仲間外れにしたんだよね。

　なんか、わたし……空から回まわってばっかりだ。

「ごめん」

「謝んないでよ。惨みじめになる。もういいでしょ？　私は帰る──」

「夕飯はもう食べた？　一いつ緒しよに来る？　ね、どう？」

「絶対に行かないっ！　だって、あれはどう見ても荒くれ者とならず者の会合コミツシヨンだよ？　悪だくみしてるんでしょ？　そんなとこに顔出したら私なんて一いつ瞬しゆんで殺される」

「そんなわけないでしょ。デザートくらいだったら、わたしが出すよ？」

「そんなことで私が釣つられるわけ──」

「ちょうどメロンフェアやってるよ。ほら」

　濡ぬれそぼったのぼりには、大きくメロンフェアと書かれている。

　那な織おりが横目でわたしが指したのぼりを確かく認にんする。

「…………か、帰る」

「あ、今、間があった」

「ないっ。間なんてないよっ！」

「食べたいんでしょ？　あのメロンパフェ」

　のぼりに描えがかれた、カットメロンの載のったパフェ。食べたいに決まってる。那な織おりの好みなんてこっちは知しり尽つくしてるんだから。こんなことで許されるとは思わないけど、これくらいはさせて。姉として──わたしは那な織おりに意地悪してやろうなんて思ってなかった。

「わたし、麗れい良らが頼たのんだやつちょっと貰もらったけど、美お味いしかったなぁ。あ、わたしはプリンが載のったサンデー食べたよ。あれも超ちよう美お味いしかった。可か南な子こなんてメロン半玉の──」

「この悪あく魔まっ！　あっち行けっ！」

「食べたいんでしょ？」

「…………うん」

「来る？」

　那な織おりがこくりと頷うなずいた。

　ありがとう。そして、ごめん。とりあえず、甘い物食べよ。

　それにしても、食べ物に弱いな。そういうとこが、子どもっぽくて可か愛わいいんだけど。




　ファミレスからの帰り道、なんだか久ひさし振ぶりに那な織おりと二人だけで歩いた気がする。たまに二人の傘かさがぶつかって、肩かたに雫しずくが落ちる。その感じすら懐なつかしい気がする。

「しっかし、あんたってホントに人見知りだよね」

「人見知りじゃないし。うざい」

「だって、ほとんど『うん』と『違ちがう』だけで会話してたじゃん」

「そんなことないし。大体、琉る実みの仲間が無ぶ遠えん慮りよ過すぎるんだよ。特に、あのガウディみたいな女。本人に向かって『前々から話してみたいと思ってたけど、話しかけないでオーラが出てたから、話はなしかけ辛づらかった』なんて言う？　喧けん嘩か売ってるとしか思えないんだけど」

　がうでぃ？

「誰だれのこと？」

「サグラダファミリアみたいな名前、居たでしょ」

　さぐらだふぁみり……さぐらだ……櫻さくら田だ可か南な子こ、か。わっかんないっってっ！

「可か南な子こ、ね。あいつは、うん、ああいうヤツだから。ただ、言い方はアレにしても、ホントのことじゃん。それ、みんな言ってたよ。ようやく話はなし掛かけても、なんか壁かべを感じるって」

　その度たびに、ごめん、あの子、人見知りだからってフォローしてたんだから。

「だって、私は用無いもん」

「そんなんじゃ社会に出てから苦労するよ？」

「クラスじゃちゃんと話するし。これでも多種多様な猫ねこを取とり揃そろえているんだから。クラスで被かぶる用の猫ねこでしょ。そんで見ず知らずの所に放り込まれた用の猫ねこでしょ。あとは──」

　指折り数える那な織おりに、念のため訊きいてみる。「今日のはどんな猫ねこなのよ？」

「今日はただのＡ．Ｔ．フィールド。すなわち心の壁かべ。ならず者に精神を侵しん食しよくされないようにがっちり防ぼう御ぎよ態勢に入ってた。同じクラスになることは無いだろうし、いいかなって」

　ホントにこの子はっ！　そんなことだろうと思った！

　ドリンクのお代わりに行った時、一いつ緒しよに来た真ま衣いが、「ねぇ、あんたの妹ってクラスで上う手まくやれてんの？　あんな感じだと、意思疎そ通つう難しくない？　家だとどうなの？　やっぱ、もっと喋しやべるの？」ってマジな顔して訊きいてきたんだから。雰ふん囲い気き的てきに、家じゃ喋しやべるどころの騒さわぎじゃないなんて言えないじゃん！　ちょっとはわたしの立場も考えてよねっ。

「猫ねこ被かぶってないじゃんっ！　あんたが無言すぎてマジで心配されてたんだからね。別に素を出せとは言わないし、寧むしろ素の那な織おりで来られたら、みんなポカンとするだろうからそれは良いいにしても、もうちょっと愛あい想そよくできないの？　ていうか、した方がいいよ？」

「利益ベネフイツトがあるなら、そうする。あなたが無情にもぼくの心のせいにした不当な仕打ちをぼく自身に弁解せよなどと要求しないでくれ」

「なにそれ」

　またわけわかんないこと言ってる。

「シェイクスピア」

「はぁ。そういうのいいからっ。何が不当な仕打ちなの？　サンデーとパフェ二つも食べといてどの口が言うかっ！　おかげで今月のお小こ遣づかい、ほぼほぼ無くなっちゃったじゃんっ！」

「人付き合いって、お金が掛かかるんだね。世せ知ち辛がらい世の中じゃ……」

「おいこら。誰だれの所せ為いだと思ってるの？」

「……私より貯金あるくせに」

「それは関係ないでしょ。それに、わたしからすれば、あればあるだけ使う方が信じらんない。この先、お金で苦労しても知らないからね」

　那な織おりが社会に出てやっていけるのか心配になる──社会に出て、か。あと数年後にはそうなるんだよね。わたしはどんな生活をしているんだろう。想像もつかない。

「そう言えば、わたしの名前ってお母さんが決めたんだね」

　那な織おりが質しつ問もん攻ぜめにされているとき、可か南な子こがわたしたちの顔を見比べながら、「双ふた子ごって名前が似てる人が多いけど、二人の名前は似てないよね？」と言った。

　疑問に感じたことすらなかったけど、言われてみれば確かにそうかもしれない。可か南な子この質問に答えたのは、那な織おりだった。那な織おりが言うには、わたしの名前はお母さんの案で、那な織おりはお父さんの案らしい。そんな話、初めて聞いた。二人で決めたっていうのは知ってる。

「私の想像だけどね。二人に訊きいた訳じゃない。でも、恐おそらく間ま違ちがってない。明らかにセンスがお母さんじゃん。王おう偏へんの琉りゆうはお父さんじゃないよ。琉りゆうは瑠る璃りの瑠ると同じ意味。玉ぎよく。ほら、お母さん、好きそうじゃん。キラキラしたアクセ大好きだもん。那なは多いとか美しいって意味。多いで言えば、梵ぼん語ごで大量を表す那な由ゆ多たの那なだよね。ほら、お父さんっぽくない？」

　わたしの琉るってそういう意味だったんだ。初めて知った。

「新しん婚こん旅行が沖おき縄なわだったから、琉りゆう球きゆうと那な覇はから取ったんでしょ？」

　少なくともわたしはそう聞いているし、それに何の疑問も抱いだかなかった。リビングに飾かざってある新しん婚こん旅行の写真は沖おき縄なわだし、家族旅行でも何度か行ってるし。説得力は十分。

「それだったら、普ふ通つう、どっちかに統一しない？　琉る実みが琉りゆうなら私は球とか、あとは那なと覇はにするとか──これは極きよく端たんだけど、別の沖おき縄なわワードも含ふくめてやりようは幾いくらでもあるでしょ。だから、沖おき縄なわって大おお枠わくの中からそれぞれ選んだんじゃない？　そう考えると、琉りゆうを選んだのはお母さんだよ。私の名前は画数多いから、絶対にお父さんのセンス」

　考えたことなかったなぁ。そんなこと。道理で那な織おりがお父さんに似るわけだ。

「琉る実みは良いいよね。テストん時、名前さらっと書けるでしょ？　私より画数少ないじゃん」

「そんなことないって。琉るはいいけど、実はいっつもバランスが決まんない。逆に那な織おりみたいに画数多い方が、カチっと決まる気がするんだよね」

「そっか。わかんなくはないかも。画数多いメリットもあるっちゃあるのか」

　帰ったら、お母さんに訊きいてみよう。本当に那な織おりの言っている通りなのか。

「それより、琉る実みはいいの？」

「何が？　何の話？」

「純じゆん君のこと。あんなわけわかんない女に渡わたしちゃって」

「あー、そのことね。安心して。慈し衣え菜ななら大だい丈じよう夫ぶ」

「その根こん拠きよは何？　何を以もつて大だい丈じよう夫ぶと言っているの？　証拠エビデンスは？」

「純じゆんみたいなのは、慈し衣え菜なのタイプじゃないから」

「なにそれ。弱っ。タイプじゃないから大だい丈じよう夫ぶ？　そんな文あや目めもわかない論ロジ理ツクでよく言い切れるね。逆に凄すごい。じゃあさ、仮にそうだとして、純じゆん君は？」

「あいつが慈し衣え菜なに──ないない。ありっこないよ。そんなの那な織おりだってわかるでしょ？」

「それだって、絶対じゃないと思うよ。私達には隠かくしてるだけで、本当はめっちゃギャル好きかも知しんないよ？　えっちな動画の履り歴れきはギャル物ばかりとか」

　それは……大だい丈じよう夫ぶだと思うけど。そう言われると、ちょっと不安になってくる。

　純じゆんが慈し衣え菜なのこと──ないよね。うん、大だい丈じよう夫ぶだよね。てか、ギャル物のえっちな動画とか冗じよう談だんでもやめてよ。一いつ瞬しゆん、想像しちゃったじゃん。

「あ、今、考えたでしょ？」

「考えてないっ！」

「純じゆん君がギャル物好きだったら、ちょっと付き合い考えよ。仮にそうだとしたら、絶対に教授の影えい響きよう。全部あいつが悪い」

「そう……だね。うん、森もり脇わきが悪い」

　ないよね？　それは大だい丈じよう夫ぶだよね、純じゆん。




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



「もう飽あきたっ！　息いき抜ぬきしないとムリっ！」

　キッチン横のテーブルで、さっきまで静かに勉強していた雨あま宮みやが声をあげた。

　土曜の──ほぼお昼。僕は例の如ごとく、雨あま宮みやの家に居た。もちろん今日も勉強だ。

　昨日の別わかれ際ぎわ、明日はどこでやるか尋ねると、案の定「家がいい」の一点張り。別の場所を提示しても即そく却きやつ下か。どうあがいても自宅が良いいらしい。あれこれ提案するのが面倒になって、僕が折れた。流石さすがに三度目ともなると、前ほどの抵てい抗こうはない。

「まだ一時間も経たってないぞ。もうちょっと頑がん張ばれ」

　リビングのソファから立ち上がって、雨あま宮みやの進しん捗ちよくを確かく認にんする。一応、進んではいる。

「ムリっ！　甘い物食べたいっ！　死ーぬー」

　背もたれに体重を預けて、椅い子すごとガッタンガッタンと暴れ出した。

「子供かっ！　さっき朝飯食ったばっかだろ」

「無理。お腹なかすいた。このままじゃザキに殺される。てか、もうお昼じゃんっ！」

「おまえが起きたのがそもそも遅おせぇんだよっ！」

　ここで甘い顔をしたらダメだ。昨日だって、それで一時間半も無む駄だにしてしまった。

　とは言え、昨日の件に関しては僕にも責任がある。琉る実みの誕生日がどうのと余計な話題を提供してしまった。その後、「まだ話し足りない」だの「もうちょっと交流を」だの言う雨あま宮みやを黙だまらせるのに手を焼いたが、何とか予定していた分は終わらせることが出来た。

　わざわざ要点を纏まとめたノートまで用意している以上、やってくれなきゃ困る。

　琉る実みの仲ちゆう介かいとは言え、冷静になって考えると、この労力の先に何を得られるのか全く分からない。亀かめ嵩だけの件は、所しよ詮せん副産物に過ぎない。この労力の結果、追試もダメでしたじゃ、いよいよ何の為ためにやっているのかわからない。だからこそ、追試は受うかって貰もらわなきゃ困る。

　雨あま宮みやもその辺は分かっているようで、昨日の夜──それはいいとして、勉強を教えていて分かったことがある。テストの大半を一いち夜や漬づけでどうにかしてきたというだけあって、雨あま宮みやの記き憶おく力りよくは悪くない。とは言え、一いち夜や漬づけでどうにかなるのは短たん期き記き憶おくであって、長ちよう期き記き憶おくではない。記き憶おくを定着させるには、反復や関連性を見み出いだして定着させる必要がある。

　落としたテストの科目を考えても、基本的な知識が定着さえすればどうにかなる。

　雨あま宮みやの家から帰ったあと、出そうな問題を更に絞しぼってまとめた。ヤマを張ると言えば聞こえは悪いが、情報に基もとづいてヤマを張るのは立派な戦略だ。学校のテストは、先生との腹の探さぐり合あいだ。この手の作業を僕が好きな理由である。

　もちろん、このやり方でカバー出来るのは平均点辺りまで。教科担当の先生達は、どこに平均点を持ってくるかを考えながら問題を作っているのだから当然だ。そこから先は応用力が必要になって来るところだが、雨あま宮みやに見せてもらった補習のプリントを見る限り、追試に応用力はそれほど必要ではない。基き礎そ力りよくの定着確かく認にんだから当然だろう。

　今、雨あま宮みやがやっているのは、まさに推定される範はん囲いを僕がまとめた物。作業的に覚えれば追試は何とかなるだろう。我ながらいい仕事をした。

「つーかさぁ、朝九時からってムリすぎるっしょ？　そんな時間から勉強するなんてありえない。何を食べるとそういう考えになるワケ？」

「食い物は関係ないだろ。つーか、学校全否定だな。そんなんで普ふ段だんの朝はどうしてんだ？」

「寝ねてる」

「学校行けよっ！」

「行ってるよっ！　ちょっと間に合わないだけだし」

　毛先をくるくると指に巻きながら、悪びれもなく言いやがった。事の重大さが全く分かっていないようだ。少し脅おどしてやるか。

「そんなんじゃ留年するぞ」

「それはマジでムリ。ママに殺される」

　ママに殺される、か。

　そのママとやらは、一体どこに居るんだ？　こうして三日連続で来てるが、雨あま宮みやの家族には一度も会ったことがない。気にはなるが……尋たずねる積もりはない。他人の家庭事情に首を突つっ込こむのは褒ほめられたものじゃないからな。言いたくなったら自分から言うだろう。

　ただ、ひとつだけ訊きこうと思ったままにしていることがある。僕の勘かん違ちがいでなければ、もしかしたら──雨あま宮みやは那な織おりや教授とうまくやれるかも知れない。

「じゃあ、殺されないように追試を頑がん張ばんないとな。あと、ちゃんと朝は起きること」

「はいはい」雨あま宮みやが聞きたくないオーラ全開で下を向いた。

　さて、僕は化学の問題を──「ねっ！」急に明るい声で呼び止められた。

「どうした？」

「チョコ食べたい。取って」

「自分で取れよ」

「勉強が忙いそがしい」

「ったく、こういう時ばっか──どこにあるんだ？」

「食しよつ器き棚だなの一番下。エナの宝箱」

　アイランドキッチンを回り込み、しゃがみ込んで食しよつ器き棚だなの下を開ける。すると、チョコやらクッキーやらポテトチップスやら、大量のお菓か子しがドサドサっと零こぼれ出でてきた。慌あわてて手で受け止めようとしたが、どうにか出来る量ではなく、床ゆかにお菓か子しが散らばった。

　すげぇ量だな。どんだけ溜ため込こんでんだよ。どーせ、ネットで箱買いなんだろうな。

　その中から、幾いくつか目ぼしい物を拾い上げ、「どれにするんだ？」と口にしながら立ち上がると──そこに雨あま宮みやの姿は無かった。リビングのドア目め掛がけて走る雨あま宮みや。

　あいつっ！

　走ってリビングを出ると、雨あま宮みやが奥の部屋に逃にげ込こもうとしていた。

　させるかっ！

　警察や税務官がやるように、咄とつ嗟さにドアの隙すき間まにつま先をねじ込んで、手でドアを押さえる。

「……残念だったな」

「ダメだったぁー」ドアの向こうで雨あま宮みやが項うな垂だれた。

「エナの負け。リビングに戻もどるから、手、放して」

　雨あま宮みやのことだ。こうして油断させておいてってことも考えられる。ドアにかかったテンションが緩ゆるまるのを見計らい、ドアを開け放つと──そこに広がる光景には、見覚えがあった。

　まるで教授の部屋──いや、それ以上だった。

「おまえ……これ……」

「ダメッ！」雨あま宮みやが両手を広げて立たち塞ふさがるが、とても隠かくしきれる量ではない。

　そこには、大量の漫まん画がやブルーレイ、ゲームが床ゆか一いち面めんに散乱していた。壁かべにはポスターやタペストリー。その奥にはゲーミングチェアと大型の作業机。机の上には、大小合わせて五台のモニターと沢たく山さんのフィギュアやアクリルスタンドが鎮ちん座ざしている。

　つまり、誰だれがどう見てもオタクの部屋だった。

「このこと、ぜぇぇぇっっっったい言わないでっ！　お願いだから、誰だれにも言わないで」

　ドアの脇わきにある本ほん棚だなに、赤い飛行機のミニチュアが置いてある。

　やっぱり。思った通りだ。

「これ、ソードフィッシュだろ？」

「うそ、知ってんの？」雨あま宮みやが目を丸くした。

「カウボーイビバップだろ？　よくこんな古いアニメの──」

「マジ？　ザキ、ビバップ知ってんの？　すごっ。同世代で観てる人、初めて会った！　何、ザキってオタクなの？　こういうのわかるの？　っぽいなとは思ってたけど……」

「知り合いのおじさんが好きで、小さい頃ころよく一いつ緒しよに観みたんだよ。ああ、おじさんってのは、那な織おりの……というか、琉る実みのお父さんのことな」

　ぽいって何だよと思いつつ、耐たえる。自覚はあるからな。

「なにそれ、めっちゃ仲良くなれそう」

「かもな」

　思った通りだった。アインって名前がずっと引ひっ掛かかっていた。しかも、あのとき雨あま宮みやは、本当は犬が欲ほしかったとも言っていた。

　カウボーイビバップに出てくるウェルシュ・コーギー。名前はアイン。

　コーギーに見立てるなら、ノルウェージャン・フォレスト・キャットじゃなくて、足の短いマンチカンを選ぶかも知れない。その線も捨てきれなかった。まずは、その辺りから探さぐっていこうかと考えていたところだった。尤もつとも、雨あま宮みやとそういう物が結びつかなくて、勝手な勘かん違ちがいだったら恥はじをかく可能性が大きいと思い、確証が持てるまでは黙だまっている心積もりだった。

「しかし、意外だったな。まさか雨あま宮みやにこういう趣しゆ味みがあったとは」

「やっぱ、ひく？　ちょっとガチっぽいよね？」

「これはガチだろ。けど、僕も同族だから、引くとかはない。寧むしろ、羨うらやましい。このソードフィッシュ、欲ほしかったんだよ」

「へへ、イイでしょー。こっちにはスパイクやフェイのフィギュアもあるんだよー」

　古いアニメのグッズって中々手に入らないのに。ぱっと目につく限り、他にも金かね田だのバイクに攻こう殻かく機き動どう隊たいのフチコマ、マクロスのバルキリー、ボトムズのスコープドッグ、ゴジラやウルトラマンなんかの特とく撮さつグッズ──明らかに女子高生の趣しゆ味みじゃない。しかも、アニメグッズだけじゃなく、謎なぞの円えん盤ばんＵＦＯやら宇宙空母ギャラクティカ、あれはシークエストの潜せん水すい艦かん、ナイトライダーにエアウルフ、そして僕の大好きなエンタープライズ号がコンスティテューション級からずらっと並んでいる。それ以外にもまだまだ沢たく山さん、数え切れないほどのグッズが並んでいる。溢あふれている。この量、おじさんの比じゃない。すげぇ。素す直なおにすげぇよ。

　端はしから見ていくだけで何時間も潰つぶせるぞ。

　この膨ぼう大だいなコレクションを見て、僕は確信した。そう、これは明らかに女子高生の趣味じゃない。幾いくら雨あま宮みやがモデルとして働いていると言っても、この量を簡単に集められる訳がない。どれだけの金額と時間が注つぎ込こまれたのか、見当もつかない。

　つまり、僕にとってのおじさんのように、布教している人が居る。間ま違ちがいない。

「これ、すげぇよ。この部屋だったら何時間でも居られる。これ、全部自分で？」

「んーと、基本的にはパパの。この家はもともとパパの遊び場ってゆーか、籠こもって仕事する用なんだよね。そういうとこ、幾いくつかあるの。家はもともと都内だから、東とう京きよう以外でって。横よこ浜はまのマンションは、本ばっか。あそこはまだパパが使ってる。ママも使ってるけど。今いるここは、離り婚こんしたときにママが貰もらったの。小ちっちゃい頃ころ、このマンションでしょっちゅう遊んでたから。パパが仕事してる横で、お兄ちゃんと一いつ緒しよにアニメとか漫まん画がをよく見てた」

「そういうことだったのか」

　僕の中で、雨あま宮みやの父親に対する興味がみるみる膨ふくれ上あがっていく。

「だから、お兄ちゃんのグッズも幾いくつかは交ざってる。うちの家族の倉庫みたいになってるんだよね。だから、別の部屋も同じような感じ。グッズで溢あふれてる」

　どっかで聞いたことのある話だな。さしずめ、教授の上じよう位い互ご換かんってとこか。

「お兄ちゃんは東とう京きようの家にいるんだけど、配達先をこのマンションにしてくるんだよね。そんなだから、未み開かい封ふうの段ボール、超ちよう溜たまってる。パパとママが別れる前はエナも東とう京きようの家にいたんだけど、今はずっとこっち」

　謎なぞが解けてきた。

「じゃあ、ここにあるのは思い出の品ってことなんだな……」

「思い出があるのはそうなんだけど、離り婚こんしたからって、うちはそーゆー重い感じじゃないから。単純にエナが好きで住んでるってだけ。このマンションは、子どもの頃ころのエナにとって秘密基地みたいなとこだったから。うちの学校選んだのも、このマンションから通いやすいっていう理由。だから、ザキが想像してるような、深刻な感じじゃない。ママもふつーにパパと仕事してるし。てか、今、パパと一いつ緒しよにいるんじゃない？」

　雨あま宮みやがジャージのポケットからスマホを取り出して、何やら操作する。

「ほら、ヨークシャーでパパとご飯食べてる」

　雨あま宮みやがスマホの画面を見せてきた。映画に出てきそうなサングラス姿の男性が、テラス席でカップを持っていた。短く整えられた髪かみと、見るからに高そうなジャケットが、まさに俳優っぽい。映画のワンシーンと言ってもバレないだろう。

「これが雨あま宮みやの父親なのか……めちゃめちゃカッコいいな」

「でしょー？　カッコいいよねー。超ちよう自じ慢まんだもん。昔は俳優志望だったんだって」

「俳優志望か。納なつ得とくだわ。で、今はデザイナーなんだろ？」

「お、よく知ってんじゃん」雨あま宮みやが目を丸くした。「そーそー、今のNedettoネデツトのデザインはパパがメインでやってる。デザイナーの才能があってよかった、俳優続けてたらホームレスだったってしょちゅう言ってる」

　ネデット──正直、パッと分からない。だが、聞いたことあるような気もする。ファッションに疎うとい僕は、それがどれくらいの規模のブランドなのかピンと来ないが、幾いくつもマンションを持っていることを考えれば、成功している部類なんだろう。

「親がファッションデザイナーってのは聞いたことあったけど、本当だったんだな」

「ぶっちゃけ、親のコネみたいなとこあるけどね。立ち上げたのはおばあちゃんだし。その頃ころは小ちっちゃいお店だったんだけど、パパがやり始めてからちょっとずつ有名になったって感じ。そういう意味では知られ始めたばかりのブランドだし、これからってとこじゃない？」

「それにしたって、十分凄すごい。日本にも出店してるってことだろ？」

「まーね。パパの念願だったし。見ての通り、パパはオタクだから。日本が大好きなの。けど、日本に店を出せたのはママの功績が大きいかな。なぁーんて、まだまだこれからだよ。もっと沢たく山さんの人に知ってもらわなきゃ」

「……もしかして、そういう理由でモデルの仕事をやってる、とかなのか？」

「モデルは楽しいからだけど──それもちょっとはあるかな」

　必死に勉強していい大学に行って──そういうルートとは別の道。僕には想像も付かない。こんな話を聞くと、追試なんて些さ末まつな問題に思えてくる。雨あま宮みやが真面目に学校に通わない理由、なんとなく分かった気がする。僕なんかとは別の世界を見ているんだ。

「雨あま宮みやって、もっと刹せつ那な的てきに生きてるのかと勝手に思ってた。すまんかった」

「何、せつなてきって。てか、謝られる意味がわかんない。あと、今日話したこと、学校では言わないでね。エナもるみちーとのこととか言わないし」

「言わねぇよ。やっぱり、雨あま宮みやも将来はそういう道に進むのか？」

「わかんない。とりあえず、今はモデルが楽しいってだけ。さ、戻もどって続きやろっか」

　雨あま宮みやがやってやるとばかりに肩かたをぐるぐる回す。

「なぁ」

「なにー？」

「この部屋にいても良いいか？」訊きくだけなら無た料だ。一応。

「だったらエナも勉強しないーっ！　ゲームするーっ！」

「あーっと、冗じよう談だんだよ、冗じよう談だん」

　こんなものを見せられたら、また来たくなってしまうだろ。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



《ちょっと出で掛かけない？》

　微睡まどろみと覚かく醒せいの狭はざ間まを行ったり来たりしていると、部長からＬＩＮＥが入った。まだ眠ねむりの余よ韻いんを味わっていたい私は、既き読どくをつけない。今はまだそんな気分じゃない。もうちょっと曖あい昧まいな浮ふ遊ゆう感かんを楽しんでいたい。外界を遮しや断だんするようにタオルケットを摑つかんで丸くなる。ここは私だけの聖域サンクチユアリ。何なん人ぴとたりとも通さない。電磁波も通さない暗い闇やみの中。

　昨日は慣れないことして疲つかれた。私みたいな清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間にとって、エルロイの登場人物かと見み紛まがう荒あらくれ者ものやならず者の相手は苦行でしかない。精神をとことん削けずられる。

　精神を削けずられると言えば、この土日も純じゆん君はあの女に付き合うのかな。

　やだな。折せつ角かく琉る実みから解放されたのに、今度は訳の分かんない女の相手。いつになったら私の相手をしてくれるの？　私よりぱーぷりんの相手をする方が大切なの？

　琉る実みはああ言っていたけど、人の好みなんて不確か極きわまりない。単純接せつ触しよく効果だって無視できない。私だって、基本的には琉る実みの意見に同意する。あの女は純じゆん君の好きなタイプじゃない、と思う。思うけど……そんなのわかんない。右と左を定義するのですら、コバルト六〇の崩ほう壊かいを持ち出さなきゃなんないんだよ。人の気持ちなんてわかりっこない。

　昨日だって、純じゆん君に付いて行こうか限界まで煩はん悶もんした。行って確かめたい気持ちもあった。でも、私から行くって言いたくなくて、出来れば純じゆん君から声を掛かけて欲ほしかった。本当は誘さそって欲ほしかった。「那な織おりはどうするんだ」って。ずっとそう思って待ってたけど、純じゆん君から連れん絡らくは無かった。だから私は──って、こんなこと考えてたら睡すい魔まに嫌きらわれちゃうっ！

　ほら、おいで。怖こわくない。睡すい魔まちゃん、一いつ緒しよに寝ねよっ。

　睡すい魔まを呼び込もうと決めた刹せつ那な、スマホがけたたましく鳴った。馴な染じみの電子音。

　ああっもうっ。わかったって。はいはい。出ますって。出ればいいんでしょ？

　築いたばかりの城じよう壁へきを崩くずして、スマホを取る。やっぱり部長か。

『もしもーし。起きた？』

「……おかげさまで」

『出で掛かけよ？』

「今から？　明日じゃダメ？」

『今日じゃなきゃダメ。やっと晴れたんだよ？　何分で支し度たくできる？　四十秒？』

　何分で？　急に言われても──「わかんない。起きたばっかだし。四十秒は無理」

『今ねー、先生の家の前に居るよ』

　怖こわっ！　ストーカーじゃんっ！

　カーテンを開けて外を──うわっ、本当に居る……。部長だから良いいようなものの、シチュエーションだけ聞けばホラーじゃん。部長が私に気付いて手を振ふった。

　そろそろ、このパターンはやめて欲しい。「私に予定があったらどうするつもりだったの？」通話をしながら階段を下りて、玄げん関かんのカギを開ける。少しドアを開けて、外に出すのは顔だけ。ひんやりとした玄げん関かんに、真夏かと疑うような熱がじわじわ染しみて来きた。

「おはよー。あ、こんにちは、かな？」

「……入れば」

　私の言葉と同時にドアがガバっと開く。さっきまではためらいがちだった筈はずの熱気が、恥はじも外聞もなく優ゆう雅がさとは無む縁えんの勢いで一挙に雪な崩だれ込こんできた。

「暑っ！　てか、眩まぶっ！」

「先生、溶とけちゃう？　粉になっちゃう？　インタビュー・ウィズ・ヴァンパイア？」

「キルスティン・ダンストみたいな美少女でごめ……早く閉めて。本気で死にそう」

　部長が「ごめんごめん。この暑さだと先生のキレもだるだるだね。まるで、その部屋着みたいだよ」と余計なことを言いながら、ドアを閉めた。「鍵かぎ、かけちゃうね」

「ん、お願い。で、どーする？　とりあえず、私の部屋？」

「そうだね。お家うちの人に迷めい惑わくかかっちゃうし」

「誰だれも居ないから、そこは大だい丈じよう夫ぶ」恐おそらく、バスケとゴルフと買い物。

「先生の部屋がいい」

「分かった。ただ、シャワー浴びたいし、結構時間かかるよ？　いい？」

「押しかけの身ですから、それくらい待ちますよー」

「押しかけた自覚があって安心した。とりあえず上がりなよ」

「うん、お邪じや魔まします」

　二階に上がったら、部長を部屋に押し込んで着き替がえを──カシャッ。

　今の音、何っ？　シャッター音っ？

　咄とつ嗟さに振ふり向むくと、部長が私の部屋着の裾すそを捲めくって、スマホを構えていた。

「ちょっとっ！　何撮とってんのっ！」

「やっぱり、下はパンツだけだった……先生、下くらい穿はこうよ。お腹なか冷やすのよくないよ」

　起きたらハーパンが行ゆく方え不ふ明めいだったんだから仕方ないでしょっ！

「そんなことより、今、私のお尻しり撮とったでしょっ！」

「ぷるぷるの太ふと腿ももがふよんふよん揺ゆれるから気になっちゃって。それに加えて、ちょうどお尻しりが見えるか見えないかくらいの丈たけだったし、下は穿はいてるのかなぁ～って。先生的に言えば、ダチュラの極きわみだった訳ですよ。作画資料ってことでここはひとつ──」

[image: ]

「消してよっ！　さもなくば一枚五千円だからねっ！」

「出しゆつ世せ払ばらいじゃ、ダメ？」

「ダメ」

「でも、先生のお尻しり、すっごく良いい形してたし、消すのは勿もつ体たいない……美び尻じりを拝んで私もシェイプアップに努め──シェイプアップしたら先生のお尻しりにはなれないか。秘ひ訣けつは？　その美び尻じりの秘ひ訣けつはやっぱりお肉なの？　動物性蛋たん白ぱく質しつ？」

「褒ほめるか貶けなすかはっきりしてっ！　ちなみに、今、お尻しりと秘ひ訣けつ掛かけた？」

「もちのろんでごじゃいますよ。何をおっしゃいますか」

「流出させたら許さないからね」しょうもない洒しや落れに免めんじてあげよう。

　美び尻じりなんて言われたの、人生で初めて。

　あとで、自じ撮どりしてみよ。自分でも確かく認にんしなきゃ。

　部屋に入るなり、部長が目をキラキラさせながら「久々の汚お部べ屋やだぁ～」とテンション爆ばく上あげではしゃぎだした。私の部屋に来たいって言った時から、この反応は想定通り。相手をするだけ無む駄だ。そもそも、汚お部べ屋やじゃない。認にん識しきが根本からズレてる。物が多いだけ。ちょいとばかし秩コス序モスを欠いただけで、混沌カオスには至っていない。

　失しつ礼れい極きわまりないクレイジーサイコガールに、絶ぜつ対たい零れい度どほどじゃないけどそれなりに冷えたお茶とゼリーを与あたえて、私はシャワーを浴びた。いつもより温度は低め。温かさの端はし々ばしにだらしのない冷たさが混ざって気持ちいい。撥はねたお湯がすぐに温ぬるくなる。

　浴室から出て身体からだを拭ふきながら、洗面所の鏡に映った自分と目が合った。




　──ほんとは気になってるんでしょ？




　そう。あんたの言う通り。私は、純じゆん君とあの女のことが気になって仕方がない。今すぐにでも何をしているのか確かめたい。安心したい。だから──余よ裕ゆうが無い。

　最近、どんどん嫉しつ妬と深ぶかくなる。我が慢まんしないって決めた途と端たんにこれだ。

　髪かみを乾かわかしながら、温風で邪じや念ねんを吹ふき飛とばす。今日は部長と遊ぶ。部長と遊んでいる時は、頭を空っぽにできる。ふとした瞬しゆん間かんに思い出しちゃうかも知れないけど、今は忘れよう。

　ドライヤーはめんどくさくて嫌きらいだけど、ミルボンの香りが辺りに広がる感じは好き。

　お風ふ呂ろ上あがりに、外気で身体からだが冷える感じは好き。

　歯を磨みがいたあと、口の中が引ひき締しまる感じは好き。

　靴くつ下したを穿はいた時の、遅おくれて足に馴な染じむ感じは好き。

　私は私の好きを集めていく。少しでも忘れる為ために。

　よし。今日は遊ぶっ……えーと、お小こ遣づかいあとどんくらいだっけ？




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　リビングに戻もどってからの雨あま宮みやは、とても静かだった。カリカリという音が響ひびいている。

　集中している証しよう拠こだろう。「ザキがうるさいから、気合入れっかー」と言いながら縛しばったお団子が、殆ほとんど揺ゆれていない。たまに手が止まることもあるが、暫しばらくするとまた動き出す。問題を一通り解き終えたら、間ま違ちがった問題を僕が解説する。時間を置いて、間ま違ちがった問題を解きなおす。その繰くり返かえし。

　あらかた問題が片付いた頃ころ合あいいで、「そろそろ休きゆう憩けいするか？」と提案した。

　これだけ集中すれば文句などない。

「ザキ」

「なんだよ」

「その言葉を待っていた！　アフタヌーンティーする？　スコーン焼いちゃう？」

「なんでそんなに本格的なんだよ。今からスコーンを焼くのはさすがに……」

　アフタヌーンティーか。口には出さないけど、ちょっとした憧あこがれはある。やっぱりイギリス文化のあれこれっていうのは、優ゆう雅がで良いい。本当は、その辺の話を雨あま宮みやに訊ききたい。

　さっきの話を聞く限り、最初は小さい店から始めたって言ってたが、日本にも進出するくらいだ、父親の実家はそれこそ豪ごう邸ていみたいなところだろうし、手入れの行き届いた広大な庭と英国車を眺ながめながらティータイム──みたいな世界かも知れない。勝手な想像だけど。

　追試が終わったら、あれこれ訊ききたい。アニメや映画についても話したい。

　僕の中にあった雨あま宮みやのイメージは、完全に別の物となった。

「ちょっと思ったんだけど、るみちーのプレゼント候補見に行かない？　昨日の夜、そんな話したじゃん。そんで、外で軽く何か食べるってのはどう？」

　昨日、一時間半も無む駄だにした原因のひとつ。あろうことか、僕から話を広げてしまった。

　那な織おりは亀かめ嵩だけに探さぐりを入いれて貰もらっているから良いいが、琉る実みはその辺ノーマークだった。それがどうにも不公平な気がしていた。だが、琉る実みの友達で僕と仲のいい奴やつはいない。そして、別れた彼女にあげるプレゼントというのが殊こと更さら僕を悩なやませる。

　今までは、なるべく同じ物を色いろ違ちがいで、といった具合だった。しかし、あの二人の性格や趣しゆ向こうを考えると、それぞれ別の物を渡わたした方が良いいのではないかと思い始めた。それがここ数日、僕を悩なやませている原因だ。別の物を用意するとなると、考える時間は二倍になる。

　雨あま宮みやの存在は渡わたりに船──だったかも知れない。

「外、か。しかしなぁ。まだ完全に今日の分が終わったわけじゃないし……」

　ざっと見積もってあと二時間分くらいか。何だかんだ言って、進しん捗ちよくは悪くない。

「えー、まだあんのー？」

　パラパラと残りを確かく認にんする。思いの外少ない。「あとちょっとってとこだな──」

「じゃ、帰ってからやればイイっしょ？」

「ちゃんと帰ってからやるか？」

「やるやるー。だから、行こっ」

　マンションの近くに大型のショッピングモールがある。雨あま宮みやがそこに行こうと言い出した。人の多い所に行きたくはないが、テナントの種類は多種多様で数も多い。フードコートも充じゆう実じつしている。プレゼントを探すには効率的だと言わざるを得ない。

「じゃ、着き替がえてくるから、ちょっと待っててー」

　そう言って消えた雨あま宮みやが戻もどってきたのは、十分後だった。

　お団子は解ほどかれ、金色の毛先がふわふわと揺ゆれている。肩かたががっつりと出たトップスに、ちょっとダボっとしたパンツ姿。ごてごてしているわけじゃないが、さすがモデル、たったそれだけでもオーラが凄すごい。シンプルにスタイルが良いいからなんだろう。最近、ジャージ姿ばかり見ていたから、新しん鮮せんというか妙みような違い和わ感かんがある。

「そうやって私服姿を見ると、確かにモデルっぽい」

「っぽいって。ちゃんとモデルやってっから。雑誌見る？　持ってこようか？」

「いいって。悪かったよ」

　胸むな元もとに下げたサングラスが、複合的な理由で目を引く。薄うす着ぎだと──何ど処ことは言わないが、インパクトが凄すごい。日焼け対策なのか、手には薄うす手でのシャツ。

　外に出ると、容よう赦しやのない熱気が辺あたりを覆おおい尽つくしていて、酸素が薄うすい気がした。久々の晴れ間、外はもう夏だ。お陰かげで、モールに着く頃ころにはすっかり汗あせだくだ。

「こんなのがイイとかあるん？」

　雨あま宮みやが店内に入るなり訊きいてきた。

「特に考えてないんだよな。雨あま宮みやだったら何を貰もらうと嬉うれしいんだ？　化け粧しよう品ひんとか服か？」

「うーん、コスメはないなー。だってるみちーの肌はだ質しつとか普ふ段だん使ってる物とかわかるの？　肌はだにつけるものだし、肌はだに合うとか合わないがあるからね。色だって、イエベとかブルベから考えないと合わなくない？　ネイルとかならその辺イイけど、色の好みは難しいからなー」

　確かに、雨あま宮みやの言う通りだ。反論の余地が無い。あと、イエベとかブルベって何だ？　そう訊きこうと思ったが、慈し衣え菜なが話を続けたのでやめた。頭の片かた隅すみに置いておいて、あとで調べてみよう。知らない言葉だ。

「服も微び妙みように重くない？　くれた人に会う時、着なきゃ感あんじゃん。そーゆーの、エナはダルいからイヤ。趣しゆ味みが合ってなかったら最悪だし。せめて小物くらいかなー。もち、変なデザインじゃなければって感じ。でも、最終的には、誰がくれたかでそういうのも全部どーでもよくなるんだけどねー」

「参考になったような、ならないような。ふんわりしたまとめだな」

「プレゼントなんて、そんなもんじゃない？　こーゆーのは気持ちっしょ？」

「振ふり出だしに戻もどったぞ。率そつ直ちよくに雨あま宮みやだったら何を贈ればいいと思う？」

「うーん、告るとかじゃないんしょ？」

「当たり前だっ。それは説明しただろ」

「だったら、あんまり重くない感じがイイよーな気がするなー。軽めっていうか、ちょっと欲ほしいけど、自分じゃ買わない、みたいな物がよくない？　そういうの貰もらったらアガるよね」

　なるほど。それは一理ある。買おうと思えば買えるけど、なんなら欲ほしいけれど、買おうかどうしようか悩なやむ物ってことだよな。

「頭いいな」

「ほら、エナは天才だから」

「じゃあ、是ぜ非ひともそれが何なのか教えてくれ。天才なんだろ？」

「え、えっと……」

　ばっちり決めたギャルが明らかに動どう揺ようしている。これはこれで面おも白しろいので、もう少し泳がせておく。「あー」とか「うーん」とかひとしきり唸うなった後、ドヤ顔で「雑貨屋さんに行こう。答えはそこにあるっ」と雨あま宮みやが言い切った。

　結論から言えば、「ちょっと欲ほしいけど、自分じゃ買わない、みたいな物」という忠言以外、雨あま宮みやは役に立たなかった。雑貨屋では「これカワイイ、買っちゃおっかな」だの「へー、これの新作出てるんだー」だの、完全に自分のことにしか目が行っておらず、次し第だいに付き合うのが面めん倒どうになって、僕はひとりであれこれ考える方が有益だと判断した。

　ちょっと欲ほしいけど、自分じゃ買わない、みたいな物──心当たりが無いわけではない。

　昔から、琉る実みは滅めつ多たに物を買かい替かえない。新しい物が欲ほしいと心の中で思っていても、口を開けば「まだ使えるから。勿もつ体たいないよ」と言う。おばさんや那な織おりや僕に言われて、渋しぶ々しぶ買かい替かえる、みたいなことがままあった。

　普ふ段だんから使える物だし、そんなに重いものでもない。我ながら悪くない。

「どう、決まった？」

「おかげ様でな」

「やっぱ、エナと来て正解！　ってことでしょ？」

「自分の欲ほしい物ばかり見ていた癖くせによく言うな」

「へへっ。さーせん。久しぶりに外出たからテンションあがっちった」

「あの部屋を見た時、そうなんじゃないかって思ったよ。人のこと引きこもりだとか言っておいて、自分だって誘さそわれない限り、家から出ないタイプなんだろ？」

「そーゆーこと。いや、別に外嫌きらいじゃないんだよ？　ただ、やらなきゃいけないクエストとか……あと、デイリーのイベとか……その、忙いそがしいんだよねー。溜たまったアニメだって消化しなきゃだし、YouTubeだって……わかるっしょ？」

「そいつは大変だな」その手のゲームに興味はないが、後半は理解出来なくない。

「それより、るみちーのことばっかりだけど、那な織おりちゃんはホントにイイの？」

「それは考えてるから大だい丈じよう夫ぶ。心配には及およばない」

「ふーん。元カノへのプレゼントはエナに訊きくのにねー」

「随ずい分ぶんと棘とげのある言い方だな」

「そーゆーわけじゃないけど、なんだかなーって。ま、るみちーのプレゼント候補も決まったことだし──」

「何か食べるか？」

「その前に、もうちょっと服見ていい？　お腹なか一いつ杯ぱいだと、動けないじゃん？」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　髪かみを乾かわかし終おわって部屋に戻もどると、部長が私の下着を自分に当てていた。例のアレ。

「ななな、なにやってんのっ！」

「ご、ごめんっ！　で、でも勝手に漁あさったわけじゃないよっ。ぬいぐるみの隣となりに丸まった物が置いてあって、何だろうなって手に取ったら──どぎついＴバックで……思わず」

　ぬかった！　他の下着と一いつ緒しよにしておくと、洗せん濯たく物ものを仕し舞まいに来たお母さんに見られると思って、どうしよっかなーって悩なやんだまま置きっぱなしだったんだっ！　完っ全に忘れてた。

　下着を当てたままフリーズしている部長からＴバックを引ひっ手た繰くって、机の抽ひき斗だしに仕し舞まう。

　こういうイベントって、普ふ通つうは意中の男子とやるものじゃないのっ!?　嬉うれし恥はずかしどっきりイベントでしょ？　どうして私の場合は女友達相手なのっ!?　しかも、部長っ！

「イベント無む駄だにしたっ！」

「イベント……？」

「いい。こっちの話。気にしないで。メイクするからもうちょっと待ってて」

「はいはーい」

　それから部長と適当に話しながらメイクして、「久しぶりに新しん都と心しんでもうろうろしない？」と言う部長にくっ付いていく。外に出ると、お風呂で清きよめたばかりの身体からだに汗あせが浮うく。

　暑いっ！　溶とけるっ！　梅つ雨ゆ入いりしたんじゃないの？　季節感おかしいよっ！

　早くも私は外に出たことを後こう悔かいした。何なら、部長の誘さそいに乗ったことを悔かい悟ごした。けど、何だかんだ言って部長のこういうやり方は嫌きらいじゃない。部長じゃなかったら、家に上げてない。ううん。違ちがう。部長相手じゃなかったら、私は電話にも出ていない。

　今でこそこうして巫ふ山ざ戯け合える仲だけど、初めから意気投合したわけじゃない。

　そもそも、私が本音で話せる人は、家族を除けば純じゆん君くらいだった。

　小さい頃ころはそれなりに周りの子と遊んでいたけれど、年を重ねるごとに色んなことが稚ち拙せつに思えてきて仕方なかった。話が合わない。それが一番苦痛だった。こんなことして遊ぶくらいなら、本でも読んでいたいって。そればっかり考えてた。挙あげ句くに「神じん宮ぐう寺じさんは頭が良いいから」とか「那な織おりちゃんは可か愛わいくて良いいよね」とか。何それ。勉強すればいいじゃん。可か愛わいくなればいいじゃん。知らないよ。それを私に言って何になるの？

　そう言ってやりたかった。ちょっとは言ったかも知れない。フルフルとのこともあったし、言ったんだと思う。あんまり覚えていない。あの頃ころは色んなことに嫌いや気けが差していた。




　──那な織おりちゃんは私達と違ちがうから。




　違ちがくなんてない。あんた達が勝手に違ちがうって思い込んでいるだけ。そうやって簡単な言葉に騙だまされて、違ちがうという認にん識しきを持ったことに満足して、私を遠ざけていく。壁かべを作っていく。

　そう思っていたけど、みんなと会話を楽しめないのは私だけなんだって思ったら、私が異分子なんだって実感した。だから私は、みんなよりももっと高い壁かべを作った。

　そうやって作られた壁かべは、ぼんやりとした寂さびしさ程度の理由じゃ破ることは出来なかった。

　中学に入って──折せつ角かく受験もしたことだし、幾いく何ばくかはマシになるのではと淡あわい期待を抱いだいていたけど、みんな賢かしこそうな顔をしていたけど、なんか違ちがうなって思った。

　でも、私は莫ば迦かじゃない。中ちゆう高こう一いつ貫かん校こうで人付き合いを捨てようなんて愚おろかなことは考えなかった。話くらい合わせる。作り笑いくらいしてやる。琉る実みに出来て私に出来ない筈はずがない。

　あ、運動は例外。あれは──そう、身体からだの作りが違ちがう。だから仕方ない。

　そうやって始まった中学生活は、そりゃ最初の内は精神をかなり磨すり減へらしたけれど、毎日繰くり返かえすことで鈍どん化かする。習慣になる。ただ、たまに大きな溜ため息いきが漏もれた。

　本当はこう言いたい、こう返したい──分わかって貰もらえないから別の言葉を用意する。好きに言えない歯がゆさ、好きな話が出来ないもどかしさは、どんどん純じゆん君に向かっていった。

　だから、一いつ緒しよに登校した。放課後も、純じゆん君の部活が終わるのを待った。学校でのもやもやを吐はき出だせる大切な──貴重な友人だった。

　そんな中等部一年生のある日、席せき替がえで『砂の器うつわ』みたいな苗みよう字じの子と同じ班になった。元々席は近かったけれど、別の班だった。それまではちょっと話したことがある程度、だったと思う。正直、あんまり覚えていない。クラスメイトの内のひとりでしかない。

　表面上はそれなりに上う手まくやっていた。理科の授業だったか、同じ班の男子が芸人の真ま似ねをして笑いを取っていた。芸人なんて興味なかったけれども、あの頃ころは話題を合わせる為ためにテレビを観みていたから、ネタは分かった。はっきり言って、その男子の真ま似ねは全然面おも白しろくなかった。笑う振ふりして、内心では莫ば迦かにしていた。目の前から消えないかなーって思ってた。

　授業が終わって教室に戻もどる途と中ちゆう、『砂の器うつわ』みたいな苗みよう字じの子に言われた。




　──さっき、顔ひきつってたよ。もうちょっと練習しないと。




　何この子。許さない。絶対に倒たおしてやるって思った。

　その日から『砂の器うつわ』みたいな苗みよう字じの子と会話する時は、表情筋の使い方に神経を集中させながら、言葉の端はし々ばしに棘とげを仕し込こむことにした。意見が食くい違ちがえば、同意する振ふりをして、少しずつ論調を変えた。論理的に言いくるめた。私のやり方に気付いた彼女は、次し第だいに理論武装するようになった。「これ知ってる？」と言わんばかりの知識をぶつけてくるようになった。

　お互たがい、尋じん常じようじゃないくらい負まけず嫌ぎらいだった。

　結果、純じゆん君以外に張り合える相手が生まれた。

　あとは、喧けん嘩かして本音を言い合って終わり。

　今でも、部長とこの時の話をたまにする。

　部長曰いわく、「あの時は本気で先生のこと嫌きらいだったなぁ。何でも適当に躱かわして、それでいて美お味いしい所を持っていく感じが本当に嫌いやだった。しかも、ちょっとぶりっ子入ってる感じがあったから、男子からはちやほやされるし。担任の大おお林ばやし先生だって明らかに態度違ちがったよね。大人の男の人でもそうなんだって、すっごく悔くやしかった」と。

　今じゃ部長からこんなこと言われても一言で返すだけ。「可か愛わいくてごめんね」

　当時も内心はそう思ってたけど。口にしないだけ。

　けらけらと笑いながらモールの中ではしゃぐ部長を見ていて、今の学校に行って良かったと心の底から思う。建て前とプライドが渦うず巻まく女子高生という生き物をやっていると、部長の有あり難がたさを実感する。他にも仲の良い子は居るけど、それは基本学校だけ。学校の外で、余よ所そ行いきの猫ねこを被かぶらずに、遠えん慮りよなく本音で言い合えるのは部長だけ。

「ね、先生。何ぼんやりしてんの？　ほら、これ見てよ」

「何？」

　部長が不細工なマナティーのぬいぐるみを見せつけてくる。

「先生そっくりじゃない？」

「は？　こんな不細工じゃないから。私はもっと可か愛わいいでしょっ。ほら、これとか」

　両手を挙げて威い嚇かくするミナミコアリクイ。手に取ってから思った。これ、部長っぽい。

「えー、先生はそんなこぢんまりしてないよ。もっとふてぶてしい──」

「よく見たら、これ部長っぽい」

「それっ、カワイイって言ってくれてる？」部長の顔が明るくなる。

「必死に身体からだを大きく見せて虚きよ勢せい張ってるとこが部長そっくり」

　部長がこれ見よがしに嘆たん息そくして「……はぁ。先生のお腹なかを割さいて鳥を詰つめたいなー。先生でキビヤック作りたいなー」と明後日あさつての方を向きながら猟りよう奇き的てきな事を口走った。

　キ、キビヤック？　あのアザラシのお腹なかに鳥を詰つめて熟成させる民族料理？

　やっぱりクレイジーサイコガールだっ！　友人に言う台詞せりふじゃないよっ！

「……ちゃんと責任もって食べるんだろうね？」

「それは勘かん弁べんして下ください。私はキビヤックを作るだけで満足です」

「食べてよっ！　私のお腹なかで発はつ酵こうさせた海鳥の内臓をすするとこまでセットだからねっ！」

「うぇっ。想像しただけで気持ち悪い」

　諸もろ々もろの前言を撤てつ回かいしたい。友達、間ま違ちがえたかな？　自信が無くなってきた。

「自分でキビヤックって言ったんでしょっ！」

「ごめんごめん。ふと思ったんだけど、キビヤックのぬいぐるみあったら可か愛わいくない？　お腹なかの中から鳥のぬいぐるみが出てくるの」

「……何その猟りよう奇き的てきなぬいぐるみ。でも、嫌きらいじゃない。そういうの好き」

「だと思った」

　手にしたミナミコアリクイを戻もどそうと──名残なごり惜おしい。怒おこった部長感が絶ぜつ妙みよう過すぎる。そうだっ！　部長の誕プレ候補にしておこう。うん、悪くない。ちらっと値札を確かく認にん。今日の手持ちじゃ破産するけど、そこまでじゃない。プレゼントとしても最適な価格帯。

　ミナミコアリクイ君、ちゃんと冬まで生き残るんだぞっ。

「ね、次どこ行く？　ガチャガチャやる？　クレーンゲームやる？」

　今日はテンション高いなぁ。はしゃぎっぷりが半はん端ぱじゃない。

「ガチャガチャからのヴィレヴァン？」ザ・定番ルート。

「それだっ！　そうと決まれば──ね、あれって……」

　動きが止まる。おずおずと部長が指した方向を目で追って──あっ！

　えっ！

　なんで？

　どうして？

　ありえない！

　バカっぽいオフショルのトップスを着たぱーぷりんと──純じゆん君。

「……白しろ崎さき君と慈し衣え菜なちゃん、だよね……って、先生っ！　般はん若にやみたいなお顔にっ！」

「……殺人って、刑けい法ほう何条だっけ？　初犯は六年？」

「一九九条……って、ダメだよっ！　それはダメだよっ！　落ち着いてっ！」

　部長が私の手を取ってぎゅっと握にぎろうとするが、私の拳こぶしは固く締しまってほどけない。

　言わんこっちゃない。あの女、血祭りに上げてくれる。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　体育館の隅すみで、汗あせを拭ふいて水すい筒とうを取る。ふぅ。冷えたスポドリが身体からだに染しみていく。

　バッグからスマホを出してチェックすると、那な織おりからラインが入っていた。

《緊きん急きゆう》

《バカ女と純じゆん君がデートしてる》

《どっかの誰だれかさんは大だい丈じよう夫ぶって言ってましたよね？》

　純じゆんと慈し衣え菜ながデート？　まさか。あの二人に限ってそれはないでしょ。ちょっと息いき抜ぬきに出で掛かけたとかそんな感じ……じゃないの？

「琉る実み、どうした？　顔が険しいよ？」

　麗れい良らが隣となりに腰こしを下ろした。体育座りをして、腕うでを投げ出したまま大きく息を吐はいた。

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ。それより、今日の練習はしんどいよね。わたしも結構疲つかれた」

「全然大だい丈じよう夫ぶじゃないけど、心配かけるのはアレだし、大だい丈じよう夫ぶって言っとこうって感じ？」

　三年生の動きを目で追いながら、麗れい良らが言った。露ろ骨こつに雑談できる雰ふん囲い気きじゃない。

　飲み物をぐびぐび飲んでいる麗れい良らに、「ちょっと、やめてよ。ほんと、そこまでじゃないから」と返す。わざわざ相談するほどのことじゃない。今のところ。

「そこまでではないけど、少しはあるんだ？」

　初めて麗れい良らがわたしの顔を見た。ちょっとだけ優やさしい目をして、「言いたくなったら遠えん慮りよなく言いなよ。琉る実みといい、可か南な子こといい、溜ため込こむのは悪い癖くせだよ」と言って、わたしの頭をくしゃくしゃっと雑に撫なでて立ち上がった。

「さ、うちらもあとひと踏ふん張ばり。行くよー」

　麗れい良らが声を出しながらコートに戻もどっていく。

　敵かなわないなぁ。

　こういうさり気なさ、ほんと惚ほれそう。

　わたしがこんなんじゃダメだ。よしっ。

　膝ひざに手をついて肩かたで息をしている可か南な子このお尻しりを叩たたく。

「水分取った？」

「まだ」

「行っといで」

　さて、あとちょっと。気合入れないと。那な織おりのことは後回し。




　練習が終わり、更こう衣い室しつで着き替がえながら、スマホを取り出す。通知を示す赤い丸がアイコンの上にあった。七件。開くと、五件は那な織おり。二件は亀かめちゃん。

　那な織おりとのトークを開くと──、

　慈し衣え菜なと純じゆんが、フードコートらしき所で食事をしている写真。

　純じゆんのアイスを食べようと、身を乗り出している慈し衣え菜なの写真。

　慈し衣え菜なが純じゆんにアイスを食べさせようと、あーんしている写真。

《どこが大だい丈じよう夫ぶなの？》

《仲なか睦むつまじいデートに見えるけど》

　完全に怒おこってる。あいつ、怒ど鳴なり込こんだりしてないよね？　あー、心配になってきた。

　送られてきた時間を確かく認にんすると、最後のメッセージから既すでに二時間。

　それにしたって、この写真は……幾いくらわたしでもちょっと思うところあるわ。生で見た那な織おりの気持ちがわからないでもない。でも、これは慈し衣え菜なだから何の意図もなくできているわけだし、その辺の基準がちょっと違ちがうっていうか……落ち着け。そうだ、落ち着こう。

　ぷいっ。

　頰ほおに人差し指がめり込む。

「また顔が強こわ張ばってる。さっきの続き？」

「う、うん。そんなとこ」

「白しろ崎さき関係？」

「それも多少はあるけど……うちの愚ぐ妹まいにひいてる」

　離はなれたところで着き替がえていた可か南な子こが、「琉る実みー、このあとどーする？」と叫さけんだ。

　可か南な子この声に釣つられて、みんながわたしの方を向く。

「ごめん。今日は帰るっ！」

　みんなと夕飯を食べてる場合じゃない。なんかやらかす前に、那な織おりに会わなきゃ。

　純じゆんとも話がしたい。慈し衣え菜なは──多分、大だい丈じよう夫ぶ。ちらっと可か南な子こに目をやる。

「ね、可か南な子こ」

「んー？」

「次は行くから。今日は、ごめん。みんなもごめんね」

　改めて断りを入れてから、麗れい良らに向き直る。

「麗れい良らは……その、嫉しつ妬とってする？」

「い、いきなり何っ」珍めずらしく麗れい良らがうろたえた。

「たとえば、他の女の子と喋しやべったりしてるのを見ちゃうとか」

「その程度ではしないかなぁ。もちろん、仲良さそうにベタベタしてると、ちょっとってなるけど……そもそも学校違ちがうし、そういう場面にあんまり出くわさないってのもある、かな」

　なるほど。

「じゃあ、女の子と一いつ緒しよに出で掛かけてたら？」

「……理由によるかなぁ。百パーやだってわけじゃないけど……やっぱ、嫌いやかも。彼女を不安にさせることしたら、理由がどーのじゃなくて、アウトでしょ？」

「だよね。仮に、どっちも好意がない、としたら？　そういう関係じゃない的な──」

「それこそ理由によるけど……事前に言ってほしいな。せめて」

　そうだよね。そうじゃなきゃ、不公平だよね。

「貴重な意見、ありがと。助かる」

「こんなんで良かったの？」

「うん、十分だよ」

　さて、那な織おりを捕つかまえて──もう家かな。まだ亀かめちゃんと一いつ緒しよに居る？　まさか慈し衣え菜なや純じゆんのところ……そう言えば、亀かめちゃんからも連れん絡らくが来ていたんだった。スマホを再び確かく認にんする。

《なおちゃんとそっちに行く》

《私は止めたけど、なおちゃんが聞いてくれない》

　え？　那な織おりが来てんの？　学校に？

　急がなきゃ。慌あわてて身み支じ度たくを整え、麗れい良らに「鍵かぎとかもろもろ、よろしく」と伝えて、「じゃ、用事あるから先帰るねっ！」とみんなに言って更こう衣い室しつを飛び出した。先せん輩ぱいの姿が見えて、ちょっとスピードを緩ゆるめて挨あい拶さつ。とりあえず、正門？　正門だよね？　ああっ、遠いっ。

　走りながらスマホを取り出して、那な織おりに電話をかける。ようやく正門が見えてきた。

　出ない。だったら、亀かめちゃんに──正門のところで、那な織おりが仁に王おう立だちしていた。

　あんにゃろっ。出ろっ！

　呼び出しを切って、スマホを仕し舞まう。守しゆ衛えいさんに挨あい拶さつして正門を出る。

「あんた、電話に出なさいよっ！」

「だったら、既き読どくスルーしないで」

「それは……練習してたんだからしょうがないでしょっ！」

「えっと、その、神じん宮ぐう寺じの姓せいを持つお二人さん、ここで喧けん嘩か腰ごしの立ち話は悪目立ちするかと思うんですけど。如何いかがでしょう、場所を変えてみては」

　亀かめちゃんが那な織おりの横からひょっこり顔を出した。

「そ、そうだね。どうしよっか？」

「琉る実みちゃん、ご飯はお家うち？　それとも外？」

「……考えてない」

　お母さんに連れん絡らくするの忘れてたっ。外で食べるんなら、早めに連れん絡らくしなさいって言われてたんだった。あー、えっと……「亀かめちゃんは？」

「うーんと、まだそういう話は出来てないっていうか……先生、どーする？」

　亀かめちゃんが那な織おりの顔色を窺うかがいながら、おずおずと尋たずねる。

「外で良いいよ。夕飯代貰もらって出て来たし」

　腕うでを組んだまま、那な織おりがぶっきらぼうに言った。ちょっと、その態度はなくない？

　この状態の那な織おりは半はん端ぱなく面めん倒どうくさい。今のままだと落ち着いて話せそうにないけど、食べ物を与あたえれば機き嫌げんが戻もどるかもしれない。ただ、これだけは言わせて。

「またあんたはそうやってすぐねだる。ちょっとはやり繰くりを──」

「琉る実みちゃんっ！　気持ちはわかるけど、ここは抑おさえて」

「ご、ごめん。じゃあ、わたしもお母さんに連れん絡らくする」

　お母さんに〈晩ご飯は外で食べる。那な織おりも一いつ緒しよ〉と送ると、《もっと早く連れん絡らくしてよね。用意してないからいいけど》と返ってきた。用意してないのっ？　家で食べるって言ったらどうするつもりだったのっ!?　と思いつつ、触ふれないでおく。我が家は基本そんな感じ。

「じゃあ、どこにする？　亀かめちゃんは何食べたいとかある？」

「なんでもいいよー」

「どうしよっかぁ。結構お腹減ってるし──」

「ちょっとっ！　私にも訊きいてよっ！　さらっと無視しないでっ！」

　さっきまでぶすっとして口をへの字にしていた癖くせに、食べ物の話になるとこれだ。

「だってお肉が食べられれば満足でしょ？」

「先生は口を開けばそればっかだよねー」

「二人して私のことを飢うえた肉にく食しよく獣じゆうみたいに言わないでよ。お肉ばかりじゃないから。たまには草だって食べるよっ！」

「草」亀かめちゃんが反はん芻すうしたのか、煽あおってるのかわからない反応をする。

　多分、後者だ。亀かめちゃんの煽あおりスキルは半はん端ぱじゃない。わたしの知る限り、那な織おりを徹てつ底てい的てきに追い込めるのは亀かめちゃんだけ。純じゆんやお父さんよりも、対那な織おり戦は亀かめちゃんの方が強い。

　あとは、お母さん。我が家で最強。お母さんには、那な織おりの屁へ理り屈くつも通じない。

「わたしもお腹なか空すいた。今日はマジで疲つかれたし。ファミレスだったらお肉もあるでしょ？」

「私は何でもおっけーだよ。琉る実みちゃんとご飯なんて久ひさし振ぶり」亀かめちゃんが頷うなずいた。

「だね。いつぶりだろう」

　後ろで那な織おりが「……昨日もファミレス……今日もファミレス……別のところがいい……せめて別系統のファミレス……段々とファミレスがゲシュタルト崩ほう壊かいしてきた……」と延々ぶつぶつ言っている。ああ、うるさいなぁっ。「文句あるなら、別の案出してよ」

「文句はあるけど、案はない」

　こいつ……と思っていると、亀かめちゃんがズバッと切り込んでいく。

「先生、そういうのは国会答弁だけにして欲しいな。ほら、なんか考えて。私は先生のお腹なかに訊きいてみるから」

　亀かめちゃんが、那な織おりのお腹なかにいきなり耳を当てて「先生の胃い袋ぶくろは何を求めているの？　んー、なんだって？　よく聞こえな～い。もしも～し、聞こえてますか？」と言い出した。

「ちょっと、人のお腹なかに耳当てないで。なんか恥はずかしい」

「先生がこの程度のことで恥はずかしがっているっ！　超ちよう意い外がい」

　なにそれ。わたしも交ざりたいっ。「どう？　聞こえる？」

「このバカどもっ。二人して私のお腹なかに耳を当てないでっ！」

　那な織おりがわたしたちの頭を押さえて、後ずさる。

「ね、亀かめちゃん。何か聞こえた？」

「聞こえなかったー。やっぱり、脂し肪ぼうの壁かべが──ふにゃっ」

　バシンっという音。そして亀かめちゃんが頭を押さえる。

「ちょっとっ！　亀かめちゃんを叩たたかないでっ！」

「その小こ娘むすめが……人のお腹なかを捕つかまえて、失礼千万なことを口走るからだっ！」

「亀かめちゃん、ごめんね。うちの那な織おりが」亀かめちゃんの頭を抱だくようにして、さする。

「琉る実みちゃん、先生は悪くないよ。悪いのは私なんだ。先生の地じ雷らいを見付けると、どうしても踏ふみたくなるこの私が全部悪いの……先生、ごめんね。私、先生とだったらどこのお店でも満足だよ。だから、先生の行きたいお店に付き合うよ」

「部長がそう言うなら……うし、間を取って、今日はイタリアン系のお店にしない？」

　那な織おりがこれ以上ないくらい自信満々な──ドヤ顔で言った。

「「あいだ？」」

　思わず亀かめちゃんと声が重なる。

　どことどこの間を取ればイタリアンになるわけ？

「細かいことは良いいのっ！　そんなことより、気にするべきはあのぱーぷりんの件だよ！」




　亀かめちゃんはシーフードのペペロンチーノ、わたしはサーモンとイクラの和わ風ふう。那な織おりはカルボナーラ。そして、サラダとピザを頼たのんで、みんなでシェア。イタリアン、正解だったかも。

　なんとなく食べ終わったくらいで、それまで黙もく々もくと食べていた那な織おりが口を開いた。

「で、そろそろ本題に入りたいんだけど、いい？」

「うん」

　姿勢を正して、口の中をハーブティーですっきりさせる。

「率そつ直ちよくに訊きくけど、あの写真を見てどう思った？」

「包つつみ隠かくさずに言っちゃうと、もやもやする。だから、那な織おりの気持ちもわかる。でも、わたしは二人には何もない……少なくとも慈し衣え菜なにそういうつもりはないって思ってる」

　わたしは知っている。あの子──慈し衣え菜なはそうじゃない。人のそういうことを、いくら妹だと言っても勝手に言うのは抵てい抗こうがある。噓うそは言わずに、全部は言わない。

　それは慈し衣え菜なに訊きいてからじゃないとダメ。友達として。

「なんでそんなこと言えるの？　乱らん脈みやくな説明じゃ納なつ得とくしないからね」

「……だって、慈し衣え菜なは……多分、好きな人が居る。そして、それは純じゆんじゃない」

　那な織おりは驚おどろいたそぶりも見せずに、「それはいつの話？　継けい続ぞくしてるの？」と畳たたみかけた。

「その話を慈し衣え菜なとしたのは昨日今日じゃないから、はっきりとは言い切れないけど……那な織おりが心配するようなことはない……と思う」

　那な織おりが頰ほお杖づえをついて、眉み間けんに皺しわを寄せながら目を伏ふせた。

　それまで黙だまっていた亀かめちゃんが、「そうだよ。先生、ちょっと落ち着いて様子を見るっていうのもいいんじゃない？」と那な織おりの腕うでに触さわりながら言った。

　よく見ると、那な織おりの腕うでをもみもみしている。亀かめちゃん、やっぱ変わってるわ。それについて那な織おりも何も言わないし、あれがあの二人の日常なんだろうなぁ。

「今日、白しろ崎さき君と慈し衣え菜なちゃんを見付けた時の先生ったら、夜叉ヤクシニーが降臨したのかと思っちゃった。今にも飛とび掛かかって喰くらい付つくんじゃないかって。宥なだめるの大変だったよー」

「それはお疲つかれさまでした。と言うか、ありがとね」

「何？　私が悪者の流れなの？」那な織おりがわたしを睨にらみつける。

「そこまでは言ってないじゃない。那な織おりの言うこともわかるよって」

「てか、最初から琉る実みがそういうことを言ってくれていれば、多少は対応が違ちがったと思うんだけど、それについて釈しやく明めいはある？」

「……ごめん。確かに言葉足らずだった。けど、友達のそういう話を人に言うのは、なるべくしたくなかったんだ。ごめん」

　わたしがされたらイヤだから。

「結局、言ってるじゃん」嘲ちよう笑しよう混じりに那な織おりが言う。

「だって、あんた、納なつ得とくしないでしょ？」

「今だって納なつ得とくしてないけどね」

「先生、そんなに怒おこんないの。ぷんぷんしたい気持ちは分かるけど、琉る実みちゃんの言ってることは間ま違ちがってないし、間に挟はさまれた琉る実みちゃんだって色々悩なやんでたんだと思うよ」

　亀かめちゃんがこっちを向いて、「ね？」とわたしに同意を促うながしてきた。

「ちょっとは……そうだね。わたしだって、純じゆんが引き受けると思ってなかったし」

「じゃ、純じゆん君が悪いってこと？」

「先生、誰だれが悪いとかじゃないよ。慈し衣え菜なちゃんにそういう気が無いってことがわかったんだし、今日の所はこれでいいじゃん。ね。気を取り直して、デザートでも食べよっ」

　渋しぶ々しぶ納なつ得とくした感じでもなく、ただただ気に入らないって顔のまま、那な織おりが黙だまった。

　わたしが「那な織おり、ごめんね」と言っても、反応すらしない。でも、まだ言い足りないって顔じゃなくて──多分、感情的になってバツが悪いだけ。切きっ掛かけさえあれば、大だい丈じよう夫ぶ。めんどうな妹だけど、こういうとこは今でも子どもっぽい。わたしとしては、安心するって言ったら変だけど、完かん璧ぺき超ちよう人じんでいられるよりよっぽどいい。成績が良くて、性格まで大人だったら、わたしなんてどうすればいいかわかんない。

「さぁ～て、ドルチェはどれにしよーかなー」

　亀かめちゃんが、恐おそらくわざと明るく言って、メニューを広げた。

「わたしも食べる。亀かめちゃんはどれにする？」

「私は……このプリンとジェラートにしようーかなー」

「それ美お味いしそうっ。あっ、このティラミスとチーズケーキのヤツも捨てがたい……悩なやむなぁ。ほら、那な織おりはどうする？　那な織おりも食べるでしょ？　どれにする？　ティラミスとガトーショコラの組み合わせもいいよね」

　バトンはわたしから渡わたす。

「私なら、そっちかな。ティラミスとチーズケーキは……チーズが被かぶってる」

　真まっ直すぐこっちは見ないけど、話には乗ってきた。やっぱり。もう大だい丈じよう夫ぶ。

「じゃあ──」

「……チーズケーキも捨てがたい」

　すぐこれだ。けど、こういうとこも含ふくめて、わたしの妹。

「先生、全部載のってるのもあるよ。ほら。これならどう？」

「だったらそれに……これだとプリンとジェラートが無い……」

「じゃあ、みんなで分け合う？」こういう時は、それが一番。

「そうしよ。先生、それならいいでしょ？」

「しょうがないなぁ。二人がそう言うなら」

　なんであんたが仕方ない感出してんのっ──と言いたいとこだけど、今日はいい。

「琉る実み」

「ん？」

「さっきの話だけど──私が勉強会に行ってもいいんだよね？」

「邪じや魔ましないなら、いいんじゃない？」

「するわけないでしょ。気になるくらいなら、行っちゃった方が良いいのかなって」

「先生がそんなこと言い出すなんて、珍めずらしいね」

「この間、純じゆん君にも訊きいたんだよね。そしたら、純じゆん君も別に構わないって……」

「ほら。那な織おりが気にしすぎなだけなんだよ」ちょびっとだけ、自分にも言い聞かせて。

　純じゆんがそう言っていた──その言葉を聞いて、さっきのもやもやが薄うすまっていく。

「よし。決めたっ。明日も純じゆん君が行くなら、私も行くっ！」

　元気になったのはいいけど──騒さわぎは起こさないでよね。

　心配だから純じゆんにも言っておこっと。
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（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「旧約聖書を読んだことのない、罰ばち当あたりな人間が好きそうな建造物ジツグラトだね」

　今にも降り出しそうな曇どん天てんの中、あの女のマンションの前に私は居た。純じゆん君と。

　ここは地じ獄ごくへの入り口。アケロンは既すでに渡わたった。ウェルギリウスよ、案内してたもれ。

　昨日、純じゆん君とあの女が入って行くとこは確かく認にんしている。もちろんそれを言うほど愚おろかではないので、初めて見た風ふうの感想を──既き知ちであることを噯おくびにも出さず──従しよう容ようたる態度で述べておく。昨日、部長に言った感想まんまなんだけど。私ったら役者さんだね。

　純じゆん君が今日も勉強をみるというので、観察対象者に接せつ触しよくを試みることにした。琉る実みから聞いた話が本当なのかはわからないけれど、私なりに反応を見ることは出来る。情報は多ければ多いほどいい。要いらないのはノイズと先入観。私のは直感です。誤解無きよう。

「構造物として高い建物は好きだけど、気持ちは分かる。高さを求める人間の業ごうは感じる。しかし、那な織おりが本当に来るとは思わなかった。雨あま宮みやも困こん惑わくしてたぞ。どんな心境の変化だ？」

「心境が変化してないから来たの。前にも訊きいたでしょ？」

「そう言えばそうだったな。あと、もしかしたらだけど、雨あま宮みやは那な織おりが思っているようなタイプじゃない。案外、話が合うかも知れないぞ」

　合うわけないでしょ。何を根こん拠きよに？　適当なこと言わないで。

「さ、早く案内してよ。ちゃんと勉強してるのか見届けなきゃ」

　地じ獄ごくの内部は、なんとまあ呆あきれるくらいセキュリティのしっかりしたマンションで、言語をかき乱されたシナルの民たみは、これくらい対策しなければ安心できないのだろう。幾いく重えにも張はり巡めぐらされた防ぼう壁へきを突とつ破ぱして、あの女が住む階に着く頃ころには日付が変わるのではと思うほどだった。こんな面めん倒どうなとこになんて住みたくない。

　昨日、ぱーぷりんの父親はネデットのデザイナーだと部長から聞かされた。最近、名前を聞くようになったハイブランド。ネットの記事やYouTubeの動画で見たことがある。まだ広く浸しん透とうしているとは言えないけど、支持している人はそこそこ居る。そんな印象。センスは良かった。けど、買えるような値段じゃないから、積極的に調べるとかはしていない。

　そして、両親は離り婚こんしているとかなんとか。ナヴァロンの要よう塞さいみたいなこのマンションは、高こう額がく慰い謝しや料りようの成せるワザなのかも知れない。正直、どうでもいい。興味はない。

　純じゆん君がなにかやり取りをして、部屋のドアが開いた。私は後ろから観察する。

　ドアの向こうから、ふわふわした金きん髪ぱつの女が出て来た。服はひらひらしている。誘ゆう惑わく目的？　下はパンツだから違ちがう？　この前と違ちがって、露ろ出しゆつ度どは高くない。余りギャルギャルしていないではないか。ちょっといいとこの子然ぜんとしている。

「お二人さんっ！　やっと来たねｌ」

「お邪じや魔ましまーす」純じゆん君が慣れた感じで中に入って行く。

　靴くつを脱ぬぐ純じゆん君の後ろで様子を窺うかがう。広い玄げん関かん。框かまちに大理石。据すえ付つけられた、服が掛かけられそうなくらい高さのあるシューズボックス。芸能人の家みたいないわゆる感満まん載さいの玄げん関かんだけど、案外殺風景。我が家のごちゃっとした玄げん関かんとは大おお違ちがい。

「えっと、那な織おりちゃん、でいい？　みんなは何て呼ぶの？　ね、教えて教えて」

「……那な織おりちゃんとかなおちゃんとか。そんな感じ」

　約一名、よく分からない呼こ称しようで呼ぶ不届き者が居るけど、語るに及およばず。

「ふむふむ。てか、今日の服、鬼おにカワイイっ！　スカートもイイ。シルエット綺き麗れい。てか、パーカーカワイイ。そのパーカーどこの？　エナはそういう感じ、あんま似合わないんだよねー。超ちよう羨うらやましい。いーな、いーな」

　ぱーぷりんが私の服をじろじろ観察してくる。興味持たれないよりはいいけど、値ね踏ぶみされてるみたい。「……あ、ありがと」とりあえず、言っておく。余よ所そ行いきモード。レベル１。

「やー、まさかにゃおにゃおが来てくれるとはっ。テンションあがるわー」

「にゃ、にゃおにゃおっ？」

　待って。にゃおにゃおって何？　いきなり馴なれ馴なれし過ぎない？　にゃおにゃお。口の中で小さく繰くり返かえす。マジか。呼ばれたことない。響ひびきが可か愛わいいだけに複雑。

「あ、ダメだった？」

「別にダメじゃないけど……お邪じや魔まします」

　にゃおにゃおの是ぜ非ひは一いつ旦たん審しん議ぎ！　一時、預かり。気に入ってはないからね。断じて。どこぞのたわけが言う肉にく布ぶ団とん先生よりは数百倍マシだけど。

「部屋はこっちだよー」ギャルギャルしい女がそう言ってから振ふり返かえって、「そだ。エナのことわ、気軽にエナって呼んでねー」と一言添そえてから、部屋に入って行った。

　先にあがった純じゆん君のシャツを引っ張る。

「ね、基本あんな感じなの？　純じゆん君、よく疲つかれないね？」

「慣れた。ただ、今日はいつもよりテンション高いな。珍めずらしくジャージじゃないし」

「え？　いつもジャージなの？」

「ああ。それも学校の」

　気持ちはわかる。近くにあったら、学校のハーフパンツは普ふ通つうに穿はく。楽だし。何なら我が家には同い年が二人居て、しかもその内のひとりは運動部で、普ふ通つうの家の二倍以上の在庫がある。つまりはその辺に転がってる率が高い。故ゆえに着用率も高い。超ちよう重ちよう宝ほう。

　けど、男子が来る時にその恰かつ好こうは──幾いくら私でもしない……しない？

　ごめん、穿はいてる。普ふ通つうに純じゆん君の前で学校のジャージ穿はいてる……けどっ、前提条件違ちがうよね？　だって私の場合は、嬉うれし恥はずかし初めて同級生を自宅にお呼びする的なニュアンス皆かい無むだよ？　たまにうちで夕飯食べてるし、うちの両親とも仲なか良いいし。

　油断してるとか言うなっ！　開き直ってなんて……ないよ？　別にジャージくらい見られてもなんて思ってないよ？　待って。そもそも、ジャージ姿なんて体育の時間に見られてるんだから、関係なくない？　あれ？　だったらジャージ着てても関係なくない？

　ダメだ。これはよくない結論を導いてしまう。深追いは危険。

「学校のジャージはヤバいですね。お里が知れますわ」

「おまえが言うな。それを言うなら、那な織おりの女子力だって地を這はってるだろ」

「は？　聞き捨てならないんだけど？　この私をして女子力が低い──だと？」

　私の女子力は低くないっ！　ジャージの件は置いておいて。それは別件。女子力関係ないから。自宅くらい好きにさせてっ。そんなことより、今日着てる七分のマリンパーカー、結構イイヤツなんだよ？　セーラー感あって可か愛わいいじゃん。さっきぱーぷりんも可か愛わいいって言ってたじゃん。胸むな元もとのリボンだって可か愛わいいでしょ？　中に着てるブラウスだってそれなりのヤツだし、このサーキュラースカートだって可か愛わいいでしょ？　ネイルだってラメパウダー散らしたり、ホロだって貼はったんだよ？　そりゃ、女子の家に行くんだし、況ましてやぱーぷりん相手だし、ナメられたら負けってのもあるけど、メイクだって時間かけて……なんて言えない。

　言いたくない。

　男の子に自分の着てる服を解説するなんて、どんな地じ獄ごく？　これは女子同士で──玄げん関かんでのやり取りは無視するとして、社交辞令も含ふくめつつそれいいよねー等と言い合うものであって、男子相手にどうこう言うもんじゃない。

　つねってやれ。このばかたれ。ちょっとくらい身なりに触ふれやがれ。

　脇わき腹ばらをほんのひとつまみ。

「──痛っ！　なんだよ、にゃおにゃお」

「なんでもない。あと、次そう呼んだら、この前エロ動画観みてたこと学校でバラす」

「だから、あれは違ちがうって──」

「ちょっと、いつまで玄げん関かんにいるのー？　早く入りなよ」

　ぱーぷりんがそう言ってドアから顔を覗のぞかせた時──毛むくじゃらが走ってきた。

　ねねねねね……ねこっ!!!!

　猛もうスピードで走って来て、急にブレーキをかけて床ゆかをシャーっと滑すべったかと思うと、すごい勢いでカシャカシャと爪つめで床ゆかを引ひっ搔かきながら部屋に戻もどって行いった。なんと華か麗れいなＶターン。

　待ってっ！

「見知らぬ人が居て、驚おどろいたんだな」

　そんな解説いらないっ！

　猫ねこを追おい掛かけて厭いや味みったらしいほど広い部屋に入ると、まるで野球のボールを掬すくうみたいにして猫ねこをキャッチしたぱーぷりんがほほ笑えんだ。「にゃおにゃお、猫ねこ好すきなん？」

「うん、まぁ……」はよ。はよそのもふもふの塊かたまりに触さわらせれ。

「はーい」後ろ足をだらーんとした恰かつ好こうの猫ねこが差し出される。

　恐おそる恐おそる受け取って……ふおっ。私の腕うでの中にもふもふがっ。意外と重量感。顔を覗のぞき込こむと、しっとりと濡ぬれた鼻がふしゅふしゅ言っている。目、超ちよう綺き麗れい。髭ひげの生えてるとこ、つんつんしたい。肉球をふにふにしたい。肉球くらいなら──ぷにんぷにんしとるっ！

　たまんない。

　持って帰りたい。

「やっぱり双ふた子ごだねー。るみちーもメロメロだったし」

　あとから現れた純じゆん君が「だな」と言って、ソファに腰こしかけた。

「ね、見てみて。超ちよう可か愛わいくない？　この生き物、ヤバいよっ！」

　耳と耳の間に鼻をうずめると、ちょっと獣けもの臭くさい。けど、癖くせになる。耳がぴくぴく動いて、頰ほおにぱしぱしと当たる。それすら愛おしい。またしても母性が目覚めそうっ！

「可か愛わいいのは認めるけど、気を付けないと服が毛だらけになるぞ」

　足元に置いた鞄かばんからノートや参考書を取り出しながら、純じゆん君が言った。

　あの水を差すマンは何なの？　彼には人の心が無いの？

　神よ。どうかその御み名なに於おいて、寂さびしき彼の饑き渇かつした心に愛念の水を与あたえ給たまえ。

　お猫ねこ様さまが前足を突つっ張ぱって、私の顔から距きよ離りを取ろうともがく。もう嫌いやがっちゃって。素す直なおじゃないなぁ。もっと私と仲良くなろうよっ。ほらほら、女子高生のお姉さんだよ～。

「アイン、嫌いやがってるだろ？　放してやれよ」

「嫌いやがってないよっ！　戯たわむれてるんだよっ」

　顔をぐりぐりっとお腹なかに押し付けると──アインと呼ばれたお猫ねこ様さまが、私の胸を後ろ足で思い切り蹴けって椅い子すの下に逃にげ込こんだ。ちょっと、失礼過ぎない？　生まれて初めておっぱい蹴けられたんだけど。まったく、飼い主に似て礼節が欠けてるんじゃない？

「にゃおにゃお、あとで使って」ぱーぷりんが粘ねん着ちやくクリーナーを渡わたして来きた。

「猫ねこの毛って、うわ、こんなとこにもってくらい付くから。マジ、気を付けて。エナなんて、この前、かにゃこにガムテで全身ペタペタされたかんね。そうそう、そん時、スクバもやばくってさー。アインったら、勝手にスクバに入り込んでたみたいで、もう全部毛だらけ。超ちよう大たい変へんだった。あ、あとこれ、アインと遊ぶ用」

　めっちゃ喋しやべる！　てか、かにゃこって誰だれ？

　やや気け圧おされつつ、棒の先にネズミの玩おも具ちやがぶらさがった猫ねこじゃらしを受け取る。

　頭はアレだけど、悪い奴やつではないかも知れぬ。だがしかし、油断は禁物じゃ。

「……ありがと」

「那な織おりは猫ねこに夢中だし、僕らは勉強始めるとするか」

「おっけー」

　ふ。計画通り。私が猫ねこに構っていれば、勝手に始めるであろうことは想定済み。

　浅はかな人間どもよ。ボロを出すがよい。

　さぁーて、お猫ねこ様さま──アイン君はどちらにっ？




　遊んだ。たっぷり遊んだ。私としたことが、二人の動向そっちのけで遊んでしまった。

　悪あく魔まだ。猫ねこは時間を盗ぬすむ悪あく魔まだ。気を付けねば。だが、かなり仲良くなれた。もう親友と言っても過言じゃない。私的には。遊あそび疲つかれて丸くなったアイン君を撫なでながら、振ふり返かえる。

　キッチン近くのテーブルに座る二人。騒さわいでなかったから集中してたっぽい。いやいや、私は騒さわいでないから。騒さわいでたのはアイン君だから。低てい俗ぞくな邪じや推すいはやめて頂きたい。

　参考書を読んでいた純じゆん君と目が合った。

「進しん捗ちよくはどう？」

　少しは人間の相手もしてやらねば。ここに来た意味が無い。

「順調だよ。雨あま宮みやも、今日は珍めずらしく文句言わないしな」

「なにそれー。いっつもエナが文句言ってるみたいじゃん。このっ」

　ぱーぷりんが純じゆん君の頰ほおを両手で挟はさむ。ちょっとっ！　馴なれ馴なれしいよっ！

　やっぱり油断ならないじゃんっ！　琉る実みの噓うそ吐つきっ！

　純じゆん君がうざったそうにぱーぷりんの手をどけつつ、「いつも文句言ってるだろ。飽あきただの寝ねたいだのお腹なかが空すいただの」と言った。演じてるって感じじゃなかった。心の底からうざい、やめろって感じだった。つまり、ぱーぷりんが一方的に絡からんでるだけ──？

「んなこと言ゆってないし」

「てか、ザキ、さっきにゃおにゃおのパンツ見てたでしょ？」

「は？　おまえっ、いきなり何を言い出すんだ」純じゆん君がいきなり大きな声を出した。

　パンツ？　「どういうこと？」

「さっき、にゃおにゃおがアインと遊んでた時、ちらっと見えちゃったんだよねー。にゃおにゃおのパンツだ、ラッキーと思って、ザキを見たら、めっちゃガン見してた」

「ガン見なんかしてねぇよっ！」

「えー、めっちゃ見てたじゃーん」ぱーぷりんが純じゆん君に突つっ込こんでから、私を見て「けど、安心して。見えっぱとかじゃなかったから」とフォローする。

　いいですけど。この際、そこはいいですけど。

　そうかそうか。ぱーぷりんの勉強を見つつも、純じゆん君は私のことが気になって仕方がなかったんだね。ぱーぷりん以上に私のことが気になってたんだね。私の事を見ていたんだね。そういう解かい釈しやくでいいんだよね。私は相手にされていない訳じゃ無かった。興味を失われた訳じゃ無かった。私はぱーぷりんに負けてない。寧むしろ、勝ったんだ。杞き憂ゆうが少しずつ霧む散さんしていく。

　来て良かった。来た甲か斐いがあった。それを確かく認にんしたかったんだもん。

　純じゆん君の隣となりに腰こしかける。「ふーん。何色だった？　ほれ、私に言うてみ？」

「知るかっ」

「噓うそだぁ。ザキ、絶対見てたもん。ザキなんて、そーゆーの興味ないっぽい雰ふん囲い気きめっちゃかましてくんのに、やっぱ男子なんだねー。それとも、相手がにゃおにゃおだから??」

「おまえらしつこいぞっ。僕はたまたま那な織おりの方を見ただけだっ。それ以上でも以下でもねぇよ。ほら、勉強の続きを──」

「やっぱ見てんじゃーん。このセクハラ教師っ！」

　ぱーぷりんに乗っかって、純じゆん君の耳元で「（セクハラ教師）」と吐と息いき混まじりで囁ささやいてあげる。

「だぁぁぁ、おまえら揃そろいも揃そろって何なんだよっ！　大体、那な織おりがスカートなのにやたらと飛とび跳はねるから悪いんだぞ。女子ならスカートの裾すそくらい気にしろよっ！」

「これは逆ギレっすわ」

　ぱーぷりん──もといしえなと目が合う。心の中くらい名で呼んでやろう。「逆ギレだね」

「ちなみに、今、何やってんの？」

　ふしゅーっと空気の抜ぬけたセクハラ教師を放置して、幾いく何ばくかしえなに興味を注ぐ。

「古文。意味不明。給ふは結局、尊敬語なの？　謙けん譲じよう語ごなの？」

　シャーペンを振ふり振ふりしながらしえなが答える。

「どっちも。ほら、ここに尊敬語は四段活用、謙けん譲じよう語ごは下二段活用って書いてあるでしょ？」

「でも、〝へ〟がダブってんじゃん。つーか、尊敬語と謙けん譲じよう語ごがそもそもよくわかんない」

　このレベルから行くの？　尊敬語と謙けん譲じよう語ごなんて、中等部でもやったじゃん。

　そうだっ。

「ちょっと待って」私はソファに戻もどって、鞄かばんからある物を取り出した。

　ふふふ。今日の為ために秘密兵器を持って来たのだ。

　いでよっ！

「どう？」

　眼鏡装備っ！

　人に勉強を教えるには必要でしょ。これぞ女教師でしょ？　教える気は無かったけどね。うん、ほんとに。ただ、もしかしたらってこともあるから、念ねんの為ため、ね。そう、念ねんの為ため。

「にゃおにゃお、鬼おに似合ってる！　にゃおにゃおって普ふ段だん、メガネなん？」

「違ちがう違ちがう。ＰＣグラス。ブルーライトカットの。頭良さそうじゃない？」

　お父さんから貰もらったまま、ずっと眠ねむっていた秘密兵器。ブルーライトカットとか言われても、薄うっすら色味の付いた眼鏡でしょ？　サングラスみたいなもんでしょ？　モニターの輝き度どを落とすから要いらない。なんて思って使わなかったけど、これでようやく日の目を見た。

　伊だ達て眼鏡って言うとアイテム感あるけど、ＰＣグラスって言えば実用感出るよね。

「めっちゃ頭よさそうっ。てか、にゃおにゃおは勉強できるじゃん」

　へへ。出来ますとも。今日は眼鏡付きだし。「で、何だっけ？　尊敬語と謙けん譲じよう語ご？」

「そーそー」

「尊敬語も謙けん譲じよう語ごも意味は一いつ緒しよだよ。主体に使うか客体に使うかの差なんだって」

「しゅたい？　きゃくたい？」

　えーと、そこから、か。あーっ、もうっ。どっから説明すれば──。

　気の抜ぬけていた純じゆん君が横から、「主体ってのは、動作しているヤツだ。食べたり、飲んだりしているヤツ。誰だれ々だれが〇〇した、の誰だれ々だれのことだよ。主語のことだと思っていい。客体ってのは……ざっくり言えば、相手のことだ。私は誰だれそれに対して〇〇した、の誰だれそれ。例えば雨あま宮みやが偉えらいヤツだったとして、《雨あま宮みやが那な織おりに猫ねこじゃらしをあげた》の場合は雨あま宮みやに対して尊敬語を使う。《那な織おりが雨あま宮みやに猫ねこじゃらしを渡わたした》だったら雨あま宮みやに対して謙けん譲じよう語ごを使う。尊敬語とか謙けん譲じよう語ごを使う相手は同じなんだよ。ここは変わらない。だから、文中で尊敬語とか謙けん譲じよう語ごが使われている相手が出てきたら、そいつをチェックしておけばいい。動作の主体なのか客体なのかで、尊敬語か謙けん譲じよう語ごか決まるだけだ。追試程度ならパターンで暗記した方が早い。ここに纏まとめてある尊敬語と謙けん譲じよう語ごを覚えれば何とかなる」と語り出した。

　ちょっと、横取りしないでよ。あと、なんでしえなと私で、しえなの方が位高いの？　おかしくない？　納得いかない。まぁ、よい。白崎君、君の手て柄がらは有あり難がたく頂ちよう戴だいしよう。

「つまり、そういうこと。わかった？」

「にゃおにゃお、さすがっ！　なんかわかった気がする！」

「おいっ！　説明したのは僕だろっ。なんで那な織おりの手て柄がらになってんだよっ！」

「ちょっとは私を立ててくれてもいいじゃん。パンツ見たんでしょ？」

「いや……それはさっきも言ったようにたまたま──」

　白しろ崎さき君、この期ごに及およんでそれはちょっと無理がありますわよ。

　視線を逸そらして、俯うつむこうかとしている純じゆん君の顎あごに手を添そえて、こっちを向かせる。

「見たんだよね？」私至上最高の笑え顔がおでお送りしました。

「……はい」

　なにこれ。超ちよう気き持もちいいっ。人を傅かしずかせるのって、たまんない。ぞくぞくする。

　今度、教授辺りを捕つかまえて──教授と言えば、全然役に立ってないじゃん。すっかり忘れてたけど、なんかしえなとのこと、邪じや魔まするとか息巻いてたよね？　何もしてなくない？

　お仕置きですね。

　おダ仕チ置ユきラ決定です。折せつ檻かん部べ屋やにご招待です。

「ザキ、ざっこ」

「うっせぇ！　大体、おまえがバラすから──」

「白しろ崎さき君、雨あま宮みやさんに給ふの活用を教えてあげて下さるかしら？」

　首を傾かしげつつ、眼鏡をくいっと。那な織おり女教師バージョンでお届けしております。

「那な織おり……てめぇ、あとで覚えてろ……」

「なんか言った？」

「……言ってないです」

「じゃあ、あとよろしくね。白崎君」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　午前の練習が終わり、みんなより早くお昼を食べ終わったわたしは、自じ販はん機きコーナーでアイスココアを買って、日ひ陰かげのベンチで時折吹ふく風に当たっていた。

　那な織おりが慈し衣え菜なと喧けん嘩かしてないか、ふと不安になる。純じゆんにそれとなく訊きいて──スマホを取り出したところで、通りがかった瑞みず真まに声を掛かけられた。

「何、黄昏たそがれてるんだよ」

「何しようがわたしの勝手でしょー。てか、今日の男バスめっちゃ気合入ってるね」

「まーな。それは女バスだって一いつ緒しよだろ？」

「だね。お互たがい、金曜は頑がん張ばらないと」

　金曜日は総体──今日を入れて試合まであと五日。第一試合を突とつ破ぱして、第三試合まで残れば県代表。つまりインターハイ。

　どっちの部も気合が入るのは当たり前。それは他の部も一いつ緒しよ。だから、今日の体育館はピリピリしている。中等部の体育館を練習に使っている部もあるくらい。

「おう。そういや、白しろ崎さきって慈し衣え菜なに勉強教えてんのか？」

　野球部でもない癖くせに、瑞みず真まがボールを投げる真ま似ねをしながら言った。

　んん？　どうして瑞みず真まが知っているんだろう──と思ったけど、純じゆんから聞いたのかも。

　何か知らないけど、仲イイんだよね。あんまり合うタイプだとは思わないけど、友達ってそういうもんでもないし。何かにつけて瑞みず真まから絡からんでるって印象はあるけど。

「ちょっとー、うちの琉る実みを口説かないでよー」

　後ろから可か南な子この声がしたと思ったら、ベンチの背もたれ越ごしに抱だき着つかれた。

「もう、瑞みず真まがしつこくてー。可か南な子こが来てくれて良かったー」

「口説いてねぇし。口説くなら、もっとお淑しとやかで守ってあげたくなるような子にするわ」

「はいはい。どーせわたしはお淑しとやかじゃないですよ」

　那な織おりみたいに──と口から出かかったけど、やめた。あの子を引き合いに出すのは定番の流れだけど、もうしない。瑞みず真まがそうなのかは別として、一部の男子は那な織おりのことを完全に勘かん違ちがいしている。というか、騙だまされている。




　──引ひっ込こみ思じ案あんで口下手な守ってあげたくなる可か愛わいいオタ女子。




　初めて聞いた時は、耳を疑った。ありえないでしょ。

　見た目の印象だけならわからなくはないけど……口下手で守ってあげたくなる、は無理がある。それなのに、那な織おりのことをよく知らない男子から、「琉る実みは妹と違ちがって──」みたいなことを何度も言われた。最初の内はそんなことないからみたいに返していたけど、いつの頃ころからか面めん倒どう臭くさくなって、自分から那な織おりを引き合いに出すようになってしまった。

　よくないって思いつつ。だから、もうやめる。

　ちなみに、那な織おり本人は気付いてないかもしれないけど、女の子には結構見み抜ぬかれてる。あと、うちのクラスの男子の何人かも気付いてる。あいつ、純じゆんや森もり脇わきの前では素で話すから、そういうのを見た人たちから「琉る実みの妹って、あんな感じなんだ」と何度か言われた。

　猫ねこ被かぶって上う手まくやってると言いながら、脇わきが甘いのがなんとも那な織おりらしい。

　──わたしも人のこと言えないけど。純じゆんと付き合ってたことバレてたし。

「琉る実みはお淑しとやかじゃないかもしんないけど、こー見えて、ガチめに乙おと女めなんだよ？」

「ちょっとっ！　可か南な子こっ！」

「ふーん、琉る実みが乙おと女めね。いいじゃん。そういうキャラでいけば？　モテるかもよ？」

「瑞みず真ま、うっさい。早くどっか行って」余計なお世話だっての。

「そーだそーだ。ガールズトークの邪じや魔ましないで」

「んだよ。後から来た癖くせに」

　可か南な子こに向かって捨すて台詞ぜりふを吐はいて、瑞みず真まが自じ販はん機きの方に去っていった。

「ね、さっき聞こえたんだけど、白しろ崎さきが慈し衣え菜なの勉強見てんの？」

　可か南な子こがわたしの隣となりに座る。そしてアイスココアを奪うばって、ひと口。

「ちょっと、全部は飲まないでよ」

「味見味見。そんな飲まないって──で、マジなの？」

「うん。なんか話の流れでそうなったんだよね。最初は、那な織おりに頼たのむって話だったんだけど、あの子はそういうの嫌いやがるだろうし、どうしようかと思ってたら──」

「白しろ崎さきがご指名されたってこと？」

「そういうこと。純じゆんも、最初は断るつもりだったみたいなんだけどね」

「まー、白しろ崎さきもそういうの嫌いやがりそうだわ。そんな感じがする。しかし、慈し衣え菜ながあんたの妹に勉強を教えてもらいたい、ねぇ。それが意外。まるっきりタイプ違ちがうじゃん」

「でしょ？　そりゃ確かに成績はいいけどさ。合うタイプじゃないよね」

「それを言い出したら、白しろ崎さきだって同じじゃない？　って言うか、琉る実み的てきにはいいわけ？」

「んー、慈し衣え菜なだし、そんな心配はしてない」

「あいつはね。男に興味ないし。けど、白しろ崎さきがってこともあるでしょ？」

　みんな、それ言うよね。あいつはそんな惚ほれっぽくないでしょ……って思ってるのはわたしだけ？　確かに、慈し衣え菜なはモデルだけあってキレイだし、スタイルいいし、性格だって明るくてノリが良くて──うん、心配にならなくはないか。

　けど、何となくそうはならないだろうなっていう気がしてて、こればっかりはうまく言えないっていうか、長い付き合いだからそう思うって感じ。那な織おりだって、純じゆんがどうこうってより、慈し衣え菜なが誘ゆう惑わくしたらみたいな言い方だったし。それこそありえないけど。

「どうかな。そうはならないんじゃない？」

「何、その私はわかってます感。わかり合えてるようで羨うらやましいっすねー」

「付き合い長いから、多少は」

「別れたくせに」

　な、なんてことをっ！　ちょっとは気を遣つかいなさいよっ！

「うるさいなぁ。ほっといてよ。わたしにだって色々あんの」

「ま、なんでもいいけどね。てか、うちは知ってるから遠えん慮りよしなくていいよ」

「ん？」

「慈し衣え菜なのこと。聞いてるんでしょ？」

　可か南な子こが言っているのは、恐おそらくさっきの言葉。




　──慈し衣え菜なは男に興味がない。




　それをわたしは本人の口から聞いた。去年、同じクラスだった時、代わる代わる色んな男子から言い寄られる慈し衣え菜なに、「どうして誰だれとも付き合わないの？」と訊きいたことがある。

　慈し衣え菜ながモテるとは噂うわさに聞いていたけれど、はっきり言って想像以上だった。中には恐おそれ多おおくて話しかけられないって男子もいたけれど、先せん輩ぱい後こう輩はい関係なく、とにかく色んな男子から声を掛かけられていた。カッコイイ男子もいた。でも、慈し衣え菜なは誰だれとも付き合わなかった。

　最初のうちは、仕事のこともあるし、そういうのは止められているのかなと思っていた。けど、慈し衣え菜なの話だと、知り合いのモデルはみんな彼かれ氏しがいるって言うし、どうやらそういうことじゃないみたいだった。

　好きな人でもいるのかな？　そんな好こう奇き心しんからだった。わたしは慈し衣え菜なに理由を尋たずねた。

　慈し衣え菜なはちょっと照れくさそうに、苦笑いしながら、「るみちーだから言うけど、エナ、男の子をそういう対象に見れないんだよねー。昔っからそう。気になってる人がいるってのもあるけど。あ、これは誰だれにも言っちゃダメだかんね」と言った。

「そっか。だったら断るしかないよね」そんな風ふうに返した気がする。

　別に驚おどろきもなかったし、だからと言って慈し衣え菜なとの付き合いが変わるわけでもなかった。そういうのは人それぞれだと思ってるし、保健体育や家庭科でもそう学んだ。

　だから、「ああ、そうなんだ」くらいにしか思わなかった。もちろん、このことは誰だれにも言っていない。慈し衣え菜なにしてみれば、わたしに話すのだって勇気が必要だったはず。あれこれ詮せん索さくして、慈し衣え菜なにそう言わせた自分を反省した。

　純じゆんと付き合ってる時だったから、舞まい上あがっていた。人の恋こいバナに今まで以上に興味があったから。それ以来、わたしは余計な詮せん索さくはやめた。麗れい良らみたいに自分から相談してくれる相手だったらあれこれ訊きくけど、そうじゃない人には訊きかなくなった。




「前に慈し衣え菜なから聞いた」

「うん。慈し衣え菜なから聞いてる。だから、うちには言っても大だい丈じよう夫ぶ」

　わたしが言いやすいように、可か南な子こは気を遣つかってくれたんだ。

「わざわざ気を遣つかってくれてありがとう。大だい丈じよう夫ぶ。さっきも言ったように、そういう心配はしてないから。純じゆんと慈し衣え菜なに限って、それはない」

「琉る実みが納得してるならいいけど。それよりこの前の練習でうちが鼻血出したこと、慈し衣え菜なには言ってないよね？」

「うん、言ってないよ」

「あいつ、そういうのやたら怒おこっからさー。麗れい良らに迷めい惑わくかかるとイヤだし、黙だまっといて」

　慈し衣え菜なは可か南な子このことが絡からむとマジになる。

　わたしは、今の今まで、慈し衣え菜なは可か南な子このことが好きなんじゃないかと思っていた。半はん端ぱないくらいスキンシップ多めだし、可か南な子こに何度も「一いつ緒しよに住も。うちは親が殆ほとんどいないし、いけるって」とマジな顔で言っていた。とは言え、女子の場合、普ふ通つうに仲が良いいだけってこともあるから、確信があったわけじゃなくて、何となくそうなのかなくらい。

　でも、可か南な子こが知っているなら、それは違ちがう気がする。もしそうなら、可か南な子こに打ち明けるって凄すごく勇気がいることだろうから。

　確かなのは、慈し衣え菜なにとって可か南な子こは大事な友達ってこと。それだけは間ま違ちがいない。

「めっちゃ愛されてんじゃん」

「違ちげぇし。言っとくけど、別にうちらはそういうんじゃないからね。いくら琉る実みでも──」

「そうじゃなくて。ただ、友達として愛されてるなーって」

「愛されてるってか、あいつは、うちのことを小動物かなんかだと思ってじゃれてるだけなんだよ。自分の背がデカいからってバカにしてんの」

「それはさすがにないっしょ」

「マジだって。昔、学校にボストンバッグ持って来て、『今日はこれにかにゃこを詰つめて帰る』とか言ってたからね。ふざけてんだよ」

　それは、言いそう。ってか、やりそう。

「なにそれ。いつの話？　初めて聞いたんだけど」

「えっと、中二ん時かな。結局、学校のあと遠くで撮さつ影えいだかで、そのまま行く用にボストン持って来てただけだったんだけどね。てか、あいつは──そっか。そういうことね」

　何か思い付いたように可か南な子こが言った。

「ん？　何が？」

「ううん、こっちの話。そんなことより、あんたこそ、なんで白しろ崎さきと別れたの？　そろそろ詳くわしく教えてくれてもいいんじゃない？」

「長くなるから、今度ね」

「ふーん。そう言って逃にげるんでしょ。いいよ、麗れい良らに聞くから。どーせ、麗れい良らにはあれこれ相談してたんでしょ？　そりゃ、うちは彼かれ氏しいないし、相談しても参考になりませんけど」

「別にそういうわけじゃ……」そういうわけです。可か南な子こごめん。

　だって、可か南な子こは口を開けば彼かれ氏し欲ほしいしか言わないし、周りに知られたくなかったし、誰だれかに言い出せばキリがないし、だから──彼かれ氏し持もちの麗れい良らにしか言ってなかった。

「何話してんの？」

　どうやら麗れい良らも飲み物を買いに来たらしい。タイミングすごすぎでしょ。

「お、噂うわさをすればご本人登場。ね、ちょっと訊ききたいことあんだけど」

「どんな噂うわさだか。何？」

「琉る実みってなんで白しろ崎さきと別れたの？　知ってるっしょ？」

　本人目の前にして話を始めないでよ。ま、麗れい良らは言わないだろうからいいけど。

「あー、それ。なんて言うか、琉る実みがバカなんだよね。未いまだに白しろ崎さきのこと好きなくせに──」

「ちょっと麗れい良らっ！　何普ふ通つうに話し始めてんのっ！」

「もう部のみんなにはバレてんだから、よくない？」

　──そりゃそうだけど……せめてわたしのいないところで話してくんないかな。

「よくないっ！　そういう問題じゃないのっ！」




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　今日はともかくやりづらい。ことある毎ごとに教師を気取った眼鏡装備の那な織おりが出てきては、茶々を入れてくる。邪じや魔まなことこの上ない。眼鏡まで用意しているのなら、自分で教えろよと言いたくなるが、そういうわけにもいかない。

　那な織おりは昔から人に物を教えるってのが苦手だ。相手のレベルに合わせることが出来ない。

　恐おそらく、相手が何を分からないのかが分からない。那な織おりにもそういう時はあった筈はずなのだが、あいつは物事を自分で解決してどんどん先に進む。そうやって周囲をどんどん置いて行く。

　僕と琉る実みが那な織おりを推おさなかったもうひとつの理由はこれだ。琉る実みに至っては、那な織おりに勉強を教おしえて貰もらうのを本気で嫌いやがっていた。その度たびに、分からないとこを僕が教えてやった。思えば、あれが復習になっていたんだろう。

　僕は基本的に分からない側の人間だ。人より時間を掛かけただけだ。その結果、効率的なやり方を身に着けただけに過ぎない。那な織おりとは根本的にタイプが違ちがう。

　例によって、雨あま宮みやお手製のお昼を食べた午後、時間の流れがゆるりと遅おそくなる。

　慈し衣え菜なの作ったスープハンバーグに感激しまくった那な織おりは、お腹なかが満たされた満足感と燥はしやぎ過すぎた疲ひ労ろう感かんに襲おそわれたのだろう、ソファで横になって寝ね息いきを立てている。眼鏡を掛かけたままだったので、そっと外してテーブルの上に置いた。黒いセルフレームの眼鏡。ブルーライトカットのレンズが、光を反射してほんのりと青あお紫むらさき色いろに染まった。

　ＰＣグラスなんて持っていたんだな。知らなかった。那な織おりの眼鏡姿なんて、子供の頃ころに僕の眼鏡を掛かけたいとか言って騒さわいだ時以来だ。案外、似合う──

「優やさしいじゃん。てか、にゃおにゃおの寝ね顔がお超ちようカワイイ」

　いつから見ていたのか、トイレから戻もどった雨あま宮みやが言った。

　寝ね顔がお云うん々ぬんには触ふれずに、「寝ね返がえり打ったらフレーム歪ゆがむだろ」と返す。

「あー、ザキも中等部の頃ころはメガネしてたもんね？」

「ああ」コンタクトにしたのは去年の冬。厳密に言えば、中等部の最後は眼鏡じゃない。

　そんなことより、雨あま宮みやは中等部の頃ころから僕のことを認にん識しきしていたのか。この前、琉る実みと付き合って云うん々ぬんと言っていたし、それでだろうか。去年は琉る実みのクラスにもあまり顔を出さなかったのによく眼鏡を掛かけてるなんて知ってたな。

「そー言えば、ザキって──」雨あま宮みやが言いかけた時だった。

　玄げん関かんの方でドアの開く音。続けてガサガサっと音がしたかと思うと、「エナちゃ───ん、ちょっと手貸して───」という女性の大きな声がした。

　誰だれだ？

　そう尋たずねようとした瞬しゆん間かん、「ママだっ！」と叫さけびながら雨あま宮みやが部屋を出て行った。

　ママ？　雨あま宮みやの母親が帰って来たのか？

　やばい。那な織おりを起こさないと。寝ねたまんまってわけにはいかないだろ。

「那な織おり、起きろ」

　那な織おりの肩かたを揺ゆさぶるが、「んー」と唸うなるばかりで起きない。熟じゆく睡すいしてると簡単に起きないんだよな……なんて言ってる時間はない。かくなる上は──僕は那な織おりの鼻を摘つまんで口を塞ふさいだ。しばし経たったあと、那な織おりが「んんっ！」と騒さわぎながら暴れ出した。

「ちょっとっ！　私のこと殺す気なのっ？　血中の酸素濃のう度ど低下は──」

「話はあとだ。雨あま宮みやの母親が来て──」

　部屋のドアが開き、軽い感じで「どーもー」と言いながら、パーティー帰りのようなひらひらっとした、レース付きのドレス姿の女性──雨あま宮みやの母親が結ゆった髪かみを解ほどきながら入って来た。ひと目でわかる圧あつ倒とう的てきなまでの美人。雨あま宮みやとは違ちがう、もう少し大人っぽい容よう貌ぼう。それでいてどこか人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きがある。ありきたりな言い方をすれば、芸能人みたいだ。

　この母親とあの父親の娘むすめ──見た目は約束されたようなもんだわ。納なつ得とくだよ。

「この男の子が慈し衣え菜なちゃんの言ってた子？　この子に勉強教えてもらってるの？　あら、結構カワイイ顔してるじゃない。これくらいの年の男の子っていいわよねー。ちょっと生意気そうで、プライドも高いのに、ぐいぐいっと押したらころっと──」

「ちょっとママ、冗じよう談だんでもそーゆーこと言わないでよ」

　やべぇのが来た。

　名乗る間すら与あたえられねぇ。余りの強キャラに、那な織おりも完全に圧あつ倒とうされている。

「あ、ごめんごめん。もう若い子見ると、つい。で、こっちの女の子は？」

「これはにゃおにゃお。ザキの友達」

　両手いっぱいに下げた、母親のであろう荷物を部屋の隅すみに置きながら、雨あま宮みやが答える。

「あら、あなた、やるわねー。女連れで来たの？　若いうちは体力でどうにかなるかも知れないけど、歳としを取るとそれだけじゃやっていけないわよ。今のうちにテクニックを──」

「だから、ママっ！」

「あっと、これはこれは。ううん」軽く咳せき払ばらいをして、雨あま宮みやの母親が「慈し衣え菜なの母の、慈し穂ほです。エナちゃんがお世話になっているみたいで。あ、そうだ。お土産みやげっ！　なんかイイのあったかなぁ。ね、その茶色い紙かみ袋ぶくろん中、なんかない？」

　言われるがまま荷物の所に行く雨あま宮みやを眺ながめつつ、このタイミングを逃のがしてはならないと思い、すかさず挨あい拶さつをする。

「白しろ崎さき純じゆんです。僕の方こそ、雨あま宮みやさんには色々とお世話になって──」

「そんなの全っ然気にしないで。っていうか、あの子が世話するなんてあり得ないから。大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ。あと、私のことは慈し穂ほさんでよろしくね」

　マジで話聞かねぇ。このタイプの大人は初めてだぞ。しかも下の名前呼びかよ。

「いやいや、そんなこと無いですって。雨あま宮みやさんには料理をご馳ち走そうになったりして。あ、あと僕らのことはお構いなく──」

「ねぇ、ママ。なんかわけわかんない物しか入ってないけどー」

　土産みやげは要いらないって言おうとしたのに、部屋の隅すみから聞こえる雨あま宮みやの声に遮さえぎられた。

「え？　そんなことないでしょ？」

　雨あま宮みやの所に行こうとした慈し穂ほさんに、後ろから声を掛かける。

「いや、あの、全然大だい丈じよう夫ぶですから。気にしないで下さい」

「ダメよー。エナちゃんがお世話になってるのにー」

「ほんと、気にしないで下さい。と言うか、私達はここら辺で──」

　ようやく那な織おりが口を開いたその時、不意に慈し穂ほさんが那な織おりに抱だき着ついて「そんな寂さびしいこと言わないで～。ほら、美お味いしいお菓か子しでも一いつ緒しよに食べましょっ！」と言って頰ほおずりをした。

　完全に那な織おりの苦手なタイプだ。雨あま宮みや以上だ。その証しよう拠こに、那な織おりの表情が死んだ。

「そだっ。美お味いしいお菓か子しで思い出したっ！　エナちゃんっ！」

　いきなり抱だきしめられて感情の死し滅めつした那な織おりが、今度は突とつ然ぜん解放された勢いでソファに倒たおれ込こみそうになったところを、なんとか支えてやる。ダメだ。完全に精気を失っている。

「なーに？」雨あま宮みやが紙かみ袋ぶくろを幾いくつか引ひき摺ずりながら、戻もどって来きた。

「今夜は家族みんなでご飯を食べますっ！」

「みんな？」

「そ。パパも一いつ緒しよに日本に来てるの。今はまだ仕事してるけど、夜には合流できるから。私はこのあとお兄ちゃんのとこに寄って、そのあと一件打ち合わせすれば終わり。ＯＫ？」

「パパも来てるの？　わかったっ！」雨あま宮みやの顔が一気に明るくなる。

　これは完全に帰った方がいい流れだな。

　感情を失った那な織おりにこそっと「（ここらで帰るか）」と耳打ちする。

「うん、早く帰ろ。死んじゃう。ここから逃にげないと、私は貝になっちゃう」

　慈し穂ほさんが「ちょっとトイレ」と言って席を外したタイミングで、雨あま宮みやに「今日はこの辺で帰るよ。お母さんが帰って来たんだ、部外者は消えた方が良いだろ？」と言った。

「うん……でも……」

「私達のことは気にしないで。純じゆん君的には、課題さえやってあれば満足なんでしょ？」

　一刻も早くここから立ち去りたい那な織おりが、すかさずフォローを入れる。

「那な織おりの言う通りだ。僕らは帰るけど、勉強はしとくんだぞ」

「別わかれ際ぎわのセリフとしては最低の部類だよね、それ」雨あま宮みやが苦く笑しようした。

「後こう学がくの為ために教えてあげるけど、このガリ勉にそういうのを期待しても無む駄だだよ」

　はいはい。どうもすみませんね。

　廊ろう下かに出ると、ちょうど慈し穂ほさんが出て来て「あら、帰っちゃうの？」と声を掛かけられたが、何だかんだと理由を付けて逃にげるようにして雨あま宮みや家けを去った。

　久々に家族と会ったんだから、どう考えても最優先だ。僕らが居れば動きづらいし、遠えん慮りよだってするだろう。雨あま宮みやはそんなタイプじゃないと思っていたが、ここ数日、一いつ緒しよにいて分かった。あいつはきちんと周りを見ている。踏ふみ込こまない領域をちゃんと持っている。

　那な織おりと打ち解けるのも時間の問題だろう。そんな気がする。

「ねーねー」

　雨あま宮みやのマンションを出た所で、那な織おりが僕の服を引っ張った。

「ん？」

「このまま帰る？　どっか寄ってく？」

「行きたいとこでもあるのか？」

　そうは言いながらも、駅に向かって歩き出す。

「そういう訳じゃないけど、帰るには早くない？　まだ四時だよ」

「そうだな……ってか、四時か。確か、雨あま宮みやの母親って昨日ヨークシャーに居たんだよな」

「え？　昨日イギリスに居たの？　早くない？　確か、飛行機で半日くらいかかったよ？　そもそも、ロンドンからヨークシャーまでそれなりにあるよ？」

　小学生の時、那な織おりはイギリスに行ったことがある。僕もおじさんに誘さそわれたが、我が家は親しん戚せきと広ひろ島しま旅行の予定があったから、イギリス行きは叶かなわなかった。今思い出しても、複雑な気分だ。当時、親に「僕もイギリスに行きたい」と散々せがんで困らせた覚えがある。広ひろ島しまの大和やまとミュージアムには行きたかったけれど、貴重度で言えばイギリスに軍配が上がる。

　表面上、那な織おりはそれほど喜んで居なかったが、内心ではかなり楽しみにしていた筈はずだ。琉る実みと「ハリー・ポッター」シリーズを何度も観みていたから間ま違ちがいない。キングス・クロス駅の９と３／４番線の例の柱のとこで撮とった写真を見みせて貰もらったけど、喜き色しよく満まん面めんだった。

「だよな。空港からまっすぐ埼さい玉たまに来るにしても、結構かかるはず」

「それだけ移動して、あのテンションはヤバい。娘むすめ以上じゃん。私なんて余りの勢いに無そのものだった。まさにnullヌルだね。感情のスイッチ切らないと、とても対応出来ない」

「対応してなかっただろ。なすがままって感じだったぞ」

　那な織おりが顎あごに指をあてて、「んー、死しんだ振ふり？」と小首を傾かしげる。

「何が死しんだ振ふりだよ。死んでただろ」

「んもーいちいち細かいなぁ。細かい男は──」

「嫌きらわれるんだろ？」

「わかってるならよろしい。精しよう進じんしたまえ」那な織おりが僕のお尻しりを軽く叩たたいた。「そんなことより、降られなくて良かったよね。でも、ここまで傘かさを持ってきた労力を返して欲しい。降って無くて良かったんだけど、勝負には負けた気分。超ちよう複ふく雑ざつ」

「使わないに越こしたことはないだろ？」

　空を見上げると、雨はすぐそこという感じがする。雨あま宮みやの部屋から外を見た時、山の方は煙えん雨うに霞かすんでいて、白く塗ぬり潰つぶされたようだった。雨雲がこっちに来るのは時間の問題だ。

「そうだけど、片手が塞ふさがったストレスはどうしてくれるの？　超ちよう邪じや魔ま」

「ほら、代わりに持ってやるから文句言うなって」

　那な織おりの手から傘かさを抜ぬき取とる。言わんこっちゃない。家を出る時、那な織おりがえらく小さい鞄かばんと普ふ通つうの傘かさで現れたから、「もっと大きい鞄かばんにして、折おり畳たたみにしたらどうか」と助言したのに、「可か愛わいくないから嫌いや」と言って一いつ蹴しゆうしやがった──あっ、僕のリュックに那な織おりの折おり畳たたみを入れてやれば良かったのか。全く思い付かなかった。気が利きかないと言われても仕方がない。こういう所が、僕はダメなんだろうな。最近、反省することばかりだ。

　今まで、どれだけ二人に気を遣つかえていなかったのか──それを考えると恥はずかしくなる。

「ありがと。これで手が自由になった。やっぱり、人間はこうじゃないと。手を使うために直立二足歩行してるんだから。それに、ほら」那な織おりが僕の空いている方の手を取った。

「手だって繫つなげるよ。これこそヒトの営みだと思わない？」

　ハリソン・フォードみたいに口くちの端はしを曲げて、那な織おりが目を細めた。

「そうだな」猿さるも手を引いて行動するぞ、なんて無ぶ粋すいなことは言わない。

「もうすぐ晴れるよっ！」

　何をいきなり訳の分からないことを──それはいつもか。完全に平常運転に戻もどったって感じだな。これくらいの方が、那な織おりらしくていい。

「晴れねえよ。あの厚い雲を見ろ」ヒトの営みの外側の力だろ、それは。

「つまんない反応ー。ね、折せつ角かくこっちまで来たんだし、ちょっと本屋にでも寄って行こうよ」

「おう、いいぞ。何か欲ほしい本でもあるのか？」

「んー、これと云いって何か欲ほしい訳じゃないけど──本屋行くのに理由は要いらなくない？」

「確かに。当てもなくぶらつくのが一番楽しい」

「でしょ？　じゃ、決まり」

　那な織おりと二人で本屋か。こういう時間が、ひどく懐なつかしい気がする。そんな筈はずないんだけど。




　雨あま宮みやの母親に遭そう遇ぐうした翌日、すなわち月曜日。僕と教授は学校終わりにららぽーとに来ていた。誕生日プレゼントを買うためだ。

　雨あま宮みやには、今日は無しと伝えてある。あいつにとってもその方が良いいだろう。珍めずらしく家族揃そろっているんだ、僕に団だん欒らんを邪じや魔まする権利なんてない。

「マメだよな、白しろ崎さきは。それがあの双ふた子ごに好かれる為ためのテクニックなのか？」

「小さい頃ころからずっと続けてて、やめ時を逃のがしただけだよ」

　半分は本当で、半分は言い訳。

　二人の喜ぶ顔は好きだ。だが、わざわざ何かをするのは照れくさい。こういうイベントでもないと、あの二人に改まって何かをあげることなんて無いだろう。僕はマメなんかじゃない。決まったイベントとして組み込まれているから、忘れずに居られるだけだ。

「俺もついでに何か買うかなぁ」

「いいんじゃないか？　那な織おりも喜ぶだろ」

「どーだかな。あいつのことだ、『何が目的なのっ？　物で釣つろうたってそうはいかないよっ！　見くびらないで』とか言ってきそうじゃね？」

　思わず笑ってしまう。「ははっ。確かに言いそうだ。容易に想像がつく」

「しかし、こう畏かしこまって何かをあげるとなると、難しいな。デキる男は何を贈るんだ？」

「出来る男じゃないんだから、何だっていいだろ」

「お？　早さつ速そく、喧けん嘩か売ってんのか？　俺がデキる男じゃなかったら、白しろ崎さきなんて久々に開いた漫まん画がに挟はさまってる陰いん毛もうレベルの小物だからな。汚きたねぇ。あっち行け」

　教授がふざけてふーふーと息を吹ふきかけてくる。

「喩たとえが理解に苦しむわ。どういう発想をすればそうなるんだ？」

「でも、わかるだろ？」

「分かるけど……分かるけれど、あれって、腋わき毛げだろ？」

「んなワケねぇだろ。どう考えたって妖よう怪かいチン毛散らしの仕業──なぁ、もしかしてだが、女子にも同じ現象が起きてるんじゃないか？　ありえるよな？　絶対そうだよな？」

　どうあっても陰いん毛もうってことにしたい理由はそれか。教授の言う陰いん毛もう論ろんに立りつ脚きやくすればそうかも知れないが──何だよ、陰いん毛もう論ろんて。こっちまでバカになるわ。

「知らねぇよ。脇わきの毛だとしたら、無いんじゃねーの？」

「おまえはあの双ふた子ごの部屋に行ったことあるだろ？　どうなんだ？　落ちてたりしないのか？　なぁ、頼たのむから教えてくれ。いや、落ちてたって言ってくれ。俺に夢を与あたえてくれるのは白しろ崎さきしか居ないんだ。なぁ、頼たのむ。この通り」

　モールの通りで立ち止まり、教授が僕に手を合わせて頭を下げる。

「頼たのむからやめてくれ。そんなことで拝むんじゃねぇ」

　顔を上げながら、「じゃあ、せめて俺の望む言葉を──」と教授が懇こん願がんする。

「安心しろ。一度も無ねぇ」

　二人の部屋に頻ひん繁ぱんに行くわけじゃないし、近ちか頃ごろは殆ほとんど行ってないが──僕の知る限り、そんなもん落ちてない。借りた本に挟はさまってたこともない。

　……気になってはないからな。決して。

「俺、おまえと友達やってくの無理だわ。音楽性の違ちがいで解散しようぜ」

　何を白けた風ふうに言ってんだよ。こっちの台詞せりふだわ。

「縮れ毛に対する認にん識しきの違ちがいだけどな。一いつ層そのこと除毛クリームでもプレゼントしろよ」

「は？　おまえにはデリカシーとかそういうのは無いのか？　ありえないだろ」

　教授が目をぱちぱちとさせて、口をぽかんと開ける。

　何だよその反応っ！　こっちの冗じよう談だんは流さないのかよっ！

「おう。解散だ、解散。今日限りで赤の他人だからな。もう帰れ」

「いいか白しろ崎さき、よく聞け。俺はおまえが陰いん毛もうを見付けるその日まで、解散などしないっ！」

　どっちだよっ！　勝手にしろ。

　ひとりで下らないことを言っている教授は無視して、スポーツ用品が売っているテナントに向かう。真面目に付き合ってたら用事を済ます前に疲つかれ果はててしまう。

「ちょっと待てよ。なぁ。雨あま宮みやってハーフだろ？　あっちの人って全部剃そるんだよな？　もしかして、雨あま宮みやも全部剃そってるのか？　おまえはどう思う？」

「……いつまでその話を続けるんだ。知りたかったら自分で訊きけよ」

「んなこと訊きけるか。よく考えてから物を言え」

「そっくりそのままお返しするわ。本当に教授は幸せそうでいいよな」

「バカ言うな。俺だって抱かかえきれないほどの悩なやみに、日々頭を痛めてるんだ。今日だって、神じん宮ぐう寺じに呼び出されてたんだぞ？　それを、こうして白しろ崎さきの為ためにだな──」

「那な織おりに？　何かあったのか？」

「知らねぇよ。ちょっと用事あるっつったら、じゃあ今度でいいって言ってたわ。そんなことより、神じん宮ぐう寺じに訊きいたのか？　前に言ったよな？」

「ん？　何の話だ？」

「胸のサイズだよ。忘れたのか？」

「自分で訊きけ」

「訊きけるわけねぇって何度言わせれば……待てよ。誕プレに下着をあげる体ていでサイズを訊きけば、合法的に訊きけるんじゃないか？　俺、天才かも知れねぇ」

「男子から下着のプレゼントはキモいだろ」

「一理あるな。キモがられるのは勘かん弁べんだから、この話は忘れてくれ」

「一理ある？　そんなレベルの話じゃないだろ。絶対に忘れないからな」

「それより、何買うんだ？」テナントの中を軽く見み渡わたしながら教授が言った。

　僕は目当ての物を取って、教授に示す。

「今週末には試合だろ？　これなら使うだろうし、ちょうど良くないか？」

「無難だな。無難すぎてつまらんが、そのつまらなさが白しろ崎さきらしくていいんじゃね」

　どこまでも腹の立つ野や郎ろうだな、おい。

　那な織おりといい、教授といい、どうして僕の周りには口の悪い奴やつしか居ないんだ。

　教授にイラだちつつも会計を済ませ、次は雑貨屋に足を向ける。那な織おりへのプレゼントは、亀かめ嵩だけから案を貰もらっている。なかなかトリッキーな代しろ物ものだったので、本当にそんな物が欲ほしいのか疑問に思いつつ、目当ての物を探す。だが、これで買い物は終わりじゃない。

　僕にはもうひとつ探さなければいけないものがある。
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（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　明日は総体。練習は終わった。やることはやった。

　純じゆんや那な織おりは明日も授業──授業と言っても、復習というか自主学習的なものらしい。わたしは試合。バスケ部に限らず、運動部は大体同じ。吹すい奏そう楽がく部ぶやチア、応おう援えん団だんとかも。

　試合に備えて今日は早く帰らなきゃ。練習のあとにみんなでご飯食べたりとかは、部活命令で禁止。なんかあったら困るもんね。まだまだ喋しやべり足たりないけど、仕方がない。

　女バスのメンバーと部室を出る頃ころ、まだグラウンドの照明は煌こう々こうとしていた。

　どこの部も気合入ってるなぁ。当たり前か。

　駅でみんなと別れ、麗れい良らと電車に乗る。途と中ちゆうまでは麗れい良らと一いつ緒しよ。

「ね、麗れい良らはどこに着ける？」

　わたしは、みんなで作ったお揃そろいのお守りをカバンから取り出した。中等部の頃ころから続く、女バスの伝統。簡単な手作りのお守りだけど、あるとないとじゃ全然違ちがう。

「悩なやむよねー。とりあえずカバンかなー。ただ、カバンに着けてて、何かの拍ひよう子しに切れちゃったりしたらイヤなんだよね」

「ね。わたしもそれが怖こわくて、とりあえず仕し舞まったんだけど」

「カバンの中でもいいんじゃない？　失なくすよりはよっぽどいいでしょ」

「だよね。はぁ、緊きん張ちようする。明日、大だい丈じよう夫ぶかな」

「一年で唯ゆい一いつのスタメンがそんなんでどーすんの。うちらの分まで暴れてきてよ」

「暴れてって……そうだね。暴れてくる。わたしがやられたら、代わりに麗れい良らが暴れてね」

　そういう麗れい良らにだって、ユニフォームがある。

「任せて。琉る実みの骨は拾ってあげる」

「任せた。そう言えば、彼かれ氏しとはどう？　一応、仲直りしたんでしょ？」

　麗れい良らの彼かれ氏しも明日は試合のはず。

「まあね。さすがに向こうから謝ってきた。普ふ通つうに受け入れても良かったんだけど、ここで甘い顔したら今までと同じだなーって思って、結構キツめなこと、沢たく山さん言ってやった」

「麗れい良ららしいわ。けど、あんまりへこませて試合に響ひびいたら、恨うらまれるよ？」

「仲直りしてるからよくない？　その程度のメンタルじゃ先が思いやられるって。私としては、やっぱりバスケしてる姿がカッコよくて好きになったようなもんだし、そこは頑がん張ばってくれないと、今後の関係を考え直さなきゃいけなくなる」

「でもさ、今はバスケだけじゃないでしょ？　他にも良いい所ところっていうか──」

「もちろんあるよ。その分、相手の嫌いやな所ところも沢たく山さんある。付き合うってさ、うまく言えないけど、好きなとこと嫌いやなとこのバランスを見み極きわめる、みたいなとこない？　我が慢まんできるのはどこまでか的な感じっていうの？　もちろん我が慢まんばっかはしてらんないから、我が慢まんできないところは言い合ったりして。だからこそ、好きの切きっ掛かけは大切だと思うんだよね」

　大人すぎない？　わたしとの差、ヤバくない？　本当に同い年っ？

　わたしなんて純じゆんがはっきりしないとか悩なやんで──うん、麗れい良らとの差はそこだ。わたしは純じゆんに自分の気持ちを伝えなかった。嫌きらわれたらとか……そこまでじゃなくても、ウザがられたらとか考えて、自分の気持ちに蓋ふたをしたままだった。せっかく付き合えたのに別れるのが怖こわくて、何にも言えなかった。怯おびえてばかりいた。純じゆんに。そして那な織おりに。

　それが辛つらくなって、純じゆんがわたしのことをイヤになる前に──別れを告げられる前に、わたしは自分から別れる決意をした。

　純じゆんを解放してあげるんだって自分に言い聞かせて。那な織おりの為ためだって自分に言い聞かせて。

　わたしは逃にげただけだったんだ。言い訳ばかりして、幸せが怖こわくなって、色んなものを失うのが耐たえられなくなって、純じゆんと那な織おりから逃にげだしただけだ。

　麗れい良らは凄すごいな。敵かなわないよ。全っ然、敵かなわない。

「やっぱ麗れい良らは凄すごい。尊敬しちゃう。わたしはそうやってぶつかって来なかったから」

「ぶつかってばかりだと、疲つかれるよ。でも、琉る実みだってまだ終わったわけじゃないじゃん。あんたの妹がチャンスをくれたわけだし。私からすれば、あんた達姉し妹まいのがよっぽど凄すごい」

「なんか、最後のは褒ほめられてる気がしない──けど、麗れい良らの言う通りだよね。まだ終わったわけじゃないよね。今からやり直せばいいだけ」

　わたしに足りないのは、覚かく悟ご。それはわかってる。踏ふみ出だす勇気が足りないんだ。

「そういうこと。もっと気楽に考えなって。一度別れたって言っても、白しろ崎さきとはまだ繫つながってるんだし、同じクラスだし、なんなら隣となりの家でしょ？　私みたいに、電車に乗らなきゃ会いに行けないわけじゃないんだから」

「だね。ありがと。なんか、元気もらっちゃった。麗れい良らの彼かれ氏しのとこも勝かち抜ぬけるといいね。うちと違ちがって強きよう豪ごうだから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「そうは言っても、油断はできないっしょ。事実シード取れなかったんだし。プレッシャー半はん端ぱないと思うよ。でも、心配してる余よ裕ゆうはないかな。だって、明日は初戦だよ？」

　麗れい良らがちょっとわたしに寄って「彼かれ氏しにはとても言えないけど」と呟つぶやいてから、笑った。

　それからしばらく無言で電車に揺ゆられていた。明日のことが不安で、心細くて、麗れい良らの手を握にぎる。握にぎり返かえしてくれたのも束つかの間ま、麗れい良らが降りる駅に着いてしまった。

「じゃあ、また明日。頑がん張ばろうね」

「うん。麗れい良らも」

　麗れい良らと別れて、一気に寂さびしさと不安と焦あせりが襲おそってくる。準備はちゃんとした。イメトレだって何度もした。それでも、まだ何かやり忘れたことがあるような気がして、試合はもう明日なのに、気持ちがはやって落ち着かない。気を紛まぎらわそうとスマホを取り出す。

　純じゆんからラインが入っている。ちょっとだけ心の波が落ち着いた気がした。

　通知をタップして、トークを開く。

《練習は終わった？》

〈今、帰りの電車〉

〈もうちょいで駅〉

《ちょっと時間あるか？》

〈あるけど……どうしたの？〉

　なんだろ。明日の応おう援えんかな？　それなら本当に嬉うれしい。

《大した用じゃないけど。駅に着いたら教えてくれ》

〈わかった〉

　わたしは心が走るのを感じる。声を聴ききたくて、寝ねる前に通話しようかと思ってたから、余計に。あと数駅がもどかしい。駅に止とまる度たび、ドアが閉まるまでが長く感じる。ドアが開いて、人が乗り降りして、閉まる。あと一駅。なんとなくトークを開いて、閉じる。繰くり返かえし。充じゆう電でんが減って、もどかしさだけが増していく。

　駅に着いて、〈着いたよ〉と送る。やっと押せた。電車を降りて、階段を小走りで上がっていく。最後の方は一段飛ばし。気付くと、わたしは走り出していた。さっきまで疲つかれていたのに、身体からだがとても軽い。カバンが揺ゆれに合わせて身体からだに当たるけど、全然気にならない。脚あしと呼こ吸きゆうがリンクする。公園まであと少し。スピードを落として、呼吸を整える。

　走ってきたなんてダサい。まるで会いたかったみたい。

　ふぅー。長く吐はき出だして、大きく吸う。久しぶりに呼吸をしたみたいに、夏を纏まとった重ったるしい空気でも新しん鮮せんで美お味いしい。高まった心しん拍ぱく数すうを落ち着かせる。

　よし。遅おそめに歩いて、公園を目指す。意識して、ゆっくりと。

　公園に入ると、いつもの東あずま屋やに人ひと影かげが見えた。後ろから近付いて驚おどろかせてやろうか。そんなことを考えられるくらいには落ち着いた。

　さっきよりも意識して、少しずつ足を──ジャリッ。しまった。

　音に気付いた純じゆんが振ふり返かえる。「早かったな」

　あとちょっとだったのにっ。

「そう？」取とり繕つくろいながら。ちょっと声が上ずった感じがして、咳せき払ばらい。ベンチの端はしにカバンを下ろして、Ｔシャツ姿の純じゆんの隣となりには──まだ座らない。

「用って何？」ベンチに座る純じゆんを見下ろし気味に。

「いいから座れよ」

　顔を上げずに、純じゆんが言った。

「うん」

　隣となりに座って純じゆんの顔を見る。

　なんだか表情が硬かたくて、空気が重くて、耐たえ切きれずにわたしから話題を振ふる。

「そう言えば、今日って追試でしょ？　慈し衣え菜な、大だい丈じよう夫ぶだったかな？」

「そこそこ出来たっぽい。ちょっと前にＬＩＮＥが来た。あとは明日の化学で最後。無事に終わってくれれば、お役やく御ご免めんだ。あいつの面めん倒どうを見るのも終わり」

　純じゆんの言葉は、あんまり突つき放はなした感じには聞こえなかった。そう言っておかなきゃみたいな、義務感雑じりな言い方だった。こいつも大たい概がい、素す直なおじゃないんだよね。

「慈し衣え菜な、イイ子だったでしょ？」

「思ってたよりは、な。あの手のタイプは苦手だと勝手に判断していたが、雨あま宮みやはちょっと変わってるというか、独特だった。何事も、先入観は良くないな」

「そうだね。たまには相手、してあげて。多分、気に入られてると思うから」

「そうか？　それはそれとして、たまに話すくらいは良いいかもな」

「そだね。で、何か用あるんでしょ？」

「まぁ、な」

　言葉の続きを待ったけど、純じゆんは黙だまったまま。そんな雰ふん囲い気き出されると、ちょっと身構えちゃうんだけど。何？　わたし、なんかした？　してないよね？

「んっと、言いにくいこと……？」

「そういうんじゃなくて、えっと……明日、その……試合だろ？」

「うん」

「試合出るんだろ？　頑がん張ばれよ」

「ありがと。それを言うためにわざわざ──」

「これ。ちょっと早いけど」そう言って純じゆんが大きめの包みを脇わきから取り出した。

「……もしかして、誕生日だからってこと？」

　そっか。そのために。この公園に呼び出したんだ。やめてよ。効きすぎるって。

「那な織おりにはまだ渡わたしてないんだからな。言うなよ」

　そんなこと言わないでよ。期待しちゃうじゃん。

「見ていい？」

「おう」

　静かな公園に包みを開けるガサガサっという音が響ひびく。中には、ラッピングされた細長い箱が入っていた。箱を取り出したはいいものの、包装紙を留めてるテープが剝はがれない。試合に備えて爪つめを短くしてるからもどかしい。破きたくなるところだけど、絶対に破きたくない。そっと力を込こめて、テープを切る。やっと取り出すと、中からスポーツボトルの箱が現れた。

「使うだろ？　今使ってるの、中等部の時からだよな。そろそろ新しいの──」

「ありがとっ。明日から使う。絶対これ使う」

　思わず抱だき着つきそうになる……けど、我が慢まんしなくていいよね。今日はいいよね。

「ね？　抱だき着ついてもいい？」

「勝手にしろ」

　無理。好き。超ちよう好すき。

　純じゆんの胸に顔を埋うずめて、腕うでを背中に回して力いっぱい身体からだを引き寄せる。ずっとこうしていたい。過去がどうとか、今がどうとか、どうでもいい。そんなことどっちだっていい。

　この瞬しゆん間かんだけは、誰だれにも渡わたさない。渡わたしたくない。那な織おりにだって。

「那な織おりには悪いと思ってる。本当は同時に渡わたすべきだって思ってる。だけど、どうしても試合前に渡わたしたかったんだ。僕にはこれくらいしかできないから」

「そんなことない。嬉うれしい。本当に嬉うれしい。ありがとう」

「明日は行けないけど、日曜日は応おう援えんに行く。だから、必ず勝てよ」

「うん。勝つ。絶対に勝つ」

　負けるもんか。

　お守りはこの水すい筒とうのストラップに付けよう。それがいちばん効く気がする。

「お願い、もっと言って」

「ええと……相手がどんなに強そうでもビビるなよ。絶対、琉る実みの方が強い。保証する」

「うん。他には？」

　今のはちょっと微び妙みよう。嬉うれしいけど。

「他にはって……そうだな、僕は琉る実みがバスケしてるとこ、凄すごく好きだ。シンプルに恰かつ好こう良いいと思って見てる。だから、明日勝ってくれないと困る。琉る実みの試合が見られないから」

　純じゆんにカッコイイって言われたの初めて。

　わたしのこと、そんな風ふうに見てたんだ。

　なんで付き合ってる時に言ってくれないかなぁ。もっと早く言って欲しかった。

「わがまま言っていい？」

　覚かく悟ご──踏ふみ出だす勇気。待ってるだけじゃ、ダメなんだ。バスケと一いつ緒しよ。自分でボールを取りに行かなきゃ、試合は動いてくれない。わたしだって試合がしたい──もう一度。

「なんだ？」




「キスして。昔みたいに」……言っちゃった。




「バ、バカ。何を──」

「そしたらもっと頑がん張ばれるから」

　那な織おりとはこの前したんでしょ。しかもディープ。そう言いたくなったけど、言わない。言っちゃいけないし、わたしに言う資格はない。それはわかってる。

　神様、もう少しだけ勇気を下さい。ほんの少しでいいから。

　お願いしたって、純じゆんからしてくれないこと──わかってる。

　純じゆんの顔に手を添そえて──だからわたしは、自分から。
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　家に帰ると、那な織おりが二階に上がるところだった。

「あ、やっと放ほう蕩とう娘むすめが帰って来た。あんまりにも遅おそいから、先にご飯食べちゃった」

　放ほう蕩とう娘むすめって……でも、今日だけは何も言えない。

　那な織おり、ごめ──ううん。これじゃ前と同じ。それはもう考えない。少なくとも、今日は。

「ごめん。明日のミーティングとかしてたら遅おそくなっちゃった」

　玄げん関かんに那な織おりが下りてくる。

「それはそれは遅おそくまでご苦労なこって。明日だって早いんでしょ？　そういう時は、ミーティングやらは先に済ませておく方が賢かしこいと思うよ」

「うるさいなぁ。いいでしょ、そんくらい。それより、今日のご飯は──」

「トンカツ。訊きくまでも無いでしょ？」当然でしょとばかりの口ぶり。

　ついいつもの癖くせで訊きいちゃった。我が家のゲン担かつぎは昔からトンカツ。

　うん、訊きくまでもない。

「わたしのお陰かげで大好物が食べられて良かったじゃない」

「まーね。感謝しとく。あと……」

「ん？」

「明日、頑がん張ばって」那な織おりが再び階段を上がっていく。

「……あ、ありがと」

　面食らって、反応が遅おくれてしまった。わたしの言葉が届いたのかはわからない。二階で扉とびらの閉まる音がした。調子が狂くるう。やっぱ。ダメだ。無かったことになんてできない。

　わたしはそのまま那な織おりの部屋に向かった。リビングからわたしを呼ぶ声が聞こえる。

　ごめん。お母さん、ちょっと待ってて。心の中で謝って、那な織おりの部屋の前に立つ。

「入るよ」ドアを開けると、那な織おりが机の上に頰ほおを付けて窓の外を見ていた。

「もう入ってんじゃん」

「何してんの？」

「これくらいの目線の頃ころって、何歳くらいだったかなーって」

　那な織おりが身体からだを起こし、背もたれに身体からだを預けてこっちを向いた。

「もう、カーテン閉めなさいよ。外から丸見えじゃん」

　動く気のない妹に代わって、カーテンを閉める。本当に、我が妹ながら何を考えているのかよくわからない。それはいいとして──言わなきゃ。

「あのさ」

「ん？」

「さっき、純じゆんと……その」

　勢いで言おうと思ったのに、言葉に詰つまった。その先が言えなかった。

「何？　てか、会ってたの？」

「うん。明日、頑がん張ばれって……」

「良かったじゃん。別にそんなこといちいち言わなくたっていいよ」

「でも……那な織おりも、その、さっき応おう援えんしてくれた、から」

「流石さすがに何も言わないっていうのも、ね。それより、ご飯食べて来たら？」

「う、うん。そうする」

　結局、言えなかった。ううん、わたしは言わなかったんだ。

　せめて──「那な織おり」

「んー？」

「ありがとね」

「ん」

　ちょっと早い十六歳のプレゼントは、ずっと仕し舞まっておかなければいけない。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　お昼休み、私は教授を呼び出した。しえなの件で何の働きもしてくれなかったあの男に、一言物申してやろうと思った。文句を言ってやらねば。純じゆん君がしえなに勉強を教えるのを妨害してくれるって言ってたのに、全くと言っていいほど役に立たなかった。蓋を開けてみれば、純じゆん君はしえなに勉強を教えたし、私は自ら乗り込んで実地調査まで行おこなった。女子との約束を反ほ故ごにしたままはよくない。結果だけを見るなら、教授の助けなんて要いらなかったんだけど、言うべきことは言っておかないと。

　そう思っていたのに、本当はもっと早く言うつもりだったのに、教授は月曜日の誘さそいを断った挙あげ句く、風か邪ぜを引いたとかで休んでいたのだ。軟なん弱じやく者ものめ。気合が足らんのじゃ。溜ため込こんだ教授への呪じゆ詛そで胃い潰かい瘍ようになるところだった。

　普ふ段だん使われることのない、倉庫と化した第三会議室の扉とびらに手を掛かける。少しだけ開けて中を覗のぞくと、ホワイトボードやパーティションが幾いくつも並んでいる。その前に、会議用の長テーブルが一脚きやくあるのみ。テーブルの上には大小様々な段ボールが載のせられていて、薄うっすらと埃ほこりを被かぶっている。お昼時と雖いえども、ここで食べる人は居ないみたい。読み通り。

「おい」

　ふぉっ。

「びっくりするから、背後から話しかけないでっ！　いつも言ってるでしょっ！」

「そりゃ、すまねぇ。そんなに驚おどろくと思ってなかったからよ。で、何の用だ？　病やみ上あがりをこんな埃ほこりっぽいとこに呼び出して。愛の告白でもしてくれんのか？」

「バカじゃないの？　一兆回転生しても有り得ない」

　中に入って、比ひ較かく的てき綺き麗れいな、スポンジの飛び出していないパイプ椅い子すを選ぶ。立たて掛かけてあったお陰かげで、座面に埃ほこりはあんまりついていない。

「一兆一回目は？」

　私みたいに確かく認にんするでもなく、手前の椅い子すを取りながら教授が言った。

「うざ。子供の頃ころ、『それって地球が何回まわった時？』とか言ってたでしょ？　回数にばっか拘こだわってると、いつまで経たってもデータ取り終わんないよ？　級内相関係数って言葉知ってる？　標ひよう準じゆん偏へん差さとか共分散くらいは──」

「わかったわかった！　俺が悪かった！」

「もう、しょうもないこと言わないでよね。そんなことより、先週の話なんだけど──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。話の前に……これ。明日、誕生日だろ？　やるよ」

　そう言って教授が小さい紙かみ袋ぶくろを渡わたしてきた。よく覚えてるね。純じゆん君の入いれ知ぢ恵え？

「何？　なんか頼たのみ事ごとでもあるの？」

「違ちげぇよ。ほら、素す直なおに受け取れって」

　まぁ、貰もらえる物ものなら貰もらうけど……。「ありがと。開けていい？」

「おう。早く開けてくれ」

「なんでそんなに自信満々──なにこれ」

　中から出てきたのは、血に染まった様な柄がらの、タオル地のハンカチだった。待って。その自信満々な顔は何？　どこからその自信が出てくる訳？

「見て分かるだろ。どー見ても、肉だ。好きだろ？」

　思いっ切り要いらないんですけど。こんなハンカチ、人前で使えないじゃん。この血ち飛沫しぶきみたいなハンカチで、「今日は暑いわ」とか言いながら汗あせを拭ぬぐうの？　ねぇ？　完全にシリアル・キラーじゃん。何、この巫ふ山ざ戯け切きったタランティーノみたいなセンス。お肉は好きだけど、そも、食べられないし。食べられないお肉に興味なんてないんですけどっ──言わないよ。流石さすがに、本人にそんなことは言わない。

「これを貰もらった私の反応は、どういう想定だったの？」

「俺のシミュレーションだと、『わぁ、お肉だぁ、美お味いしそうっ！　これでいつでも焼肉気分を味わえるよ。教授、ありがとうっ。大好き』だな。どうだ？　嬉うれしいだろ？」

　無理。我が慢まんの限界。

「バッッッカじゃないの？　シミュレーション、全っ然出来てないじゃん。ポンコツそのものじゃん。ねぇ、教授の脳は何ビットなの？　私がこのハンカチを見て、『わぁ、お肉だぁ、美お味いしそうっ！』なんて言う訳ないでしょっ！　ヤバい。シンプルにヤバい。例えば同じクラスの女の子がだよ、この柄がらのハンカチ使ってたら正気を疑うでしょ？　挙あげ句くに、『ね、これ美お味いしそうじゃない？』って言いまわるんでしょ？　ただの奇き行こうじゃん。ヤバい奴やつじゃん」

「わかったよっ。ネタに走ったのは認める。いいよ、俺が使うから。ほら、返せ」

「それは嫌いやだ。もう私のだもん。無理」

「意味わかんねぇぞ。気に入ったのか、気に入ってないのかはっきりしろ」

「気に入ってはないけど、なんかに使えそう」

　部長辺りはきゃっきゃ言ってくれそうだし。しれっと洗せん濯たく機きに入れて、お母さんの反応を試ためすってのも悪くない。ちゃんとネタにはしてあげる。学校じゃ絶対に使わないけど。

　変な柄がらのハンカチだったら、いっそのことギーガーの絵が描えがかれたハンカチ──そんなハンカチ見たこと無いけど。あったら欲ほしい。そっちのがよっぽど欲しい。

「じゃあ、喜んで受け取ったと解かい釈しやくしていいんだな？」

「好きにしたら。けど、これを受け取ったってことは、教授の誕生日にも何か用意しなくちゃいけないのかぁ。それが一番の憂ゆう鬱うつ。間ま違ちがいなく頭痛の原因になる」

　去年は話の流れで誕生日がどうのってなって、お菓か子しを貰もらっただけだった。それくらいが一番気軽。お菓か子しを返せば良いいし。お肉のハンカチに対たい抗こう出で来きるような、絶ぜつ妙みように要いらなそうなネタを探さなきゃいけない……って、これじゃ教授と同じ考えに陥おちいってない？

　いやいや。ここはネタ返しでしょ。ネタにはネタを。

「思ってても、憂ゆう鬱うつとか口にするんじゃねぇよ。けど、期待してっぞ」

　教授が憎にくたらしいくらい、気持ちよく笑った。

「その顔がムカつく。絶対、変な物あげるんだからねっ！」

「楽しみにしてるわ。で、話って何なんだ？　悪いな、先に時間使って」

「もういい。どーでも良くなった」

「何だよそれ。人のこと呼び出しておいて」

「結果的に良かったでしょ？　そんで、教授って誕生日いつ？」

「は？　覚えてねぇのっ!?　こんだけ友達やってて？」

　知ってるけどね。知っているって思われたくない。

「俺は二月九日だ。いい加減覚えろ」

「もう覚えた。間ま違ちがいない。完かん璧ぺき。今いま際わの際きわにも思い出せる。辞世の句で詠よんであげる」

「そういうことを言えば言うほど、胡う散さん臭くさいんだよ」

「まあまあ。少しは私を信じなさい。ちなみに、このお肉ハンカチ、いつ買ったの？」

「ああ、それはこの間白しろさ──」教授が慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。

　愚おろか者ものめ。簡単に引ひっ掛かかりおって。準備無しでも対処出来るようにならなきゃ、いつまで経たっても私は出し抜けないよ？　率そつ爾じに対応出来ないポーカーフェイスなんて、武器にもなんないからね。でも、お陰かげで情報がひとつ増えた。やっぱり、一いつ緒しよに買いに行ったんだ。

「教授は浮うわ気き出で来きないね。秒でバレる……そんな甲か斐い性しようはないか。そもそもモテないし」

「それは聞き捨てならねぇ。いいか、俺はモテないんじゃねぇ。彼女を作らないだけだ」

　ふーん。ご愁しゆう傷しよう様さまです。いつまでそう言い続けられるのか見物だね。

「なんだよその目は」

「何も言ってないでしょ」

「目が言ってるんだよっ！　だから、その『この人可哀かわい想そう』みたいな目やめろっ！」

「はい、話は終わりっ。じゃあね。ばいばい。さよな──」

「さよならをいうのはわずかのあいだ死ぬことだ、だろ？」

　教授の口からマーロウ？

「覚えたんだ」教授が得とく意い気げな顔をした。

　生意気な。

「フエドラモンン・アスロク人ールに感謝しないとね」そう言い置いて、私は会議室を後にした。




　放課後、明日のことについて部長と簡単に話して別れたあと、純じゆん君のクラスに足を踏ふみ入いれる。窓まど際ぎわの席に目を遣やると、しえなが何やら話しているのを網もう膜まくが捉とらえた。

　だる。絡からみたくない。そりゃ確かに、話す前よりは苦手じゃない──違ちがうな。苦手は適当じゃない。まるで私が負けてるみたい。苦手とかじゃなくて、関わる必要がなかったから近付かなかっただけ。話も通じないようなウミウシくらいの知性だと思っていたし。

　この前、しえなの家に行って、会話が出来る程度の知性があるってことは理解した。そこは情報を更新した。したけど、私はしえなと友達になったわけじゃない。ちょっと会話しただけで、「うちらは友達だから」みたいに言う奴やつの気が知れない。友達の概がい念ねんとは！　親しくしている人？　どこからどこまでが親しいの定義？　そこから問とい質ただしたい。

　しえなは知人。話してもいいけど、まだ私から話したくなるような相手じゃない。

　出直そうかとしたところで、こっちに気付いたしえなが「にゃおにゃおー」と手を振ふった。

　クラスに残っていた生徒の視線が、私に集中した。

　やめてよ。めんどくさい。

　仕方なしに「雨あま宮みやさんも居たんだぁ」と、諸もろ々もろをぐっと堪こらえて柔やわらかく返す。注目が集まっている以上、これが最適解。純じゆん君の生暖かい目を、そっと睨ねめ付つける。これでいいの。余計なこと言ったら、地獄の業火ヘル・フアイアをお見み舞まいするからね。私は弱みを握にぎってるんだよっ！

「ちょっとぉ、雨あま宮みやさんなんてやめてよー。エナでいいってー」

　しえなが走り寄って来て、バっと抱だき着ついてきた。んもうっ、暑苦しいっ！

「えっと──どうしてここに？　今日は追試じゃないの？」

　じりじりとしえなを引ひき剝はがしつつ、軽く棘とげを見み舞まう。要約「あっち行け」。

「そうなのー。だから、ちょっとその前に、ザキに確かく認にんしておきたいことあってー」

「そっか。確かく認にんは済んだ？」確かく認にんが済んだなら、とっととあっち行け。

「うん──って、ヤバっ、始まっちゃう。じゃあね、にゃおにゃおっ！　ザキもっ！」

　そう言って、しえなが走り去っていった。私の真マン言トラが通じたっ！

「何なの、あれ」

「僕に言うな。けどまぁ、やる気になってるだけ成果はあったってとこだろ」

「ふーん。殊しゆ勝しようなことですね」

　帰かえり支じ度たくを始めた純じゆん君が「さ、帰るか」と言って、鞄かばんのファスナーを閉めた。

「うん」




　今朝、珍めずらしく純じゆん君が一いつ緒しよに帰ろうなんて口にした。一いつ緒しよに帰ることは何度もあったけど、態わざ々わざ約束を取り付けるのは珍めずらしい。誕たん生じよう日び絡がらみのあれこれって感じで誘さそってくれたなら良いいんだけど、昨夜のことが邪じや魔まをする。私の思考をどんよりとした方に引ひき摺ずって行いく。

　──昨日の琉る実みは何かを隠かくしていた。言いい淀よどんでいた。

　何かあったんだろうなと猜さい疑ぎを抱いだきつつも、追及はしていない。試合前に問とい詰つめるほど私は薄はく情じようじゃない。だから、もやもやする。そんなタイミングで誘さそわれたから、純じゆん君から聞きたくない話をされるのでは無いかと云いう狐こ疑ぎが拭ぬぐえない。反面、知らないままにしておけない私も居る。与あずかり知しらないまま何かが動き出すのは嫌いや。それだけは絶対に嫌いや。

　ぼんやりした不安──芥あくた川がわじゃないから私は死なない。うん、不安まではいかない。私の知らない何かを聞かされるんじゃないかって云いう沈ちん鬱うつな感覚。仕し舞まい込こんだ寂じやく寞まくな想おもいを掘ほり返かえされることに対する抵てい抗こう。

　十分、ぼんやりした不安かも。

　学校を出て、駅に着くまでこれと云いった話はしなかった。外は篠しの突つく雨あめ。傘かさに当たる雨音が五う月る蠅さくて声もよく聞こえない。信号待ちで昨日の慈し衣え菜なの追試はどうだったのか訊きいたけど、本人曰いわく大だい丈じよう夫ぶとのことらしい。気になってた訳じゃないし、当あたり障さわりのない会話として丁度良かっただけ。正直、どうでもいい。その会話に意味は無い。

「なぁ、このあといつもの喫きつ茶さ店てんに行かないか？」

　駅に着いて、電車を待つ間、純じゆん君が改まって言った。誘さそった理由を、そこで話す積つもりなんだろう。どんな話をするのか、何を思って純じゆん君がそう言ったのか、私には分からない。




　明日は私の誕生日なのに、どうしてこんなにもやもやしなきゃいけないの？




　ホームを駆かける繁し吹ぶき雨あめが、私の身体からだを濡ぬらした。服が体に張り付いていく。

　部長、ノーブラ絆ばん創そう膏こうなんてやる気分じゃないよ。今の私は。

　喫きつ茶さ店てんでも良かった。

　でも、私は言った。「私の部屋に来ない？」





（白しろ崎さき純じゆん）



　那な織おりの部屋に入るのはいつ振ぶりだろう。この家に上がることはあっても、今では二人の部屋に入ることは殆ほとんどない。付き合っていた時、琉る実みの部屋に入ったことは何度かあるけれど、この前のことを除けば、暫しばらく入っていない。そもそも、この家に来た時は、いつもおじさんとばかり喋しやべっているから、殆どないってのはその通り。那な織おりの部屋なんて尚なお更さらだ。

「まあまあ綺き麗れいでしょ？」那な織おりがデスクチェアに座った。

　部屋のあちこちに本が積まれていて、カラーボックスや本ほん棚だなの上にぬいぐるみが無造作に並んでいるのは、昔の印象と変わらない。記き憶おくの中にある那な織おりの部屋は、そこら中に服が散らかっていて、本や漫まん画がが散乱していた。服が散乱していないだけ、綺き麗れいかも知れない。

　ただ、この状態は長く続かない。断言する。

「そうだな」

　余計なことは言わず、床ゆかに座った。帰りしな甚じん雨うに見み舞まわれ、スラックスの裾すそがぐっしょりと濡ぬれてしまった。那な織おりに借りたタオルで身体からだを拭ふきながら、カバンをすぐ近くに置いて、プレゼントの無事を確かく認にんする。こんなこともあろうかと、ビニールに入れておいて正解だった。

　カバンの口をそのままにして、中からプレゼントを取り出しやすくしておく。

　誕生日は明日だ。だが、琉る実みには既すでに渡わたしてしまった。那な織おりには申し訳ないと思いつつ、どうしても試合前に渡わたしたかった。応おう援えんの意味も含ふくめて。

　だから、那な織おりにも早く渡わたしたかった。当日までは待てなかった。琉る実みを贔ひい屓きしたつもりは無いが、それに似た罪悪感が僕を囃はやし立たてた。そんな意図は無くとも、理由はどうあれ、「琉る実みにだけ渡わたしたんだろ」ともうひとりの自分が言う。

「それにしても酷ひどい雨だったね。靴くつ下した、びちょびちょだったもん」

　家に上がってすぐ靴くつ下したを脱ぬいだ那な織おりが、生足をタオルで拭ぬぐいながら言った。脚あしを組んでいるから見えることは無いが、下着が何度か見えそうになって、僕は下を向いてスラックスの裾すそを引っ張りながら、タオルでぽんぽんと挟はさむしかなかった。那な織おりのブラウスが濡ぬれて肌はだに張り付いているのは言わずもがな。まじまじと見るつもりはないし、指し摘てきもしない。

「僕も裾すそが大分濡ぬれたよ」

　そう言って誤ご魔ま化かしつつ、このままプレゼントを渡わたした方がいいのではと思い始めた。タイミングを逸いつして出だし辛づらくなるより、早めに渡わたした方が得策だ。そうしよう。

「那な織おり、これ。ちょっと早いけど、誕生日おめでとう」

　ふたつあるプレゼントのうち、リボンの付いた袋ふくろを取り出して渡わたす。

「ありがとう」ちょっと屈かがんで、那な織おりがそれを受け取った。「見ていい？」

「おう」

　ガサガサっと音を立てながら、那な織おりが中からぬいぐるみを取り出した。

「海あざ豹らし？　可か愛わいい」

「良かった。欲ほしかったんだろ？」

「ん？　海あざ豹らしを？　そんなこと言ったっけ？　けど、これ可か愛わいい。目が×になってて、口もむにゃむにゃっとしてて──このやられてる感好き」

　もしかして、気付いてない？　想定よりテンションが低い。

「そのアザラシ、お腹なかのとこにチャックがあるだろ？」

「ほんとだ。なんだろ？」那な織おりがジジジっとチャックを開ける。「小さい鳥さんが何なん羽わか入ってる……待って。え？　これ、もしかしてキビヤック？　本当にあったの!?」

　那な織おりの声が一段高くなった。その反応を待っていた。

　キビヤック──北ほつ極きよく圏けんに住むイヌイットの民族料理。内臓を取ったアザラシのお腹なかに海鳥を詰つめて、土の中に埋うめて発はつ酵こうさせる。埋うめておく期間は数ヶ月から数年。シュールストレミングなんかと並んで、臭においが強きよう烈れつで知られている料理。亀かめ嵩だけに言われるまで、キビヤックのぬいぐるみがあるなんて想像もしなかった。

「ああ。キビヤックのぬいぐるみ──」

「これ、部長の入いれ知ぢ恵えでしょ？　このセンスは絶対に部長」

「ルール違い反はんかとは思ったんだけどな。プレゼント渡わたすなら、欲ほしい物の方が良いいと思ったんだ。キビヤックのぬいぐるみ、欲ほしかったんだろ？」

「欲ほしかったって言うか、部長と話の流れで──ううん、欲ほしかったよ。まさか本当にあるとは思わなかった。軽く感動してる。だから嬉うれしい。ありがとう」

　アザラシのお腹なかに海鳥を詰つめたり出したりしながら、那な織おりが笑った。最初の反応が薄うすかったから、要いらないのかと思って心配になった。喜んでくれて良かった。

「実はもうひとつあるんだ」

　僕はもうひとつのプレゼントを取り出した。琉る実みに先さき渡わたしした負い目でもう一つ用意した訳じゃない。那な織おりには最初から二つ渡わたすつもりだった。どちらかと言えば、こっちが本番。

　亀かめ嵩だけにヒントは貰もらったけれど、自分で考えて選んだ物。

「え？　もうひとつ？」那な織おりがそれを受け取って、おずおずと包装を解いていく。

「ありがとう。これは……眼鏡ケース？」

　那な織おりが取り出したのは、金属製のメガネケースだ。高い物ではないし、有あり触ふれたデザインの物だ。特筆すべき物ではない。が、故ゆえに、探すのが大変だった。

「ほら、この前ＰＣグラスを持っていただろ？　別のケースを使ってるとは思うけど」

　メガネケースをまじまじと見ながら、「ねぇ、これって」と那な織おりが呟つぶやいた。

「ああ。僕と同じヤツだ」

　正直、気取ってる感があって、恥はずかしさもある。けれど、那な織おりのプレゼントをどうしようか相談した時、亀かめ嵩だけから言われた言葉がどうしても忘れられなかった。




　──なおちゃんにもお揃そろいの物あげたらどう？




　言われるまで考えもしなかった。那な織おりとお揃そろいの何かを買った覚えはない。琉る実みとは、付き合っていた時にこまごました物──例えば色いろ違ちがいのシャーペンとかキーホルダーを持ったりした。最初はその程度だった。だが、のちに勢いで買った目立つ物がひとつだけある。

　靴くつだ。別れてからは、何となく気まずくて余り履はかなくなった。琉る実みが履はいている所も見なくなった。だが、最近は履はいている姿をたまに見る。この前もそうだった。

　亀かめ嵩だけはそういうことに気付いていたのだろう。亀かめ嵩だけと那な織おりの間でそういう会話がされたのかは知らない。ただ、琉る実みと同じ家に住む那な織おりが気付いていないわけがない。

「これ、お揃そろいってこと？」

「ああ。高いヤツとかじゃないけどな」

「琉る実みは持ってるの？」

「いいや。持ってない」

「私だけ？　私だけが持ってるお揃そろいってこと？」

「そうだよ」

　那な織おりが顔を背そむけた。一いつ瞬しゆん、那な織おりの顔が綻ほころんだように見えた。そう見えただけかも知れない。

　部屋に暫しばし静せい寂じやくが訪おとずれた。やっぱり似合わないことをしてしまったのだろうか。

「那な織おり、もし要いらなかったら、筆箱にでも──」

「そんなことないっ！」

　叫ぶように言って、那な織おりが身体からだごとこっちを向いた。ガバっと開かれた脚あしから咄とつ嗟さに目を逸そらし、那な織おりの顔を見る。怒おこっているでも泣いているでもなくて、敢あえて形容するなら留守番を言い付けられた子供みたいな、影かげを潜ひそませた寂さびしそうな表情をしていた。

「ねぇ、正直に答えて。昨日、琉る実みにプレゼント渡わたしたでしょ？　私より先に。違ちがう？」

　気付いていたのか。流しで見知らぬ水すい筒とうを見み掛かけたのかも知れない。そんなことで気付くかは分からないけど、そこを質ただしても仕方がない。問題は、恐おそらくそこには無い。

「すまん。どうしても、試合前に渡わたしたかったんだ。那な織おりよりも琉る実みの方が、とかそういう理由じゃない。ただ、今日の試合を頑がん張ばって欲ほしくて──」

　那な織おりが椅い子すから下りて、僕の前に座る。

「やっぱりそうなんだ。ねぇ、どうしてそう言ってくれないの？　なんで私に隠かくすの？」

[image: ]

　言葉が出なかった。なんて言えば良いいか、続きを紡つむぐことが出来なかった。

「私、知ってたよ。琉る実みとお揃そろいの物を幾いくつか持ってること。二人でこそこそしてさ。けど、あの時は付き合ってたから仕方ない。嫌いやだけど、分かる。だから、何も言わなかった。二人だけで何かしてても、何も言えなかった。でも、今は違ちがうよね？　二人は付き合ってる訳じゃないよね？　それなのに、どうして今も私わたし抜ぬきでこそこそするの？」

「ごめん」

　那な織おりがにじり寄って、僕の唇くちびるを指でなぞった。「本当にそう思ってる？」

「……思ってる」

　言い終わると同時に、那な織おりが僕に抱だき着ついてきた。人の重さと、人の熱が冷えた身体からだに伝わって来る。喜んでくれると思っていた。浅せん薄ぱくにもほどがある。一体、僕は何を勘かん違ちがい──

「だったらさ、もっと私に構って。もっと私の相手をして。今まで琉る実みに使ってた分、私にも時間を使って。変な女に勉強を教えるなんてしないで。琉る実みと二人であれこれ決めないで。私にも声を掛かけて。お願いだから、もう仲間外れにしないでよ。もっと趣しゆ味みの話しようよ。ほら、前みたいに本とか映画の話しよ。ゴールデンウィークの時は一いつ杯ぱいしたじゃん。琉る実みのことを考えて、純じゆん君のことを考えて、いっぱいいっぱい考えてああしたのに、また私だけが仲間外れになっちゃうの？　どうして？　私が間ま違ちがっていたの？　どうすれば……良かったの？」

　那な織おりの声が身体からだに響ひびいて来くる。心に響ひびいて来くる。

　そんな風ふうに考えていたなんて、思ってもみなかった。那な織おりは強くて、言いたいことを言えて、物事を効率的に進められて、自分のやりたいようにやって──そう、決めつけていた。

　違ちがう。僕は那な織おりに甘えていたんだ。

　そういう事とは距きよ離りを置く──その言葉を盾たてにして、甘えていたんだ。




　──いいか白しろ崎さき、おまえは選択しないことを選んだんじゃない。選せん択たくを放ほう棄きしただけだ。

　──それを履はき違ちがえるな。




　教授の言っていた意味が漸ようやく分かった。何にも分かっていなかった。僕は自分の言葉に寄より掛かかって立ち止まったつもりだった。宣言したから無関係のつもりだった。

　二人はそうじゃない。立ち止まってなんか居ない。

「本当にごめん」──そんなつもりじゃなかったんだ。僕はその言葉を飲み込んだ。

　耐たえ切きれずに那な織おりの頭を抱だいた。那な織おりにこんなことを言わせてしまった。気が利きかないとかそんな話じゃない。自分の甘ったれた決め事の所せ為いで、幼い頃ころから一いつ緒しよに育った大切な女の子のことを──那な織おりのことを追おい詰つめていた。傷付けていた。何をやってたんだよ、僕は。

「二人して私のことを蔑ないがしろにした癖くせに。これ以上、いじめないでよ」

　そう言って那な織おりが、僕の肩かたを服の上から嚙かんだ。濡ぬれたシャツが那な織おりの歯に擦こすれて、動物が鳴くみたいにキュッと音を立てた。「痛っ」

「仕返しだよ。私はもっと痛いんだから。ほんとは血が滲にじむくらい嚙かみ締しめて痕あとを付けたい。一生残る傷を付けたい。これくらいで我が慢まんした私のことを褒ほめてよ」

　那な織おりに嚙かまれた肩かたが熱を帯びていく。私はもっと痛い、か。そうだよな。

　本当にすまない。那な織おり、ごめん。

「もっと沢たく山さん遊ぼうな。もっと喋しやべろうな」

「約束だよ？」

「ああ」

「破ったら阿あ部べ定さだだからね」

「それだけはやめてくれ」チョン切られるのは流石さすがに──危うく想像するとこだった。

「破らなきゃ何の問題もないのに、どうしてそう云いうこと言うの？」

　僕の手をすり抜ぬけて、那な織おりがじっと目を覗のぞき込こんでくる。

「だな。完全に僕の失言だ。すまん」

「今日はずっと家うちに居てくれる？」

「それは……」うちの親が夕飯を用意してるだろうし、今からずっとってのは……。

「ふーん。即そく答とう出で来きないんだ。さ、鋏はさみか包丁を──」

「待て待て。落ち着けって。ほら、明日っ！　明日なら──」

「明日は先約があるって言ったでしょ……って冗じよう談だんだよ。試ためす前に切ったりしないって」

「試ためすっておまえ……」

「へへ。いつかそうなる日が来ることを望んでる」

　ようやく、那な織おりが心の底から笑った。三日月みたいに目が細くなる。

「そだ。夜、電話してもいい？」

「ああ。もちろんだ。最初におめでとうって言うよ」

「絶対だからね」







[image: エピローグ]


（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「先生、誕生日おめでとう！」私に向けた祝福の言葉が、部長の部屋に放たれた。

　そう、今日は偉い大だいなる同志、那な織おり様さまの誕生日ぞ。盛せい大だいに祝うのじゃ。

「こんなに色々取とり揃そろえてくれて、ありがとう！」

　テーブルの上には、ケーキ屋さんの箱。ジュース。色とりどりのお菓か子し。それらを待ち受けるお皿とコップ。ああ、早く宴うたげをっ！　お皿に仕事をさせてあげないとっ！

「でしょ？　大将、ようやくわっちの有あり難がたさに気付きましたな」

「部長、最高っ！　大好き」

　そう言って部長に抱だき着つくと、「いくちゅになったんでちゅか？」と言いい乍ながら私の頭を撫なで、どさくさに紛まぎれて胸をわしわしと揉もんでくる──仕方ない、今日は許す。

「部長の一個上だかんね。先せん輩ぱいだぞっ。敬うやまうんだぞっ！」

「年ねん齢れいだけでマウント取ってくる人、苦手～」

「それ。私も嫌きらい」うん。これはガチで嫌きらい。

　部長が私を引ひき剝はがして、「だったらそういうこと言っちゃダメでしょ。そんなんだから白しろ崎さき君に性格がぐじゅぐじゅのカサブタ呼ばわりされるんだよ」と失礼な──ほんとに失礼！

「絶対言ってないでしょっ！　今、作ったでしょ？」

「え？　言ってなかったっけ？　ま、そんなことより、ケーキ食べよ。おっきいケーキはお家うちで食べるだろうから、小さいのを何種類か用意したんだぁ」

　流されたけど、今日はいい。私も流す。早くケーキ食べたいもんっ！

　部長が箱を開くと、中にはモンブランやシャルロット、ミルフィーユ、マリトッツォ、フロマージュ、カヌレが鎮ちん座ざしている。ふぁぁぁ。きらきらしとるよ。かがやいとるよ。スター・デストロイヤーの艦かん隊たいを眺ながめる銀河皇帝パルパテイーンの気分。

「先生、どれにする？」

「どうしよどうしよ。どれも美お味いしそう。めっちゃ悩なやむ。えっと……モンブラン！」

「はい、どうぞー。私はこっちのフロマージュにしよー。あ、そだ。先生、これ」

　部長が小ぶりな紙かみ袋ぶくろを取り出した。おおっ。本命の登場。誕デスプ・スレターだっ！

「ありがと。見ていい？」

「いいよー」

　口を止めているシールを切ると、中には白い箱。「これネットで見たことある。お風ふ呂ろの？」

「そそ。バスミルク。香かおり違ちがいのもあって──こっちは琉る実みちゃんに」

　そう言って、部長がもうひとつ紙かみ袋ぶくろを取り出した。

「え、琉る実みの分もあるの？　二つも買ったら結構するでしょ？」

「先生だけにあげるってわけにはいかないじゃん。いいのいいの。気にしないで」

　凄すごい凄すごい！　これなら香かおり違ちがいで楽しめるっ！　琉る実みはせっかちだからお風ふ呂ろなんて烏からすの行ぎよう水ずいだし、香りを楽しむ風ふ情ぜいも無いだろうけど、これだったら長なが風ぶ呂ろするかも──やっぱしないで。うん、迷めい惑わくだから。私が楽しむ時間が減っちゃう。ちゃっと身体からだ洗って、ぱっと匂におい嗅かいでお風ふ呂ろを明あけ渡わたして欲ほしい。その分、私がゆっくり浸つかるっ！　もち肌はだ待ったなしだね。お風ふ呂ろ読書が楽しみで仕方ない。防ぼう滴てきスピーカーも導入しなきゃだねっ！

「部長の誕生日、ちゃんと琉る実みにも用意させるね。倍返しだよっ！」

「十倍返しでも百倍返しでも……って、倍にはならなくない？」

「なんないね。完全に勢いで言った。めんご」

「そう言えば、琉る実みちゃん、昨日の試合どうだったの？」

「勝ったみたい。機き嫌げんよかった」

「みたいって……けど、勝って良かったね。じゃあ、次の試合は明日？」

「そ。今も学校で練習してる。負けてどんよりムードにならなくて良かったよ」

　試合前にあれこれ問とい詰つめなかった私の精神力の御お蔭かげだからね。琉る実みには感かん謝しやして欲ほしい。

「まあね。負けてたら、誕生日もちょっと暗くなっちゃうよね。良かった良かった」

　日付が変わったと同時に純じゆん君からおめでとうって言われて、琉る実みの出で掛がけにお互たがいおめでとうって言い合って、例年通り簡単なプレゼントを渡し合って、両親から祝福されて、お祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんからおめでとうの連れん絡らくが来て、こんなに幸せな誕生日にけちが付かなくて本当に良かった。

　琉る実みが試合に負けてたら、こうはいかなかった。先に純じゆん君からプレゼントを貰もらってるんだから、勝つ義務がある。試合に負けるなんて、私が許さない。負けたら家から追い出してた。

　それに、私の誕生日を完かん璧ぺきな物にするのも、姉としての責せき務むだよね。

「さぁて。部長が用意してくれた抹まつ茶ちやモンブランを登頂しますか」

　緑の頂きを掬すくって──んんんんんっ！　美お味いしいっ！　ほどよい甘さっ。「超ちよう美お味いしい」

「今、めっちゃいい顔してたねぇ。スマホで撮とれば良かったー。そこまで幸せな顔してくれると、用意した甲か斐いがあるってもんですよ。どうですか？　うましですか？」

　部長がストローをマイクに見立てて、こっちに向けてくる。

「うましですっ！」

「はい、出ましたっ。ここのケーキずっと食べたかったんだ。ネットの評判も良くて気になってたの。いつ買おういつ買おうってずっと狙ねらってたんだよー。よし、私も食べよっ」

　それから暫しばらくは無む我が夢む中ちゆうで糖分を摂せつ取しゆです。お互たがいのケーキを味見して、プリンも食べて、お菓か子しもあれこれつまんで、貪むさぼると云いう形容が相応ふさわしいくらい、ノンストップで喰くらい付つきました。人間に群がるリビング・デッド状態。満足です。これ以上ないくらい満足です。

　しかも、今夜、我が家でもご馳ち走そうが待ち構えている。食べ過ぎで死んじゃうかも。

　太りますねぇ。これは太ります。ま、明日からセーブすればプラマイゼロだから。

　これはカロリーを前借りしただけです。何の問題もありません。セーブ出来ない呼ばわりする人は片かたっ端ぱしからダチュラです。左様なら。あっちの世界でもどうかお元気で。

「そう言えばさぁ、これ見てよ」

　私はポケットから、血ち塗まみれのハンカチを取り出す。

「何その気持ち悪いハンカチ。あ、もしかして、それお肉？」

「うん。ご明察。もう分かったと思うけど──」

「そのセンスは教授君だね」

「まさしく。部長はバスミルク。教授は血ち塗まみれのハンカチ。この差よ。こうして部長に見せたら、このハンカチの存在意義はほぼほぼ消しよう滅めつしたような物だよ」

「教授君らしくていいじゃん。先生の好みをよくわかってるようだし」

「食えないお肉に用はないのっ！」

「ほら、こういうのは気持ちだから。ね。気持ちはわかるけど……うん、その柄がらはないね。全然要いらない。普ふ段だん使づかいなんてとても出来ないもん」

　部長がパスタのフリットをポリポリとかじる。

「でしょ？　そうでしょ？」

「いや、お肉先生だったら普ふ段だん使づかいいける……かも。ほら、隙すきを見せるとすぐお肉とか言うじゃん。そういう時にそのハンカチを口に入れてもぐもぐすれば、少しは気が──」

「紛まぎれる訳わけないでしょっ！　騙だませるのは視覚だけじゃんっ！　てか、ハンカチじゃ視覚すら騙だませないよっ！　どう見ても布だよっ！　あと、しれっとお肉先生とか言うな」

「Hunger is the best sauce空腹は最高のソース.って言うじゃん」

　はい、出た。スルー。

「そういう問題じゃないでしょっ！　お腹なかが空いてても布は布だよっ！」

「そうだよね。うん、ごもっともです。まぁ、実際、こうやってネタにするのが正しい使い方だよね……けど、教授君なりに気を遣つかったんじゃない？　ガチすぎても重いし」

　私もそれは分かってる。そこは汲くんでる。だからこそ、ちゃんとネタとして使ってあげたんだ。もうお役目終しゆう了りようしちゃったけど。使ったからいいよね？　ほら教授、これで満足？

「たしかし。教授もネタとして扱あつかって貰もらえれば本ほん望もうだろうしね」

「そだね。それより、白しろ崎さき君の方はどうなの？　何か貰もらった？」

「まあね。それなりに。てか、部長、変な入いれ知ぢ恵えしないでよ。何なのキビヤックって」

「あ、白しろ崎さき君、バラしちゃったんだ」

「言わなくたって分かるよっ！　明らかに部長のセンスじゃん。幾いくら純じゆん君が変人だからって、キビヤックのぬいぐるみを買ってくるようなタイプじゃないよっ！」

「嫌きらいじゃないって言ってたよね？　そういうの好きって言ってたよね？」

「うん、言った……」

「可か愛わいかったでしょ？」

「可か愛わいかった」

「だったら問題なしだよ。私の的確なアドバイスが役に立ったようで何より。白しろ崎さき君と言えば、慈し衣え菜なちゃんとのあれこれはどーなったのかな？　知ってる？」

「んー、普ふ通つうに追試出来たっぽいよ。だから終わりなんじゃない？」

「あら、意外とあっさり。私なんて、先生が慈し衣え菜なちゃんと喧けん嘩かするんじゃないかって、冷や冷やしてたんだからね。何事も無くて本当に良かった」

「する訳無いでしょ。聞き分けの悪い子供じゃあるまい」

「え？」

　フリットに伸のびた部長の手が、宙で止まった。

「え？　その反応は何？」

「先生、今、聞き分けの悪い子どもじゃないって言った？」

「言ったけど……いやいやいや、違ちがうでしょ。私は聡そう明めい叡えい智ちで可か愛わいいピチピチの女子高生じゃん。プリティでキュアじゃん。そこらのじゃりん子と一いつ緒しよにしないでよ」

「聡そう明めい叡えい智ちで可か愛わいいピチピチの女子高生？　プリティでキュア？　先生、自分で言ってて恥はずかしくないの？　その図太い神経って、何ど処こに行けば手に入るの？　教えて」

「ごめん。ちょっと盛った。自分でも言い過ぎ──てないっ！　だって事実だもん」

「すべて女はやはらかに心美しきなむよきって源氏物語にあるでしょ？　女性にとって大切なのは、心が美しいことなんだよ。先生はどう？　胸に手を当てて考えてごらん」

　当てる胸は大きいけど、その分心臓まではちょっと遠いかも。だから、わかんない。

　部長、ごめんね。

「紫むらさき式しき部ぶは、女の身はみな同じ罪深きもとゐぞかしとも書いてるけどね。私は罪深い女の自覚がある分、まだマシでしょ？　無自覚じゃないもん。意図的だもん」

「そうだね。先生はそうだよね。うん、今日は誕生日だし、褒ほめ褒ほめでいくよ。今から、私は全ぜん肯こう定ていで行きます！　先生は聡そう明めい叡えい智ちで可か愛わいいむちむちの女子高生っ。プリムチだっ」

「早さつ速そく、改かい竄ざんしてるじゃんっ！」でも……事実？　今日一日でむち度アップ？

　ぢっと己おのれの脚あしを見る。ふむ。もちもちしてて、お肌はだのコンディションは悪くない。以下略。

「誉ほめ言こと葉ばだよ、先生♡」

「はぁ。いいよ。そういうことにしておこう。ね、それより、ちょっと考えたんだけどさ」

「なぁに？」

「部活でも作ろうかと思うんだけど、どうかな？　純じゆん君も巻き込んで。そうすれば、この前みたいな厄やつ介かい事ごとも無くなるんじゃないかなって」

　ここ最近、ずっと考えていた。好きなことについて、延々と語り合える場を作っちゃえばいいんじゃないかって。純じゆん君の放課後を、公的に拘こう束そくしてやるんだ。

　うちの学校は部活や同好会が多い。予算を貰もらえなさそうで、かつ活動内容すら怪あやしい部活も存在する。道路の勾こう配ばいを調べる勾こう配ばい部ぶや架か空くうの時刻表を作るスジ部みたいな、どんな手を使って顧こ問もんを見付けたのか分からないような部まである。同好会レベルで言えば、エナジードリンク同好会とかファミレス同好会なんてのもあった。そんなのが許されるなら、好きなことについて語り合うだけの団体だって許される筈はず。つまり、ハードルは限りなく低い。私立万ばん歳ざい。

「部活かぁ。考えもしなかったなぁ。でも、どんな部活──」

　部長のスマホがけたたましく鳴って、言葉を遮さえぎった。「ごめん、ちょっと電話」

　電話から漏もれ聞きこえるのは、女の声だ。部活の誰だれかかな。私もスマホを取り出して、テーブルの上の幸せが渦うず巻まいた光景を写真に撮とる──華はなやかだと思って撮とったけど、画面で確かく認にんすると、ただ食い散らかしただけにしか見えない。ま、いいや。純じゆん君に送ったれ。

「先生、ごめんね。話の途と中ちゆうで」

「んー、大だい丈じよう夫ぶ」よし、送信。

「ちょっと席外すね。すぐ戻もどって来くる」

「はーい」

　なんだろう。トイレかな。

　さて、既き読どくはついたかな。流石さすがに未まだつかないか。そのままネットであれこれ見ていると、玄げん関かんの方で音がした。そして、「お邪じや魔まします」の声。

　え？　あの声って──「にゃおにゃお、誕生日おめでとうっ！」

　ドアが開くなり、しえなが大声をあげながら入って来た。

　どういうこと？　なんでこの女がここに居るの？

　後ろから現れた部長に苛いら立だちを孕はらんだ慨がい嘆たんの視線で説明を求めると、「慈し衣え菜なちゃんも先生の誕生日をお祝いしたいんだって」とにこやかに返された。

　待って。全っ然分かんない。どうして部長の家で誕生日会をしてるって知ってるの？　慈し衣え菜なと部長って知り合いなの？　仲良いの？　情報が無さ過ぎて、混乱する。

「はい、これ。にゃおにゃおにっ！」

　隣となりに座ったしえなが、GELISTAジエリスタと書かれた紙かみ袋ぶくろを渡わたしてきた。この前、部長が欲ほしがってたポーチのブランド。高校生が友達にあげるような価格帯のブランドじゃ無かった。

　これ、袋ふくろだけだよね？　幾いくら私でも、そこまで仲良くない人から高い物は貰もらえない。

　恐おそる恐おそる中を覗のぞいてみると、小さい箱が二つ入っていた。

「それ、ひとつはるみちーにあげて」

「う、うん。ありがと」

　小箱をひとつ取り出してみる。リボンが結ばれた箱にもGELISTAジエリスタの文字がある。

「早く開けてっ」

　そう急せかすしえなに「こんな高い物貰もらえないよ」と返した。

　箱のサイズ感で分かる。中身は指輪とかネックレスみたいなアクセサリー。

「いいからいいから。気にしないで。ほら、早く開けてっ」

　言われるがまま、仕方なしにリボンを解ほどいて、箱を開けると──眠ねむる猫ねこをあしらったネックレスが入っていた。やばい。超ちようカワイイ。左ひだり甚じん五ご郎ろうの眠ねむり猫ねこみたい。

「可か愛わいいっ！　これ、すっごく可か愛わいいっ！」

「でしょでしょ？　それ、エナがデザインしたのっ！」

「デザインしたって何？　どういう繫つながりで？　仕事の関係？」

「慈し衣え菜なちゃんのお母さん、ジェリスタのデザイナーさんなんだよ」

　ん？　父親がネデットのデザイナーで、母親がジェリスタのデザイナー？　私のＨＰを極限まで減らしてくれた、あのぶっ飛んだおばさんがデザイナー？　やっぱ、デザイナーって変人の職業ってこと？　そういう理解でいいってこと？　慈し衣え菜なの登場から今に至るまで、ありとあらゆる話がいきなりすぎて、いまいち飲み込めない。

「えっとねー、GELISTAジエリスタはママが立ち上げた新しいブランドなの。Nedettoネデツトのセカンドライン。ちょっと若者向けみたいな感じ。例に出すには格が違ちがいすぎるけど、Pradaプラダとmiu miuミユウミユウみたいな関係って言えば、わかりやすい？」

　父親のブランドが高いから、若者向けにちょっと価格を落としてってことか。ブランドを広く浸しん透とうさせるには妥だ当とうな戦略──って、納なつ得とくしちゃったけどっ！　何か色々と追い付いてないけど……もう考えるのはやめよう。真面目に取り合ってたら疲つかれちゃう。

「え？　どういうこと？　プラダとミュウミュウって何か関係があるの？」

「ミュウミュウは、プラダ創業者の孫──ミウッチャ・プラダが作ったブランドだよ」

「そうなんだ。知らなかった。先生に一本取られちゃった」

「それはそれとして、このネックレス、し……慈し衣え菜ながデザインしたってほんと？」

「ね！　慈し衣え菜なちゃんがデザインなんて、超ちよう凄すごいよっ！」

「すごいっしょー。これはアインをモチーフにしたのっ。どう？　カワイイっしょ？」

「か、可か愛わいいけど……高いんでしょ？　さすがにそれを貰もらうのは……」

「まだ商品になってないヤツ──そう、試作品だから気にしないで。そんなことより……」

　やや視線を落として、慈し衣え菜ながもにょもにょと言いい淀よどんだ。

「何？　どうしたの？」

「……初めて名前で呼んでくれたね」慈し衣え菜なが上うわ目め遣づかいでもじもじしながら零こぼした。

　その付き合いたてのカップルみたいな反応は何っ!?　やめてよっ！　こっちまで恥はずかしくなって来るんだけど。誕プレくれたし、ちょっとは歩み寄らないとって思っただけだからっ！　それ以上の意図なんて無いんだからっ。知人と友人の間くらいには昇しよう格かくしてあげるって思っただけだし。って、部長っ！　にやにやしながらこっちを見るなっ！

「そだ、にゃおにゃおには特別にもうひとつプレゼントがあるんだっ！」

　さっきとは打って変わって声を弾はずませた慈し衣え菜なが、何やらバッグをごそごそと漁あさる。慈し衣え菜なの手に握にぎられていたのは、猫ねこ耳みみのカチューシャ──それを、何の断りもなく、異常な速さで、あろうことか私の頭に無理やり……止める暇ひますら無かった。

　ちょちょちょ、ちょっとっ！　勝手にそんなアイテムを着けないでよっ！

「にゃおにゃお、鬼おにカワイイ。写真撮とっちゃおっ！」

「部長っ！　にやにやしてないで、説明してっ！」

　スマホを構えてカシャカシャ連写している慈し衣え菜なを、蠅はえを払はらうが如ごとく手で制しながら、私は部長に抗こう議ぎした。雰ふん囲い気きに流されて慈し衣え菜なの存在を受け入れそうになってたけど、そもそも何でここにいるのっ！　そっからでしょっ！　どう考えても、説明責任は部長にあるっ！

「先生、本当に可か愛わいい。私も写真撮とっちゃお──」

「撮とっちゃおじゃないっ！　一回、整理させてっ！　どうしてここに慈し衣え菜なが居るのっ！」

「エナ、いちゃダメ？　めーわく？」

　迷めい惑わくと云いうか……そう来られると、ちょっと言葉に詰つまる……って、そういうことじゃないっ！　どうして慈し衣え菜なが私の誕生日を祝っているのかが、全く以もつて分からないんだってばっ！

「ううん、慈し衣え菜なちゃんは迷めい惑わくじゃないから。安心して。それより、先生。私は告白しなきゃならないことがあります。静せい聴ちようして頂いただけると幸いなんですけど、よろしいですか？」

「も、もちろん。てか、何を改まって……」

「あのね、実は、慈し衣え菜なちゃんから、先生と仲良くなりたいって相談を受けてたんだよね。けどさ、先生って、興味ない人にはとことん興味ないじゃん。だから、慈し衣え菜なちゃんに言ったの。『先生に勉強を教おしえて貰もらえるよう、琉る実みちゃんにお願いしてみたら』って」




　はぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ!!!!!!!!!!!???????????




　待って。全く以もつて意味分かんない。すべては部長の差し金だったってこと？　黒幕は部長？　何それ。どういうこと？　何がどうなって、そうなったの？　無理無理。意味わかんない。

　部長が銀河皇帝パルパテイーンに見えてきた。

「もちろん、琉る実みちゃんが素す直なおに先生を紹しよう介かいするとは思ってなくて、恐おそらく白しろ崎さき君に話が流れるんじゃないかなって予想してたんだけど──案の定、そうなったって流れなんだ」

「ごめんね。ちょっと整理させて。つまり、最初から部長の思おも惑わく通どおりってこと？」

「慈し衣え菜なちゃんが白しろ崎さき君に勉強を教おしえて貰もらうことになったら、先生、絶対気になるじゃん。そうすれば、何もない所からよりは、友達になれる確率が高いって思ったの。ほら、私達だって最初は仲悪かったじゃん。先生と仲良くなるにはそっちの方がいいかなって」

　悪あく魔まじゃん。何この子。怖こわいんだけど。でも、まだ慈し衣え菜なとは友達になってないし。

　読みが外れましたね。残念でした。思い通りになんてなるかっ！

「そんなの、最初に言ってくれれば──」私だって。

「無理だよ。先生は絶対に聞く耳を持ってくれない」

「にゃおにゃお、騙だましたみたいでごめんね」

「みたいって、騙してるじゃん。全然みたいじゃないよっ！」

　部長が立ち上がって、慈し衣え菜なの隣となりに移った。

　慈し衣え菜なが部長を目で追いながら、「ちょっとりりぽん、にゃおにゃお怒おこっちゃったじゃんっ！　だからもっと違ちがうやり方がイイんじゃないって言ったのにー。そりゃ、エナもちょっと調子乗っちゃったけどさー」と責め立てる。

　りりぽん？　待って。ほんとにどんな関係なの？

「えっと、部長って、そもそも慈し衣え菜なとどういう──」

「オンラインゲームのフレンドなの。慈し衣え菜なちゃん、こう見えて、かなりオタクだから。多分、先生や白しろ崎さき君、教授君なんかとも話が合うはず。私と話が合うんだから間ま違ちがいないよっ。だから、先生、これからは慈し衣え菜なちゃんをよろしくねっ」

　急展開すぎて脳のう味み噌そがついていかないんだけどっ！　まさかっ、ジェリスタのポーチがどうのって話、ここに繫つながってた訳？　あの時から既すでに仕組まれてたってこと？　たかだか人を紹しよう介かいする為ためだけに、こんなに回りくどいやり方を用意していたってこと？

　やばい。部長マジでやばい。ここまでされると、素直に尊敬する。瞠どう目もくしちゃう。色々言いたいことはあるけど、沢たく山さんありますけど、これだけは言わせて。今回は私の負け。認める。部長のそう云いうとこ、たまんない。ぞくぞくする。流石さすが、私の喧し嘩ん友ゆ達う。次は負けないから。

「にゃおにゃお、よろしくっ！　あと、反応が面おも白しろくってザキのこと、けっこーからかっちゃった。ごめんね」慈し衣え菜なが手を合わせる。

　この女、ワザとあれこれやっていたのっ!?　純じゆん君の反応面おも白しろいのは分かるけどっ！

　こっちもこっちで食えない女だった！　まったく、どいつもこいつも性格悪いっ!!

「ねね、にゃおにゃおはどんなアニメが好き？」

　どんなアニメ？　え？　この場合はなんて答えるのが正解なの？　どのゾーンに合わせてチョイスをすればいいの？　下手に古いの挙げて知らなくても微び妙みようだし、今期のだと──

　部長が慈し衣え菜なの髪かみを弄いじりながら、「先生はそういう訊きき方かたされると困っちゃうよねー。何を言えばちょうど良いいのかって、考えちゃうもんね」と人の気持ちをずばり言い当てる。

「わかるっ！　エナも、けっこー古いの好きだから、伝わるかなーってなるっ！　リアルでそんな話をするのはりりぽんだけだけど、ネットとかだと歳としもよくわかんないし」

　慈し衣え菜なに私の気持ちが分かるとは──部長の言うように、同族ってこと？

　ほんとにもうっ！　今までのは何だったのっ！

「じゃあ、慈し衣え菜なは何が好きなの？　参考までに教えてよ」

　認識をアップデートしてあげるから。

「うーん、一番はカウボーイビバップかなー」

「あー、猫ねこの名前ってそこから？」

「そそ。やっぱ、にゃおにゃお知ってるんだ。あっ！　そっか、ザキが言ってたもんね。にゃおにゃおのパパが好きなんだよね？」

「……まあね」

　純じゆん君とはそういう話したんだ。お父さんの話まで、ねぇ。ふーん。そうですか。

「慈し衣え菜なちゃんはビバップのジュリアに憧あこがれて金きん髪ぱつにしてるんだもんねー」

「ちょっとりりぽん、バラさないでよっ！」

　金きん髪ぱつにしてる？　えっ!?　地毛じゃないのっ？　「それ、染めてるのっ？」

「ほらぁ。もー、りりぽんがバラすからぁ……。うん……実は染めてるんだよね。でも、そこは言わなきゃわかんないっしょ。中等部からずっとだし。てか、子どもの頃ころはちゃんとブロンドだったんだけど、なんか段々と色が濃こくなってきてー、悔くやしいからちょっとプラチナっぽくしてんだよねー。それくらいなら自然かなーって」

　ずるいっ！　私だってもうちょっと明るくしたいっ！　この令れい和わの時代に頭とう髪はつの色くらいでいちいちうるさいんだよね、うちの学校はっ！

「私も明るくしたいっ！　いいなぁ。何ど処この美容院でやってるのー？」

「先生はすぐバレるからダメだよ」

「……夏休みの間だけとかは？」それならいいでしょ？

「にゃおにゃおはそのままがいいよー。今のままで完成されてるってー」

「ほんと？　そうかな？　今のままでも──って、ちーがーうー、やってみたいのー」

「よしっ！　出来たっ！」慈し衣え菜なの髪かみを編んでいた部長がいきなり声をあげた。

「ん？　何が？」

「ヴァイオレット・エヴァーガーデンっ！　どう？」

　それで編んでたのかっ！　悔くやしいけど……似合ってる。目の色といい再現度高いっ！

「え？　ヴァイオレットちゃんっ？　鏡は？　鏡見たいっ！」

　慈し衣え菜なが叫さけぶ横で、私はネックレスの箱を縛しばっていたリボンで慈し衣え菜なの後うしろ髪がみを縛しばった。

「ヴァイオレット・エヴァーガーデンなら、こうでしょ？」

「先生、ナイスっ！　丁度リボン探してたとこだったんだよー」

　鏡を手にした慈し衣え菜なが興奮気味に、「あ、すごいっ！　横の編あみ込こみがそれっぽい！」と言いながら立ち上がって、「りりぽん、ひらひらのスカート持ってない？」と言いながら、ヴァイオレット・エヴァーガーデンとは程ほど遠とおいデニムのショーパン姿でくるくる回る。

　マジで服があれば完かん璧ぺきかも。認めたくないけど、この容姿ならかなりの再現が出来るっ。

　ぽっと出の癖くせにっ！　このモデルめっ！

「ねぇ、慈し衣え菜な」部長の友達なら、部長がそこまで言うのなら、私も少しは歩み寄る。

「なぁーに？」

「今度、ガチでコスしない？　慈し衣え菜なだったら、かなりの完成度になると思う」

「慈し衣え菜なちゃんのコス云うん々ぬんの前に、頭に猫ねこ耳みみついてるのは自覚してる？」

「こ、これは慈し衣え菜なが勝手に──」

「とか言いながら、満まん更ざらでもない癖くせに。ちょっとやってみたいんでしょ？　コスプレ」

　うっ……うぐ。「……ちょ、ちょっとは」

「ねね、じゃあさ、今度、みんなで集まってコスプレしよーよ。うちにあるそれっぽい衣い装しようを組み合わせればいけるかも。何なら、買ったっていいし」

　慈し衣え菜なの家……またお猫ねこ様さまにも会えるっ！　異論はないっ！

「もう、仕方ないなぁ。そこまで言うなら、それでいいよ」

　私だって本気を出せばっ！　可か愛わいい系けいのキャラなら私だってっ！

　本気出すのは明日からね。糖質制限は明日からです。本日は爆ばく食しよくの予定なので。悪あしからず。

「やったっ！　にゃおにゃおが同意してくれたっ！」

　部長が小声で「先生、素す直なおになりなよ。なんで仕方ないみたいな空気出してるの？　ちょっとじゃなくて、ガチでやりたいんでしょ？」と言ったけど、無視。知らん。

「そうだ、これ今日の為ためにパイを焼いてきたの。ガレット・デ・ロワ。ちょっと時期外れだけど、お祝い事だからイイかなーって」

　慈し衣え菜なが箱を取り出して、テーブルの上に置く。中から月げつ桂けい樹じゆの模様が描えがかれた美お味いしそうなパイが姿を現した。ガレット・デ・ロワ──新年を祝うお菓か子しだっけ？

「今日の為ために気合入れて作ったんだぁ。エナ、実は中等部の頃ころから、にゃおにゃおのことカワイイな～って思ってたの。どうしたら仲良くなれるかなーってずっと考えてて。けど、同じクラスになったことないし、るみちーとは仲良くなったけど、るみちーはにゃおにゃおのこと紹しよう介かいしてくんないし──ヤバっ、勢いで言っちゃった。恥はずっ。ごめん、変な意味じゃないからっ！　勘かん違ちがいしないでっ！」慈し衣え菜ながくねくねしながら頰ほおを赤らめた。




　待って。その反応は何？　どういうこと？




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　おじさんの運転する車に乗って、僕たちは琉る実みの試合会場を目指していた。隣となりで寝ね息いきを立てている那な織おりを見て、二人の誕生日の夜のことを思い出していた。




　僕はおじさんに呼び出されて、神じん宮ぐう寺じ家けのパーティーに途と中ちゆう参加することになった。と言っても、結局はおじさんの話し相手として呼ばれているにすぎなくて、つまるところ毎年のいつものパターン。女じよ性せい陣じんがテーブルを囲んで喋しやべっているのを尻しり目めに、ピンク・フロイドのアルバム「The Dark Side of the Moon」について語るおじさんの相手をしていた。

　もちろん掛かかっているのはピンク・フロイド。

　さっきまでおばさんと何やら喋しやべっていた那な織おりが、わざとらしいくらい大きな溜ため息いきをついて、僕の隣となりにどかっと腰こしを下ろした。

「人の誕生日に陰いん気きな曲を掛かけないでくれる？」

「陰いん気きとはなんだ。これは生き方について歌ったアルバムだぞ。誕生日にこそ相応ふさわしい」

　那な織おりが毒づいて、おじさんが反論する。間に挟はさまれる僕。

　思わず逃にげだそうとすると、那な織おりに手を摑つかまれて、「純じゆん君はこの曲を聴きいて、軽かろやかな気分になる？　生き方がどうのって以前に、楽しい気分になる？」と問とい詰つめられた。

「なるよな。純じゆん君は那な織おりと違ちがって、こういうメッセージ性を正しく受け取れるからな」

　勘かん弁べんしてくれ。頼たのむから、親子の諍いさかいに巻き込まないでくれ。

　僕が困っていると、琉る実みがリビングから「わたしは楽しい気分にはなんないかな」と那な織おりを援えん護ごした。仕方ない、ここは二人の意見を汲くみつつ、おじさんのフォローをすれば……なんて思っていると、横からおばさんが「あの人はそもそも性格が陰いん気きなのよ」なんて言い出した。

「お母さんの言う通りだよ。お父さんって、私達の誕生日になると、いっつも太だ宰ざいの命日がどうのとか言い出してさ。普ふ通つう、娘むすめの誕生日に桜おう桃とう忌きがどうのなんて言う？」

　珍めずらしく援えん護ご射しや撃げきをして貰もらった那な織おりが畳たたみ掛かける。

　こうして、神じん宮ぐう寺じ家けの誕生日は侃かん侃かん諤がく諤がくの様相を呈ていしていった。これも毎年のこと。

　それからひとしきりみんなで騒さわいで、そろそろお開きという頃ころ合あいを見計らって、僕は帰かえり支じ度たくを始めた。料理の詰つまったお土産みやげを横に置いて玄げん関かんで靴くつを履はいていると、琉る実みが横から「まだその靴くつ持ってるんだね」と声を掛かけてきた。

「琉る実みだって、最近はしょっちゅう履はいてるだろ」

「やっぱ気付いてた？　何だかんだ言って、履はき心ごこ地ち良いいから」

　那な織おりが琉る実みの肩かたに腕うでを乗せて、「ちょっと。そういうのやめてくんない。見えない所でやられても嫌いやだけど、見える所でやられるのはもっと嫌いや」と琉る実みの頰ほおをはたはたと叩たたいた。

　まるで何ど処こかの不良みたいだ。あんなことを聞いたあとだから、那な織おりの言葉を真しん剣けんに嚙かみ締しめてしまう。琉る実みとのちょっとしたやりとりにも罪悪感が芽生える。

「那な織おりも今度、買いに行くか？」

　那な織おりのことを仲間外れにはしない。琉る実みと付き合ってるわけでもないのに、那な織おりに寂さびしい思いはさせない。那な織おりと約束したからってのもあるが、これは優ゆう柔じゆう不ふ断だんな僕が背負わなければならない想おもいの重みだ。好きとか嫌きらいとか、付き合うとか付き合わないとか以前に、僕と隣となりの双ふた子ごは小さな頃ころから家族ぐるみで付き合ってきたんだ。一いつ緒しよに育ってきたんだ。

　それだけは忘れちゃいけない。見失ってはいけない。

「おじさんの顔が描かかれた靴くつなんて要いらない」

　この野や郎ろうっ。この状じよう況きよう下かでよくそういうこと言えるなっ！

　こっちがどんな思いでっ──そういうヤツだよな。那な織おりらしいよ。

「そうだっ。今度、三人で買い物行かない？　お小こ遣づかいも貰もらったことだし」

　琉る実みが那な織おりの手をどけて、そう提案した。

「僕は賛成だ」

　那な織おりの気に入る物で何か揃そろえよう。それがいい。この前、那な織おりがそうしたように、新しくやり直すんだ。今から三人で始めればいい。全部イチから、時間をかけて。

「まぁ、誘さそわれれば行かないこともないけど……」

　ったく、どこまでも素す直なおじゃない奴やつだ。行きたいって顔に書いてあるぞ。

「ね、今日は予行演習ってことで、今から三人でコンビニ行かない？」

「予行演習って何だよ」

　那な織おりも大たい概がいだが、琉る実みもこういうとこがある。那な織おりとは別のベクトルで、訳の分からないことを言い出す。琉る実みの場合は素で言ってるから、自分が変なことを言っている自覚がない。言わんとしてることは、分からなくはないけどな。三人で買い物に行くのを本番と考えるなら。

「ね。完全に意味不明。初めてのおつかいかなんかの積もり？　ほんと、脳筋マツスルヘツドはいちいち練習だとか本番みたいなことを言い出しがちで嫌いやになっちゃう。人生、常に練習と本番がセットって考え方、絶対にあとで後こう悔かいするよ。練習あることの方が少ないって。居きよ安あん思し危きに思し則そく有ゆう備び──安きに居おりて危あやうきを思う、思えば則すなわち備え有りとは言うけれど、あれもこれも備えておくことなんて出来ないからね？　ぶっつけ本番のが多いからね？」

「そこを引用するか？　普ふ通つうに備えあれば憂うれいなしの部分を持ってくれば──けど、那な織おりの言いたいことも分かる。備えるにしても限度はあるよな。僕は可能な限り備えたいとは思うけど、それにしたって予行演習って言い方はどうかと──」

「二人してうるさいっ！　そんな言うことないでしょ！　わたしのことはいいからっ！　ほら、財さい布ふ取って来る間に準備しといてっ！」

　琉る実みがリビングのドアを開けて「ちょっと三人でコンビニ行ってくる」と言ってから、凄すごい勢いで階段を駆かけ上あがっていく。

「あんな急がなくても……転んだりしたら洒しや落れになんないぞ」

「しょうがないよ。ニューロンが全部筋肉なんだから」

「重そうな頭だな。そんなことより、那な織おりはいいのか？　財さい布ふ」

「二人でひとつあれば十分じゃない？　双ふた子ごなんだし。元はひとつでしょ？」

「おまえらは二に卵らん性せいだから、ひとつじゃないだろ」

「そうだっけ？　二に卵らん性せいだったっけ？　気の所せ為いじゃない？　仮に──もし仮に二に卵らん性せいだったとしてだよ、誕生日にお金貰もらったばっかだし、お祖じ父いちゃん達からも貰もらったし、私の分くらい琉る実みが見てくれるよ。私のお姉ちゃんだもん。自じ慢まんのお姉ちゃん。超ちよう大だい好すき」

「都合のいい時だけお姉ちゃんとか言いやがって。琉る実みが可哀かわい想そうだろ」

「ねぇ、純じゆん君。言っていい？」

「何だよ」

「僕が出すって言ってくれると、ポイント高い」

　何にも言い返せねぇ。全くと言っていいほど頭の中に無かった。教授の言うような出来る男はこういうことをさらっと言えるんだろうな。コンビニは二人分、僕が出すか。誕生日だしな。それくらいしてやんないと。とは言え、この場でそれを言うのは滑こつ稽けいだし……返す言葉に窮きゆうして居ると、丁ちよう度ど良いいタイミングで琉る実みが下りてきた。

「さ、行こ」

　琉る実みに感謝しつつ、歩き慣れた道を三人で歩く。こうして並んで歩くことが出来るのは、あと何回くらいなのだろう。大学はどうするのか、将来は何を目指すのか、幼い頃ころの夢想の延長として話したことはあるけれど、現実的な事象として本気で話したことはない。

　うちの学校は付属だから、そのまま大学に進級することも出来る。もっと上のレベルを目指す選せん択たく肢しだってある。特進に居る僕らの選せん択たく肢しは基本的に後者だ。もし内部進学をするのなら、僕の母親みたいに医学系だろうか。大学を受験するにしたって国立や私立、考えようによっては海外だってある。様々な進路がある中で、三人が同じ道を選ぶことは、恐おそらくない。

　時間てヤツは、たっぷりあるようで、自覚した時にはそれほど残されていない。

　この割り切れない気持ちに決着をつける日は、それほど遠くないってことか。




　隣となりの席で寝ね息いきを立てていた那な織おりが、薄うすぼんやりと目を開けた。車は高速を下りた所だ。

「おはよ」完全には開いていない目で、那な織おりが言った。

「おう。今、高速を下りたとこだ。会場までもうちょっとだな」

「ね、純じゆん君。ちょっとこっち来て」

「何だ？」

　上半身を那な織おりの方に寄せる。シートベルトをしているから、どうしても身体からだが斜ななめになる。

「（慈し衣え菜なが勉強を見みて欲ほしいって話、部長の入いれ知ぢ恵えだった）」那な織おりが僕の耳元で囁ささやいた。

「（亀かめ嵩だけが？　どういうことだ？）」

「（あの二人、ネトゲのフレンドみたい。それで……なんか、私と仲良くなりたかったとかで、だったら勉強を教おしえて貰もらえば的な話になったのが発ほつ端たんみたい）」

　雨あま宮みやが亀かめ嵩だけと友達だったなんて全く知らなかった。オンラインの繫つながりだと、知しる由よしもないか。だとすると、那な織おりや教授とも上う手まくやれるかも知れないなんていう考えは、雨あま宮みやと亀かめ嵩だけの中では織り込み済みだったのか。全く、やってくれる。

　待てよ。

　もしかして、雨あま宮みやが逃にげ出だした時、オタバレするのも全て計算の上だった──なんて、それは考えすぎか？　仮にそうだったとしたら、とんだ役者だな。モデルだけじゃなくて、俳優の才もあるんじゃねぇか。機会があれば、問とい詰つめてやる。いつまでも手の平の上で転がされるのは釈しやく然ぜんとしない。

　つーか、この前の那な織おりといい、今回の話といい、どうしてどいつもこいつも謀ぼう略りやくを尽つくすみたいなやり方なんだよっ。もっとストレートに出来ないのか？　女子ってそういうやり方が好きなのか？　どんだけ面めん倒どう臭くさいんだよ。拗こじらせすぎだろ。ったく。

「で、どうなんだ？　雨あま宮みやとは仲良くなれそうなのか？」

「さあね。そればっかりは検証に時間が掛かかるから、現時点では何とも言えない」

「そうだな。何事も時間を掛かけてみないと分かんないよな。気付いたら仲良くなってるってこともあるしな。何日もかかることもあれば、一いつ瞬しゆんってこともある」

「日付は煩わしいものだ。それに数も多い」

「エラリイ・クイーン『九きゆう尾びの猫ねこ』。那な織おりにしては珍めずらしい所から持ってきたな」

「たまには純じゆん君の趣しゆ味みに寄より添そってあげようかなって。そう言えば、純じゆん君ってホーソーンの『緋ひ文もん字じ』は読んだことある？　読もうと思って、まだ読んでないんだよね」

「ああ。あるぞ」

「えっと、そなたの天性のなかでむなしくどうのって台詞せりふ分かる？」

「〝おそらく、わたしの愛よりましな愛にもう少し早く出会っていたなら、こんな邪じや悪あくなことにならずにすんでいただろうに〟に続く言葉だな。記き憶おくが確かなら」

　印象的な部分だとしても、よくすらっと出てきたと思う。自分で自分を褒ほめてあげたい。

　突とつ然ぜん、隣となりで那な織おりが下を向いて、肩かたを震ふるわせながら笑い声を漏もらし始はじめた。

「どうしたんだよ」

「純じゆん君、部長はやっぱ最高だよ。私、あれ以上の女の子に出会える気がしない。重すぎて笑っちゃうけど、うん、部長だったらいい。邪じや悪あくで上等。私はこれ以上ないくらいに楽しいから。友情は全て、だね。ゴッドファーザーは何い時つだって正しい」

「意味分かんねぇ。どういうことだ？」

「秘密」

　全く、女子ってのは秘密ばっかりだな。満足そうだから良いいけど。

　さて、今日は琉る実みの第二試合。応おう援えんに集中しないとな。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　ボールを持ったわたしの前に、六番が立ちはだかる。このままドライブ──かわせる雰ふん囲い気きじゃない。ここでボールを取られたら負ける。

　わたしは右にパスする。穴あな水みず先せん輩ぱいにボールを送る。そう自分に暗示をかける。穴あな水みず先せん輩ぱいのシュートの成功率は、相手チームに印象付いている。マークされるべき対象。その証しよう拠こに大おお柄がらな十番がぴったり張り付いている。だが、穴あな水みず先せん輩ぱいの方が速い。道ラインが見えた。

　もう時間ないよっ！　ベンチから声がする。

　動きを組み立てる。視線。頭。上半身。手の位置。相手が判断しそうな部分を、すべてをコントロールする。冷静になれ。落ち着け。わたしがパスするのは穴水先輩じゃない。

　穴あな水みず先せん輩ぱいに目で合図を送る。流れは作った。これは勝負だ。身体からだは左にいる飯田先輩キヤプテンを全く意識していない。視界の端はしで、位置を確かく認にん──ノールックで飯田先輩キヤプテンにパスを送る。

　届けっ。

　飯田先輩キヤプテンをマークしていた七番がカットに──飯田先輩キヤプテンの反応の方が早い。

　届いたっ！

　六十五対六十六。

　このままじゃ負ける……大だい丈じよう夫ぶ、飯田先輩キヤプテンならイケる。そう思ったのも束つかの間ま、わたしについていた六番が飯田先輩キヤプテンのドライブを止めに動く──わたしは咄とつ嗟さにパスラインを確保。気付いた飯田先輩キヤプテンがわたしに向けてパスを放つ。六番が動くより早く、わたしの手にボールが収まった。流れが変わった。悩なやんでる時間はない。

　わたしが打つしかない。

　シュートフォームに入る──視界の端はしに十番が──間に合えっ！

　膝ひざ。腕うで。指先。力の流れを意識する。ボールに気持ちを乗せて──放つ。

　うん、このシュートは入った。イケる。

　ボールが放物線を描えがいて飛んでいく。リングまでもう少し。

　お願い、そのまま入って！




　──コートにブザーが鳴なり響ひびく。入っても入らなくても、これで試合終しゆう了りよう。




　ブザーが鳴り終わるかどうかというところで──リングに当たることなく、ボールがネットをすり抜ぬけた。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。ボールが床ゆかをバウンドした。




　やった。勝った！

　やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!!!

　先せん輩ぱいたちが一いつ斉せいにわたしの所に走り寄って来る。メンバーもみんな抱だき着ついてきて、バランスを崩くずしそうになりながら、みんなで押し合う。良かった。なんとか次の試合に繫つながった。




　明日も試合があるのに、なかなか寝ね付つけない。明日こそが本番なのに、身体からだの中にまだ昼間の熱が燻くすぶっている。わたしの決めたシュートで勝った。その事実が今もわたしを寝ねかせてくれない。今日は純じゆんも那な織おりも応おう援えんに来てくれた。二人が見ていてくれたから──お父さんやお母さんが来てくれたから、わたしはいつも以上に頑がん張ばれた。

　本当に良かった。勝てて良かった。ちゃんと役に立てた。明日も頑がん張ばんないと──

　コンコンっとドアがノックされた。「まだ起きてる？」

　那な織おりの声だ。

「うん」

　那な織おりが部屋に入って来て、ベッドに座った。

「明日のこと考えると、なかなか寝ね付つけなくて」正直に言った。

「だと思った」那な織おりがわたしの頭に手を置いた。

「今日はお疲つかれ様さま。シュート、恰かつ好こう良よかった。明日も頑がん張ばって」

「うん。ありがとう。改まってどうしたの？」

「私はバスケなんて知らないし、興味もない。知ろうとも思わない。でも、琉る実みが──それこそミニバスやってる時からずっと頑がん張ばってるのは知ってるから、応おう援えんはする。私には勧すすめた責任があるから。最低限、それくらいはする」

「覚えてたんだ」

「正確に言えば、思い出した。真まに受けるとは思わなかったけどね」




　──そんなにボール遊びが好きなら、なんか始めたら？　バスケとか似合いそう。




　小学生の頃ころ、那な織おりにそう言われた。わたしがバスケを始めた切きっ掛かけ。もちろん那な織おりのことも誘さそった。一いつ緒しよにやろうよって。「嫌いや」の一言で断られたけどね。

　責任なんか感じなくていいのに。切きっ掛かけがどうあれ、わたしは好きだからやってるだけ。練習はキツいけど、好きじゃなきゃここまで続けてこられなかったし、やっぱりボールが入る瞬しゆん間かんは何度だって気持ちいいし、勝った時はそれ以上に気持ちいい。

「わたしが好きでやってるんだから、責任なんて感じないでよ」

「分かった。今日限りでやめる。あと、別件なんだけど、ちょっと慈し衣え菜なのことで……」

「ん？」那な織おりの口から慈し衣え菜なという言葉が出てきて、何だか違い和わ感かんを抱いだく。

　ああ、そうか。名前で呼んでるからだ、と遅おくれて気付いた。

「誕生日の日、部長の部屋に来たって言ったじゃん。で、部長から聞かされたんだけど、慈し衣え菜なの勉強の件、仕組まれてたって気付いてた？」

「仕組まれてたってどういうこと？」

　ネックレスとバスミルクのお礼がしたくて、誕生日の夜、慈し衣え菜なと亀かめちゃんにそれぞれ連れん絡らくした。まさか二人が繫つながってるなんて知らなかったから、慈し衣え菜なと亀かめちゃんが友達だったってのはびっくりだった。その話の流れで、慈し衣え菜なが亀かめちゃんに勉強のことを相談していたってのは聞いたけど、仕組まれたって言い方はあんまり穏おだやかじゃない。

「なんか、慈し衣え菜なは私と仲良くなりたくて、それで私に勉強を教おしえて欲ほしかったんだって。けど、私が引き受けないのも織おり込こみ済ずみで、恐おそらく純じゆん君が教えることになるだろう、と。そうすれば、私の興味が慈し衣え菜なに向くんじゃないかって──最初から部長が考えてたみたい」

「どういうこと？　よくわかんない。慈し衣え菜なは、那な織おりと仲良くなりたかったの？」

「そう云いうことらしいよ。私も意味が分からない」

　まさか──そういうことなの？　慈し衣え菜なが前に言ってた気になる人って、那な織おりっ？　那な織おりのことなのっ？　でも、そんな素そ振ぶりは見たことない……そう言えば、この前の昼ひる休きゆう憩けいで、可か南な子こが妙みように納なつ得とくしてたことがあった──あれって、慈し衣え菜なが勉強を教えてほしいとかそんな話をしていた時だったよね。マジで？　マジで那な織おりなのっ？




　那な織おりはダメだって！　絶対に浮うかばれないって！！！




　これ、那な織おりは気付いているのかな。いや、深く考えるのはやめよう。あれこれ考えたって、いいことなんかない。それにしても、どうして那な織おりなんか──ああっ、ダメだ。考えるなって思ってるのに、どうしても気になっちゃう。落ち着け。深呼吸しよう。

　ふぅ。わたしは何も知らない。何も聞いてない。

「けどさ、仲良くしたいっていうのは、いいことじゃん。慈し衣え菜なとは話合いそう？」

「思ってたよりは。会話出来なくはない。もっと自分勝手で、社会通念なんてクソ喰くらえ精神のヤバい女かと思ってた。だから、想像よりはマシだった──って、それよりも、私が言いたいのは、部長に展開をコントロールされてたのが、なんか、こう……」

　ふーん、那な織おりなりに慈し衣え菜なのこと、認めてるんだ。それなりに興味があるって言い方だ。わたしにはわかる。那な織おりにしては、かなり褒ほめてる方。これでも。だって、那な織おりが会話出来なくはないなんて言う人は、そんなにいないから。

　そして那な織おりはもにょもにょと口ごもったけど、言いたかったことは、多分こうだ。

「悔くやしかったの？」

「く、悔くやしいって云いうか……うん、悔くやしい。やられた感しかない。だって、部長ったら、仲良くなるには──いや、いいっ。部長も自分の邪じや悪あくさには気付いてるみたいだし」

「じゃ、邪じや悪あくさって何？」

　いきなり物ぶつ騒そうな言葉が。亀かめちゃんが邪じや悪あくってことはないでしょ。亀かめちゃんが邪じや悪あくだったら、那な織おりなんて何になるの？　魔ま王おうとかじゃ足りなくない？

「邪じや悪あくは邪じや悪あくだよっ！　邪よこしまで悪だよっ！　琉る実み、これだけは言っておく。部長のあの優等生キャラに騙だまされちゃダメだからね。部長はとんでもない謀ぼう略りやく家かだよ」

「なにそれ。意味わかんない」

　ま、どーせいつものよくわからない話なんだろう。那な織おりと亀かめちゃんの話は、ほんっとによくわかんない。同じ日本語とは思えない。楽しそうだからいいけど。

「いずれ、私の言葉の意味を知る時が来るのだ……そうそう、それはいいとして。明日のこと、純じゆん君と話したりした？」

「何を？」

「言い方を変える──明日頑がん張ばれって言いって貰もらった？」

　部屋が暗いままだから、那な織おりがどんな顔をしているのかわからないけど、わたしにはわかる。

　普ふ段だんからその調子で来てくれたら、衝しよう突とつなんてしないんだけどね。口は悪いけど、性格もひねくれてるけど、わたしは知っている。那な織おりは優やさしいんだって。

「通話だったら。直接会ったりはしてない」

「じゃあ、直接言いって貰もらったら？　そういうの、好きでしょ？　頑がん張ばれるでしょ？」

「違ちがわないけど……決めつけられるとなんかムカつく」

「私だって、同じだから」ぽつりと那な織おりが零こぼした。

　やっぱり表情は見えないけど、わたしにはわかる。

　可か愛わいいとこあんじゃん。全く、人の試合前になんて話を始めるんだって思ったけど、那な織おりと話せて良かった。ムカつくことも多いけど、やっぱ、那な織おりと話してると落ち着く。

「どうする？　今から呼び出しちゃう？」

　那な織おりが部屋の灯あかりを点つけた。一気に明るくなって目が追い付かない。

　徐じよ々じよに回復した目で、自分の服装を改めて確かく認にんする。

「わたし、外に出られる服じゃない」

　めっちゃルームウェアだもん。寝ねるとこだったし。

「そんなこと気にしなくっても──ごめん、私もそうだった」

「あんたこそ外に出ちゃダメでしょ。それ、下にパンツ穿はく前提の丈たけでしょ？　下着見えてるよ？　ちゃんと下穿はきなよ。お腹なか冷やすと身体からだによくないっていつも言ってるでしょ」

「うるさいなぁ。風か邪ぜひいたら考えるって」

「それじゃ手て遅おくれでしょっ！　ほんと、バカなんだから」

「私より良いい成績を取ってからじゃないと、その発言は認めない。言う資格を得てから出直しておいで。それより、今から呼び出しちゃおうよ。お互たがい着き替がえてさ。どう？」

「こんな時間に？　もう十一時だよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、まだ起きてるって。それに、家の前だったら深夜外出にならないでしょ？　敷しき地ちから出なければ問題ないって」

「そういう問題？　絶対違ちがうって」

「いいんだよ。こういう時に地の利を生かさないでどうするの？　隣となりに居るんだよ？」

　那な織おりに言われて、わたしも段々とその気になってきた。こんなことを言ってくれるなんて、思いもしなかった。無視しようと思っていた罪悪感が、また顔を出す。あのキスのこと、那な織おりに言おうって何度も思った。でも、言えなかった。

　罪悪感があるからこそ、言えない。そして、わたしの頑がん張ばりだからこそ言わない。

　言いたくない。

「そうだね。隣となりの家だもんね。ちょっと玄げん関かんから出るだけで済むんだよね」

　幼おさな馴な染じみだもんね、わたしたち。



















　私という現象は、直流のように一定でもなければ、制せい御ぎよされた交流のように正せい弦げん波はで表せるものではない。感情は絶えず上下し、時間とともに変化し、少しずつズレた揺ゆらぎが巨きよ大だいな澱おりとなって蓄ちく積せきし、ちょっとやそっとじゃ動かなくなって来た。

　自分のしたことの意義──それが根底から揺ゆらぐのではないかという煩はん慮りよに変化した。

　琉る実みに対する不信。純じゆん君に対する不信。

　それらを詳つまびらかに述じゆつ懐かいすることなく、最低限の吐と露ろだけで自分を納なつ得とくさせてきた。奸かん譎けつな女だと言われようが、構わない。胸中を曝さらけ出だしてノーガードで闘たたかうなんて真ま似ねはしたくない。

　そう思っていたけど、無理だった。耐たえきれなかった。




　Ask me no moreもうこれ以上きかないで。 : what answer should I giveどんな返事をすればいいの?




　答えてやる義理なんてない。私は前から変わらない。自分のやりたいようにやる。

　私に命令できるのは、私だけ。

　部活を作る──我ながら悪くないアイディアだ。私の作った時間と組織の中で、純じゆん君を囲ってやるんだ。これ以上、我が慢まんなんて出来ない。身体からだによくないなんてもんじゃないっ！

　親から貰もらったこの身体からだとこの頭と……この愛らしいお顔でどうにかしてやる。

　所しよ詮せん、相手は血を分けた眷けん属ぞくのみ。体型的に、頭脳的に、私が有利。これは翻ひるがえりようのない事実。あれ？　だったら、どうして琉る実みと──身体能力の差っ？

　まさか、運動神経を問われているのっ？

　いやいや、そんな莫ば迦かな話があるわけ──ないよね？　あとは？　他にはないのっ？

　性格？　性格はお互たがい様さまじゃない？　琉る実みが性格良いいとは思えない。私の姉だよ？

　あれ？　この言い方だと、まるで私の性格が悪いみたいじゃない？　私は自分に素す直なおなだけで、性格悪くはない。断じて、悪くなどないっ！　自じ己こ肯こう定てい感かんが高いだけですので。

　さすれば、やはり琉る実みなど私の敵ではない。

　待つだけの闘たたかい方かたは私に相応ふさわしくない。すべてはあのモブが悪い。慈し衣え菜なさえいなければ、もっと私との時間が取れた筈はず……過ぎたことは仕方ない。うん、慈し衣え菜なは純じゆん君に対して云うん々ぬんでは無かったから、そこは良しとする。暴言も訂てい正せいする。雅が量りようを示そうではないか。その代わり、私の計画に加か担たんして貰もらうからね。部長もだよっ！

　さて。足あし踏ぶみは終わり。こんなとこでまごまごしている時間はない。駒こまを進めなきゃ。

　双子の姉にさよならを言う方法はわからない。でも、別々の道を歩くことは出来る。

　ねぇ、琉る実み。試合の前の晩、純じゆん君の家に行こうって言ったのは、私なりの餞はなむけなんだ。

　これからは、今までみたいに優やさしくしてあげないからね。お姉ちゃん。


（了りよう）









　あとがき




　この巻が発売される頃ころは、夏ですね。夏はとても好きな季節です。わくわくする反面、どことなく寂さびしさを感じてしまうのは、お盆ぼんがあるからかも知れません。

　炎えん節せつの太陽に熱せられた街角で、陽かげ炎ろうに紛まぎれて漂ただよう線せん香こうの匂におい。噴ふん煙えんの如ごとく昊こう天てんに猛たける入道雲。喪も服ふく姿の婦人が白いレースのハンカチを取り出し、御み影かげ石いしの前で汗あせを拭ぬぐう。訳を知らぬ子供たちは、大人の感傷を余よ所そに夏を胸いっぱいに吸い込んで走り回る……こんなイメージでしょうか。しかして、意識を山中に飛ばせば、木々の合間を風が縫ぬい、海かい浜ひんに出づれば滄そう海かいと白砂のコントラストの先に、水平線が──限界です。もう無理です。書けません。

　私は夏を語る言葉を持っておりません。頑がん張ばって捻ひねり出だした結果がこれです。

　ええ、そうです。私は夏が苦手です。暑いのが苦手です。汗あせが嫌きらいです。冷れい房ぼう最高です。

　描えがかれる夏は大好きです。夏を題材にしたあれこれって、どれも面おも白しろいですよね！

　でも、冬だって──ご挨あい拶さつが遅おくれました。髙たか村むら資し本ほんです。二巻を手に取って頂き誠まことにありがとうございます。皆みな様さまの御お蔭かげで二巻を出せる運びと相成りました。心より感謝申し上げます。

　さて、どうして高一で古文の敬語をやっているのかと思った方もいらっしゃるでしょうが、細かいことはいいんです！　中高一いつ貫かんの私立だから良いいんです──えっと、正直に申し上げますと、古文で覚えていたのがそれくらいだったんです。

　いや本当、古文に限らず、学校で習ったあれこれはどこに消えていったんでしょうか。もう少しくらい脳に残っていても良くないですか？　学校生活って、そこそこの長さありましたよね？　もしかして、私だけ？　私の記き憶おく力がアレなだけですか？

　この取り留めの無い文章がどう着陸するかと言えば、何かを語り伝える為ためにはいつだって言葉が必要になってしまうことが窮きゆう屈くつで、難しくて、だからこそたまに言葉を介かいさないコミュニケーションが成り立った時は嬉うれしくなりますよねってことです。

　え？　言ってない？　気の所せ為いですよ。だって、ふたきれは一いつ貫かんしてディスコミュニケーションによるすれ違ちがいや拗こじれを描えがいて……いるんですか？　そういう話なんでしたっけ？

　とにかく、大小様々なすれ違ちがいの積み重ねが、相そう互ご理解を深めるのかもしれません！

　何となく締しまりました！　それでは、またお会い出来る日を楽しみにしております！




【すぺしゃる・さんくす】

　担当編集者様、いつもご迷めい惑わくばかりお掛かけして誠まことに申し訳ないです。根気強くお付き合い頂き、感謝の言葉しか御ご座ざいません。ありがとうございます。あるみっく様、一巻に引き続き、素す敵てきな絵をありがとうございます。どんな美び辞じ麗れい句くを並べても霞かすんでしまうくらい、最高なイラストの数々です。そして編集部含ふくめこの本の出版に携たずさわった方、劇中で触ふれた数々の作品、お手に取って下さった読者の皆みな々みな様さまに御おん礼れい申もうし上あげます。
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